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　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ




第一章

──やあ。ぼくの名前はポー。気狐だよ。

第二章

06月08日（日）深夜　加納マルタ

──私は、負けることが大嫌い。

第三章

06月16日（月）　和泉葉介

──俺の人生はいま、確実によい方向にまわって来ている。

第四章

06月24日（火）　天王寺真一

──「なぁ天王寺。聞きたいことがあんだけどさぁ」

第五章

07月05日（土）　和泉葉介

──期末試験は、無事に終わった。

あとがき






　波の音。ここに来ると、お母さんを思い出す。

　独ひとり──誰だれもいない砂浜に、わたしは座っている。青い塩水が押し寄せてきて、地面に吸われていく。わたしはずっと、それを見ている。海にはいつも、音がある。わたしは海の音が好き。やさしい音。お母さんの音。

　強い風が吹く。背中の太陽が赤くなって、空が紫むらさき色いろになる。……黒く、海の色が変わっていく。




　あのヒトが来る。




　わたしは目をつぶって、海の音に耳をすます。やさしい音。それでも、あのヒトは近づいてくる。わたしにはわかる。あのヒトが、もうすぐここにやって来る。お母さんを殺した、あのヒトが。




　わたしは今日もきっと、歪ゆがんだつめたい、機械になる。そしてわたしは今夜もきっと───電でん気き羊ひつじの、夢を見る。
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　やあ。ぼくの名前はポー。気き狐こだよ。

　気狐っていうのは、ぼくたち霊れい狐この階級のこと。ニンゲンたちの間では、いちばん下級の霊狐を野や狐こ、次に気狐になって、最後に天狐になるって噂うわさがあるみたいだけど、まぁ大体あってるね。気狐はニンゲンでいうと、カンリショクみたいなものかなぁ。……なにを言いたいかっていうと、ぼくは結構エライんだってことなんだよね。

　ヘンケンってさ、良くないと思うんだ。たとえば「狐きつねの大好物は油あぶら揚あげ」ってやつ。あれって誰だれが決めたんだろうね。そんなのウソだからね。ぼくの友達のタクゾーさんなんか、おソバが大好きだし、ぼくの好物は芋いも羊よう羹かんなんだ。まぁぼくも油揚げは嫌きらいなわけじゃないし、むしろ結構好きなんだけどさ、……とにかくヘンケンでぼくたち霊狐を見てほしくないってこと。

　ぼくなんかさ、声が子供っぽいらしくて、いっつも野狐と間ま違ちがえられるんだよね。いやんなっちゃうよ。念のためにもう一度言うよ。ぼくは気狐だからね。エライんだからね！

　このまえ、他ほかの気狐のヒトたちに聞いてみたんだけどさ、どうやら野狐に間違えられちゃうのって、ぼくだけみたいなんだ。タクゾーさん曰いわく「ポーには威い厳げんがない」だってさ。

　イゲンって、なんだろうね。たぶんだけど、タクゾーさんみたく会話に古典を引用したりして、それっぽく野狐に説教したりできることなんじゃないかな。つまり、知識ってことだと思うんだ。

　ぼくだって、知識がないわけじゃないよ。こう見えてもニンゲンに比べたら、ずっと長生きをしてるもんね。でもさ、結果的に同じことを話すのでも、偉い哲学者の言葉なんかを引用したりすると、なんか頭が良さそうに見えるじゃない。説得力が倍になったような気がするんだよね。ああいうのって結構大事なんじゃないかって思うんだ。

　ということでね、今日はこれからキミに、ぼくのすばらしい知識を披ひ露ろうしようってわけ。え？　頼んでない？　そんなこと言わないで聞いてよ。お願いだからさぁ。いい？　五ご行ぎよう説せつって、古代中国の思想のお話だよ。




　いきなり古代中国とか言われるとビックリしちゃうかもしれないけど、五行説は、結構イマの世の中でも身近な話なんだよ。たとえば一週間の曜日。月曜日、火曜日、水曜日……ってやつ。あの曜日の名前ってさ、五行説に由来してるって知ってた？　どういうことかというと、日と月を除いた、火水木金土、この五文字が五行ってわけ。

　五行というのは万ばん物ぶつを構成する元素で、木・火・土・金・水のこと。木火土金水って、曜日のときと並び順を変えたのは、そのほうが説明しやすいからだよ。五行には相そう生せいって関係があってね、その関係で並べると、木・火・土・金・水って順になるんだ。

　つまり、木は燃えて火を生じ、火は灰となり土を生じ、土の中から金（金属ね）が生じ、金属は冷えて水を生じ（凝結のことね）、水は根から吸われて木を生ず、って関係。すべてのものはぐるぐると循じゆん環かんしているって考えだね。万物は流る転てんしてるってこと。

　あとね、五ご行ぎようには相そう生せいのほかに、相そう剋こくって関係もあるんだ。相生が相手を生み出す関係だとしたら、相剋は相手に剋かっちゃう関係って感じ。たとえば、木は養分を吸い取って土に剋ち、土はしみ込ませて水に剋ち、水は消し止めて火に剋ち、火は溶かして金に剋ち、金属の道具は木に剋つ（ノコギリとかね）、って具合だね。

　その五行の相生相剋の関係を図にすると、こうなるの。
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　そう、うまいこと[image: ]ができるよね。この[image: ]を五ご芒ぼう星せいって言うんだ。そして、なんとあの有名な陰おん陽みよう師じの安あ倍べの晴せい明めいは、五行説に由来するこの五芒星を紋もんにしてたんだよ！

　……え～と、なんかさ、キマッタと思わない？　ぼくの知識。えへへ。尊敬のマナザシは、ほどほどにしといてよね。照れくさいからさぁ。……え？　知ってた？　……ホント？　ぼくだって最近タクゾーさんから教えてもらったことなのに……。

　わかったよ。今度はさ、もっとニンゲンが知らなそうなこと、教わってくるよ。タクゾーさんは友達だから、ぼくが頼めばいろいろ教えてくれるんだ。いいでしょ。同じ気き狐こなのに、タクゾーさんはぼくの先生みたいな気がして、なんだかすごく尊敬しちゃうんだよね。タクゾーさんがぼくの友達で、本当によかったよ。

　……でも、こんなんだから、ぼくはいつまでたっても野や狐こと間ま違ちがえられるのかなぁ……。
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06月02日(月)　和泉いずみ葉よう介すけ




「納なつ得とくできるわけ、ないじゃない！」

　たまもが怒ど鳴なった。ここは学校の天文台。俺はたまもと向かい合って、鼓こ膜まくをつんざく彼女の怒ど声せいに耐えていた。

　彼女のフルネームは、新にい美みたまも。綺き麗れいなロングストレートの黒くろ髪かみ、モデルのような手足、かわいらしい笑顔……老いも若きも男も女も、すれ違う者すべてが振り返って見るような超絶美少女だ。

　そりゃあ、たまもの性格はちょっと変だし、多少暴力的だし、少し素すっとん狂きようなやつだけど……それでも、たまもはかわいい。誇こ張ちようなしに、たまもの性格はだいぶ変だし、かなり暴力的だし、すこぶる素っとん狂なんだけど……それを含めて俺は、なんというか……たまものことを、とても愛いとしく思っている。

　そんな愛しの美少女・たまもと、なんと俺は交際をしている。その木星クラスの巨大な幸運に、普ふ通つうならイヤッホウ！　と叫さけんで跳とびあがらなくてはいけないところだろう。俺だって本当は跳びあがりたい。……しかしその幸運を、素直に喜ぶわけにはいかなかった。

　そりゃ、たまもは極めて変だし、世紀末的なまでに暴力的だし、宇宙規模の素っとん狂だけど、そんなことは些さ細さいなことだ。俺の、こう、包ほう容よう力りよくみたいなもんで十分カバーできる問題だ。まぁ暴力に関しては俺も、もうほんのちょっとだけ、なんとかならないかとは思っているが……それについては、そうだな……今度たまもにお願いしてみよう。真しん摯しにお願いすれば、彼女もわかってくれると思う。

　しかし男女が交際するにあたって、当人たちの努力や包容力ではどうにもならない問題ってやつもある。……そう。たまもには、決して看かん過かすることのできない、とんでもなく重大な欠点があるのだ。




　新美たまもは、呪のろわれている。




　二十一世紀の日本の日常において、〝死〟というものに接する機会は少ないだろう。ほとんどないといってもいいかもしれない。夜道に辻つじ斬ぎりなんて出ないし、空を見上げても焼しよう夷い弾だんが降ってくる気配はない。玉たま川がわ上じよう水すいで心中することが可能かすら怪しいもんだ。現代人にとって〝死〟とは遠い存在である。そんな、現代を生きる我々の日常から巧妙に遠ざけられた〝死〟を、否いや応おうなく強制的に、しかも強烈に、俺に意識させる人間がいる。……それが、新美たまもなのだ。

　たまもと接触すると、恐ろしい呪いが俺を襲おそってくる。紫むらさき色いろの塊かたまりから無数の触しよく手しゆが伸びてきて、俺の身体からだを侵しん食しよくしてくるのだ。殺せつ生しよう石せきの呪のろいというらしい。強力な呪いだ。

　たまもに数十秒触れ続けていたら、たぶん、俺は死ぬだろう。もちろん本当に死ぬかどうかは試したことなどないが、理屈以前に俺の動物としての本能が、その呪いの危険を十分すぎるほど教えてくれていた。まるで東とう尋じん坊ぼうの崖がけのきわで全体重を指二本で支えているような、絶体絶命、ギリギリの感覚だ。俺にとってたまもに触れることは、ちょっとした恐怖体験なのである。

　おかげでたまもと交際しながらも、俺は彼女に触れることができない。

　そりゃあ俺だって男なわけだし、たまもはかわいいし、せっかく交際しているわけだし、たまもの肌に触れることができたら、それはどんなに素す敵てきなことだろうとは思う。滑なめらかでスベスベな、たまもの肌。白く張りのある頰ほお。俺の指が触れたら、たまもはすぐに真まっ赤かになるに違ちがいない。

　だが、新にい美みたまもは、呪われている。

　俺が、たまもの頰の熱さを感じることない。そんな甘あま酸ずっぱい温感より先に、俺を殺しにくる殺生石の呪いと対たい峙じしなければならないのだ。俺は、彼女に触れることができない。むしろ、できれば今後とも一切触れたくないと思っている。それほどの恐怖なのだ。

　唯一かろうじて、俺がたまもと触れ合える行為、それは手を繫つなぐこと。もっとも直接彼女の肌には触れることはない。お互いに軍手をはめることで、なんとか呪いを抑えているのだ。手の甲こうに『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が』の動物がプリントされた軍手。たまもがウサギで、俺がカエルだ。




　どうにかして、俺はたまもの呪いを解いてやりたいと思っている。

　しかし、どうすればいいのかわからない。……当たり前だ。俺は神かん主ぬしでも密みつ教きよう僧そうでも、エクソシストでもない。呪いなんて、前近代的で非常識極まりない過度に浮うき世よ離ばなれしたものへの対処方法など、わかるほうが、どうかしている。

　天てん王のう寺じに相談をした。

　天王寺は由緒あるお寺の子供のくせにハードなコンピュータオタクという変人で、たまもの秘密を知っている俺の親友だ。俺の非常識極まりない過度に浮世離れした相談を、天王寺は顔色ひとつ変えずに聞いていた。そして天王寺は顎あごに手をあてて、「考えてみよう」と言った。

　数日後、天王寺は『超常現象研究部』なる部活を発ほつ足そくさせ、学校屋上の使われなくなった天てん文もん台だいを部室として、新美たまもの呪いを研究しようと持ちかけてきた。俺は天王寺の意外な行動力に驚おどろくとともに、一点だけ、ぬぐいきれない不満を持った。

「どうして『超常現象研究部』なんて、とんでもなく痛い名前なんだよ？　これじゃあまるで、俺たちが変人みたいじゃないかよ！」

　天王寺は、冷静だった。

「他の生徒が入部を希望するような部活だと、色々と面倒だろう。それに、変人であることには変わりない」

「……そりゃあ、そうだけどさ……」

　あえて言及はしなかったが、俺もまぁ、変わった人間ではある。なんと、幽ゆう霊れいが見える。幽霊という、前近代的で浮うき世よ離ばなれしたものが、この目ではっきりと見えてしまうのだ。昼でも夜でも、こちらの都合におかまいなしに。正確には、霊れい子しという異次元の素そ粒りゆう子しが肉眼で見えてしまう特異体質を持っている、ということらしいのだが、……まぁ、まったく、変人と言われてもしかたがない存在なのだろう。認めたくはないのだが。

　さて、とにかく環境は整った。あとは仲良くたまもの呪のろいを研究するだけ。なのだが、当のたまも本人はというと……

「納なつ得とくできるわけないでしょ！　だいたいこんな変な部活に入らされるだけでもイヤなのに、あんたたちで私を研究するですって？　わけわかんない！　冗談じゃないわよ！」

　活動の主旨に、まったく賛同していない。当然だろう。たまもは自分が非常に特殊な人間であることを、まったく知らないのだ。

　これまで一いつ瞬しゆんたりとも、たまもの頭の中に「自分が呪われている」なんて思考がよぎったことはないだろう。たまもは自分が普ふ通つうの女の子だと信じて疑っていない。そして俺もまた、たまもはそのほうがいいと思っている。普通の女の子に、「お前は呪われている」なんて理解させることは、もしかしたら難病の告知よりもずっと酷こくなことかもしれない。普通の女の子のままでいることが、たまもにとって一番幸せなのだ。

　そんな俺の気も知らず、たまもは頭から湯ゆ気げを出す勢いで怒おこっている。

「……まさか私に、エッチな事とか、する気なんじゃないでしょうね！」

「そんな気、あるわけがないだろう」

「あるわけがないとはなによ！　あるわけがないとは！」

　俺の返答にまた油が注がれたように、たまもが怒ど鳴なり上げる。

「お前はなにに怒ってるんだよ」

「すべてによ！　私はこの世のありとあらゆる、すべてに対して怒ってるのっ！」

　大きく、俺はため息をついた。

「……たまもの、ためなんだよ」

「なによ、それ。ぜんぜんわかんないわよ」たまもが急におとなしくなって、天てん王のう寺じのほうにチラリと目を向けた。「……でも、でもさ、私のためならさ、どうして天王寺君が、ここにいるのよ。関係ないヒトじゃない」

　すかさず天王寺が話に入る。

「新にい美みは最近よく、記憶がなくなることがあるんじゃないのか？」

　その言葉に、たまもの動きが止まった。唇を軽く嚙かんでいる。そのとおりだ。たまもは最近、数日間の記憶がなくなっているはずなのだ。

「そうだよ、たまも。お前は病気なんだよ。俺たちはお前の病気を治すためにこうして──」

「なに言ってるのよ、葉よう介すけ。……病気なら、病院へ行くわよ。あんたたちに、なにができるっていうのよ」

　ごもっとも。俺たちはフロイトでもユングでも、ブラックジャックでもない。ただの貧弱な、高校生である。まして医い療りよう行為を行えば、医師法に違い反はんする。

「新にい美みの病気は、病院では治すことはできない」と天てん王のう寺じ。

「は？　わけわかんないっ！」

「新美、君は葉介のことが好きか？」

「な、なにを言いだすのよ、いきなり」

「……好きじゃ、ないのか？」

　たまもが頰ほおを赤くして、俺を見た。なんだか俺も、気恥ずかしくなった。

「……す、好きよ。当たり前じゃない」

「新美は葉介のことを、好きすぎる」

　顔全体、耳までも、たまもが限界まで赤くなった。床に目線を落としながら、たまもが泣きそうな声で言う。

「……いいじゃない、好きでも。……なにが、悪いのよ」

「それだ。新美はオトコに免めん疫えきがないくせに、葉介なんかと付き合っている。その過度の緊きん張ちよう感に、新美の精神は耐えられなくなってしまう。オーバーヒートを起こして、それ以上の刺激をシャットアウトしてしまうんだ。……それで、記憶をなくす」

　天王寺のやつ、うまいことを言うもんだ。俺も言葉の追おい討うちをかけてやる。

「そうなんだよ、たまも。お前はな、オトコに免疫がなさすぎるんだよ」

「よ、葉介に言われたくないわよっ！　……私ときちんと、手も繫つないでくれないくせにさ……」

　眼鏡めがねの位置を直しながら、天王寺が冷静に口を開く。

「……とにかく、新美は葉介に慣れる必要がある。そうしなくては、まともに葉介と交際なんかできないだろう」

　たまもが苦々しいような、はにかんだような、複雑な顔をする。反論しないところをみると、どうやら俺たちの提案を受け入れてくれたようだった。




「本当に、エッチな事とか、しないでよね」

　折りたたみ式の長テーブルに横たわりながら、たまもが心配そうな目つきで俺を見た。

「新美は葉介の血液に弱い。しばらくは血に慣れる訓練をしてもらう」

　俺は天王寺に促うながされて、カッターで左手の指を切った。ジンとくる熱い痛みとともに、真まっ赤かな血液が表面張ちよう力りよくの丸みを保ちながら滲にじみ出してくる。……しっかし、いちいち〝彼女〟を呼び出すのに指を切っていたら、俺の指は月面みたいにデコボコになってしまうのではなかろうか。ピアニストとしての俺の将来は、完全に断たれたのかもしれない（もともと目指していないけど）。

「じゃあ、たまも。目をつぶってくれ」

「う、うん」

　たまもは少し恥ずかしそうにしながらも、おとなしく目を閉じた。本当は、指なんか切らずとも〝彼女〟を呼び出す方法はある。だがその方法は、俺がちょっと恥ずかしい。無防備なたまもの顔を見ながら、そんなことを思った。

「は、はやく、……してよ」

　たまものオデコに、血のついた指をつける。指が接した瞬しゆん間かん、たまもの身体からだに浮かぶ呪のろいの紫むらさき。その紫が、俺の血を中心にサっと質量を失うように散ってゆく。そして紫の中から現れたたまもの身体は、今度は強烈な光に包まれてゆくのだった。目も開けられないような、まばゆい光。

　俺の体液には、一時的にだが、殺せつ生しよう石せきの呪いを散らせる力があるらしい。なぜそんな力が俺にあるのかは、知らない。とにかく、呪いを散らせたたまもの身体からは、……もれなく〝彼女〟が現れるのだった。

「葉よう介すけはん！　逢あいたかったわぁ」

「こ、こら、チーっ！　なんだよ、離はなれろよ！」

　呼ばれて飛び出た瞬間に、俺の腕うでにしがみつく彼女──紅あかい瞳ひとみ、頭に金色の耳をつけ、腰から金色に光る二本の尻尾しつぽをぶらさげた、新にい美みたまも──彼女の名は、チー。たまもの身体に宿る霊れい孤こだ。チーはうれしそうに俺の腕に頰ほおずりをしていた。呪いが散ったために、俺は彼女の身体に触れることができる。

　天てん王のう寺じが、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

「……あら、天王寺さん。どないな風の吹き回しどすか？　ウチと葉介はんのために、こないな場所を用意してくれはるなんて」




　チーは俺の腕を抱いたまま、天王寺に挑戦的な瞳を向けた。なぜかチーはいつも、天王寺に対して愛あい想そがない。「僕は霊れい子しについて、色々と研究したいことがある。それには君の協力を得るのが一番効率が良いと考えた」

「おいおい、天王寺！　お前はたまもの呪いを解くためだって……」

「僕の興味には、それも含まれる。方向性は変わらない」

　……釈しやく然ぜんとしない。なんか、釈然としないぞ、天王寺。

　ふ～ん、とチーが天王寺の顔をジロジロ眺ながめる。

「ホンマに呪いをとけはるなら、天王寺〝さん〟から、天王寺〝はん〟に格上げしてあげてもよろしおますけど」

「なにわけのわからんことを言ってるんだよ、チー」

「ええんどす。葉よう介すけはんは天てん王のう寺じさんなんて気にせんと、ウチだけを愛してくれはれば」

　そう言ってチーはまた俺の腕うでに頰ほおをつけた。……チーはかわいい。チーに触られるだけで、なんだか俺は、ひどくドキドキしてしまう。理屈なんてない。とにかくチーの紅あかい瞳ひとみは、怖いくらいに俺の心を惹ひきつけてやまないのだった。

　チーは人間の愛を栄養としている霊れい孤こで、それは非常に珍しい生き方らしい。ポーから聞いた。チーを愛する人間は誰だれでもいいというわけではなく、それ相応の力が必要であるとのこと。そしてどうやら俺に、その相応の力とやらがあるようだ。俺がたまもを愛せば愛すほど、チーを愛せば愛すほど、霊孤としてのチーの力が増す。まったくもって非常識な話だが、実際そうなっているのだから、しかたがない。

「……葉介。ここでイチャイチャするのは、遠えん慮りよしてくれないか。僕にはその狐きつねに聞きたいことが、山ほどある」




　ＳＴＰ──Spirit Transfer Protocol──霊れい子しの塊かたまりである幽ゆう霊れいを御み霊たま化し、デジタルデータに埋め込んで転送する仕組みを構成する一連のプログラム。天王寺のモバイルＰＣの画面では、そのＳＴＰの主要なアプリケーションであるkagura〈神楽かぐら〉が起動していた。

「おい、天王寺。これって……」

「コピーしたものを、すでに解かい析せきしてある。あとは霊子とやらが手に入れば、いつでも実験ができる」

　ＳＴＰがコピーできていたなんて、俺は聞いていなかった。

「お前はどうしてそういう重要なことを、俺に一言も言わないんだよ！」

「……何度も言った。しかし君はその狐のことで頭がいっぱいだったらしく、まるで耳に入っていなかったようだ」

　チーが俺の腕に抱きつきながら、その場で跳はねた。

「うれしいわぁ！　葉介はんがそんなにウチのこと想おもてはったなんて！」

「ちょ、チーっ！　離はなれろ、離れろって！」

　静かに、天王寺が眼鏡めがねの位置を直す。

「新にい美みたまもの身体に宿る、霊孤チー。僕は君の毛を二、三本ほしい。それでこのＳＴＰの挙動を確かめたい」

　その言葉に、俺に抱きついていたチーの頭の耳がピクリと動いた。ゆっくりと、彼女は天王寺のほうに目を向けた。

「その〝えすてぇぴぃ〟っちゅうんは、霊子を御霊にしはるもんどっしゃろ？　ウチの毛ぇでは御霊はできまへんえ」

「なぜそう言える？」

「ウチの毛ぇ一本の霊れい子しは、そこらの幽ゆう霊れいはんよりも、えろぉ強おす。そやけど、御み霊たまちゅうもんには人格が必要なんどす。ウチの毛ぇには人格があらしまへん」

　そういえば、いつか読んだＳＴＰの資料にそんな記述があった。御霊をつくるには、幽霊以上の人格をもった霊子集合が必要である、と。

「では、君の毛では御霊を作れない、ということを確かめたい」

　天てん王のう寺じの顔を見つめるチー。彼女の二本の尻尾しつぽはヒョコヒョコと揺ゆれ、やがてピンと立ち上がった。

「……ま、前向きに考えたってもええどすえ。この部屋は天王寺さんが貢みついでくれはったわけやし、それにはウチもきっちり恩おん賜しを与えたらなあきまへん。……そやけど、ウチが天王寺さんに協力するには、ひとつ条件がおます」

「なんだ？」

「ウチと葉介はんの恋こい路じを、邪じや魔ましいひんこと」

　挑ちよう発はつ的な表情で、チーが天王寺を睨にらむ。

　どうしてチーが天王寺にそんなことを言うのか、まるで意味がわからなかった。チーの言動は、たまにわけがわからないことがある。

「おい、チー。いつ天王寺が、チーの邪魔をしたっていうんだよっ！」

　その俺の言葉に、チーは満面の笑みを浮かべ、それをそのまま天王寺へ向けた。

「聞きはりました？　天王寺さん。あんさんはその程度の、ちっぽけな、ちっぽけな存在なんどすえ」

「……僕は、なぜ君が伝説上あんなに嫌きらわれているのか、少しわかった気がするよ」

　意味不明の二人の会話に俺は少し当とう惑わくしたのだが、ともあれ、交渉は成立したようだった。




　天王寺は素早い手つきでモバイルＰＣを操作した後、その画面をくるりと俺とチーに向けた。画面ではウネウネと、無数の小さな灰色の人間の手が、渦うずのようにまわっていた。頭や胴体はなく、手だけが画面の中でぐるぐると反時計まわりに回っている。

「……なんだよこの手、気き色しよく悪い」

「葉介には、手のようなものが見えるのか？　僕には五ご芒ぼう星せいの表示しか見えないが──」

　天王寺が横から画面を覗のぞき込んだ。どうやら画面に映る無数の手は、霊子的な何からしい。天王寺は真性の変人だが、幽霊を見ることはできない。

「これはsenrei〈遷せん霊れい〉。霊子をキャプチャするためのアプリケーションだ。僕が使いやすいように多少プログラムを改良したのだが、葉介に不可思議な画面が見えているならば、問題なく機能しているのだろう」

「このけったいなもんに、ウチの尻尾の毛ぇを吸わせればええんどすな」

「ああ。試しに一本、その椅い子すにのせてくれないか」

　天てん王のう寺じは少し離はなれたパイプ椅い子すを指した。文句も言わず、チーは器用に自分の尻尾しつぽの毛を一本抜いた。それをそのまま指定の椅子の上に円を描くように置く。長く美しい金色の毛が、パイプ椅子の上でキラキラと鮮やかに光った。

　素直に天王寺の言うことをきくチーを、俺はひどく意外に感じたのだが、殺せつ生しよう石せきの呪のろいを一番解きたいのは彼女なのだ。天王寺に協力するのは当然なのかもしれない。

「よし、ちょっと椅子から離れてくれ。……このくらいの距きよ離りならば、問題なくキャプチャできるはずだ」

　天王寺がＰＣ画面をパイプ椅子に向けて、エンターキーを叩たたいた、そのとき……




『んべ。んべんべンベンベ……』




　低い、異様な声をあげて、はじけたように無数の灰色の手が液晶画面を飛び出した。その無数の手はヌルヌルと蛇へびのように空中をくねりながら、われ先にと一気に伸びてパイプ椅子の金毛を摑つかみ、……そしてそのまま渦うずに吸い込まれるように、ぐるぐると画面の中へ戻もどっていった。……背筋に悪お寒かんが奔はしるほどの、気持ちの悪い光景だった。背中から全身へ、俺の体を鳥肌が覆おおってゆく。

　パイプ椅子にはもう、チーの毛は残っていない。

「すごい。すごいぞ」

　天王寺が興奮気味に画面を見ている。あの、気色の悪い手は見えなかったらしい。幸せなやつだ。

「８テラのドライブが一杯だ。信じられない。たった一本の毛が収まりきらないなんて」

「……成功しはったようどすな」

「いや、まだ御み霊たま化を試していない」

　ＰＣをテーブルに置き、天王寺が高速でタイプをはじめた。やがて、無機質なビープ音とともに、神経質そうな天王寺のしかめっ面つらが見えた。

　俺も画面を覗のぞき込む。『error：08：invalid spirit type』　……どうやらチーの言うとおり、チーの毛では御霊を作ることはできないらしい。

　天王寺が、俺を見上げる。

「葉よう介すけ、いまから幽ゆう霊れいを捕つかまえに行こう。そこらにいるのだろう？」




──俺の脳裏に、邪じや悪あくな顔で高笑いをする天王寺真しん一いちと、泣いて逃げまどう幽霊たちの図が浮かんだ──




　幽霊に関かかわりのない人間にはわからないかもしれないが、幽霊も幽霊なりに、その生活を営いとなんでいる。もちろん俺は幽ゆう霊れいのことが大だい嫌きらいだが、だからって自分勝手に幽霊を捕つかまえて仮面ライダーのように改造してしまうってのは、悪あく逆ぎやく非ひ道どうな、とてつもない罪のように感じた。

「なにを言ってるんだよ、天てん王のう寺じ。そんなヒト攫さらいみたいなマネ、できるかよ。お前はわかってないかもしれないがな、幽霊にだって、人格ってもんがあるんだぞ？」

「幽霊に、人権などない。……合法だ」

　すました顔で、そんなことを言い放つ天王寺。……お前ってお寺の子のくせに、よくそんなセリフが言えるよな。

　チーが再び俺の腕に抱きついた。

「さ、あとは天王寺さんにあくせく働いてもろて、葉よう介すけはんはウチと睦むつみまひょ」

「……幽霊を捕まえれば、君の殺せつ生しよう石せきの呪のろいとやらを祓はらう御み霊たまだって、つくれるかもしれない」

　その天王寺の言葉に、ピクリとチーの耳が反応し、そしてゆっくりと彼女は天王寺のほうに首を向けた。

「……ホンマどすか？」

「おい、チー！　お前までなにを言い出すんだよ。そんな幽霊狩りみたいなこと、俺は絶対にやらないからなっ！」

「いや、違ちがうんどす、葉介はん！　悪わる巧だくみしとるんは、天王寺さんどすえ！　悪いのはぜんぶ、天王寺さんなんどす！」

　耳を垂たらしながら、チーが必死に弁解をする。俺は天王寺を睨にらんで言ってやった。

「とにかくお前はまず、そのチーの尻尾しつぽの利用法を考えろよな。……幽霊を拉ら致ちするってのは、ナシだぞ！」




　やれやれ顔をしながら、天王寺が肩かたをすくめた。

「考えてみよう。……しかし君も、その性しよう悪わる狐ぎつねにダマされないよう、せいぜい気をつけることだな」










06月03日(火)　新にい美みたまも



　近ごろ私は、とってもイライラしています。原因は、天王寺真しん一いち。あの、昆虫のような顔のメガネ小僧です。最近私はあのメガネに、やることなすこと邪じや魔まをされている気がするのです。

　ああ、憎たらしい。あんな男は、国際宇宙ステーションにでも収容されて、三食ずっとカロリーメイトを食べていればいいんだわっ！　チーズ味しか許さない！

　……そんな私のささやかな願いをあざ笑うかのように、現実には今日も、天てん王のう寺じ真しん一いちは我わがもの顔でこの地球の酸素を吸い、温室効果ガスを吐き出し、葉よう介すけと私の幸福に冷ひや水みずを浴びせかけてくるのです。……ああ。早くＮＡＳＡだかどっかから、赤あか紙がみが来てくれないのかな。

　こんな私のイライラを癒いやすには、もはや葉介に誉ほめてもらうしかありません。

　じゃじゃーんっ！　今日、私が葉介のために心を込めて作ってきたお弁当のおかずは、ひとくちサイズのエビクリームコロッケ。むふふ。自信作。昨日の晩からエビに下味をつけ、朝から跳はねる油をミトンでパリングしながら揚あげたものなのであります。ホワイトソースの甘みと、エビに利かせたスパイスが、絶妙なバランスでお互いを引き立たせているはず。はい、葉介、あ～んして。

[image: ]

　なかなか口を開かない葉介。どうしたの？　と首を傾かしげる私。恥ずかしがる葉介。……ふふ、葉介のやつったら、急に恥ずかしがったりなんかして。いつもはそんな抵抗しないで、おいしいって言ってくれるじゃない。葉介がおいしいって言ってくれれば、うれしくてうれしくてうれしくて、私の心はウキウキフワフワと浮かび上がってゆくのです。重力を失うのです。

　でも葉介の口は、開かない。本当に、どうしたのかしら？　……葉介がチラチラ見ている視線を追っていくと、……なんとそこには、無表情でお弁当をついばむ天王寺真一の姿がありました。

「ちょ、なんで天王寺くんが、この天てん文もん台だいにいるのよっ！」

「……なんでって、ここは部室だ。僕がここで食事をしてたって、不自然ではないはずだが」

「あのね、ここは部室である前に、天てん文もん台だいなの！　私と葉よう介すけがお弁当を食べる場所なんだからねっ！」

「そんな取り決めは、どこにもない」

　なんてやつなのかしら。あんたがここにいたら、台だい無なしじゃない！　火災報知機のように怒おこる私を、まぁまぁと葉介があやしてくる。……なによ！　葉介まで。ここは葉介と私の場所なんだよ？　二人っきりの、場所なんだよ？

「天てん王のう寺じだって、色々とたまものことを考えてくれているんだよ」

「そんなの、信じられるわけないじゃない！　私のことを考えてくれてるんなら、お弁当を持ってさ、いますぐこの部屋から出てってよねっ！　なんならそのまま転校してくれたっていいわ！」

　私はドアを指差して、天王寺真しん一いちを睨にらみつけました。メガネの奥の、爬は虫ちゆう類るいみたいに感情のない瞳ひとみが、私を見ています。あんな冷たい目をする人間が、私のことなんて考えているわけがない。……葉介は絶対、あの性しよう悪わるメガネにダマされているんだわっ！

「……新にい美み、今日の放課後も部活だぞ。まだまだ僕たちは、君のことを把は握あくする必要がある」

「ちょっと私の話を聞いてるの？　いますぐ出てけって言ってんのよ！　……それにね、そもそも今日の放課後は絶対にダメよ」

「なぜだ？」

「ユリアちゃんに、会いに行くんだもん」

「え？　西にし井いさん、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　うれしそうな顔で、葉介が私を見る。そんな葉介に、私は少しだけムッとしました。

「そ、そうよ。明日あしたからまた授業に復帰するから、その前に会おうって──」

「そうか。よかった。……本当に、よかった」

「……なによ葉介。うれしそうじゃない」

「当たり前だろ？　たまもはうれしくないのかよ？」

「……それは、うれしいけどさ……」

　葉介の笑顔に、私はひどくモヤモヤとしてしまいました。あーっ！　もうっ！　ぎゃああっ！　私がこんな変な気持ちになるのも、全部あの性しよう悪わるメガネがいけないのよ！　この地球外生命体！

　私は天王寺真一のほうに目を向けました。……真しん空くうのように冷たい顔をしながら、モグモグとなにかを咀そ嚼しやくをしています。ゴクリと飲み込んだ後、彼は私の顔を見て言いました。

「……新にい美み。このクリームコロッケ……なかなか、おいしいじゃないか」

　超新星爆ばく発はつのような私の怒いかりが、天文台をメチャクチャにしたので、ありました。




「ちょっと、たまも。さっきからなに怒ってんのよ」

　下校路を歩く私の横から、マルタが声をかけてきます。

「……私、ちょっと殺してやりたい人間がいるの。できれば苦しみながら死んでほしい」

「おいおい、穏おだやかじゃないな」

　マルタは私の友達で、色々と私の悩みの相談にのってくれる、頼れるアネゴです。彼女は一卵性の双ふた子ご姉妹の姉で、妹のほうの名前はクレタ。いま、私はその双子の加か納のう姉妹の家に歩いて向かっているのであります。……そういえば、加納姉妹はあの性しよう悪わるメガネと中学が一緒だったはず。

「ねぇマルタ。もしかして、天てん王のう寺じ真しん一いちの弱点とか、知らない？」

「ははぁ。あんたの殺しの標的は、天王寺ってわけね。……動機は、まぁ大体察しがつくけどね」

「おねがい、マルタ。私ね、天王寺真一の弱みを握にぎらなきゃいけないのよっ！」

　マルタの腕うでにしがみついて泣きつく私。そのとき、私たちの後ろを歩いていたクレタがボソボソと言葉を吐きました。

「……テンノウジくんは、完かん璧ぺきな存在。でも、しいて弱点をあげれば、強引さが足りないところ」

　は？　強引さですって？　葉よう介すけと私の間にズケズケと……あのメガネは、ロサンゼルスのドライバー並みに強引じゃない！

「……イズミくんみたいにホワホワした人間には、少し強引なくらいが、ちょうどいい」

　え～と、このコはなにを言っているのでしょうか？

「あのさクレタ。私が知りたいのは、天王寺真一の弱点なのよ。葉介は関係ないわよ」

「おっと。あんたはクレタの妄もう言げんなんかに耳を貸さなくてもいいの、たまも。天王寺については……私が作戦参さん謀ぼうになってやろうじゃないの。まかせなさいって」

　自信に満ちた表情をマルタが私に見せてまもなく、私たちは加納姉妹の家に、到着したのでありました。




　お父さんに不幸があったユリアちゃんは、加納姉妹の家に泊まっていました。ユリアちゃんのお母さんは入院していたし、本人自身の精神面も考こう慮りよして、マルタが半ば強引に自分の家に連れてきたというわけです。

　家といっても加納家は旅館を経営しており、ユリアちゃんが泊まっているのは、客室の一つ。旅館には大勢の外国人観光客が宿泊していて、結構繁はん盛じようしているみたい。ロビーのお客さんと、マルタはフランス語で挨あい拶さつを交かわしていました。

　ユリアちゃんの名字は西にし井いというのですが、お母さんはロシア人で、彼女はハーフです。外国人だらけのこの旅館でも、ユリアちゃんは違い和わ感かんなく溶け込んでいることでしょう。

　マルタが、ユリアちゃんの部屋をノックする。

　ドアを開いたのは、意外なほど明るい笑顔の、ユリアちゃんでした。

「たまちゃん、会いたかった！」




　突然、視界いっぱいのユリアちゃんの顔。彼女は私に抱きついてきて、なんと──

　ぶちゅ。

　いきなり……キスをしてきたのでした。……ほっぺとかじゃなくて、唇くちびると、唇。ユリアちゃんの、いい匂におい。ぷにぷにとやわらかいユリアちゃんの唇の感触を、私は自分の唇で感じたのでありました。




　え？　え？　えっ？　……私はひどく当とう惑わくして、そのまま、顔面が限界まで真まっ赤かになってしまいました。唇が離はなれる。目の前には、天使のように美しいユリアちゃんの顔。私は片手で自分の唇を押さえながら、呆ぼう然ぜんとその天使の顔を見つめていました。

「ごめん、たまちゃん。私、うれしくなって、つい。……イヤだった？」

「あ、いや、べつにイヤとかそういうんじゃないけど……」

　なぜだかクレタが、私以上に真っ赤な顔をしてこちらを見ています。マルタが腕うで組ぐみをしながら口を開きます。

「なるほど、私もときどきロシア人の観光客が挨あい拶さつでキスをしているのを見るけど。ユリアの体にも、ロシア人の血が色濃く流れているんだねぇ」

　これって、ロシアの風習なの？　……でも私には、ちょっと刺激が強すぎるみたいです。

　まだ、心臓がドキドキしています。いきなりキスなんかされて目に入っていませんでしたが、よく見ると、ユリアちゃんは旅館の浴衣ゆかたを着ていました。綺き麗れいなブロンドの長い髪かみに、純日本風の浴衣。……ユリアちゃんは、超のつく巨きよ乳にゆうのため、衿えりの胸元からオッパイの谷間が覗のぞけちゃっていて、──似合っているとは言えないんだけど──それはもう、妙に、艶なまめかしい。

　そんな色気とは対照的な爽さわやかな笑顔で、ユリアちゃんが皆を部屋の中へといざなう。防犯のためでしょうか、部屋のドアは洋風なんですが、部屋自体は床とこの間ままであるような和室で、新しい畳たたみの香りがとても気持ちのよい空間でした。

「いま、お茶を淹いれるね」

　かいがいしく、ユリアちゃんがポットのお湯を急きゆう須すに注ぎます。

「さっきはいきなりキスとか、ちょっとビックリしちゃったけど、ユリアちゃん思ったより元気そうだね。私、少し安心した」

「ありがとう、たまちゃん。でももう、大だい丈じよう夫ぶだから」

「……本当に、大丈夫？　無理とかしてるんじゃない？」

「大丈夫だよ。……いつまでも、メソメソしていられないもん。それに……」

　心配する私に、ユリアちゃんがかわいらしく微笑ほほえみました。

「……天国のお父さんがね、私のこと、励ましてくれている気がするの。がんばれって。確かにお父さんはもう死んじゃったんだけど……でもね、なんだか以前よりずっと私の近くにいてくれている。そんな気がするんだ」

　そう言って、ユリアちゃんは窓の外の雲を眺ながめるのでした。すごく、綺き麗れいな顔でした。……人間って、ヒトの死を、そんなに簡単に割り切れるものなのかな？　本当にユリアちゃんは、もう大だい丈じよう夫ぶなのかな？

　感心したような表情で、マルタがうんうんと首を振る。

「いや～、安心した。ユリアは強いねぇ。でも、寂しくなったら、遠えん慮りよしないで私たちに相談するんだよ。いい？　この部屋だって、いつまで使ってたっていいんだから」

「ありがとう、マルタちゃん。だけど、お母さんも退院するし、そろそろ家に帰らなきゃね。でないと、天国のお父さんがいつまでたっても安心できないもん」

　みんなのお茶を淹いれながら、ユリアちゃんがそんなことを言いました。私はなんだか、泣きそうになってしまいました。いまユリアちゃんでなくて、私なんかが泣いちゃうのは変なんだけど、純粋に、ユリアちゃんのしなやかな強さに感動したのでありました。

　ユリアちゃんを応援したい。ユリアちゃんのために、私にもなにかできることがあるんじゃないか。そう思いました。

「ユリアちゃんっ！　私にできることがあったら、なんでも言ってよ！　私、けっこう力あるんだよ？　引越しだって手伝えるし、すごく固くなった甜てん麵めん醬じやんのビンのフタだって開けられるんだから。本当だよ？」

「ありがとう、たまちゃん。でも、たまちゃんは私の命の恩人だし、もう十分すぎるくらい助けてもらってるから……」

　そういえば、私は誘ゆう拐かいされたユリアちゃんを、葉よう介すけと一緒に救出したことがあったのでした。……実はそのときのことを、よく覚えていません。なんか、ユリアちゃんが葉介と抱き合っていたような……でも、葉介が私に初めてキスをしてくれたような……。あれって、夢だったのでしょうか？　だけど、もしあれが夢だったとすると、私のファーストキスって、……もしかして、ユリアちゃんってことになっちゃうの？

　いくら友達だからって、ファーストキスが女の子とだなんて……。やだ、どうしよう！

　ユリアちゃんを見ました。すごく恥ずかしそうな顔で、彼女も私を見つめています。

「そうだ。たまちゃんはとっても大事な友達だから、私ね、言っておかなくちゃいけないことがあるんだ。とっても、大事なことを」

「だ、大事なことって？」

　モジモジと恥ずかしそうにしながら、上うわ目め遣づかいでユリアちゃんが私を見ました。なぜか私は、とっても顔が熱くなってしまうので、ありました。

「たまちゃん、私ね。……やっぱり、……和泉いずみくんのことが、好きみたい」




　え……。




　私の体温が、急速に下がるのが、わかりました。私の横で、マルタがお茶を吹いています。

「ちょ、そそそれは、どどどｄ……」

「ごめん、たまちゃん。和泉いずみくんがたまちゃんのことを好きってことは、わかってるんだ。……でもね、私が和泉くんを好きだって気持ちは、本物みたい。それがね、今回、わかっちゃったの」

「ユ、ユリアちゃんがそんなこと言ったって、葉よう介すけは……葉介は私のことが好きなんだからっ！」

　はしたなく取り乱してしまう私に対して、ユリアちゃんはあくまでも冷静でした。

「それはわかってる。たまちゃんと和泉くんは、すごくお似合いだもん。私も、二人の仲を邪じや魔まをしよう、なんてことは思わないわ。……それでも私はね、和泉くんに片かた想おもいをしているだけで、とっても幸せな気持ちになっちゃうの」

　そう言って、ユリアちゃんは私に天使の笑顔をくれました。

「もちろんこれは、私の一方的な気持ち。なんだけど、たまちゃんに黙だまって、ずっと和泉くんを想おもっているなんて、フェアじゃないでしょ？」

　……フェアとかなんて、どうでもいい。私はこんな情報、知りたくなかった。絶対に。

　もし、私とユリアちゃんの立場が逆だったら、どうだったでしょう。葉介と仲良く手を繫つなぐユリアちゃん……。あばばばばばば……だめっ、失神しそう。私、片想いとか、そんなの絶対に耐えられないっ！

　両手で茶ちや碗わんを持ってうつむく私の肩かたに、マルタがそっと手をかけました。

「まぁ誰だれかを好きだって気持ちは、他人がどうこうできるもんじゃないっしょ。片想いでいいってんなら、実害はないわけだしさ。あんたはすでに和泉と付き合ってるのよ。どーんと構えていればいいじゃない、ね？」

　そうなのでした。私はすでに、横よこ綱づななのです。猫ねこだましを弄ろうしたりとか、あれこれ足あ搔がく必要はないのです。横綱らしい、堂々とした相撲すもうをとればいいのです。

　……しかし、これだけは、ユリアちゃんにクギを刺しておかなければなりません。

「わ、わかったわ。でもこれだけは、ユリアちゃんにしっかり約束してもらわなくちゃ」

「なぁに？」

「ロシアの習慣だかなんだか知らないけど、……明日あした学校へ行って、葉介にいきなりキスとか、絶対にしないこと。いい？」

　私はマルタみたいに、毅き然ぜんと人差し指を立ててユリアちゃんに言い放ってやりました。

「そんなこと、しないよ……」

　急に、ユリアちゃんの顔が真まっ赤かになりました。

「……だって和泉いずみくんとキスだなんて、そんなの恥ずかしすぎるもんっ！」




　その、艶なまめかしい浴衣ゆかた姿のユリアちゃんのモジモジを、私はひどくモヤモヤした気持ちで眺めていたのでありました。










同日　和泉葉介




　放課後。俺と天てん王のう寺じは、たまもにさんざん荒らされた天てん文もん台だいの後始末をしていた。

　天文台をメチャクチャにしたたまも本人は、加か納のう姉妹に連れられて西にし井いさんに会いに行っちまった。まったく……自分がやったんだから、少しは手伝えよな。

　しかし明日あしたから、西井さんが学校に出てこれるらしい。自然と顔がほころんでしまう。

　実はたまもと付き合いだす前、俺は秘ひそかに西井さんに片かた想おもいをしていた。いや、片想いなんて言葉はおこがましい。俺にとって西井さんは、天使に近い。西井さんに、俺はあこがれていた。大聖堂でルーベンスの絵画の前に跪ひざまずくような、そんな敬けい慕ぼに近い感情を抱いだいていたのだ。

　そんな西井さんの天使のような笑顔が、俺の頭の中でバロック期の絵画のように描かれていった。幸せが降ふりそそぐ。俺は、ホワホワと浮かれた気分になった。

「うれしそうな顔を、しているな」

　天王寺が俺を見ながら言った。

「そうか？　お前だって、なんだかうれしそうだぞ」

「……そんなことは……ない」

　天王寺の感情を摑つかむことは、非常に難しい。まるで他人に自分の感情を悟さとらせない特殊な訓練でも受けているかのようだ。しかし俺くらいの天王寺マニアになると、微び妙みような声こわ色いろや表情の違ちがいから、かろうじて彼の心の機微を感じとることは可能だ。間違いなく、天王寺はいま、喜んでいる。ウキウキしている。……まさか天王寺のやつも、西井さんのことが好きなんじゃなかろうか？

　天王寺のやつが西井さんのことが好きだったら、俺はいったいどうしたらいいのだろう。応援するべきなのだろうか？　素直に俺は、天王寺のことを応援できるのだろうか？　……モヤモヤと脳裏に浮かぶ天王寺と西井さんのデート風景を、俺は首を振ってかき消した。

　荒らされた天文台。思ったより手て間ま取どったが、なんとか俺と天王寺で元どおりにした。パイプ椅い子すは背もたれが少し曲がっていたが、まぁ座るのには問題ないだろう。俺はそのパイプ椅子に腰掛けて、座り心地ごこちを確かめた。

「チーの尻尾しつぽの利用法のことなんだが……」天てん王のう寺じが、パイプ椅い子すに座る俺に声をかけてきた。

「おお、なんか思いついたのか？　天王寺」

「……お手上げだ。あれで御み霊たまを作るのは、やはり不可能なのかもしれない」

　そうか。しかし所しよ詮せんＳＴＰは、元々ウィラポンみたいな悪いやつらが開発したものなのだ。チーのためとはいえ、やっぱり俺たちが使用すべきものではないのだろう。

　天王寺が中指で眼鏡めがねを直しながら、じっと俺を見つめてきた。

「だが僕たちは、あの霊れい子しの利用法を思いつくかもしれない人物に、心当たりがある」

　そんな人物は、一人しかいない。

「……ソリッド、か」




　ソリッドは、素そ粒りゆう子しの研究をしていた物理学者だ。過去、未知の素粒子・霊子を発見して「霊子物理学」なるものを提唱し、そのまま学界から追放された人物らしい。いまでは上うえ野の公園でホームレスをしている。

　本人のビジュアルも言動も、まったくもって狂人そのものなのだが、この目で幽ゆう霊れいが見えてしまう俺には、彼の言うことがいちいち理解できてしまうのであった。傍はたから見たら、俺も狂人の一員なのだろうか？　ああ、いやだ。

　ソリッドはいつも、上野公園の噴ふん水すい広場にいる。広場まで歩いてきた俺と天王寺の前方に、ソリッドの姿が見えてきた。彼はベンチに座って、正面に立つ太った男の幽霊と会話をしていた。

　近くまでいくと、ソリッドは俺たちに気づき、目で挨あい拶さつをした。それから正面の幽霊に向かって言った。

「幽霊のお前がなぜ急に太りだしたかは、私にもわからん。しかし理屈としては、体の霊子を放出してゆけば、徐々に瘦やせてゆくはずだ。元どおりの体を手に入れたくば、私の霊子減量プランに基もとづいて行動するのだぞ。いいな？」

　太った男の幽霊は細かく二回うなずいて、上野駅のほうへ去っていった。彼の体はまるで風船のようにプクプクと膨ふくらんでいて、ひどく歩きにくそうだった。……しっかし、ソリッドは幽霊のダイエットの相談まで受けているのか？　マネはしたくないもんだ。

「どうした？　鬼き太た郎ろうに、坊ぼつちゃん」

　ソリッドは俺のことを鬼太郎と呼ぶ。

「今日は、あんたにちょっと見てもらいたいものがあるんだ」

　天王寺が膝ひざの上でモバイルＰＣを操作しながら、ＳＴＰ、そして保存したチーの霊子についてをソリッドに説明していった。過度に浮うき世よ離ばなれした内容のはずだが、ソリッドは容易に理解したようだった。

「ほう。素晴らしいな。こんなものが世の中にあったとはな」

「問題は、このままでは御み霊たまを作れない、ということだ」と天てん王のう寺じ。

「……むやみに幽ゆう霊れいを捕ほ獲かくすべきではない、という点については、私も鬼き太た郎ろうと同意見だ。幽霊にも幽霊の生活があるのでな」

「しかし、それではＳＴＰは機能しない」

　天王寺が抑よく揚ようなく言葉を吐き、ソリッドを睨にらむ。

「まぁ、そう急ぐな。ヒトは、急いではいけない。なんでも急ぎすぎると、……私のようになってしまう」

　そう言って、ソリッドが笑った。俺たちにとっては、まったく面おも白しろくはなかったのだが。

「いま私が興味があるのは、そのＰＣに保存された霊れい子しだ。お前たちはよくわかっていないようだが、霊子を保存できる、という事実だけで、それは科学にとって大きなブレイクスルーなのだよ」

「……使えなければ、意味はない」

　ギロッと気味の悪いソリッドの眼光が、天王寺を刺した。

「そのことについてだが、私にいくつか提案がある。まず霊子が基本的に異次元の素そ粒りゆう子しである点に注目するとだな……」

　その後、ソリッドは次元だの空間だの、チンプンカンプンな物理っぽい話をしはじめた。うんうん、と天王寺がうなずいている。どうやら理解しているご様子。……まかせたぞ、理系小こ僧ぞう。




　上うえ野のにあるケンタッキーＫフライドＦチキンＣで、俺と天王寺は小こ腹ばらを満たしていた。天王寺が奢おごってくれるというので、俺は秘伝の調理法で揚あげたという国産ハーブ鶏どりに齧かじりついた。天王寺は不ま味ずそうなビスケットのみを、シロップもつけずにチビチビと食べていた。よくそんなものが食えるな。サンドウィッチ屋で余ったパンの耳でも食ってたほうが、だいぶマシなんじゃないか？

「──ソリッドの仮説が正しければ、なかなか面白いものができるかもしれない」

　興こう奮ふん気味に、天王寺がそんなことを言った。間ま違ちがいなく、天王寺はいま、興奮している。

「じゃあ、もしかしたらたまもの呪のろいも、なんとかなるのかもしれないな」

「……まぁ、とにかく僕は、必要な機材を集めてみよう」

　店の前で、天王寺と別れた。天王寺は秋あき葉は原ばらに買い物に行くという。俺はというと、パーティーバーレルを持って、ソリッドに届けることになった。なんとソリッドは、ホームレスたちと温かいチキンを食べたい、などと贅ぜい沢たくなことを言うのだ。俺のなけなしの小こ遣づかいは、ホームレスの胃に消えることになる。しかし、こんなチキンでたまもの呪いを解けるのであれば、安いものなのかもしれない。

　せっかくだから、俺は少しでも温かいまま食べてもらおうと、早足で不忍しのばずの池いけの歩道を歩いた。

　微び妙みような、違い和わ感かん……。

　気のせいだろうか。どうも誰だれかに後をつけられているような感じがする。きっと気のせいだろう。俺は犯罪者でもなければ、興こう信しん所じよに追われる浮うわ気き亭てい主しゆでもない。社会福祉に目覚め、ホームレスに食料を届ける善良な高校生なのだ。

　早足のまま、不忍しのばずの池いけから上うえ野の公園の桜並木へ抜ける石段を上った。……やっぱり変だ。すれ違ちがう人々が、みんな俺の後方を凝ぎよう視ししている。

　おそるおそる、俺は振り返ってみた。




　後方の石段から俺を見上げていたのは……カーネルサンダースだった。




　俺と、カーネルサンダースの目と目が合う。子供の頃ころから見慣れているはずの、やつのニヤケた眼鏡めがね面づらが、俺にはたまらなく不気味なものに見えた。

　反射的に、俺は走って逃げた。……しかしやつも、猛もう然ぜんと走って追いかけてきたのだった。

（なんだなんだ？　なんだってんだ？）

　冷静に状況など考えられない。考えられる、わけがない。頭はパニックになり、俺はパーティーバーレルを抱かかえながら、がむしゃらに走る。それでもカーネルサンダースは、往年のシュワルツェネッガーのように、表情ひとつ変えずに追っかけてくるのだった。傍はたから見たら、きっとＫＦＣのキャンペーンかなんかだと勘かん違ちがいされるだろう。しかし、俺にはＫＦＣの宣伝をする義理もなければ、カーネルサンダースに怨うらまれる覚えもない。

　……まさか、さっき天てん王のう寺じが食べてたビスケットを不ま味ずそうだと言ったのが悪かったのか？そんな……まさかっ！　なんて、理不尽なっ！

　俺にとって幸運だったのは、やつが白髪しらがの太った老人だということだ。俺も運動にはさほど自信はないが、それでも健全な男子高校生なのだ。本気で走れば、老人を引き離はなすことは可能だ。かろうじて。

　次第に小さくなるカーネルサンダースの様子を見み計はからい、俺は公園の公衆便所へと逃げ込んだ。ぜいぜいと息が漏もれ出し、公衆便所特有のアンモニア臭しゆうを思いっきり吸い込んだが、かまうもんか。……これで、やつを撒まいたはずだ。俺は片手にパーティーバーレルを抱え、片手を膝ひざにつき、必死に息を整えていた。

『……逃げることはないじゃないか、和泉いずみくん』

　見上げた便所の入口に、カーネルサンダースの眼鏡が光った。戦せん慄りつが、奔はしる。逃げ場はどこにもない。

「ぎゃーっ！」

　恥も外聞もなく、俺は悲鳴をあげた。

「ビスケットのことなら謝あやまる！　謝るから！」

『ちょっと落ち着きなさい、和泉いずみくん』

　落ち着いてなんか、いられるか！　お前は何者だ！　なぜ俺の名前を知っているっ！　なぜ俺を追いかけるっ！

『……脅おどかすつもりはなかった。私の名は、西にし井い弘ひろ樹き。……西井百ユ合リ亜アの、父親だ』

　その意外な返答に、俺は言葉を失ったのだった。







　幽ゆう霊れいとなった西井氏は、俺と接触するためにカーネルサンダースの人形に憑ひよう依いして動かしていたのだという。アクリルだかポリエチレンだかの人形の関節が自由自在に動くメカニズムは俺には見当もつかないが、死んだはずの西井氏がここにいること自体が、とんでもないデタラメなのだ。たとえどんなデタラメでも、現実は現実として受け入れるほかない。

　ソリッドのやつは物体に干かん渉しようできるほどの力をもった西井氏の霊力に感心していたが、彼にとってはそんな幽霊よりもアツアツのパーティーバーレルのほうがよっぽど珍しいものだったらしく、とっとと近きん隣りんのホームレスを集めて宴会をはじめてしまった。

　俺と西井氏は、噴ふん水すい広場のベンチに腰を掛けた。やたらと目立つカーネルサンダースの人形を脱がせると、テレビで見覚えのある、西井弘樹の顔が現れたのだった。人形は、後ろの茂みの中で直立不動の姿勢に戻もどっている。

『しかし、驚おどろきだ。本当に幽霊を見ることができる人間が存在するなんてな』

　西井氏がダンディな顔でそんなことを言う。驚いたのは、俺のほうだ。

　亡くなる前の西井氏は優秀な衆議院議員であり、ＳＴＰに関する陰いん謀ぼうを追及しようとして、殺された。幽霊となった彼のスーツの胸元にも、しっかりと議員バッジが光っていた。

『気がついたら、私はこのとおり幽霊になっていてね。私も幽霊になったばかりなので詳しいことはわからんが、……おそらく、この世に未練があるのだろう』

「それで、俺に復ふく讐しゆうでも依頼しに来たんですか？」

『そんなつもりは、さらさらない。そもそも私が追っていたトウブという男は、すでにこの世にいないようだしな。私が成じよう仏ぶつしないのは、……きっと百ユ合リ亜アのことが、心配だからなんだ。私はもう、百合亜のことを守ってはやれないのだ』

　悲痛な表情で、西井氏は足元を見ていた。とても、娘のことを大切に思う父親だったと聞いている。なんだか俺は、胸が締め付けられるような、そんな苦しさを覚えた。

　やがて西井氏はゆっくりと顔を上げ、愁うれいを帯びた瞳ひとみで、俺を見つめてきた。

『……和泉くん。君に、頼みがあるんだ』

「な、なんですか？」

　この父おや娘このために俺にできることがあれば、なんだってやってやろう。俺はそう思った。

『……君に、……百合亜と結婚してほしい』




　なっ！




「そ、そんな……できるわけないじゃないか！」

　顔が真まっ赤かに沸ふつ騰とうしたのが、自分でもわかった。

『君が幽ゆう霊れいとコミュニケーションをとれるなら、こんなに都合のいいことはない。私は君を通して、なんだって百ユ合リ亜アにしてやれる』

「だからって俺があんたの意のままに西にし井い（ユリア）さんと付き合うとか、そんな傀儡くぐつみたいなマネ、できるかよっ！　お、俺はごめんだぞっ！」

『……和泉いずみくんは、オッパイが嫌きらいか？』

「なっ……!!」

　俺の顔をじっと見ながら、西井氏がほくそ笑んだ。

『ふふ、オッパイが嫌いな男など、この世にいない。君が百合亜と結婚してくれれば、あの百合亜のオッパイは、君の思いどおりにしていいんだぞ。……なにをしたっていい。私が、許す』

「あ、あんたそれでも父親かよ！」

　とたんに西井氏は険けわしい顔つきとなり、俺を睨にらみながら言った。

『もちろん私が生きているときは、もしあの百合亜の素晴らしいオッパイに少しでも触れる男がいたら、私はそいつを地の果てまでも追いかけて、確実に消していただろう。完全犯罪でな。しかし、状況は変わったのだ。……残念ながら、私は死んでいる』

　俺の右手に、いつか不可抗力で触さわってしまった西井（ユリア）さんのオッパイの弾力が、よみがえった。……天国のような、やわらかな感触だった。もしこの父親が死んでいなかったら、俺は彼に殺されていたのだろうか。

『しかしな和泉くん。これは死んでからわかったことなのだが、死ぬってのもそんなに悪いことではない。……生きてるときと死んでるときが実はそんなに、変わらないことだとしたら。それとも、もっと良かったりして』

「……なにが、言いたいんだよ」

『生きてるときは絶対に許してくれなかったんだがな。……いま私は、百合亜と一緒にお風ふ呂ろに入っている』

　ななな、なんだってぇぇ!?　いくら幽ゆう霊れいだからって、あんたそれでも父親なのかよ！

　俺は、西井さんの惑わく乳にゆうの、圧倒的な造形を思い出した。……艶なまめかしい。あの大きなオッパイの、一糸まとわぬアラレもない姿を、この父親は、毎日色んな角度から凝ぎよう視ししている、だと!?　……認めない。俺はそんなの認めないぞ！

　西井氏が俺の肩かたに手を乗せ、ひどく真剣な顔で俺の目を覗のぞき込んだ。

『……和泉いずみくん。百ユ合リ亜アのオッパイはなぁ……スゴいぞ』

[image: ]

　俺はその自信と確信に満ち満ちた父親の力強い双そう眸ぼうを見て、それはもう、たまらなく、ホワホワした気持ちになってしまうのであった。










06月04日(水)　新にい美みたまも




　今日は、ユリアちゃんが久しぶりに登校してくる日。

　私はひどく緊きん張ちようしながら、朝の通学路を学校へ向かうのでありました。昨日の夜から、私の頭の中にはどうしてもユリアちゃんの天使のような可愛かわいらしい笑顔が次々と連続して浮かんでしまいます。そのたび私は彼女のプニプニと気持ちのよい唇くちびるの感触を思い出し、そして、火が出たように恥ずかしくなってしまうのでした。

　私は、自分の唇に人差し指を当ててみました。……あんな感触。いくら葉よう介すけでも、間ま違ちがった感情を抱いだきかねません。

　昨日、ユリアちゃんは葉介にキスはしないと約束しましたが、絶対に油断してはいけないのです。あのポヨンとしたユリアちゃんのことです。葉よう介すけにブチュっとした後、「ごめん、たまちゃん、つい」とかシレっと言い出しそうなのであります。

　そんなことは、阻そ止しせねばなりません。確実に。

　教室の扉を開くと、昨日と同じ天使の顔をしたユリアちゃんが、笑顔で私を迎えました。

「おはよう、たまちゃん！」

「お、おはよう」

　まばらな教室。私はすばやく左右を見渡しました。まだ、葉介は来ていません。……席でマイコンをいじる天てん王のう寺じ真しん一いちと目が合う。キーッ！　いまはあんたのことなんて、かまってらんないのっ！

　ユリアちゃんを中心に、集まって輪を作る同級生たち。一人一人に、ユリアちゃんがお礼と挨あい拶さつをしています。

　……やがて、教室の入口に、ホワホワとした表情の一人の少年が現れました。葉介です。

　葉介の姿を見たユリアちゃんが、この日一番のキラキラした笑顔に。葉介と、ユリアちゃんの目が合う。やや照れくさそうにしながら、葉介がユリアちゃんのほうへ歩み寄る。

　ここです。私もまた、ユリアちゃんに近づきました。万が一あのキス魔まのユリアちゃんが葉介にその唇くちびるを近づけるようなことがあったら、私はレスリング選手並みの高速タックルを決めて、彼女を阻止しなければなりません。




　握あく手しゆができるような、それくらいの距きよ離りに葉介が近づいたとき……




　葉介の右手がスルスルとせりあがってゆき……




　ユリアちゃんの豊満なオッパイを……揉もんだのでした。




　ぽむんっ。そんな音が、聞こえた気がしました。

「あん。和泉いずみくん♥」とユリアちゃん。

「ばっ！　あんた、父親だろう！」

　勢いよく手を引っ込めた葉介が、真まっ赤かな顔でわけのわからないことを口ばしります。その真っ赤な顔に、私の南なん部ぶ十四年式が、吠ほえました。

「痛いてっ！」

　私の形ぎよう相そうを見て、葉介の顔色が急速に青ざめてゆきます。

「ま、待ってくれ、たまも。これは、俺じゃない！　……断じて、俺の意思じゃないからなっ！」

　問答無用。私は拳こぶしを固く握にぎり締しめました。私を覆おおう闘とう気きに確かな殺さつ気きを感じたのか、葉介はイスや机にあちこちぶつかりながら、教室を飛び出してゆきました。

「待ちなさいよっ！」

　逃げる葉よう介すけ。拳けん銃じゆうを片手に追う私。まるで海を割るかのように、私たちは朝の廊下を歩く生徒たちを蹴け散ちらしてゆきました。廊下の端、男子トイレに逃げ込む葉介。かまわず乗り込む私。

「なっ！　ここはオトコベンだぞ！」

「それが、なによ！」

　トイレのどんつきに追い詰められ、怯おびえた表情で振り返る葉介。はぁはぁと肩かたで息をしています。壁の片側には、見慣れぬ形の便器が並んでいました。幸いなことに、その変な形の便器の使用者はいません。

「なぁたまも。冷静になってくれ、な？」

「……私は、冷静よ」

「お前にはわからんかもしれないがな、あれは……俺の意思で触さわったんじゃない。信じてくれ！」

　は？　自分の意思じゃない？　無意識ってわけ？　余計ダメじゃない！　そんなにアンタはユリアちゃんのオッパイに触りたくて触りたくて触りたくて、しかたがなかったってわけ？　……ユリアちゃんもユリアちゃんよ！　「あん。和泉くん♥」ですって？　あそこは「キャーッ！　エッチ！」で平手打ちの場面でしょ!?　あれじゃまるで、喜んで触られているみたいじゃない！　……まさか、本当に喜んで触られたとか？　うそ……そんな……私、そんなコト、考えられないっ！

「いいか、たまも。よく聞いてくれ。世の中にはな、お前にはわからない世界ってやつがあるんだよ」

　真剣な顔つきで、葉介が私を見つめました。……やだ。顔面が、すごく熱くなってきてしまいました。

「た、確かに私はそういうコトに詳しくはないけどさ……。わ、私だって、それほどわからず屋じゃないつもり。……葉介は、やっぱり男の子なんだもん……」

　洪水のような恥ずかしさがどっと押し寄せてきて、私はトイレの地面を見ながらモジモジとしてしまいました。

「……そりゃ、私はユリアちゃんみたいに大きくはないけど……そんなに触りたいんだったらさ、私の…………触ったって、いいんだからね」

　キャーッ！　言っちゃった！　ヒィーッ！　恥ずかしいっ！　……ゆっくりと顔を上げて、葉介の顔を見る。

　キョトンとした顔。




「……お前の胸なんて、触れるわけがないだろう」










同日同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




　ボロ雑ぞう巾きんみたいに、俺は男子トイレの床に横たわっていた。




　まず、阿あ修しゆ羅らのようなたまもの鋭するどい左が俺の肝臓レバーに突き刺さり、その強烈な痛みに俺が顔を歪ゆがめていると、間かん髪はついれずにさらにもう一度肝臓に左が。たまらず俺が腹のあたりを腕うででガードしたとき、待っていたようにたまもの右アッパーが俺の顎ジヨーを綺き麗れいに打ち抜ぬいた。

　一いつ瞬しゆん視界を失ったが、かろうじて意識を繫つなぎとめた俺は、たまもに背を向けて逃げようと試みた。しかし、目の前はトイレの壁。そこへ、容よう赦しやなくたまもが俺の腎臓キドニーに連打をかける。腎そ臓こは反則、という俺の思考は吐くような激痛のため声にはならず、……人間の急所ばかりを正確に貫いてくるたまもの拳こぶしに身の毛のよだつ恐怖を感じながら、俺は意識を失っていったのだった。




　どれくらい俺は気を失っていたのだろう。数秒かもしれないし、もしかしたら数ヶ月かもしれない。とにかく俺は便所の床に顔面をくっつけながら、しだいに輪りん郭かくを取り戻してゆく視界を確かく認にんした。たまもの姿はすでにない。視界の奥で、斜めになった個室便所の扉が開いた。中から出てきたのは、アホ面づらをした前まえ田だのやつだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかよ？　葉介」

「お前……、そこにいたんなら、助けてくれてもよかっただろう……」

　前田は俺を抱かかえ起こしながら言った。

「オレだって、あんなシャーシャー音を出して怒おこってる新にい美みの連打に巻き込まれるのはイヤだよ……」

　それでも身を挺ていして救ってくれるのが、友達ってやつじゃないのか？　この薄はく情じよう者ものめ。

　しかし、前田のやつは野球部で鍛きたえた屈くつ強きような肉体で、俺の肩かたを抱えてくれた。前田の支ささえで、なんとか俺は立つことができた。体中の痛みで、顔が歪んでしまう。

　保健室まで、行けるか？　と前田。

「……いや、それより俺を天てん文もん台だいまで運んでくれないか？　それから、たまもと天てん王のう寺じをそこへ呼んでほしい」

「おいおい、治ち療りようしないのかよ？　授業だってもう始まっちまうぜ」

「……授業なんかよりも、俺の命のほうが大事だ」

　俺は前田に寄りかかって歩きながら、授業なんて俗っぽいことを口ばしる前田に言ってやった。俺は一刻も早く、たまもの誤解を解かなければならないのだ。こんな負傷は、もう勘かん弁べんねがいたい。

　体があちこち痛む。口から血の味がする。俺は片足を引きずりながら、前まえ田だとこれでもかというくらいに体を密着させ、天てん文もん台だいまでの階段を上った。

　そんな俺の脳裏に、ある一つの疑念が生じた。

「そういや前田。少し気になることがあるんだが」

「なんだ？」

「お前さ……手は、洗ったんだよな？」

　前田のやつは、さわやかな笑顔で微笑ほほえんだ。

「……オレのウンコのことなんかより、いまはお前の命のほうが大事なんだろう？」

　キラキラとした前田の笑顔を見て、俺は体の痛み以上に、ひどく憂ゆう鬱うつな気分になってしまったのであった。







　机を真ん中にして、眉み間けんにしわを寄せたチーが左側に座り、右側には不ふ敵てきな笑みを浮かべた西にし井いパパが脚あしを組んで座っていた。俺と天てん王のう寺じは、テニスの審判のように両者の真ん中で二人の様子を窺うかがっている（もちろん、天王寺には西井パパの姿は見えていない）。

　天文台全体に、張りつめた緊きん張ちようがはしっている。霊れい獣じゆうと幽ゆう霊れい。いままさに、過度に浮うき世よ離ばなれした両者による巨きよ頭とう会談が開かれようとしていたのだった。

「え～と、チー。お前には見えていたはずだろう？　俺はなにも自分の意思で西井さんの胸を触さわったわけじゃなくて、こちらのお父さんに無理やり──」

「葉よう介すけはん！　その〝お父さん〟ちゅうのはなんどす？　ウチはそんなモノ言い、許しまへんえ！」

　嚙かみ付きそうな表情で、チーは俺を睨にらんだ。その迫力に俺はたじろぐ。そのとき西井パパが、余裕の表情で口を挟はさんできた。

『いや、〝お父さん〟で構わないぞ、和泉いずみくん。いずれ君は、法的にも私と親子になるのだからな』

「なっ、なんやてぇ!?」

「いやいやいやいや。そんな取り決めはないからな、チー」

　慌あわてて俺は、西井パパの発言を訂正した。にやけた顔の西井パパを、俺は睨みつけた。

「あんたは少し黙だまっててくれ！　いまは俺が自分で触ったんじゃないってことを──」

『フン。和泉くんの〝彼女〟がどんな女かと思って来てみれば……。まさか、こんな馬ば鹿かげた女とはね』

　その発言にチーが西井氏に飛びかかろうとしたが、俺は立ち上がってそれを制した。誰だれよりも、俺がその発言にムカついたからだ。

「おい！　いまの言葉はないんじゃないか？　確かにチーは少し変わっているかもしれないがなぁ。チーだって一いつ生しよう懸けん命めいこの世を生きているんだよ！　それを少々普ふ通つうと違ちがうからって頭ごなしに否定するなんて、俺はそんな傲ごう慢まんな考えは絶対に認めないからなっ！」

　力強く、西にし井い氏の顔に人差し指を向けて俺は言ってやった。

「葉よう介すけはん……」

　チーが俺の左ひだり腕うでに抱きついてきた。西井氏は脚あしを組んだまま、余裕の笑みを崩くずしていない。俺はその傲慢な態度に、ますます腹が立つのだった。

『和泉いずみくん。私は彼女が普通の人間ではない、なんて小さなことを問題にしているのではない。君のような素晴らしい男がなぜ、そんな女で妥協しているのか、信じられんのだよ。だって彼女は、……貧ひん乳にゆうじゃないか』

「「なっ！」」

　出したくもない驚おどろきの声を、俺とチーが同時に発した。

「お、女の魅み力りよくは、乳ちちやおへんで！」

　顔を真まっ赤かにしながら、チーが怒ど鳴なる。

『オッパイこそが、女の魅力の九割を占めていると言っても過言ではない。なぁ和泉くん、君にとってこの貧乳と付き合うことに、なんの価値があるというのだ？』

　自信と確信に満ち満ちた、西井氏の表情。……俺の右手に、西井（ユリア）さんの極ごく楽らくのやわらかさの記憶がよみがえる。い、いかん。俺は首をぶんぶんと振って、そのホワホワした感情をかき消した。

「あ、あんたはつい先日まで国会議員だったくせに、よくそんなセリフが言えるな。議員辞職クラスの、問題発言だぞ！　あんたはいま、すべての女性を、とんでもなく侮ぶ辱じよくしたんだからな！」

　フン、と西井氏は鼻をならした。

『……貧乳に、人権などない』

　すました顔で、そんなことを言い放つ西井氏。傲慢を、超越している……最低だ。西井（ユリア）さんには悪いが、この男は死んでよかったのかもしれない。少なくとも彼の巨きよ乳にゆう至上主義の一面がマスコミに少しでも漏もれていたら、次回の選挙では大差で落選していたに違いない。

「よ、葉介はんは大きな乳なんて、嫌きらいどす！　な？　な？」

『もっと素直になりたまえ、和泉くん。君が触れたあの百ユ合リ亜アのオッパイ……あれは、いいものだったろう？　君さえその気になれば、あれを直接触さわったって、かまわんのだぞ？』

　俺の顔に、急激に血が上るのがわかった。

「ああああんたは、なんてことを言うんだよっ！　自分の都合で、実の娘を道具のように！　……西井さんの気持ちってのも、あるだろうが！」

　西井氏は、笑みを崩さない。

『その百ユ合リ亜アの気持ちについてなんだがな、和泉いずみくん。実は──』

「おっさんは余計なこと言わんでええ!!」

　ものすごい剣けん幕まくで、チーが西にし井い氏の発言を制した。……もう、なにがなんだかわけがわからない。顔面がひどく熱い。胸の奥が、ホワホワしてしまう。たまもの誤解を解くために開いたこの巨きよ頭とう会談で、なんだって俺がこんなにホワホワした気分にならなきゃいけないんだ？

「とにかく、葉よう介すけはんはなぁ、乳ちちは小さいほうが好きなんどす！　なぁ？　葉介はん」

「あ、ああ……」

　俺はそのチーの言葉に、気のない返事しかできなかった。その返答に、チーの表情がみるみる曇くもっていく。天てん王のう寺じはただ黙だまって、刺すように鋭するどい視線で俺の顔を見ている。

天てん文もん台だいではただ一人、西井氏だけが、満面の笑みを浮かべて俺を眺ながめていた。その自信に満ちた笑顔に、俺は圧迫されるような、そんな負い目みたいなものを、どうしても感じてしまうのであった。









06月06日(金)　和泉葉介




　あれ以来、たまもが俺の分の弁当を作って来なくなった。

　誤解を解こうとしても、たまもはシャーシャーと威い嚇かくをしてくるので、怖くて近づけないのだ。たまもに睨にらまれると、体中に恐怖の記憶がよみがえってくる。一回負けただけで引退するボクサーってのは、こういう心境なんだろうか。……まだ、右側の肋ろつ骨こつがズキズキと痛む。まさか、折れてはいないよな？　熱とかは出てないし。……ったく、チーはわかってるはずなんだよ。俺が自分で触さわったんじゃないってことを。なのに、チーまでがプリプリと俺に怒おこっているのだ。勘かん弁べんしてくれよ、冤えん罪ざいだ。

　右胸をさする俺を見て、西井氏がニヤリと微笑ほほえむ。守しゆ護ご霊れいってやつなのだろうか、あれから西井氏は自分の娘と一緒に毎日登校をしてくる。そして俺の都合なんかお構いなしに、あれこれ勝手に話しかけてくるのだった。

『和泉くん、君だって本当は気がついているはずだ。……自分がどれだけ、オッパイが大好きかってことをな』

　ちなみにいまは、現社の授業中。教きよう壇だんで先生が「国民主権と議会制民主主義」について語るなか、幽ゆう霊れいとなった国会議員が俺の耳元でオッパイについて熱く語っている。

『いいか、和泉くん。オッパイの素晴らしさはな、その曲線にあるのだ。一見、完かん璧ぺきな円・真しん円えんというものは美しく見えるが、どこか賛美に値あたいしない。なぜだと思う？　完璧すぎて、見る者に圧迫感を与えてしまうのだな。しかしオッパイはどうだ？　あの流線形、美しき楕だ円えん……癒いやされるではないか。君だってそうだろう？　そう、これは本能なのだよ。ここで私が言いたいのはなぁ、和泉いずみくん。あの忌いむべき貧ひん乳にゆうというものには、どこを取ったって、その美しき曲線は存在しないということなのだよ』

　……ああ、うるさい。俺は現社の授業を聞かなければならないのだ。西にし井い氏を無視して、俺は板ばん書しよをノートに書き写し続けた。

『曲線だけじゃないぞ。その曲線の先にあるものは、なんだと思う？　……先端だよ、先端。あの色、あの形、百ユ合リ亜アのオッパイは先端も最高でな。その圧倒的な曲線と、かわいらしい先っぽのバランスたるや……和泉くん、君にもぜひ見てもらいたいなぁ』

「ああ、もう！　少しは黙だまっててくれよ！　曲線曲線、うるさいんだよっ！　だいたい、俺はあんたのせいでな、昨日血けつ尿にようが出たんだぞ！」

　思わず怒ど鳴なって、しまった、と後悔をした。教室中が、ポカンと俺を見ている。

「和泉、お前の健康問題の話はとりあえず後だ。いまは衆議院の話をしている」

　先生がそう言って、教室が笑いにつつまれた。西井さんも笑っている。不ふ機き嫌げんそうに、たまもが俺を睨にらんでいた。

「す、すみません」

　俺は真まっ赤かになって、謝あやまった。ああ、なんてこった。俺としたことが。

『和泉くんが謝ることはない。いまは衆議院のことなんかより、もっと重要なことを話しているのだ』

　俺は一いつ瞬しゆん西井氏のことをきつく睨んだ。そしてまだクスクスと笑い声が続く教室で、また板書の写しを再開したのだった。




　天てん文もん台だいで、パッサパサのコッペパンを齧かじる。昨日母親に弁当のことを話すと、露ろ骨こつにイヤな顔をされた。一度失った習慣を取り戻すことは、非常に難しい。……俺の昼食は、これからずっとコッペパンになるのだろうか。

「新にい美みはともかく、あの女め狐ぎつねとは友好関係を保っていたい。君は関係修復を図るべきだ」

　天てん王のう寺じが自分の弁当をついばみながら、無責任にそんなことを言う。

「そんなこと言ったってなぁ、たまもに協力してもらわなくちゃ、チーは呼び出せないんだよ。まさか俺の血を水みず鉄でつ砲ぽうに入れて、たまもに浴びせるわけにもいかないだろう」

「……なるほど、そういう手も、あるな」

　真ま顔がおで顎あごに手をあてる天王寺。おいおい、冗談だからな？

「そんなにチーとの友好が大事ならさ。天王寺、お前がたまもの誤解を解いてくれよ」

「無理だ。新美は僕のことを、ひどく嫌きらっている」

「そんなのはお前の被害妄もう想そうってやつだよ。なによりも、お前だったらたまもも問答無用で殴りはしないだろ？　少なくとも、いままで殴られたことはない」

「だがその新にい美みに殴られる体験を、初めてする可能性は高い。血けつ尿にようが出るんだろ？　僕は遠えん慮りよしたい」

　くそ。どんな犠ぎ牲せいを払っても、友のために己おのれを投げ出すのが、親友ってやつなんじゃないのか？　この世に俺のセリヌンティウスはいないのか。親友のためなら、俺は走るぜ。血尿を出しながらな。

　天てん王のう寺じが机に置いたモバイルＰＣの画面を見た。そして食事の途中にもかかわらず、天王寺はモバイルＰＣをカチャカチャといじりだしたのだった。熱心に画面を見ている。……残った弁当のおかずは、食ってもいいのかな。俺が天王寺の箸はしにソロソロと手を伸ばしたそのとき、天王寺が声を発した。

「……ソリッドからのメールだ。試作機が、できあがったようだ」

　は？　なんじゃそりゃ？

　天王寺が、悪人っぽい笑みを浮かべて俺を見ていた。彼にしては、やや嬉き々きとしている様子。どうやらあのときのパーティーバーレルが、なにかいいものに変わったらしい。




　ソリッドが、噴ふん水すい広場のベンチで自分用のノートＰＣを操あやつっていた。ＰＣは数年前の旧式で、天王寺の家で余っていたのを持ってきたとのこと。でもよく見ると、スペック的に我わが家やでは現役バリバリのものだった。和泉いずみ家でありがたく使用しているＰＣを旧式のガラクタだと言われている気がして、少しだけムッとした。オマケに電源は公園のトイレのものを拝借しているという。それは立派な窃せつ盗とうだぞ、と指摘してやると……

「お前はせっかく幽ゆう霊れいが見えるというのに、ひどく常識的なことを言うのだな」

　つまらなそうな顔をして、ソリッドがそう言った。

「おいおい、なんか勘かん違ちがいしているようだが、俺はいたって常識人だからな。だいたいお前らはモラルや順じゆん法ぽう精神というものがどれだけ俺たちの生活に実質的な利益をもたらしているかということをだな──」

「そんなことより、ほれ。さっさとこれを持て」

　ソリッドから渡されたのは、キャノンのＥＯＳ。一眼レフのデジタルカメラだ。

「……なんだよ、これ」

　「デジカメは、やはりキャノンだ」と天王寺。

「これがデジカメだってのは、見りゃわかる。これが、なんだってんだよ？」

　わけもわからずデジカメを持たされた俺に、ソリッドがニヤリと笑う。

「まぁ鬼き太た郎ろう。そうだな……そのカメラで、あそこの、あの木を撮さつ影えいしてみろ」

　ソリッドが指差した木は、ベンチの背はい後ごにある林の一本だった。太くもなく、細くもなく、ありふれた平凡な木。被写体としてとても優すぐれているとは言えない。

　ある有名な写真家が、インタビューでこんなことを言っていた。写真というものには技術的な側面よりも、〝なにを美しいと感じ、どう撮さつ影えいするか〟というセンスが重要であると。ソリッドが指定した樹木から、そういった芸術性が発せられているようには見えなかった。まるで見えなかった。

　天てん王のう寺じを見ると、彼は俺の顔を見ながら黙だまってうなずいた。……まぁいいさ。俺はファインダーを覗のぞき込んだ。

「いいか？　構図などはなにも考えなくていい。とにかくあの木の幹みきを中心に合わせるのだ」ソリッドが俺に指さし図ずする。

　そうだろう、この男にとって写真というものは、可か視し光こう線せんの記録というただの無機質な存在なのだ。そこに構図などという余計な演出は、必要ない。

「ああ、わかったよ」

　木の幹を中心に合わせ、シャッターボタンを軽く押すと、ピピッという電子音。オートフォーカスで木の幹にピントが合う。

「よしいまだ、シャッターを……押せ」

　言われるがままに、俺はシャッターを切った。




　そのときファインダーを覗いている俺の目に、凄すさまじい光が飛び込んできた。




　ひどく驚おどろいた。ストロボなんかじゃない。ファインダーの中心から、小さいが強烈な光が、バチバチと危険な音を発している。慌あわててファインダーから目をはずす。その異常な光の球は、木の幹の中心に、肉眼でも確かく認にんできた。

「なんだよ、これ……」

　やがて光は急速に力を失ってゆき、みるみる小さくなって、消えていった。ソリッドと天王寺が木のほうに走り寄る。木の幹にはパッカリと、不自然なほど綺き麗れいにえぐられたテニスボール大の穴が開いていた。

「８テラの霊れい子しで、この程度か。ひどく燃費が悪いな」

　ソリッドが顎あご鬚ひげをいじりながらぼやく。

「それは粒子単位でデータ保存しているためだろう。もともとヒモロギ構造の霊子保存方法は、幽ゆう霊れいを前提としている。集合でない生なまの霊子に対しては、もっと効率的な保存方法があるかもしれない」

　天王寺がぼやきに答える。

「ちょ、ちょっと待てよ！　……これは、なんなんだよ！」

　俺は怒いかりの叫さけびをあげた。ソリッドと天王寺がこちらを見る。怒おこって叫んだ俺のことを、さも不思議そうに。

「なにって、圧縮霊子バーストだ。以前私が説明してやっただろう？　霊子は我々の次元のものではないため、座標さえ指定してやれば、まったく空間を無視して放出できる。さらにそれを応用してだな、その座標の一点のみに、空間が許容する以上の霊れい子しを一気に流し込んでやれば、次元をめくり返す現象を惹ひき起こせるのだ。これを、圧縮霊子バーストという」

　ソリッドの説明に、天てん王のう寺じが誇ほこらしげに補足する。

「今回はそれに必要な座標の指定に、改造したカメラを利用した。六軸センサとオートフォーカスでカメラと対象物との相対座標を検出し、トランスミッターでこちらのＰＣに霊子放出命令を送る」

　そんな的まとはずれの説明に、俺の怒いかりはますます高まった。

「俺がお前らを問い詰めたいのは、そんなことじゃないんだよ！　次元をめくり返すって？　その木、カッポリ削り取られてるじゃんか！　……人間なら、死んでたぞっ！　圧縮バストだかなんだか知んないけどなぁ、これじゃまるで……要人暗殺用のカメラじゃないかよ！」

　やれやれ顔をしながら、ソリッドが俺に答える。

「圧縮霊子バーストだ、鬼き太た郎ろう。……それにお前はなぜ要人暗殺とか、そう物ぶつ騒そうなことを連想するのだ。これを実用化できれば、医い療りようや工業に革命的な変革をもたらすことになるのだぞ？　素晴らしい技術革新じゃないか」

「僕も、同感だ」と天王寺。

　狂ってやがる。こんな物騒な殺人兵器を作っておきながら、まるで罪悪感を感じていない。これが人々を幸福にすると、素そ朴ぼくに信じていやがる。……大量破壊兵器とかを嬉き々きとして研究している学者ってのは、こういう人種に違ちがいない。

　天王寺が眼鏡めがねを直しながら、俺の顔を見た。

「そうだ葉よう介すけ、いまので霊子がなくなってしまった。また早さつ急きゆうに、あの女め狐ぎつねの毛を調達してはくれないか？」




　……この男は、本当にたまもの呪のろいを解こうとしてくれているのだろうか？　とんでもなく物騒なカメラを両手に握にぎり締しめながら、俺の心に、そんな一いち抹まつの不安がよぎったのだった。






[image: 恋する鬼門のプロトコル2]





06月08日(日)　深夜　加か納のうマルタ




　私は、負けることが大だい嫌きらい。

　これまで私は、どれだけの相手を打ち負かして来ただろう。勉強はもちろん、スポーツでだって、私は負けない。たまに腕わん力りよくで勝てない男子がいたけど、そんなときは決まってその相手を容よう赦しやなく罵ば倒とうしてやるの。そいつが泣くまでね。生なま意い気きなガキ大将を、三日間不登校にしてやったこともあったわ。担任は風か邪ぜだって言ってたけど、欠席の本当の理由を私は知っていた。原因は、私だから。

　そんな私も、中学生になった。小学校の頃ころみたいに、ヤンチャばかりはやってらんないわ。ガキじゃないんだからね。でも、ものごとの優ゆう劣れつがつく場では、どうしても私の負けず嫌いが出ちゃう。おかげで私の通知表はいつもオール５。テストの成績は学年トップ。英語も国語も社会も理科も、私にかなうやつなんていない……なのに……数学だけは、いっつも私と同点一位をとってくるやつがいた。……天てん王のう寺じ真しん一いち。眼鏡めがねをかけた、寡か黙もくな男子だった。

　いつも同点なのはしかたがない。点数の上限は、百点だから。でも私は、あの男を負かしたいのよ。完かん膚ぷなきまでに。

　私は番号を調べて、すぐに電話をかけた。受話器の向こうで、予備校の事務員が当とう惑わくしていた。

『数学のテストといっても色々あってね、早そう慶けい模試とか国立模試とか──』

「なんだっていいわよ。とにかく一番難しいの、教えなさいよねっ！」

　その気の弱そうな事務員から、ついに私は手に入れた。やつとの決着をつける、フィールドを。

　中学校の廊下で、私は天王寺真一の背中を追いかけた。そして、指をさして思いっきり大声で言ってやった。

「天王寺真一！　さぁ、私と勝負しなさい！　白黒つけてやろうじゃないのっ！」

　やつは振り返って、中指で眼鏡の位置を直した。

「……興味がない。一人でやってくれ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　私はＰＴＡにも手を回し、嫌いやがる天王寺真一を説得した。そして「数学だけなら」と、なんとかやつをリングに立たせることに成功したのだった。ついに、私との対戦を避けていた暫ざん定ていチャンプとの試合をマッチメイクしてやった。プロモーターとしての勝負は、すでに私の勝利といっていいわ。

　予備校に向かう電車の中で、私は天王寺真一が意外と整った顔をしていることに気がつく。あの綺き麗れいな顔に、泣きべそをかかせてやりたい。私はそんなことを思っていた。

「日々是これ決戦」と貼はり紙がみされた教室で、文字どおりの決戦が行われた。模試はさすがに難しかったけど、手ごたえは十分。ふふふ。これであの生意気な眼鏡めがねを、私の前に跪ひざまずかせてやれるんだわ。オホホホホッ！

　一週間後、自信満々で持ってきた私の成績表と、天てん王のう寺じ真しん一いちの成績表を交互に眺ながめ……私の手は打ち震ふるえることになった。

「……これで、満足か？」と天王寺。

　満足な、わけがない。私が……負けた。完かん膚ぷなきまでに。人生で初めて、同級生に、しかも男子に！　……言い訳も、できやしない。

　私に背を向ける彼。

「ちょっと待ちなさいよっ！」

　彼は振り返って、その綺き麗れいな顔を、私に向けた。

「あああんた、なかなかやるじゃない。で、でも、私が負けたのは、数学だけだからねっ！　他の教科では、ダントツで私が勝ってるんだからね！」

「……なにが、言いたい？」

　私を見つめる彼の目に、言葉が一いつ瞬しゆんつまってしまった。

「……た、たとえばよ。私があんたに英語とか国語を教えてあげて、あんたが私に数学を教えてくれればさ……わ、私たちって、最強になると思わない？」

「僕は学校のために勉強などしたくない」

「じゃ、じゃあさ。交換条件よ。あんたに数学を教えてもらう代わりに、……私があんたとお台だい場ばでデートしてあげる。か、感かん謝しやしなさいよね。あんたなんかが女の子とデートできるチャンスなんて、もう二度と来ないかもしんないわよっ！」

　どうしてこんなに心臓がドキドキするのか、自分でもわからない。体が熱い、顔が熱い。……そっと、彼の顔を見る。氷のような、冷たい顔。

「それはごめんだ」

「ど、どうしてよ？　これだけ、私が譲じよう歩ほしてあげてんのよ？」

　彼は深くため息をついてから、私に言った。




「……僕は、女が嫌きらいだ」










06月09日(月)　新にい美みたまも




　朝、目が覚めると、雨が降っていました。どうやら梅つ雨ゆってやつらしいです。

　傘かさを差して、登校路を歩く。道路は濡ぬれていて、空気もじめじめとしています。わりと雨は好きだったはずなのに、今日はひどく憂ゆう鬱うつな気持ちです。お気に入りの傘なのに。

　……私がこんな気持ちなのも、ぜんぶ葉よう介すけのせいです。葉介のやつったら、私というステディがありながら、あんなにホワホワホワホワしてるなんて。……許せない。許してやるもんですかっ！　キィィーッ！

　私は首を下に向け、自分の胸元を見てみました。まったくないわけでは、ないのです。でも、よーく見ないと、私の胸の魅み力りよくは伝わらないのかもしれません。……はぁ。やっぱり、葉介って胸の大きいコが好きなのかな。私ももっと、牛乳とかたくさん飲んだほうがいいのかな。……まだ、遅くはないよね？

　そんなことをモヤモヤと考えていたとき、ふと、前方の通学路に旅館の番ばん傘がさが見えました。あれは、マルタです。

「おはよう、マルタ」

　私は小走りに近づいて、後ろから声をかけました。

「……あ、ああ。たまもか」

　いつもはハイテンションのマルタが、なんだか沈しずんだ表情。顔色も良くありません。

「どうしたの？　マルタ。元気ないじゃない」

「いやぁ、昨日妙な夢を見ちゃってね。あんまし眠れてないのよ」

「へぇ。どんな夢？」

「それがさ、元々はたまものために天てん王のう寺じのやつのことをあれこれ考えてたせいだと思うんだけど、……いや、よそう。私が恥ずかしすぎる」

「なによ、話してくれたっていいじゃない。あの天王寺真しん一いちをやっつける作戦を考えてくれてたんでしょ？　ギッタンギッタンにしてやったんじゃない？　どんなに稚ち拙せつな夢だって、私は気分爽そう快かいなはずよ」

　マルタは私の顔を見て、力なく微笑ほほえみました。そして、ため息。

「ねぇ、たまも。自分の忌いまわしい過去を消し去る方法って、なんかないもんかねぇ……」

「なによそれ。そんなこと言うの、マルタらしくないよ。……そうだ！　今日もマルタの分のお弁当、作ってきたんだよ。ほら。だから元気出してよ、ね？」

　私がバッグから取り出したお弁当箱を見て、マルタがまた、ため息を吐つきました。

「あんたも意地はってないでさ、さっさと仲直りしちゃいなさいよ。そのお弁当だってさ、本当は和泉いずみのために作ってきてるんでしょ？」

「だ、だってさぁ……。でも悪いのは、葉介のほうなんだよ？」

「その和泉は、血けつ尿にようを出したって話じゃない。そろそろ許してあげなさいよ」

「そんなこと、言ったってさぁ……」

　呆あきれた表情で私を見るマルタ。私は少し口をとがらせながら、マルタと隣となり合って校門をくぐるのでした。




　ＨホームＲルーム前の教室。私は窓まど際ぎわに立って、シトシトと降る雨の様子を眺ながめていました。

「あ、あのさ、たまも……」

　背中から、葉よう介すけの声。葉介のほうから、話しかけてくれた。私は勢いよく振り向いて、葉介の顔を見ました。

「あ、いや、悪かった！　悪かったからっ！」

　私と目が合うと、そんなわけのわからないことを言って、葉介は教室から逃げていってしまいました。……まったく。こんなんじゃ、許したくても、許してやれないじゃない！　葉介のやつ……ばか。

　チャイムが鳴って、席に着く。しばらくすると担任の大おお橋はし先生が教室に入って来ました。先生の背はい後ごから、もう一人。……見慣れない、女の子が一緒でした。教室中の視線が、その女の子に集まる。

　小柄で華きや奢しやな体つきで、髪は肩までの黒くろ髪かみ。白いというよりは、透明に近いような肌色。けだるそうな瞳ひとみをした、不思議な雰ふん囲い気きの女の子でした。でもなによりも不思議だったのは、彼女が制服ではなく、真っ白なアオザイを着ていたことでした。

「突然ですが、転校生を紹介します！」

　その先生の第一声に、教室は「おおぉ！」という歓かん声せいで応こたえました。本当に、突然です。

　先生が黒板に書いた文字は「真木真紀」……う～ん。これって、名前？

「今日からこのクラスに入ることになる、真ま木き真ま紀きさんです。ベトナムからの帰国子女よ。勉強や日本語は完かん璧ぺきなんだけど、ベトナム暮らしが長いから、あんたたち真紀ちゃんがなんか困ってたら、ちゃんとフォローしてあげんのよ！」

　はーい、と男子たちが浮かれた返事をしました。

　なによ真木真紀って……マキマキじゃん！　普ふ通つう「真木」って名字なら、子供に「真紀」なんて名前はつけないわよ！　かぶってるじゃないっ！　しかもベトナムからの帰国子女だからって、アオザイなんかでの通学が許されていいわけ？　……先生の説明によると、この学校の制服は「標準服」というものらしく、「制服っぽいものなら、なんでもいい」とのこと。そんないい加か減げんな、と思いましたが、そもそもこの高校は学生運動激烈なりし頃ころからずっと私服通学だった時代が長いので、あまりその辺へんをうるさくは言わないのだそうです。

「じゃ、真紀ちゃん、自己紹しよう介かいして」

　先生に促うながされて、彼女はゆっくりと、けだるそうな瞳で左右を見渡す。そして、ペコリと丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしました。ゆっくりと顔を上げた彼女。

　……しばらくの沈ちん黙もく。

　そのまま、彼女は隣となりにいた先生を見上げたのでした。

「えっ？　終わり？　……まぁいいか。じゃ、あんたたち、仲良くすんのよっ！」

　謎なぞの転校生が、必要以上に謎を残したまま、すぐに一時間目の授業が始まったのでありました。




　次の休み時間。真ま紀きちゃんの周りには、彼女を囲む女子の輪ができていました。

「ねぇねぇ、日本に帰ってきたのは最近なの？」

「向こうでもアオザイ着てたの？」

「ベトナムってさ、やっぱスーパーカブ走ってんの？」

　興味津しん々しんの女の子たちの質問が、機き関かん銃じゆうのように次々と真紀ちゃんに浴びせかけられています。私はクレタやユリアちゃんと、やや後列からつま先立ってその様子を覗のぞき見ていました。遠えん慮りよしているのか、男子たちは遠巻きに様子をうかがっています。

　彼女は行ぎよ儀うぎよく椅い子すに座り、女子たちの質問にうなずいたり、首を振ったりして答えています。さっきから一言もしゃべりません。やっぱり日本語が不自由なのかしら？　でも、こちらの言葉は通じてるみたいだし……。

　私はアオザイという衣装を初めて生なまで見ましたが、なかなか可愛かわいらしいです。上半身はチャイナドレスに似たデザインで、ピッタリと体にフィットして彼女の華きや奢しやな体形を惹ひき立たせています。下半身はバギーパンツみたいなゆったりとしたズボンで、なんだか清せい楚そな感じ。全体が白で統一されていて、黒くろ髪かみの彼女にとっても似合っています。

　なんといっても私が彼女に親近感を持つのは、その体形。私は隣となりで首を伸ばすユリアちゃんの艶なまめかしくも豊満なカラダを見つめました。……真紀ちゃんは確実に、私側サイドの人間なのです。

「真紀ちゃん、やっぱり日本語が苦手なのかしら？　さっきから一言もしゃべっていない」

　心配そうに、豊満なカラダのユリアちゃんがつぶやきました。ふふふ、と私はほくそ笑みました。

「それはね、質問のしかたが悪いのよ。さっきからＹＥＳかＮＯかで答えられる質問しかしていないわ。……まぁ見てて」

　私は前方の女子をかき分けて、真紀ちゃんの前に立ちました。真紀ちゃんが不思議でミステリアスな眼光で、私の顔を見上げる。

「ねぇ真紀ちゃん。さっきから私たちの質問ばっかりで悪かったわ。次はさ、真紀ちゃんのほうから質問してみてよ。なんだっていいわ。私はこの十五年間、ずっと日本で暮らしてきたんだからね。日本のことなら、なんでも知ってるんだから」

　私の言葉に、彼女はじっと私を見つめました。しばらくの沈ちん黙もく。ゴクリ。

　突然彼女は椅子から立ち上がり、まっすぐに私を指差しました。

「あなた……」

　え？　いままで一言も話さなかった彼女にいきなり指をさされて、私はひどくビックリしてしまいました。透すきとおるような、静かな声でした。

「……そして、あのヒト……」

　なんと彼女はもう片方の手で、遠巻きにこちらの様子をうかがっていた……葉よう介すけを指したのでした。

「……どういう関係？」

　その真ま紀きちゃんの質問に、周りの女子たちが「フゥ～！」という高い声を発しました。

「や、やっぱりわかる？　初対面なのに、やっぱりわかっちゃうの？」

　なんだか私は浮かれてしまい、真紀ちゃんの手を両手で摑つかんでブンブンと振ってしまいました。なんてことなのかしら。そういう、ラブラブなオーラが、出ちゃってたんだわっ！　キャーッ！　……これがきっと、赤い糸ってやつなんだわっ！

「……わたしにはわかる。あなたたちは……普ふ通つうじゃ、ない……」

　真紀ちゃんはそう言って、私のことを神秘的な瞳ひとみでじっと見つめていました。……彼女とはよい友達になれそう、なんだかそんな気がしました。きっとそうよ。同じ側サイドの人間なんだし！




　振り返って、葉介の顔を見てやりました。とぼけた表情で、わけもわからずこちらを眺ながめています。……今日のお弁当は、葉介のやつに食べさせてあげても、いいのかもしれません。だって、自信作なんだもん！
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　やあ、ポーだよ。また会ったね。気き狐このポー。覚えてくれてる？




　世の中にはさ、不思議なヒトっているよね。指先でスプーンを曲げちゃったり、透視ができたりさ。中東のほうには、海を二つに割ったり、ただのお水を葡ぶ萄どう酒しゆに変えちゃう、なんてヒトもいたらしいよ。すごいよね。

　かくいうぼくも、炎を操あやつるのが得意だったりするんだ。ボワって、狐きつね火び出したりさ。すごいでしょ？　あ、狐火っていうのは、ふつう野や狐この仕事だから、ぼくはあんまりやらないよ。ぼくは気狐だからね。カンリショクなんだ。

　これも最近タクゾーさんから聞いたんだけどさ、こういう不思議なチカラっていうのは、霊れい子しを操る能力らしいんだ。霊力ともいうよね。そして自分がどういうチカラが得意になるかは、五ご行ぎよう説せつのどの行に属するかで説明できるんだって。……まぁ、ぼくはいままで、そんなことぜんぜん意識したことなかったんだけどね。

　霊力を説明するには、まず四し神じん相そう応おうの話からするのがわかりやすいんだけど、……知ってるかな？　四神相応。

　四神っていうのはね、方位や地形を司つかさどるカミさまのことで、たとえば北が玄げん武ぶ、東が青せい龍りゆう、南が朱す雀ざく、西が白びやつ虎こという具合に対応してるんだ。けっこう聞いたことがあるんじゃないかな。

　古い都なんかでは、南側にはしる道路を「朱す雀ざく大おお路じ」なんて呼ぶことあるよね。南門が「朱雀門」だったりしてさ。あれってこの四神に由来しているんだ。

　そんな四神相応なんだけど、実はこれも五ご行ぎよう説せつに由来してるわけ。つまり、北＝玄武＝水、東＝青龍＝木、南＝朱雀＝火、西＝白虎＝金、ってそれぞれに対応関係があるんだ。ちなみにここに〝土〟がないけど、それは中央＝黄こう龍りゆう＝土、ってことになるからみたい。だから土は「帝王」なんだってさ。真ん中だもんね。タクゾーさんはその〝土が帝王〟って概念から、〝近世以前の国家統治体制における農業社会と非農業社会との関係〟とか熱く語っていたけど、なんだか難しくてぜんぜんわかんなかったよ。

　とにかく、いまの話をわかりやすく図にすると、こうなるんだ。
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　……ふう。やっと不思議なチカラの話に入れるね。霊力──霊れい子しを操あやつる不思議なチカラってやつも、実は五ご行ぎよう説せつに対応しているんだ。ぼくなんかさ、炎を扱うのが得意じゃない？　だからぼくは五行でも「火」なのかなって思ってたら、違ちがうんだって。えぇ～っ！　って感じでしょ？　タクゾーさんにそう言われたときは、ぼくもビックリしちゃったよ。

　どうやらここで五行があらわすものって、象しよう徴ちよう的なものらしいんだ。つまり、水＝動き、木＝生物、火＝変化、金＝物質、そして土＝精神って感じ。図にすると、ちょうど「水─火」の縦軸が「動きと変化」、「金─木」の横軸が「物質と生物」をあらわしていて、真ん中に「土」の「精神」があるって具合になるの。
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　もう、わけわかんないと思わない？　でもぼくはアタマがいいからね、七回聞いただけでここまで理解しちゃった。タクゾーさんは、ずいぶんイライラしてたんだけどね。嫉しつ妬とかなぁ。

　そうそう、ぼくたち狐きつねはだいたい「金」の能力で、物質を操る能力なんだってさ。まぁ、そんな気もするよね。お稲荷いなり様さまは五行だと「土」の属性になるんだけど、土は金を生む（相そう生せい関係）から、お金＝商売の神様として江え戸ど時代に爆ばく発はつ的にお稲荷いなり様さまの信しん仰こうが流行したんだって。だから「金」のぼくたち狐きつねは、そんなお稲荷様のお手伝いをして暮らしてるってわけなんだね。

　でもなんで、ぼくは火を扱えるの？　って思うじゃない。で、タクゾーさんに聞いてみたの。そしたら「それはポーの」金＝物質「能力の方向が」火＝変化「に向かっているからだ。ポーの炎は可燃性物質の燃焼、つまり」物質「を」変化「させているのだ」だって。

　う～ん……まぁここら辺へんから話がチンプンカンプンになるんだけど、要するにぼくの能力は「金↓火」ってことなのかな？　……でもさ、ということは「火↓金」のヒトもいるってことでしょ？　それとどう違ちがうのかなぁ？

　あーもうっ！　わけわかんない！　いいじゃん、使えれば！　ぼくはねぇ、こんな理屈知らなくたって、ずっと昔から炎が得意だったんだよっ！　ある意味、そっちのほうがすごいんじゃない？　そう思うでしょ？

　……でもこんなこと言うと、またタクゾーさん、怒おこるんだろうなぁ。










06月10日(火)　和泉いずみ葉よう介すけ




　ぽろぽろと、涙がこぼれてくる。

　うまい。とてつもなく、おいしいのだ。この煮付け、このサラダ、この竜たつ田た揚あげ！　米ですら、和泉家うちとは二段階グレードの違うものを炊たいているに違いない。ああ、俺はなんて幸せなんだ！

「ちょっと葉介、もっとゆっくり食べなよ」

　たまもが俺の様子を見て、心配そうに言う。

「いいだろ、おいしいんだよっ！」

「な、なにも泣くことないじゃない……」

　そんなセリフを言いながらも、満足そうな表情のたまも。隣となりの席から俺の顔を覗のぞき込んでいた。俺と目が合うと、たまもは少し恥ずかしそうにしながらストローを咥くわえて、紙パックの牛乳を吸い込んだ。

　昨日から、俺の昼食はコッペパンではなくなった。こんなにうれしいことはない。しばらく幸福から離はなれていると、幸福をいままで以上に幸福と感じてしまう。思うにイスラム教徒が行う断だん食じきってやつは、こういう感動を味わうためのものなのではなかろうか。……メッカの方角はどっちだ？　いまなら拝んだっていい。熱心にな。

　天てん文もん台だいのスミで、天てん王のう寺じのやつが不ふ機き嫌げんそうに弁当をついばんでいる。……あいつには、要注意だ。天王寺の思いどおりにしていたら、チーになにをされるかわからない。チーとたまもを守れるのは、この俺しかいないのだ。

　うれしそうにこちらを見ているたまもに、俺は言った。

「たまも。世の中には悪いやつらがいっぱいいるけど、俺が必ず守ってやるからな」

　……突然、俺の身体からだに紫むらさきの呪のろいが襲おそい掛かってきた。迫り来る、死の恐怖。どうやらたまもが、俺の肩かたに抱きついてきたらしい。

「うわっ！」

　俺は勢いよく、たまもを振り払った。

「さ、触さわんなよ、たまも！」

　キョトンとした表情の彼女。

「なによ、そんなに恥ずかしがること、ないじゃない……」

　その後もなにかと、いたずらっぽく俺に触れようとするたまも。

「ちょ、やめ、たまも！」

　じゃれ合うような俺たちを見て、天てん王のう寺じが椅い子すから立ち上がった。

「……新にい美み。今日は部活だぞ。放課後もここに来てもらうからな」

　俺への攻こう撃げきをやめて、たまもが天王寺を睨にらんだ。

「なによ。そんな約束、なかったじゃない。今日はダメだからね。マルタと遊ぶんだから」

「へぇ。……たまもってさ、本当に加か納のうと仲がいいよな」

　そう言った俺に顔を向けて、たまもがニヤリと笑う。

「……それってもしかして、ジェラシー？」

「ばっ、そんなんじゃない！」

「恥ずかしがんなくたって、いいじゃない」

　たまもは満面の笑みを浮かべ、それから少し神しん妙みような表情に変わった。

「……あのね、雨が降ってるせい、なのかな。最近なんだかマルタに元気がなくて。だから葉よう介すけには悪いんだけど、今日は私がマルタを元気づけてあげようと思って」

「雨のせい、ねぇ。あの火の玉みたいな加納マルタが、雨なんかでショボンとするもんなのかな。俺にはわからんけどさ」

「雨が降ってるとさ、ほら、ボートに乗れないでしょ？」

「は？　ボート？」

　そのとき、天王寺がイライラしたような口調で会話に割り込んできた。

「新美は、加納マルタなんかと部活と、どっちが大事なんだ？」

「そんなの、マルタに決まってんじゃないっ！」

　ツッコむようにたまもが怒ど鳴なりちらし、そして徐々に、表情がニヤけていった。

「……いまに見てなさいよ。マルタが元気になったら、アンタなんかギッタンギッタンにしてもらうんだからねっ！」

「まぁまぁ、二人とも仲良くしろよ。……たまもの病気にとっても、この部活が大事なことは確かなんだから」

　そう俺が抑えても、まだガルルルと天てん王のう寺じを睨にらんでいるたまも。

「天王寺もさ、いいじゃないかよ、今日ぐらい。たまもにだって予定はあるんだから。部活なんて、いつだってできるだろ？」

　なだめる俺に、天王寺が鋭するどい眼まな差ざしを向けた。

「……君には、その女の手た綱づなをしっかり握にぎっておいてもらわなければ、困る」

　なんだよ、手綱って……。そのまま天王寺はまた椅い子すに腰をおろし、食事の続きをはじめてしまった。

「ねぇ、葉よう介すけ。天王寺くんってさ、国際宇宙ステーションとかに、興味ないのかな？」

　は？　……たまもはたまもで、わけのわからないことを聞いてくる。ったく、なんだってこの二人は、こんなに仲が悪いんだ？　もし俺がいなかったら、とっくにケンカになっていたにちがいない。

　とにかく、いま俺がやるべきことは、この二人の犬けん猿えんの仲をとりもつことよりは、目の前のお弁当を完食することだった。じわり、と唾つばが泌しみ出てくる。俺はニヤける顔を抑えられずに、また正しい持ち方で箸はしを握るのであった。




　掃そう除じ当番だった俺は、せっせと教室の床をほうきで掃はいていた。帰り際ぎわに放はなったたまもの一言によると、明日のお昼のおかずは、ロールキャベツ。職員室の電子レンジで温めてくれるのだそうだ。……どうしよう、顔が笑ってしまう。

　たまもの家の挽ひき肉は、うまい。特別高級なものではないらしいが、信頼しているお肉屋さんが挽いたものを買って来ているらしい。きっとたまもの調理方法も絶妙なのだろう。ジューシーでいて、しっかりとした肉の舌した触ざわりと、存在感のある味が口に広がる。あんな挽き肉が、旬しゆんのキャベツに包まれてアツアツのスープと融合しているのだ。……おいしくない、わけがない。ああ、いまから明日が楽しみで楽しみで、待ち遠しくてしかたがない。顔のニヤニヤが、止まらない。

　ふいに、俺にあてられる視線の存在に気がついた。……両手で行ぎよう儀ぎ良くほうきを持った、マキマキだった。不思議な輝かがやきの瞳ひとみで、俺のことをじっと見つめている。

「どうした？　ほうきの使い方は、わかってるよな？」

　俺が声をかけると、ぷいっと彼女は他ほかの女子の後ろに隠かくれてしまった。なんだよ……俺って、そんなに気味悪くニヤついていたのかな。




　掃除も終わり、教室を出ようとしたとき、突然一人の女子が俺の前に立ちふさがった。加か納のうクレタだった。

「ん？　たまもと、一緒じゃなかったのか？」

　魚ぎよ雷らいのように無機質で鋭するどいクレタの眼光が、容よう赦しやなく俺を刺してきた。

「……あんまり、いい気にならないことね」

「な、なんだよいきなり」

　この娘こは、こんな表情をする娘だったか？　いつもはもっと、ノホホンとした顔をしているじゃないか。……突き刺すような殺さつ気きに満ちた顔で、俺を睨にらみつけるクレタ。

「イズミ君は、目先の安楽に甘んじるべきじゃない。もっと、自分の可能性を育てるべきだわ」

「な、なんだってんだよ。わけわかんないぞ」

「……自分の本来の属性ってやつを、もっと真剣に考えなさい」

　そう言って、加か納のうクレタは俺の前から去っていった。人を殺しかねない、鋭い一いち瞥べつを残して。

　俺が浮かれていることが、そんなに気に食わなかったのか？　……いいじゃないかよ、べつに！　俺にだってなぁ、おいしい弁当を食う権利くらいはあるんだ！　いったい、なんだっていうんだ？




　まぁいい、帰ろう。俺は自作のロールキャベツの歌を歌いながら、学校の階段を下りていった。階段の踊り場。壁にもたれて、腕うで組ぐみをした一人の中年男性が立っていた。……西にし井い弘ひろ樹き氏だ。周りにひと気けはない。

「はっ。西井さんは、とっくにバレエのレッスンに行っちまったぞ。いいのかよ、ついて行かなくて」

　壁に寄りかかったまま、西井氏は窓の外の雨粒を眺ながめていた。

『……和泉いずみくん。あまり私を、失望させないほうがいい』

　俺に、まったく目を合わせない。異様な迫力を、俺はその幽ゆう霊れいから感じてしまった。

「な、なんだよ。あんたのオッパイ談義なら、もう聞かないからな！」

　西井氏がこちらに顔を向け、俺の顔を睨んだ。

『血けつ尿にようを出したかなんだか知らないが、君が暴力に屈するというのであれば、こちらにも考えがある』

「おい、なんだ、よせっ！」

　西井氏が、俺との間ま合あいを一気につめてきた。国会論戦のときのような、真剣な表情だ。俺の背中に、緊きん張ちようが奔はしる。

　突然、ダッキング気味に西井氏が上体を沈しずめた。つづいて繰り出される、左ひだり拳こぶし。……このパンチの軌き道どうには、見覚えがある。肝臓レバー打ちブローだ。たまもの鋭するどい左を、俺は何度も食らった。……見える、見えるぞっ！

　悪いが、たまもの左ほどのキレはない。俺は両手で右のアバラをガードした。

　バシン！

　そのガードに吸収される、西にし井い氏の肝臓打ちレバーブロー。俺のディフェンスもまんざらではないと思った、そのとき……

『ツァーリ・ボンバッッ！』

　超大振りの右ロシアン・フックが、俺の左テンプルに炸さく裂れつしたのだった。

　チャチな木で偶く人形のように、俺は上半身から踊り場の床に体を打ちつけた。……なにが起こったのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。不思議なことに、頭に痛みはない。床にはいつくばる俺を見下ろして、西井氏が口を開く。

『これは警けい告こくだ、和泉いずみくん。あの貧ひん乳にゆうとは、いますぐ縁を切れ。さもなくば……次は、本気でいかせてもらうぞ』

　フッと右みぎ拳こぶしに息を吹きかけて、西井氏は俺の前から去っていった。

　本気ってなんだよ……。いまのは手加減したってことか？　あんなパンチをまともに食らったら、脳のう震しん盪とうどころじゃ済まないんじゃないのか？

　まったく、俺にどうしろってんだよ。西井さんと結婚しろって？　そんでもって西井さんのオッパイに直接さわっ……いやいやいや、いかん。いかんぞっ！

　俺はブンブンと頭を振って、制服についたほこりを払った。しかしどうしても、ホワホワと曖あい昧まいながら、西井さんの〝曲線〟のイメージが、頭から離はなれないのであった。




　なんとなく曖昧に右手を開閉させながら、俺は校門へと歩いていた。……そりゃ、俺だって男だ。オッパイは嫌きらいじゃない。でも、女の魅力ってのはそんなことじゃ決まらないんだ。確かにたまもは胸が小さいかもしれない。だけど、内面が素晴らしいぞ。確かに暴力的だけど、内面がいいのだ。内面だっ！

　確かに西井さんの胸は大きい。しかし、内面はどうだ？　……素晴らしい。西井さんはかわいいし、性格もいい。暴力だって振るわないだろう。……非の、打ちどころがない。

　いや、俺がいま言いたいのはそんなことじゃないのだ。なんというか、こう……そんなことじゃないからな、たまも！

　頭の中をグラグラと揺ゆれる不安定な天てん秤びんでいっぱいにしながら、俺は学校の玄関で雨あま傘がさをひらいた。

　ふと、校門前に停とまっている大きな黒塗りのリムジンが目に入った。ひどく心がホワホワしていたせいか、近くに来るまで気づかなかった。真っ黒で、威圧的な外観。スモークガラスで、窓まで真っ黒だ。

　……なんだ？　少女マンガみたいな、深しん窓そうの令れい嬢じようのお迎えにでも来てるってのか？　しかし、ここは普ふ通つうの公立高校だぞ？　いままでだって、校門にこんな車が停まっているのは一度も見たことがない。……ヤクザとかなのかな？

　そんなことを考えながら、俺がその車を横目に通り過ぎようとしたとき……突然ガチャッと車の扉が開き、屈強そうな黒スーツのサングラス男が出てきた。その男はいきなり俺の首ねっこをひっ摑つかんで……

「なんだ、うわっ！」

　そのままリムジンの後部座席へ俺を放り込んだのだった。

　俺はされるがままにつんのめって、後部座席のシートに手をついて倒れこんだ。……こげ茶色の、高級そうな本革のシート。バタン、と俺の背中のほうで車のドアが閉まる音がした。俺の雨あま傘がさは、たぶん外に転がっている。

　想像以上に広く、そして薄うす暗ぐらいリムジンの車内。足元にはふさふさの赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰められ、その絨毯の上に、光こう沢たくのある深緑色のハイヒールが目に入った。ハイヒールからは細長い足が伸び、それはシルクっぽいストッキングに包まれて妖あやしく光りながら、太ふと腿ももまで続いていった。……挑ちよう発はつ的な赤いドレス。俺の目には、色っぽい大人の女性の肉体が映っていた。

　俺はゴクリと唾つばを飲み込んで、そっと目線を上へずらしていった。




　そこにいたのは、……大きなサングラスをかけた老ろう婆ば、……神かん無な月づきマリィだった。




　マリィは片手にキセルのように長いシガレットホルダーを持ち、薄暗い車内に煙けむりを吐いていた。

「ば、ばばぁ！　なんなんだよ、これは！　まさか、ばぁさんまで俺にたまもと別れろなんて言うんじゃないだろうな！」

　いきなり、マリィは手にしたシガレットホルダーで俺の手の甲こうをひっぱたいた。

　あち、あちっ！　……なにすんだよっ！　慌あわてて俺はタバコの火をよけて、そしてマリィに怒ど鳴なった。

「……坊ぼうや、口のきき方に気をつけるんだねぇ。アタシはお前の、債さい権けん者しやなんだよ？」

「は？　……ふざけるなっ！」

　神無月マリィ──上うえ野のアメ横よこの情報屋で、霊れい子しに関する闇やみの情報に詳しい老婆だ。俺は以前西にし井いさんが〝やみくろ〟どもに攫さらわれたとき、この老婆から情報を買ったことがある。しかしこのばばぁは、敵である〝やみくろ〟のほうにも、俺たちの情報を流していたのだ。……まったく信用のできない、絶対に関かかわりたくない人間である。

「なにが債権者だ。ふざけんなよ！　確かにあんとき俺は後払いで料金を払うって言ったがなぁ、あんたはやみくろに、俺たちの情報を売りやがったじゃないか！　あんな料金は、無効だ！　無効だかんな！」

「ハッ、笑わせるんじゃないよ。坊やの情報なんかが、いったいいくらになったと思うんだい？　たった二百万だよ、二百万。アタシが坊やに貸しといた情報料はねぇ、そんなハシタ金じゃ、相そう殺さいされやしないんだよ！」

　マリィは大きなサングラスを少しずらして、恐ろしい形ぎよう相そうで俺を睨にらみつけてきた。岩いわ下した志し麻まにかたせ梨り乃のを足して竹たけ内うち力りきを掛けたような、とんでもない迫力だった。

「……い、いくらなんだよ、その情報料ってのはさ」

　マリィはシートに背中をあずけ、足を組んだ。そしてシガレットホルダーで妖あやしくタバコの火を輝かがやかせてから、前方へ声をかけた。

「……田た丸まる。坊ぼうやに、見せてやんな」

「はい」

　返事をした男は、前の座席にいた。先ほど、片手で俺を持ち上げて車に放り込んだ大男だった。田丸と呼ばれたその男の顔には、口元から顎あごにかけてはしる大きな傷が見えた。頭は角刈りで、車内の薄うす暗ぐらさにもかかわらずサングラスをかけているので表情はわからない。ちなみに運転席はその男の、さらに前の座席にあるようだ。

　ブランド物っぽい革製の書類ケース。田丸はそこから、一枚の紙を取り出した。

「ほら、受け取りな」

　ハスキーな重低音で俺を威圧しながら、男は紙を差し出してきた。わけもわからず、俺はその紙を受け取った。

「和泉いずみ葉よう介すけ──俺宛あての請求書。顧こ客きやく登録基本料、情報基本提供料、特別情報提供料、情報品質管理費、諸経費……わけのわからない項目の最後、合計のところに、金額が書かれていた。いちじゅうひゃくせん……二千三百九十二万四千二百八十円……!?」

「おい、なんだよこりゃ！」

「なにって、請求書に決まってるじゃないか」

　つまらなそうに煙けむりで遊びながら、マリィが言った。

「俺が言ってるのはこの金額だよっ！　なんだよ二千万円って！」

「……二千三百、九十二万四千二百八十円だよ」

「そんな端は数すうはどうでもいい。こんなメチャクチャな額……。公おおやけの秩ちつ序じよに、反している！　ぼったくりだ！」

「正規の値段だよ。まさか坊や、払えないっていうんじゃ、ないだろうね」

「ああ、払えるわけがないだろう！　もし払えって言うんなら、……訴えてやるからなっ！」

「訴える、ねぇ……」

　マリィはシガレットホルダーを咥くわえて、タバコを光らせた。そしてサングラスを外はずし、田丸に目で合図を送る。

「うわっ！」

　すばやく前の座席から田丸の腕うでが伸びてきて、あっというまに俺は羽は交がい締じめにされた。前の座席に背中をつけるかたちだ。正面のマリィが身を乗り出して、俺に顔を近づけた。

「アタシをなめんじゃないよ、坊ぼうや」

　厚化粧の老ろう婆ばの顔が、俺には地獄の鬼に見えた。

「お前は子供だからわかってないようだけどねぇ。この世ってのは、法律の内側の世界よりも、法律の外側の世界のほうが、ずいぶんと広いもんなのさ」

　マリィはシガレットホルダーをさし棒のようにして、俺の顔にタバコの火を近づけた。火が触れるか触れないか、ギリギリの距きよ離り。

「あぶっ、や、やめ！」

　火にビビる俺をまるで意に介さず、マリィが言葉を続ける。

「……アタシはねぇ、その法律の外側のほうの人間だ。お前が料金を払わないってんなら、それもいいだろう。だけどね、アタシもその場合は、法律の外側の方法で対処させてもらうよ。……その方法ってのは、たぶんお前の想像よりもひどく残ざん酷こくなものだろうけどねぇ」

　鬼の形ぎよう相そうで睨にらむマリィに、俺はビビった。パンツがひどく湿しめっぽい……まさか、俺は高一だぞ？

「それでもお前は、料金を払わないってのかいっ！」

　すごまれた瞬しゆん間かん、俺の右目から頰ほおへ、なにか温かい液体が伝った。これは、涙？　……タバコの煙けむりのせい、だよな？

　マリィの言ってることは……たぶん本当だ。天てん王のう寺じに聞いた話だと、彼女は政財界に広く顧こ客きやくを持つ大物で、裏の世界の隅すみ々ずみまでを通つう暁ぎようする伝説的な存在らしい。それは単なる情報屋を超えた存在であり、彼女のコントロールによって、過去何度も表の世界の権力者が交代してきたという。

「……訴えるとか言ったことは、謝あやまります。謝りますからっ！」

　どうしたわけか、俺はそんななさけないセリフを口ばしってしまっていた。鼻水が出てくる。羽は交がい締じめで両手の自由がきかないので、俺はズルズルと惨みじめに鼻をすすった。

「ま、アタシも鬼ってわけじゃあ、ない」

　突然、マリィの口調が柔らかくなった。俺は顔を上げてマリィの顔を見た。彼女は後方のシートに背中をもたれて、優やさしげな顔で俺を見つめていた。

「坊やのことは色々と調べさせてもらったけど、残念ながら料金を払えないってのは確かだろう。アタシだって料金を払えない人間に、無理やり払えって言ってもしょうがないからねぇ。……アタシの言うことを聞くんなら、今回は特別に、色々と便べん宜ぎを図ってやってもいい……かもしれないねぇ」

「ほ、本当ですか？」

　シートで微笑ほほえむ老婆の顔が、俺には観かん音のん菩ぼ薩さつに見えた。

「幸い、いま坊やにピッタリの仕事がある」

　マリィはシガレットホルダーのタバコを付け替えながら言った。田た丸まるが俺の羽交い締めを解き、マリィのタバコに火をつけた。マリィがふぅと煙けむりを吐き出すまで、俺は黙だまって力なくその光景を眺ながめていた。

「……十日ほど前に、長年アタシの下した請うけをやっていた駆く除じよ人にんが死んだ。坊ぼうやには、その代わりをやってもらう」

「な、なんですか。その駆除人って」

「悪あく霊りようを、駆除する人間のことさ。……祓ふつ魔ま師しと、呼ばれることもあるねぇ」

「なっ！　できるわけないじゃないか！　俺はただの高校生……ですよ？」

　マリィは妖あやしくニヤけて、シガレットホルダーで俺の顔を指した。




「ハッ。とぼけんじゃないよ。……坊やのカノジョ。あの娘こは、タダもんじゃあ、ないんだろう？」










06月11日(水)天てん王のう寺じ真しん一いち



　放課後の天文台では、第二回巨きよ頭とう会談が開催されていた。会議机を挟んで対たい峙じする、チーと西にし井い氏。当然僕には西井氏の姿は見えないし、声も聞こえないのだが、葉よう介すけが通訳となり話の大まかな内容は伝わった。

　議題は、葉介の借金の返済プランについて。その葉介の借金は、西井ユリアを救うためにこしらえられたものである。保護者である西井氏がこの会議に参加するのは、ある意味当たり前の話なのだろう。彼が、すでに死んでいることを除けば。

「な、なんやてぇ！」

　葉介が概がい要ようを説明し、……少したって、チーが怒おこり、葉介の顔が真まっ赤かになった。

　西井氏の提案が原因らしい。どうやら西井氏はかなりの資産家らしく、二千万円を超える葉介の借金の肩かた代がわりを提案してきたようだ。しかしその条件として、葉介と西井ユリアの結婚を要求しているとのこと。

「なんぼ借金があろうと、ユリアさんみたいな性しよう悪わる女おんなと結婚せなあかんなんて、葉介はんがカワイソすぎます！　ウチだって許しまへんえっ！」

　激論が続いた。しばらくして、憔しよう悴すいした顔の葉介が僕に意見を求めてきた。

「……なぁ、天王寺はどう思うんだ？」

　依然チーは西井氏と口論を続けている。僕は少し考えてから、葉介に答えた。

「僕は神かん無な月づきマリィの言うとおり、君はその駆除人だかなんだかになって借金を返すべきだと思う」

「どうして、そう思うんだ？」

　葉よう介すけが僕の目を見ずに、ひどくホワホワとした表情で言った。

「君は今日の昼のロールキャベツを、おいしいと喜んでいたじゃないか」

「……そうだよな。内面だ。内面で、いいんだよな？」

　葉介はそんなわけのわからない返答をして、一人で納なつ得とくしていた。

　実は僕の頭の中には、葉介が喜びそうなもう一つの提案があった。

　確かにマリィに法律は関係ないのかもしれない。が、情報屋という彼女の商売が顧こ客きやくとの信頼関係で成り立っていることは事実だ。葉介に料金を請求するということは、葉介もまた顧客なのだろう。請求書にも「顧客登録基本料」とかいう、いいかげんな項目がある。……であるならば、マリィがウィラポンに葉介の情報を漏らしたことは「顧客情報の流出」ということになり、顧客に対する重大な背はい信しん行為ということになる。法律の外の人間であればこそ、信頼というものの失しつ墜ついは痛いはずだ。僕は逆にマリィを脅きよう迫はくできるのではないかと思っていたが、そんな提案をしてもメリットはないので、僕は黙だまっていた。

　会議机のほうの巨きよ頭とう会談では葉介が正式に西にし井い氏の提案を断り、神かん無な月づきマリィの要請を受じゆ諾だくすることになった。チーが喜んで、葉介に抱きついた。二本の尻尾しつぽがうれしそうに揺ゆれている。彼女はわかっているのだろうか。働くのは自分だということを。




「今日は、なんだか気持ちがスッキリしてる。……私ってば、だんだん良くなってきてるのかも」

　戻もどった新にい美みたまもが、そんなことを言って喜んでいた。新美はまだ、自分のことを病気だと思っている。真しん性せいのバカだ。こういう人間が、ナントカ資金詐さ欺ぎみたいな稚ち拙せつな詐欺事件の被害者になるに違ちがいない。

　そのバカが、ガルルルと敵対的に僕のことを睨にらみ、ささっと軍手をはめて葉介を天てん文もん台だいの外へと引っ張っていった。僕には別れの言葉もない。ガチャンと無機質に閉まる天文台の扉。もはや西井氏も、ここにはいないのだろう。




　外は、今日も雨だ。僕は独ひとり、どんより暗い天文台に残って、kaguraのプログラムに手を加えていた。……こらえていても、顔が笑ってしまう。近いうちに、念願の幽ゆう霊れいが、手に入るかもしれないのだ。










06月13日(金)　和泉いずみ葉介




　リムジンの車内で、マリィは言った。

「……それじゃあ、坊ぼうやには〝笑う紙袋〟を駆く除じよしてもらおうかね」

「は？　紙袋？　……なんですか？　それ」

「詳しくはわからない。死んだ駆除人がそう呼んだそうだ。すでに数十人の犠ぎ牲せいが出ている。……手て練だれも三人死んだ」

「……そんなのに、俺なんかで大丈夫なんですか？」

「駆除できないってんなら、坊やから債さい権けんを取り立てるまでさ。まぁ駆除に失敗したら、死ぬ可能性のほうが高いだろうけどねぇ」

　俺の心の天てん秤びんが、一いつ瞬しゆん「結婚」の二文字に傾いた。婿むこ養よう子しも、いいかもしれない。……しかし、いかん。内面だ、内面だぞっ！

「……なんとか、やってみます。どこら辺に、行けばいいんですかね？」

「出没する場所と時間は、だいたい特定できている。……過去の犠牲の上にね」

　田た丸まるに渡された紙には、簡単な地図と出没時間が書かれていた。

「たのんだよ、坊や」

　紙を受け取ると、俺は蹴け飛とばされるようにして車内から放り出された。校門前から走り去るリムジン。昨日の雨の水みず溜たまりを下校する生徒にひっかけながら、猛もうスピードで俺の視界から消えていった。

　俺はもう一度、渡された紙を見た。

──上うえ野の・京けい成せい電鉄地下連絡通路、午前１時～午前４時ごろ──

　数十人が犠牲になっているらしい。俺の胃のあたりを、締しめつけるような不安がつつんだ。……こういうときに頼りになるのは、天てん王のう寺じだ。なんやかんやいっても、あいつは俺に適切なアドバイスをくれる。




　天王寺が俺に、モバイルＰＣを手て渡わたした。

「なんだよ、これ」

「なにって、senreiだ。それでキャプチャしてしまえば、その〝笑う紙袋〟とやらがどんなに強力な悪あく霊りようだろうが、一気にカタがつくのではないか？」

「……それを、俺にやれと？」

「他ほかに、誰だれがいる？」

　ここは天王寺の家の地下室。薄うす暗ぐらい照明の下、彼の眼鏡めがねが光る。真剣な表情だ。

　以前俺はこのsenreiで幽ゆう霊れいを捕ほ獲かくすることに反対していたが、それは無害な幽霊に対してだ。確かに人間に害をなす悪霊なんかは、これで捕獲してしまうべきなのかもしれない。しかしだからって、俺がこの「んべんべ」とひどく気持ち悪いアプリケーションを使わなくちゃいけないってのは、まったく別の話だ。

「なぁ天てん王のう寺じ。このsenreiってさ、お前にやってもらっちゃダメなのか？」

「なぜだ。僕には幽ゆう霊れいが見えない」

「お前は見えてないから、これが使えるんだよ。すごく気持ち悪いんだぞ、これ」

　我慢しろだの正論ばかり言う天王寺に、俺は頼み込んだ。頭を下げた。無言の天王寺。ゆっくりと頭を上げると、天王寺は口元に手をあてて、考える仕し草ぐさをしていた。

「……条件がある」天王寺が、鋭するどい目つきを俺に向けた。

「なんだ？」

「この件のギャラについて、神かん無な月づきマリィとの交渉は僕がしたい。葉よう介すけでは、少し不安だ」

「そ、そりぁあ、願ったりかなったりだよ！　……俺、あのばあさんが苦手でさ。怖いんだよな。こっちからお願いしたいくらいだ」

　俺がそう言うと、天王寺はニヤリと微笑ほほえんだ。天王寺はやっぱりいいやつだ。一いつ時ときでもコイツのことを疑ったりして、本当にすまなかったと思う。

　さて、あとは……

「チー、いいのはあったか？」

　床に正座をして、熱心に日本刀を物色していたチーは、俺に顔を向けた。悲しそうな顔だった。

「だめどす。……ろくな刀があらしまへん」

　どうやらチーは日本刀があったほうがやりやすいらしく、天王寺の家にある十数本ほどの骨こつ董とう品ひんを見せてもらっていたのだ。以前一度、チーは国立博物館の福ふく岡おか一いち文もん字じを振り回したことがあったが、国宝をずっと無断拝借しているわけにもいかない。

「やはり、現代刀ではだめか……」と天王寺がつぶやく。

「ま、ウチも天王寺さん家ちの刀なんかに、期待はしとらんかったんやけど」

　投げ捨てるようなチーの言葉に、天王寺は少しムッとしたようだった。

「蔵くらのほうに、もう少しある。そちらを見てもらおう」




　外はもう、暗くなっていた。寺の裏にある、大きな土ど蔵ぞう。えらく古そうな南なん京きん錠じようを外はずして、扉が開いた。

「こっちだ」

　天王寺が持つろうそくの光に案内され、俺たちは古い木箱や巻まき物ものが並ぶ棚の間を進んでいった。幽霊が出そうな不気味な空間だったが、一人もいなかった。さすが寺といったところだろうか。

「……大だい東とう亜あ戦争中、出しゆつ征せい前の軍人が値打ちものの日本刀をよくこの寺に預けに来たのだそうだ。ものの価値がわからない女房にまかせるのは不安だったろうし、金属類回収令なども出ていたのでな。そのとき預かった日本刀は戦後、おおかた本人や遺族に返却したが、そのままこの寺に残ったものも多い。返却しようにも……返すあてのなかったものだ。たとえば……この虎こ徹てつがそのうちのひとつだ」

　天てん王のう寺じが棚から一本の刀を差し出した。チーはその刀を受け取ると、鞘さやから抜いて、表裏と反かえしながら眺ながめていた。身み幅はばの厚い、ズッシリとした日本刀だ。

「虎徹──正確には長なが曽そ禰ね興おき里さとと呼ばれる江え戸ど時代の刀とう工こうで、池いけ之の端はたに住んでいたと云いわれる。彼の刀は鋭するどい切れ味が愛され、伝説では新しん撰せん組ぐみの近こん藤どう勇いさみも用いていたと聞く」

「そうどすか」

　チーはそう言って、つまらなそうに虎徹を床に放り投げた。

「おい！　これ、高いんだろう？　もっと丁てい寧ねいに扱えよ」

　慌あわてて俺は虎徹を拾い上げて言った。まったく。借金があると、こういう高価なものがついつい気になってしまう。

「そない無ぶ粋すいな刀、ウチは嫌きらいどす」

「そんなこと言ったって、これ、高いんだろう？」

　ふと、チーが棚にあった一振りの刀に目を向けた。彼女は天王寺の許しも得ずにその刀を取り上げ、抜いた。切きっ先さきを天てん井じようへ向けた、細く長い日本刀。妖あやしい光を放はなつのは、たぶんろうそくの光のせいだけじゃない。刃全体が濡ぬれているような、妖よう艶えんな輝かがやき。

「……源みなもとの清きよ麿まろ。幕末期、現実と狂気の狭はざ間まで刀を作り続けた刀工の作だ」

　天王寺の言葉に、チーが笑みをこぼした。

「まぁまぁの、刀どすなぁ」

　チーの尻尾しつぽがうれしそうに揺ゆれている。どうやら、チーの気に入る刀が見つかったようだった。







　田た丸まるが不ふ機き嫌げんそうに、革かわ靴ぐつの端でタバコの火を消した。午前二時。約束の時間ピッタリに来たはずだが、地面には数本のタバコが落ちていた。すでにシャッターの閉まった、京けい成せい上うえ野の駅・池いけ之の端はた口の前。近くでは数人の酔っ払いがタクシーの運転手とケンカをしている。

「三人でやんのか」

　重低音の田丸の声。口もとの傷が俺を威圧する。

「ああ。あんたも来てくれれば、四人だけどな」

「ハッ。俺は今日お前らを案内するだけの、ギャラしかもらっていない」

　そう言ってまじまじと、田丸はチーの姿を眺ながめた。

「……なるほど、妖よう狐こってやつか」

「霊れい狐こどす。おっさん、無む駄だ口ぐちたたいとらんと、はよ案あ内ないしよし」

　田丸はニヤリと威圧的に俺たちを見下した後、体を少しずらし丁寧にお辞じ儀ぎをした。お辞儀の相手は、彼の巨体の陰にいたオドオドとした様子の制服の男だった。

「それでは、よろしくお願いいたします」滑こつ稽けいにも慇いん懃ぎんな口調の田た丸まる。

「は、はい。ちょっと待っててください」

　気の弱そうな、京けい成せい電鉄の職員。職員用の通用口の鍵かぎを開けると、その先に黒い空間が広がった。真っ暗な改札ホール。いつもの京成電鉄の改札口が、照明がないだけでまるで洞どう窟くつのように不気味な空間に見えた。

　懐かい中ちゆう電灯を持った職員が小走りで暗くら闇やみを割ってゆき、事務室に彼が消えた数秒後、改札ホールに電気が灯ともった。乗客のいないガランとしたその空洞は、なんだかいつもよりもずっと広く、冷たい気がした。

「こ、こちらです」

　怯おびえたような職員が俺たちを案内した場所は、地下鉄への連絡通路。京成線から地下鉄、あるいはその逆に乗り換えをするときに乗客が通る地下通路だ。雨の日なんかはＪＲの乗客も利用する。その通路のシャッターには、現在貼はり紙がみがされていた。

『改修工事のため、この通路はしばらく利用できません。なにとぞ、ご理解とご協力をお願いいたします』

　ヘルメットをかぶったおじさんが、綺き麗れいなお辞じ儀ぎをしているイラスト。

「そ、それじゃあ、シャッターを開きますよ。本当に、いいんですね？」

　職員の言葉に、田丸がうなずく。……ジジジと錆さびついた摩ま擦さつ音おんを放はなちながら開いてゆくシャッター。通路が開くと、六月だというのに冷凍庫のような冷気が、足元に流れてきた。しかし、冷たくはない。……これは、霊れい子しか？

「ほいじゃ、俺の仕事はここまでだ。……期待して、待ってるぜ」

　田丸が無責任にも、そんな言葉を言い放つ。……だが俺は、借金を返さなければならない。やってやるさ。

　俺はチーと天てん王のう寺じに目で合図を送り、そのチラチラと蛍けい光こう灯とうが瞬またたく不気味な地下通路に、足を踏ふみ入れていくのだった。




　──少し前、例の地下室で、天王寺を作戦参さん謀ぼうとするブリーフィングが行われた。

　……死んだ駆く除じよ人にんとやらが〝笑う紙袋〟と名づけた悪あく霊りようのことだが、おそらく〝笑い袋〟を連想しての命名だろう。笑い袋とは昭和四十年代に流行した玩がん具ぐで、ボタンを押すとひたすら笑い声を再生する単純な機械だ。小型の音声再生機を巾きん着ちやく袋ぶくろの中に入れている。

「このことから、〝笑う紙袋〟とは笑い声など、なんらかの音を武器とする悪霊なのではないかと予想される。が、紙袋という形状から、動きは鈍どん重じゆうである可能性が高い──」

　天王寺の言葉には、説得力がある。なるほど、笑い袋ね。俺がフムフムとうなずくと、天王寺はニヤリと笑んで言葉を続けた。

「──そこで、僕が考える最も効率的な悪あく霊りようの駆く除じよ方法は……senreiによるキャプチャだ。僕が改良したsenreiで理論上は三メートル以内の幽ゆう霊れいのキャプチャが可能だが、今回はその鈍重な悪霊を二メートルまで引きつけて、一気に捕ほ獲かくする」

　おおっ！　なんか、いけそうな気がしてきた。いや、これはいける。きっとそうだよ。天てん王のう寺じのやつは、やはり頼りになる。

「──問題は、そのsenreiを扱う僕に、幽ゆう霊れいが見えないということだ。当然、僕は葉よう介すけの指示で動かなくてはならないわけだが……それにはなんらかの、ルールが必要になる」

　それについては、俺に一つのアイディアがあった。

「幽霊がどこにいるかは、俺が指をさせばいいと思うんだ。それでsenreiを発動するタイミングだが、なんらかの合あい言こと葉ばで発動するようにすればいいんじゃないか？　合言葉ってのはたとえば……〝ザケル〟とか」

「ザケル？」

　ひどく怪け訝げんそうな表情の天王寺。

「……あ、え～と、知らないんなら、別のにするけどさ……」

「いや、それでいい。合言葉など、さして重要な事柄ではない」

　そう言って天王寺が眼鏡めがねの位置を直した。後ろでつまらなそうにしていた、チーがつぶやく。

「そない面倒なことせんと、ウチがささっとその悪霊はんを叩たたき斬きればええんとちゃうやろか」

　とたんに天王寺が、不ふ機き嫌げんそうな顔をした。まずい。

「チー！　今回の作戦参さん謀ぼうは天王寺なんだぞ。お願いだから、言うことを聞いてくれよ」

　慌あわてて俺は、チーにクギを刺した。不満そうなチー。

「……ま、葉介はんがよければ、ウチはかまへんのやけど……でも、ウチはあくまでも葉介はんに従うだけどす。天王寺さんが現場であれこれ言うても、ウチは従いまへんえ」

　口をとがらせて、チーがそんなことを言う。……まぁいいさ。今回は、一気にケリがつく公算が大きい。現場での裁量などは、あまり求められないだろう。




　──再び、京けい成せいの地下道。

　緊きん張ちようのせいだろうか、天てん井じようがいやに低く感じる。地下通路の幅は五メートルほど。中央には角ばった四角い柱が並んでおり、一方通行の通路を物理的に真ん中で分断していた。一定間隔で、円まるい柱もある。

　抜ばつ刀とうしたチーを先頭にして、その後を天王寺と俺が並んで進む。右側通行だったので、なんとなく柱の右側を歩いた。

　作戦はこうだ。〝笑う紙袋〟を発見したら、俺と天王寺の安全をチーが確保しながら距きよ離りを詰めてゆき、そして二メートルまで近づいたら、一気にキャプチャしてしまう。いたってシンプルだ。俺は手に汗を滲にじませながら、いつでも「ザケル」と叫さけべる心構えで歩いた。

　どこか生なま臭ぐさい空気の漂ただよう地下道。その道程を半なかば過ぎた頃ころ……

　突然、チーが俺を蹴け飛とばした。




　ガキンッ、という甲かん高だかい金属音。




　尻しりもちをついた俺の目の前の床には、血のついた鉄てつ扇せんが、突き刺さっていた。鉄扇を握にぎっているのは、ボディコン姿の若い女の体。左側の柱の間から、上半身が飛び出している。顔にはデパートの紙袋を逆さにかぶっており、袋の裾すそからはストレートの長い茶ちや髪ぱつが垂たれていた。その女は、紙袋に空いた二つの黒い穴から俺を覗のぞき、ケラケラと不気味な笑い声をあげていた。

「葉介はん！　危なっ！」

　金属音。チーが、俺へと振り下ろされた鉄扇を日本刀で受けていた。互ごの目め丁ちよう子じの複雑な刃は文もんが、チーの霊れい気きで青く鮮やかに光っていた。

　ケラケラと笑いながら、紙袋の女はバク転を繰り返してチーとの間合いをとった。そして腰を低く落とし、右手首で扇おうぎをクルクル回しながら、不思議な戦せん闘とう体勢でこちらの様子を眺ながめている。
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「……あれは……並みの悪あく霊りようはんやおまへんで」と真剣な顔のチー。

「そのようだな。僕でさえ、はっきりとその姿が見える」と天王寺。

　えっ？　それって……すごく強いってこと、なんじゃないですか？

　タタタッと紙袋が、獣けもののような速さで猛もう然ぜんと近づいてくる。その攻こう撃げきを、チーの清きよ麿まろがガキンと受ける。火花が散った。

「……いちびりな」

　にわかにチーが微び笑しようを浮かべ、そのまま紙袋との、嵐あらしのような剣けん戟げきの応おう酬しゆうが始まった。正確には、おそらく剣けん戟げきの応おう酬しゆうであろう、音だ。キンキンと地下道に響ひびき渡わたる金属音のみが、かろうじて俺にそれが剣戟であることを認識させた。こんなスピード、香ホン港コン映画でも見たことがない。

　俺は紙袋のほうを指差した。しかし、狭い通路のあっちこっちへ暴れまわる回るその剣風を、俺は指ですら追うことができなかった。

「おい天てん王のう寺じっ！　あんなの、キャプチャなんてできんのかよ？」

「……ああ、無理だな」

　俺と天王寺は、なすすべなく呆ぼう然ぜんとするほかなかった。たまに壁かべ際ぎわのコンクリートが削り取られるのがわかった。壁のコンクリートは、まるでフードプロセッサにでもかけられたみたいに、ズタズタにされていた。

　目の前のチャンバラが、まるで天災のように思えた。凶暴で、純粋な力の固まり。たまに見える両者の残像がなければ、その破は壊かい的な力がチャンバラによるものだとは到底思えなかった。

　しかし日本刀VS鉄てつ扇せん。武器の差だろうか。やがて徐々に、チーの剣けん戟げきが紙袋を押しているように見えた。そして……

　ザシュッ！

　チーが振り上げた刀が、紙袋の左ひだり腕うでを切り落とす光景が、スローモーションで見えた。……さすがチーだ。いけるか？

　そう思ったとき、地面に落ちた紙袋の左腕が、指だけでカサカサと動きだした。そしてすばやくこちらに迫り来て……

「うわぁっ！」

　手首でジャンプして……俺の喉のど笛ぶえを捻ひねり潰つぶすように絞しめてきた。

「ぐっがっ！」

「葉よう介すけはん！」

　こちらに気をとられたチーに、ケラケラと片かた腕うでになった紙袋が容赦なく襲おそいかかる。そのまま再び、剣戟が始まる。……まずい、まずいぞ。このままでは息が……それ以前に……落ち、ちまう。

　その場にうずくまる俺。白くぼやける視界のなかで、なぜか俺の脳裏には……妙な光景が、浮かんでいた。




──平凡だが、幸せな公務員の家庭。父と母と、少し内気な一人娘。少女は優やさしい両親に大切に育てられ、優秀な成績で大学へ入学。あるとき、ひょんなことから応募した大学ミスコンで、なんと彼女は準ミスに選ばれた。選ばれた彼女自身、信じられなかった。色々な顔をした大人たちが、彼女をもてはやした。

　人々は好景気に浮かれ、彼女もまた浮かれた。彼女は高級なエステで体を磨き上げ、高価な化粧品を肌に塗りつけ、高価な衣装でその身を着き飾かざった。そして、さらに美しくなった。大人たちは、さらに彼女を誉ほめた。もっと美しく、もっと美しく、もっと……。しかしやがて好景気はハジけ終わり、軽けい薄はくな大人たちは、次々に彼女のそばから消えていった。

　彼女に残ったものは、たくさんのカード会社からの、多額の請求書。怖い顔をした大人たちが、彼女の部屋のドアを叩たたいている。彼らは、両親のもとへも金を督とく促そくしているらしい。怯おびえる彼女。死。絶望する彼女。死。死、死、死死死死……。しだいに彼女の頭の中は「死」という文字で満たされてゆき、そして……その彼女のネガティブな願望は、ついに、実現することになった──




　な、なんだこれは……記憶？

　首を絞められ、みるみる曖あい昧まいになってゆく意識の中で、俺はその光景が夢なのか現実なのか、区別がつかなかった。完全に、落ちちまう、おぼろげに俺がそう思ったとき……

『んべんべンベンベ……』

　気持ち悪い灰色の手が、俺の喉のどから紙袋の左ひだり腕うでを、引き剝はがした。そしてそのままその左腕は、天てん王のう寺じのモバイルＰＣへ吸い込まれていったのだった。

「ケホッ、……ずまん、天王寺、だずがった……」

　俺は喉を押さえながら、天王寺を見上げた。その天王寺の目はすでにＰＣ画面に向けられており、ひどく不ふ機き嫌げんそうな顔で舌打ちをした。

「……通常の、霊れい子し扱いか。やはり本体をキャプチャせねばダメか……」

「て、天王寺？」

「しかし、左腕全体で２テラか。……どういう要因があの二人の勝敗を分けるのかは見当もつかないが……たぶん、あの女め狐ぎつねのほうが、紙袋よりも強いのではないか？」

　落ち着いた様子で、天王寺が二人の剣けん風ぷうに目を移した。……天王寺の言うとおり、先ほどからなんとなくチーが押しているように見える。

　まだケラケラと笑っていたが、守しゆ勢せいの紙袋が柱のかげに隠かくれた。そのとき、チーの清きよ麿まろが、柱ごと紙袋を突き刺した。

『ぎゃっっ！』

　初めて、紙袋の笑い声が止まった。そして、あれほど速かった紙袋の動きも、止まっていた。次の瞬しゆん間かん……

『んべ。んべんべンベンベ……』

　灰色の手が、〝笑う紙袋〟の本体を摑つかんだ。紙袋が灰色の手を振り払おうが、もがこうが、強きよう靱じんで気き色しよくの悪い灰色の力が、彼女の霊れい体たいを覆おおっていった。そしてドクドクと脈打つように捻ねじれながら、天てん王のう寺じのＰＣへ飲み込まれていったのだった。

　興こう奮ふん気味に、天王寺がＰＣの画面をチェックしている。

「……なるほど。幽ゆう霊れい本体ならば、１００Ｋにも満たないのか」

「なにしはるん！　ウチがとどめぇ刺すトコやったんやで！」

　天王寺が眼鏡めがねを直しながら、チーを睨にらんだ。

「今日の目的は、君の殺人衝しよう動どうを満たすことではない」

「なんやてぇぇ！」

　まぁまぁと、俺がチーを抑える。

「……ともあれ、駆く除じよは完了したようだな」

　ズタボロにされた京けい成せいの地下通路で、天王寺のやつは、ひどく上じよう機き嫌げんにそう言った。










06月14日(土)　夜明け前　天王寺真しん一いち




　アメ横よこ。薄うす暗ぐらい『占い　神かん無な月づき』店内。マリィは上機嫌だった。

「ハハッ。笑いが止まんないよ。あの手て練だれを三人も殺やった〝笑う紙袋〟を、一度で駆除しちまうなんてねぇ」

　僕たち三人は、悪あく霊りようの駆除を果たしたその足で、マリィに仕事の完了を報告していた。そろそろ空が白しらみだす頃ころだが、どうやらこの店は二十四時間営業らしい。

「しかしあの悪霊は、俺が見たことがあるどんな悪霊よりも、強力でしたよ。いったいなんだって、京成の地下道にあんなのがいたんですか？」

　葉よう介すけの言葉に、机に座ったマリィは上機嫌のまま答える。

「そんなのアタシの知ったこっちゃないよ。有害な霊は駆除する。それだけさ」

　少しムッとした表情で、葉介は悪霊に首を絞められたときに、幽霊の記憶らしき映像を見たという話をした。ある女の人生の転落と、死。その話をした途と端たん、マリィの顔がみるみる真剣な表情に変わっていった。

「なんだい、霊の記憶を見たってのかい。精神を……。ハッ、坊ぼうやの属性は『土』ってわけかい。……思ったよりお前たちは、お金になりそうだねぇ」

「はぁ？　ツチ？　あのなぁ、俺はマジメな話をしているん……ですよ」

「ハッ。まぁ坊ぼうやの話は、非常に興味深い。……普通、幽ゆう霊れいの力ってのは、生前の社会的影えい響きよう力りよくによって上下するものなんだ。正確には魂たましいの力の強弱の問題だが、魂の力の強い人間は、社会的影響力も大きいと見なして概おおむね間ま違ちがいじゃない。手て練だれを三人殺った〝笑う紙袋〟の力は、正しよう真しん正しよう銘めい、歴史上の偉人クラスの力だ。……ところが坊やが見た記憶は、そこらにいる平凡な女のものだ」

「どういうこと、ですか？」

　マリィはシガレットホルダーで煙けむりを吸引し、不ま味ずそうに吐き出した。

「……霊れい子しの富ふ栄えい養よう化か現象。最近じゃパワースポットなんて呼ばれ方もするようだけど、昔から龍りゆう穴けつと呼ばれるような場所なんかでは、生なまの霊子湧ゆう出しゆつがあんのさ。その龍穴上に長くいた幽霊が、湧出した霊子を吸収しちまって、たまにとんでもない力を持つことがある」

「それが、〝笑う紙袋〟だったというわけ、ですか？」

　マリィの表情が、急に険けわしくなる。なにか考えごとをしている様子。

「……しかし妙だねぇ。京成の地下道に、龍穴なんて無かったはずなんだけどねぇ……」

　そのとき、先ほどからイライラと不ふ機き嫌げんそうにしていたチーが、マリィに怒ど鳴なった。

「そないなことはどうでもええ！　ばあはん！　さっさと葉よう介すけはんの借金をチャラにしおし！」

　ギロっと、マリィがチーを睨にらむ。

「こ、こらチー！　マリィさんに、なんて口のきき方をするんだよ！」

　慌あわてて葉介がチーを制止した。すかさず僕はマリィと葉介たちの間に、割って入った。

「葉介はその女め狐ぎつねを連れて、外で待っていてくれないか。条件交渉は、僕がする」

「あ、ああ。助かる、天てん王のう寺じ」

　葉介はぎゃーぎゃーとうるさい女狐を引っ張って、店を出ていった。

　店内に、静寂が戻もどる。

「……アタシと条件交渉、ねぇ」

　机のマリィがニヤけた表情で、下から上へ僕を眺ながめ上げた。僕は一度大きく息を吐いてから、マリィとの交渉をはじめた。

「まず話の前提として、僕が一定の情報発信力を持っているという事実を提示したい──」

　僕は自分がネット上で〝宙ちゆう倫りん具ぐ〟と呼ばれるハッカーであること。そして、たまに僕が盗とう聴ちようした情報をネットに流し、その情報の正確性から絶大な信頼を得ている存在であることを説明した。二、三の証拠と一緒に。マリィは目を丸くして、驚おどろいている様子だった。

「し、信じられないねぇ。あの〝宙倫具〟が、まさかお前みたいな子供だったなんて……」

「〝宙倫具〟を知っているなら、話は早い。だが僕が本当に話したいことは〝宙倫具〟のことではなく、本題は……こちらだ──」

　僕はモバイルＰＣをマリィの顔に向け、あるドキュメントを彼女に見せた。昨日、僕がまとめたものだ。『やみくろ事件』の顚てん末まつと、神かん無な月づきマリィの顧こ客きやくに対する背はい信しん行為について、それに葉よう介すけへの請求書のスキャン画像なんかもある。葉介の実名は、それとなくぼかしておいた。

　文章を追うマリィの瞳ひとみ。一行ごとに、マリィの顔色が青くなっていった。

「ア、アタシが顧客の情報を漏もらしたなんて証拠は、どこにも……」

「このドキュメントがいま、ネット上にばら撒まかれようとしている。……過去に一度も誤情報を流したことのない、〝宙ちゆう倫りん具ぐ〟のハンドルネームで。自動更新だ。それを止められる人間は、この世に僕しかいない」

「なな、なにが言いたいんだい？」

「交渉をしよう。悪あく霊りよう駆く除じよの……条件交渉をね」

　僕が微笑ほほえむと、慌あわててマリィは目をそらした。歯は軋ぎしりをしだすマリィ。

　青ざめ、汗ばんだマリィが大いに逡しゆん巡じゆんしながら口から捻ひねり出した金額は、二百万円。たったの二百万。命に関かかわる悪霊の駆除一回につき、二百万円という額だ。……噂うわさどおりの、とんでもない守しゆ銭せん奴どだ。僕が顧客情報の流出をまとめたドキュメントを提示しても、借金をチャラにするとは言ってこない。当然チャラにして、僕に口止め料をも支払うべき場面のはずだ。




　しかし冗談ではない。二百万円だって？　そんな額では、たった十匹程度の悪霊駆除で、葉介が借金を完済してしまうではないか！




　……まぁいいだろう。そんなことは僕がマリィと交渉している限り、どうとでもなる話だ。

　僕はドキュメントを公開するぞと脅おどし、マリィに葉介の借金をチャラにすること、さらに悪霊駆除の仕事は僕たちに優先的にまわすように約束させた。駆除の報酬は、一匹につき二百万円とした。本当は報酬の金額などいくらでもよかったのだが、マリィは僕の言葉に苦々しい顔をしながら肯うなずいた。

「──それと、もうひとつ。今回の交渉内容は、葉介たちには秘密にしてほしい」

「ど、どうしてだい？」

「……そのほうが僕にとっても、あんたにとっても、都合がいいからだ」

　マリィは下を向き、僕に目を合わせなかった。僕はしっかりと確認をとり、去り際ぎわに振り返ってマリィに言った。

「あなたとは是非、友好な関係を築きたいと思っている。……次の悪霊の駆除依頼、僕は首を長くして待っている」

　うなだれるマリィを背にして、僕は『占い神無月』を出た。




　空はもう、明るくなってきていた。曇どん天てんではあるが、やはり朝とは明るいものだ。朝の閑かん散さんとしたアメ横よこを、僕たちは三人で歩いていた。

「なぁ天てん王のう寺じ。交渉のほうは、どうなったんだよ？」

　期待に満ちた目で、僕を見る葉よう介すけ。僕は注意深く、葉介に言葉を発した。

「すまない。神かん無な月づきマリィはやはり曲くせ者ものだ。僕も最大限の努力はしたんだが、あまりいい条件を引き出せなかった。……今回を含めて、駆除の報酬は一回二十万円ということだ」

「な、なんだって？」

　ひどく動転した表情の葉介。……しまった。せめて、五十万円と言うべきだったか。

「……そんなに稼げるのか？　たった一晩で、二十万円だぞ？　おいチー、二十万だってよ！」

「やりましたなぁ、葉介はん！　ウチも葉介はんのお役にたてて、ほんにうれしおす！」

　跳とびはねるようにして、喜ぶ二人。チーの二本の尻尾しつぽも、互たがい違ちがいに揺ゆれている。どうやら彼女は、葉介が喜んでいればそれでいいようだ。

　うれしそうに、チーと葉介が素手で両手を握にぎり合っている。そのすぐ横で僕は、なぜか孤独を感じてしまった。新にい美みたまもは、手袋がないと葉介に触さわることができない。彼女がこの光景を見たら、いったいどんなことを思うのだろうか。

　大事なモバイルＰＣを、僕はしっかりと抱かかえていた。……偉人クラスらしい。ＰＣにキャプチャしたその幽ゆう霊れいをなにに使おうかあれこれ考えをめぐらせながら、僕はずっと、二人の喜びの踊りが止やむのを待っていた。






[image: 恋する鬼門のプロトコル2]





06月16日(月)　和泉いずみ葉よう介すけ




　俺の人生はいま、確実によい方向にまわってきている。

「そりゃ、多大な借金は背負ってしまったかもしれない。しかしそんなもんは、返せばいいのだ。なんせ俺は高校生にして、一晩二十万円を稼ぐ男なのだ。もちろん俺一人の力なんかじゃない。たまもと、チーと、天てん王のう寺じがいてこその二十万だ。よかった。彼らと知り合えて、本当によかった。本当に、感かん謝しやしても、感謝し足りるものではない。ありがとう。本当に、ありがとう！」

　ほとんどスキップに近い歩みで、俺は登校路を進んだ。さっそく前方に、たまもの姿が見える。俺の恩人だ。

「おはよう、たまも！　先週は、本当にありがとな！」

　俺が声をかけると、たまもはひどく当とう惑わくした表情で俺を見た。顔も真まっ赤かだ。なんだ？　熱でもあるのか？

「たまも、どうしたんだ？　大だい丈じよう夫ぶかよ？」

「よ、葉介……き、金曜日は、私よく覚えていないんだけどさ……」

「あ、ああ。そうだよな。別れたときは、たまもはまだポワンとしてたもんな。心配すんなよ、すごくよかったから」

　たまもの顔が、さらに赤くなった。

「いいいいくらステディだからって、あああ朝帰りなんか、しちゃってさ……。せ、責任とってよねっ！」

　そう俺に言い放ち、耳まで真っ赤にしながら、たまもは学校のほうへタッタと走っていった。……あいつ、なにを勘かん違ちがいしてるんだ？　まったく……。

　俺はポカンとしながら、たまもの小さくなる後ろ姿を見送っていた。




　そのとき突然、空から一人の男が降ってきた。




　……なにを言ってるのかわからねーと思うが、俺もなにがなんだかさっぱりわけがわからなかった。頭がどうにかなる以前に、俺はひどく驚おどろいたのだった。

「うわぁっ！」

　これがチャチな催さい眠みん術じゆつであってくれたら、どれほどよかっただろう。しかしまぎれもなく、俺の目の前には一人の奇妙な幽ゆう霊れいが、フワフワと浮いていた。

『よお！　お前、見えるんだってなぁ』

　いやに軽い挨あい拶さつをしたその幽霊の格好は、とんでもなく奇妙だった。頭には黒いシルクハットをかぶり、赤いジャケットに蝶ちようネクタイ。黒いブーツを履はいて、手にはステッキを持っていた。それがバリ島あたりの踊りのポーズみたいな姿勢で、空中に浮いている。

「なっ、いきなりなんだよお前は！　どっか行け！」

『まぁそう言うなって。せっかく出会えたんだ。一いち期ご一いち会えって言うじゃねぇかよ』

　いやになれなれしく、幽ゆう霊れいは俺に肩かたを組んできた。

「なんだ、放せ！」

　俺はその腕うでを引き剝はがそうとしたが、いくら足あ搔がいても、強力な力でその幽霊は俺をしっかりと抱かかえていた。とんでもなく強力な、幽霊。

　ふと、俺は自分に向けられた視線に気づいた。白いアオザイを着た少女、マキマキ。朝の登校路。俺のすぐ脇わきで、その不思議な瞳ひとみがじっと俺に向いている。……しまった。

「いや、マキマキ。なんでもない、なんでもないぞ。最近運動不足でな、あはははっ」

　俺は登校路での幽霊との格かく闘とうを、なんとか弁明した。するとなにも言わずにぷいっと、マキマキは学校のほうへ歩いていった。どうやら誤ご魔ま化かせたらしい。しかし……

「なんだよ、迷惑なんだよ。離はなれてくれよっ」

　俺は小声で、その奇妙な幽霊に囁ささやいた。

『おれぁお前にさ、頼みごとがあんだよ。そんなケンケンしないでさ、聞いてくれって。な？』







　俺は朝のホームルームをすっぽかして、天てん文もん台だいにやってきた。しかたがない。幽霊にヘッドロックされながら授業など、どだい無理な話だ。

　その幽霊はキザっぽく自分で椅い子すを引き、横おう柄へいな態度で足を組みながら座った。空中に浮かび、当たり前のように物体に干かん渉しようする幽霊……かなりの力だ。しかし、フワフワ浮けるんだったら、椅子に座る必要なんてないんじゃないか？

　そんなことにいちいちイライラしながら、俺もまた席についた。

「で？　いったいどうしたら俺から離れてくれるんだよ」

『話はシンプルだ。おれを、成じよう仏ぶつさせてほしい』

「はぁ？　……ふざけるな！　そんなのは坊ぼう主ずの所へ行けよ！　なんなら、紹しよう介かいするアテだってあるぞ」

『おれだって寺になんぞは、とっくの昔にいったさ。だが、サッパリだった。……たぶん、生前の記憶がないせいだろう──』

　そう言って幽霊は肩をすくめた。

『──なんせ、自分の名前すら覚えていないんだよ、おれはさ。呼び名に困った他ほかの幽霊たちは、便べん宜ぎ的におれのことを〝ジョニーウォーカー〟と呼んでいる』

「ジョニーウォーカーだぁ？　ふざけるのも、いいかげんにしろよ！　だいたい成仏って、なんだよ。お前の記憶が戻もどったところで、本当に成じよう仏ぶつできるかもわかんないんだろうがよっ！　そもそもだ。そもそもなぁ、俺は普ふ通つうの高校生だぞ？　俺に取とり憑つくのは筋すじ違ちがいってやつだろうが！」

『……お前には、なにかある。おれを成仏させられんのは、お前だ』

「はぁ？　その根拠はなんだ、根拠は！」

　俺は机を叩たたきながら、ジョニーウォーカーとかいうふざけた名前の幽ゆう霊れいに迫った。

『そりぁ……おれの、カンだ』

　呆あきれて、俺は頭を抱かかえこんだ。ため息も出る。

『心配すんなって。おれのカンは、よく当たる』

　そう言って、ジョニーウォーカーはさわやかに笑った。……記憶のない幽霊のカンなんて、アテになるかってんだよ！

　禁じられた面をかぶったでもなく、祠ほこらを壊こわしたでもなく、呪のろいのビデオを観みたわけでもなく、突然、俺はひどく強力な霊に取り憑かれてしまった。

　世の中には今日も、様々な不条理がまかり通っているのだろうけど、俺ほど理不尽な仕打ちを受けている人間は、他ほかにいないのではないだろうか。

『そんな深刻そうな顔すんなよ。せっかくだ、仲良くやろうぜ。な？』

　……天てん王のう寺じよ。いま目の前で高笑いをしているこの奇妙な幽霊ならば、お前の「んべんべ」でキャプチャしちまったって、いいのかもしれない。俺はいま激しく、そう思っているぜ……。










06月17日(火)　新にい美みたまも




「たまも。この筑ちく前ぜん煮に、すげーうまいよ」

　お昼の天てん文もん台だい。葉よう介すけが、誉ほめてくれた。うれしい。……でも、どうしよう。恥ずかしくて、恥ずかしすぎて、葉介の顔が見れない。ドキドキしちゃう。

　私は顔の火ほ照てりを冷ますべく、ゴキュゴキュと紙パックの牛乳を吸い込みました。

　そりゃ葉介は男の子だし、私のことをエッチな目で見ちゃうのは、しかたがないと思うけど……でも……朝帰りなんて、早いよ……。

　だってさ、私たちって、まだ高校生なんだよ？　……でも私ったら女子校だったから、そんなこと思うのかな。共学だったら……普通のコト、なのかな……。でもでも、やっぱり私には朝帰りなんて、いくらなんでも、急だよ。急すぎるよ……。

　お弁当を食べる葉介の顔をチラ見する。キャーッ！　……だめ、やっぱり恥ずかしい。失神しそう。どうしちゃったのかしら、私。葉介の隣となりにいることが、とっても恥ずかしい！

「こ、こらっ！　お前は弁当なんていらないだろうが！　幽ゆう霊れいなんだから！」

　……へ？　幽霊？

「あっ、いやいや。たまも、弁当はうまい。うまいんだが……こらっ！」

　葉よう介すけのやつ。わけのわかんないこと言っちゃって……。やっぱり葉介も、恥ずかしいのかな？

　天てん文もん台だいのスミでお弁当をついばんでいた天てん王のう寺じ真しん一いちが、口を開きました。

「……葉介。そのジョニーウォーカーとやらも、やはりさっさとキャプチャしてしまったほうがよいのではないか？」

　えっ？　ジョニーウォーカーって、お酒のことじゃないの？　まさか私が金曜の夜のことを覚えてないのって、お酒を飲んだってことなのかな。でもお酒なんて、二十歳はたちからだよ？　私たちまだ高校生だし……。

　その天王寺真一の言葉に、葉介がニヤリと笑って天てん井じようのほうを見ました。

「おい、聞いたか？　あんまり調子に乗ってると、〝んべんべ〟すっからな。わかったか！」

　なんなのかしら「んべんべ」って。……もしかして、エッチなこと!?　やだ！　葉介ったらっ！

　……さっきから、新にい美みはなにを赤くなってるんだ？　と天王寺真一。

「あっ、あんたには、関係ないわよ！」

「慌あわてて天王寺真一を睨にらみつける私。機械みたいなメガネ顔。まったく、なんてデリカシーのない男なのかしら。このアンドロイド！　……でも実は、彼がこの場にいてくれて私は非常に助かっているのです。こんな密室で葉介と二人きりになっちゃったりなんかしたら……ムキャァァッ！　恥ずかしいっ！　私、絶対に耐えられない！」

　本当に私、どうしちゃったのかしら。……そういえば以前、天王寺真一が私に言っていました。私には、男に対する免めん疫えきがないんだって。……本当にそうよ。好きなのに、大好きなのに、顔も見ることができないなんて。こんなんじゃ、ステディとして失格じゃない！




　午後の授業前の、昼休み。外は雨。葉介は教室で、前まえ田だとバカ話をしています。三メートル以上は離はなれているのに、葉介の顔を見ると、ドキドキしちゃう。昨日きのうから、手だって繫つなげやしない。……こんなんじゃ私、ぜったいにダメ。

　私にはひとつ、作戦がありました。徐々に、葉介に慣れていけばいいのです。たとえば葉介の等身大パネルなんかを私の部屋に作って、家でもずっと一緒にいればいいのです。もちろん私の着替え中は、葉介には目め隠かくしをします。でも、朝起きたときと寝る前は、キ、キスしちゃったりして……キャーッ!?　葉介ったら、なんてエッチなのかしら。信じらんない！

　バカの前田と話している、エッチな葉介。ちょっと恥ずかしいけど、私は勇気を出して葉介に話しかけました。

「あ、あのさ、葉介……」

「ん？　なんだよ、たまも」

「あの……よ、葉よう介すけの写真をね、一枚撮とらせてほしいんだけどさ……」

　振り返って私の姿を見た葉介の顔が、みるみる青くなっていきます。

「ちょっ、たまも。そのキヤノンＥＯＳって……もしかして、天てん文もん台だいにあったやつか？」

「そ、そうよ。葉介の……いい写真がほしくてさ……ちゃんとしたカメラで──」

「うわぁぁぁ！」

　急に悲鳴をあげた葉介。額ひたいからは、大量の汗。……な、なによ、そんなに恥ずかしがること、ないじゃない。

「ち、違ちがうんだ、たまも。それは、違うんだ。違うんだぁーっ！」

　なにが、違うのよ。私がファインダーを覗のぞくと、葉介は柔道の受け身みたいに教室をゴロゴロと転げまわります。……なによ。これじゃあ、いい写真が撮れないじゃないっ！

「落ち着け！　落ち着いてくれ、たまも。落ち着くんだっ！」

　落ち着いてほしいのは、こっちよ！　まったく。私がレンズを向けると、葉介はものすごい素早さで首をひねったり、でんぐり返ったりして、中心から外はずれてしまいます。その光景を見て、教室中が笑っています。

「違うんだ、たまもぉぉーっ！」

　でも室内だし、大体の距きよ離りを合わせてしまえば、ピントは合います。私はシャッターボタンを軽く押して、ピピッと、ピントが合う音を聞きました。

「ぎやぁぁーっ！」

　そして転げまわる葉介が立ち上がるタイミングを狙ねらって……

「ハイ、チーズ！」

　私がシャッターを押したその瞬しゆん間かん……阿あ修しゆ羅らの形ぎよう相そうで、葉介はマトリックスみたいに大きくのけ反ぞりました。そして教室中に放はなたれる、フラッシュの光。……すごくまぶしい。バチバチという音もします。最近のカメラのフラッシュって、こんなに明るいんだ……。

[image: ]

　教室の床に仰あお向むけで寝転がる葉介が、息を切らしながらつぶやきました。

「助かった、のか……？」

「なによ葉介！　いいじゃない、写真くらい撮らせてくれたって！」

　私の怒ど鳴なり声に、また教室中が笑いました。前まえ田だが笑っている、ユリアちゃんも笑っている。……あれ？　私ったら思いっきり怒鳴って、あんまり恥ずかしがらずに、葉介の顔を見れてる……。

　まだ笑い声が響ひびく教室。キョトンとする私と葉介。ただ一人……マキマキだけが、じっと真剣に、不思議な瞳ひとみで、私たちを見つめていたのでした。










06月18日(水)　和泉いずみ葉よう介すけ




『……残念だよ和泉くん。非常に、残念だ。まさか君が貧ひん乳にゆう好きの、ド変態だったとはな』

　学校の階段の踊り場で、西にし井い弘ひろ樹き氏が俺に言った。腕うでを組み、非常に真ま面じ目めな表情だ。

　休み時間。学校一階の自販機コーナーに行く途中で、俺は元国会議員の幽ゆう霊れいに難なん癖くせをつけられていた。

「べ、べつに、俺は貧乳好きってわけじゃないぞ。だいたいあんたは曲線、曲線ってなぁ……」

　西井氏が両手を上げて、俺の言葉を止めた。

『いいんだよ、和泉くん。いいんだ。私は人間を無理やり従わせるのも……嫌きらいじゃない』

　原はら哲てつ夫おのマンガみたいに真っ黒な表情で、ゆっくりと西井氏が俺に歩み寄ってくる。体から、闘とう気きが出ているようだ。……俺の背骨に、ぞくぞくと戦せん慄りつが奔はしってゆく。

　神かん無な月づきマリィは言った。社会的影えい響きよう力りよくが大きい人間は、えてして魂たましいの力が強い傾向にある。そして魂の力が強い人間は、非常に強力な幽霊になると。西井氏は優秀な衆議院議員であった。与党であれば確実に大臣のポストに就ついていただろう。西井氏はまさに、非常に強力な幽霊だった。

　ダダダッ。

　俺に向かって突然、西にし井い氏がタックルのように突っ込んできた。なんだなんだ？　わけもわからず、俺がそのタックルを受け止めようと両手を構えた、そのとき……西井氏の超大振りの右ロシアンフックが、俺の左こめかみに近づいてくるのが、スローモーションで見えた。……だめだ。もう、避よけられないっ！

『ツァーリ・ボンバッッ！』

　たまらず俺は目をつぶった。

　バシンッ！

　激しい音が響ひびいた。…………しかし、なぜか痛くはない。おそるおそる目を開く。西井氏のロシアンフックを、何者かの手のひらが受け止めていた。赤いジャケットの腕。その腕は、俺の胸ポケットの中から伸びてきているようだった。

　そのまま胸ポケットからニュルニュルと飛び出す赤いジャケット。……現れたのは、ジョニーウォーカーだった。

『おいおい、葉よう介すけに手ぇ出すのはやめてくんねぇか？　こいつは、おれの友達なんだよ』

　いつもの軽い口調で、ジョニーウォーカーが西井氏に声をかけた。西井氏はロシアンフックの姿勢のまま、ジョニーウォーカーを睨にらんでいた。

『貴き様さまは、何者だ？』

『……そりゃあ、おれが知りたいね』

　ジョニーウォーカーが軽けい薄はくな笑みを浮かべた。すると西井氏はすんなりと体を返し、俺たちに背中を向けた。

『和泉いずみくん、今日のところはおとなしく引き下がろう。しかし、……私は君をあきらめたわけでは、ないからな』

　そう言ってスタスタと、教室のほうへ階段を上がっていったのだった。ジョニーウォーカーは、西井氏のパンチを受けた手をくるくると回しながら、その後ろ姿を見送っていた。

『あんなつええ幽ゆう霊れいなんかに狙ねらわれて、お前もナカナカ大変だよな』

　こちらへウインクをするジョニーウォーカー。その姿を見て俺は──こいつをキャプチャするのは、もう少しだけ待ってやってもいいかもしれない。そう思った。




　ふう。自販機からペットボトルを取り出しながら、俺はため息をついた。

　しかし西井氏のことは、どうしたもんか。そりゃあ……俺だって曲線は、嫌きらいじゃないさ。あの、西井さんのなだらかな曲線に、直接この手で触れることができれば、それはどんなに素晴らしいことだろう。教室で見る西井さんの肌は、透すき通るように美しい。おそらく洋服の下は、もっと美しいのだろう。あの圧倒的な曲線と、未み踏とうの雪せつ原げんのように無む垢くな白しら肌はだ。その雪原の中心には、まるで春の訪れを思わせるような桜色の先っちょ──いかん！　いかんぞっ！　絶対にいかん！　西井さんのことをそんな目で見るのは、冒ぼう瀆とくなんだ。たまものことだって、ひどく裏切っている。

　でもやっぱり……曲線ってやつには曲線の──

『おい、葉よう介すけ。なに買ったんだよ。おれにもちょっと飲ませろよ』

　ジョニーウォーカーが傍かたわらでフワフワ浮きながら、もの欲しそうに俺を見ていた。俺は少しイライラしながら、ジョニーウォーカーに言ってやった。

「お前はなぁ。いらないだろ、飲み物なんて。ちょっとは幽ゆう霊れいとしての自覚ってもんを持てよな！」

『いいじゃねぇかよぉ。味わいてぇんだよぉ。なぁ、頼むよ。なぁ？』

　俺はしつこく迫るジョニーウォーカーを無視した。まったく。こいつは俺の先祖でもなんでもないんだ。お供そなえものをする義理はない。

『あぁ～。いいのかよ？　そんな態度とってよぉ。それを飲ませてくんねぇならさ、……おれはお前がいま、すげーエロいことを考えてたって、みんなに言いふらしてやったっていいんだぜ？』

　なっ！

『バ、バカ言うな！　俺はそんな破は廉れん恥ちなことなんて、考えてないぞ！　名めい誉よ毀き損そんだ！』

「やっぱ考えてたんじゃねぇかよぉ。顔が真まっ赤かんなってやがんぜ？」

「お前なぁ、〝んべんべ〟してやるぞ！　……絶対に〝んべんべ〟してやっからなっ！」

　俺は怒いかりの声をあげながら、空中のジョニーウォーカーに指差した。だがそのジョニーウォーカーはなぜか……あらぬ方向を、真剣な顔で見つめていたのだった。

『なぁ葉介。あそこに、ヒトが倒れてんじゃねぇか？』

「はぁ？」

　ジョニーウォーカーの視線を追う。階段下の、ちょっとしたロビースペース。そこに……白いアオザイを着た少女が、うつ伏せになって倒れていた。あれは、マキマキか？

　すぐさま駆かけ寄って、俺はマキマキを抱きかかえた。華きや奢しやな体。すごく、軽い。

「おい、マキマキ！　大だい丈じよう夫ぶか！　マキマキっ！」

　俺の腕うでの中で、ゆっくりとマキマキが瞳ひとみを開いていった。

「……和泉いずみ、葉介……」

「ああ、そうだ。和泉だよ。どうしたんだよ？」

「……なんでも、ない……」

「なんでもないわけあるかよ！　ぶっ倒れてたじゃないかよ。保健室行くぞ！」

　そのとき、マキマキが俺の腕を摑つかんだ。弱々しい、握あく力りよくで。

「……本当に、大丈夫……」

　大丈夫なわけがない。しかし、脳に関かかわるものなら、あんまり動かさないほうがいいとも聞く。とりあえず俺はマキマキを抱かかえ、ロビーのベンチに彼女を座らせた。

「……疲れてた、だけだから……」

　彼女の言動や所しよ作さは、一応問題ないように見える。油断は禁きん物もつだが、ただの貧血だったのかもしれない。

「マキマキ、とりあえずコレ飲んどけ」

　俺は先ほど買ったペットボトルを開けて、彼女に手て渡わたした。彼女はペットボトルをしばらく不思議そうに眺ながめた後、少しだけ、口をつけた。するとみるみる彼女の表情が変わり、そのままボトルを両手で持ってコクコクと飲みはじめた。

『いいなぁ、いいなぁ。俺も飲みたいなぁ』

　浮遊するジョニーウォーカーを無視して、俺はマキマキの飲みっぷりを眺めていた。彼女はまるで母親の乳首にしゃぶりついた赤子のように、夢中になってペットボトルに口をつけていた。彼女の夢中さに比べ、中身の減り方がひどく緩かん慢まんではあったが。

「おいおい、慌あわてるなよ。全部飲んでいいからさ」

　俺の言葉に、やっとマキマキはボトルから口を放し、驚おどろいた表情で俺を見た。

「……本当？」

「マキマキ……フルーツカルピス、飲んだことなかったのか？」

　彼女は俺の目を見て、コクコクと肯うなずいた。

「……おいしい、飲み物……」

　そう言ってマキマキは、また両手で丁てい寧ねいにペットボトルを持って、ちゅうちゅうとフルーツカルピスを飲んでいった。

『いいなぁ。葉よう介すけ、もう一本買うんだろ？　おれにも一口くれよ。な？』

　俺とマキマキのまわりをぐるぐると周るジョニーウォーカーを無視して、俺は……マキマキの顔って意外とかわいいんだなとか、そんなことを思っていた。










06月18日(水)　新にい美みたまも




　マキマキをお姫様抱っこしながら、葉介が教室に戻もどってきました。

「……っ！」

　私は、声にならないような叫さけび声をあげてしまいました。……あんなこと、私にもしてくれたことなんてないのにっ！

　啞あ然ぜんとする教室を気にとめずに、葉介がマキマキを席に座らせました。座ったマキマキが、じっと葉介のことを見ている。両手で大事そうに、フルーツカルピスのペットボトルを握にぎっていました。

「せせ、説明しなさいよね！」

　慌あわてて私は葉よう介すけに詰め寄りました。

「たまも、よかった。マキマキがさ、貧血みたいなんだよ。こういうのってさ、女のほうが詳しいんじゃないか？」

「ほえ？　……貧血？」

　マキマキの顔を見る。彼女は、私の顔を見てコクリと肯うなずきました。

「真ま紀きちゃん、大丈夫？　つらくない？」

　ユリアちゃんが、心配そうにマキマキに声をかけました。マキマキは、ユリアちゃんの顔を見てコクリと肯きました。

「……和泉いずみ葉介が、おいしい飲み物をくれた……」

　へ？　飲み物って、その手に持ってるペットボトルのこと？　……フルーツカルピスは未開封で、まだ一口も飲んでいない様子でした。

「それじゃあ、たまも。マキマキのこと、頼んだぞ」

　葉介はユリアちゃんの胸元をチラリと見てから、バカの前まえ田だのほうへ行ってしまいました。……なによ。お姫様抱っこ、私にはしないっていうの？　……でもよく考えてみたら、葉介と手を繫つなぐだけでも恥ずかしいのに、抱っこなんてされたら……ヒィーッ！　どうしよう。私、気絶しちゃうかも。

「……新にい美みたまもは、和泉葉介が好き……」

　突然、マキマキがそうつぶやきました。驚おどろいて、私はマキマキの顔を見る。あらためてヒトから言われると、すごく恥ずかしい。

「……西にし井いユリアも、和泉葉介が好き……」

「ちょっ、真ま紀きちゃん!?」

　慌てた様子の、ユリアちゃん。顔を真まっ赤かにしたユリアちゃんと、私は目を合わせました。……マキマキは、どうしてユリアちゃんが葉介を好きなことを、知っているのでしょうか。私と加か納のう姉妹しか、知らなかったはずなのに……。

「……和泉葉介が、おいしい飲み物をくれた……」

　多くの謎なぞを残すまま、ただマキマキは両手で大事そうに、フルーツカルピスのボトルを握にぎっていたので、ありました。







「それじゃあマキマキは、私たちが責任もって家まで送り届けてやろうじゃないのっ！」

　威勢のいいマルタの声。

　下校。加納姉妹と私は、マキマキを送っていくことになりました。

　ユリアちゃんはバレエの発表会が近いらしく、どうしてもこちらには来れないみたい。ユリアちゃんのゴメンネ顔は、相変わらずかわいいです。あんな顔をされたら、カルボナーラに大あ納ん言こを入れられたって、許せちゃう気がします。

　教室で、私はアジア風の刺し繡しゆうの入ったマキマキのトートバッグを持ってあげました。でも、フルーツカルピスだけは自分で持ちたいらしい。

　学校の玄関に向かう階段で、突然マキマキがつぶやきました。

「……あのヒトが、来ている……」

　へ？　あのヒト？　……そのまま歩いていくと、校門の所に、一人の男性が立っていました。黒くろ髪かみの長ちよう髪はつ。六月だというのに、黒いロングコートを着たその若い男は、マキマキの姿を確かく認にんしてこちらへ声をかけてきました。

「真ま紀き、倒れたって聞いたぞ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　ものすごくフレンドリーな笑顔で、彼はマキマキにそう言いました。

「……問題、ない……」

「そうか、よかった」

　彼の笑顔が、加か納のう姉妹と私に向きました。……え～と、このヒト、誰だれ？

　あの……マキマキのお兄さん、ですか？　とマルタが彼にたずねる。

　マキマキが首を横に振り、口を開く。

「……このヒトは、お爺じい様さま……」

　ハァ？　おジイさま？　……私はニコニコ笑う彼の顔を見ました。若々しい。せいぜい二十代半なかばくらいの年れん齢れいに見えます。

「こら、真紀。お友達が困っているじゃないか。お爺様みたいに慕したっているお兄様、だろ？」

「……そう……」

　感心して、マルタがマキマキに声をかけました。

「へぇ。マキマキ、わざわざお迎えに来てくれるなんて、優やさしいお兄さんじゃない」

　マルタの発言にノーリアクションで、マキマキは一人で下校路を歩きはじめてしまいました。慌あわてて皆、彼女について行きます。

　……しかし、マキマキのお兄さんは、私たちの前だからニコニコしていたわけではなく、常に笑顔のようです。ずっと笑っています。世の中が楽しくて楽しくて、しかたがないって表情。無表情のマキマキとは、すごく対照的です。

　マルタも、お兄さんのことが気になっているみたい。我慢できない様子で、マルタが彼に話しかけました。

「あの、お兄さんってさ、ずいぶんとニコニコしてるのね。マキマキとは大おお違ちがい。あんまし雰ふん囲い気きが違うもんだがら、ビックリしちゃった。まぁ、うちも双ふた子ごのくせにずいぶん違うっていつも言われるけど」

「はは。この顔はね……職業病みたいなもんだから」

「？　職業病って……お兄さんってさ、なにやってんの？」

　彼は顎あごに手をあてて、少し考えました。

「……サービス業、かなぁ」

　へ？　……サービス業って、なに？

　マルタが私を小こ突づいて、耳打ちしてきました。

「ばかね。ホストよ、ホスト。こんな時間にマキマキを迎えに来れるのよ。ちょっとは察してあげなさいよね」

　うそ。ホストって、あのホスト？　あわわわわわわっ。私も少女マンガとかで読んで、少しは知っているけど……そんなヒトと話なんかしてたら、妊にん娠しんしちゃうじゃない！　……私は葉よう介すけと買った大だい黒こく天てんのお守りを握にぎり締しめました。……葉介。いま私はホストのヒトと歩いているけど……浮気じゃないからねっ！

　その後もマルタはあれこれホストと会話を続けています。大だい丈じよう夫ぶかしら、マルタ。ホストなんかとあんなに会話しちゃって……。

「大丈夫。お姉ちゃんのタイプは、ああいうのじゃないから」

　突然、クレタがつぶやきました。え？　唐とう突とつなクレタの言葉に、私はひどく驚おどろきました。しかしそんなことより……

「マルタのタイプってさ、どんなんなの？」

　私はクレタの耳に小声で囁ささやきました。すると、クレタは少し考えてからやや上方を眺ながめ、語りはじめました。

「……お姉ちゃんはね、すごく頭がいいの。高校だって、有名私立から特待生の話がいっぱい来てたの。……でも結局、本人はこの公立高校に入りたいって主張して、両親や、中学の先生もしぶしぶ了承したのよ」

「へぇ、すごいじゃん、特待生とか。そりゃあ私はマルタと同じ高校で本当によかったと思うけど、でもどうして私立に行かなかったの？　免除なんでしょ？　授業料」

「さて……どうしてでしょうね」

　もったいぶった言い方で、話をはぐらかすクレタ。なによ、もう。マルタのタイプの話は、どこいっちゃったわけ？　だけど私はその話に、もう一点疑問を持ちました。

「でもさ、マルタとクレタって、一卵性の双ふた子ごなんでしょ？　環かん境きようも遺伝子も一緒なのに、どうしてマルタは天才で、クレタは赤点なのよ」

　クレタはすごくかわいらしい表情で、私に微笑ほほえみました。

「私の脳細胞は、学校の勉強なんてくだらないことに使って、いないから」

　……なによ、それ。




　そんな感じで会話をしていると、すぐにマキマキの家に着きました。え？　こんな近いの？　……私の驚おどろきはそれにとどまりません。なんとマキマキの住む家は……お寺さんだったのです。

「まぁ真ま紀きと私は居い候そうろうさせてもらってるだけなんだけどね……よかったら上がっていきなよ」

　ホストに促うながされ、やけに古めかしいお寺の門を皆でくぐっていく。表札の文字は、平泉寺──ひらいずみ？　東北のほうのお寺かしら？　でもその表札だけが、やけに新しい。

　カコンという鹿しし威おどしまである立派な池を横目に庭を通り過ぎてゆくと、お寺の縁えん側がわにつきました。床板の手前に、大きな平ひらべったい石があり、その上に一足の雪せつ駄たが行ぎよう儀ぎよく揃そろえられていました。……ここから建物に入るってこと？

「帰ったか真しん十じゆう郎ろう。……真紀は無事か？」

　その声に顔を上げると、一人のお坊さんっぽい老人が、縁側に立っているのが見えました。品のよい落ち着いた色の着物。何歳だか見当がつかないくらい、しわくちゃの顔。ただ眼光だけが、ものすごく鋭するどく光る人物でした。

「ぬらりひょん……」

　いきなりクレタがつぶやきました。ば、ばか、失礼よ。ヒトを妖よう怪かいみたいに。……どうやらクレタのつぶやきは、向こうには聞こえなかったご様子。ふう、よかった。でも本当に、ぬらりひょんにそっくり……。

「……あのヒトは、大佐……」とマキマキ。

　ほえ？　たいさ？　……加か納のう姉妹と私は、ハテナ顔でマキマキのほうを見ました。

「こ、こら真紀。住職、だろ？」とホスト。

「……住職……」

　住職が私たちを見て、やわらかく微笑ほほえみかけてきました。

「真紀を送ってくれて、ありがとう。大したものはないが、お茶でも飲んでいきなさい」

「飲む飲む～。ほいじゃ、お邪じや魔ましまぁ～す！」

　無ぶ遠えん慮りよにマルタが履はき物ものを脱ぎました。ちょっと躊ちゆう躇ちよしながら、結局私とクレタもお寺にあがったのでした。

　襖ふすまで仕切られた、広い和室。床とこの間まには、なんだかわかんない掛け軸やら壷つぼやらが飾られています。住職が用意した座ざ布ぶ団とんに、私たちは座りました。……ホストは他ほかの部屋に行ったので、私はちょっと安心しました。

　座ったマルタが、なにかに気づく。

「うひょーっ！　すげー立派な将しよう棋ぎ盤ばんがあるじゃん。住職、将棋強いの？　勝負よ、勝負！」

「ほほう。お嬢じようちゃん……儂わしに、挑いどむか」

　うれしそうに、住職が笑いました。

　カコンと鹿威しの音が響ひびく。さっそく始まった対局。クレタが時間係までやっちゃって、意外と本格的。駒こまの動かし方も曖あい昧まいな私は、クレタの横で観戦です。

　マルタが大きく手を振り上げ、パチンと駒を打つ。どうやら一番端っこの歩ふを、一つ進めたようです。

「ぬ……お嬢じようちゃん、味なマネをするのう」

　ふふふ、と不ふ敵てきな笑みのマルタ。パチンパチンと熱戦が続くなか、マキマキがぷるぷると震ふるえながら、お茶の入ったお盆を持ってきました。私たちは静かにそのお茶を飲みましたが、マキマキは私の隣となりで、大事そうにフルーツカルピスを飲んでいました。葉よう介すけが買ったやつを、まだ持っていたようです。

　カコン。

「ま……まいりました」

　しばらくすると、真っ白に燃え尽きたような顔で、マルタが投了をしました。あんな顔をするマルタは、見たことがありません。

「お嬢ちゃん、なかなか強いのう。儂わしも、危なかったわい」

「まさか、私が負けるなんて……。住職、ただものじゃないわね。……もしかして、プロ？　プロなんじゃないの？」

「かかか。年の功じゃよ」

　まだ、マルタは負けたことがショックなようです。私は将しよう棋ぎなんてぜんぜんわかりませんが、マルタが負けたのは当たり前のような気がしています。だって……

「どうしてマルタは、自分の陣地をぜんぜん守らなかったのよ。攻めてばっかだったじゃない。あんなんじゃ、負けて当然よ」

「なによ、たまも。駒こまの動かし方も知らないくせに。攻こう撃げきは、最大の防御よ。だいたい守るのなんて、私の性しように合わないわよ」

　マルタったら、あきれた言い分です。

「あのね、マルタ。防御こそが、最大の攻撃なのよ。……昔、リカルド・ロペスという伝説的なチャンピオンがいてね──」

「いまは将棋の話をしてんの！　あんたのボクシングの薀うん蓄ちくは、後にして！」

　私たちの会話を、住職は優やさしく微笑ほほえみながら聞いていました。めずらしそうに、マキマキが住職の顔を見る。

「かっかっか。面おも白しろいのう。まぁ将棋やボクシングにおいて、防御は非常に大事だが……現代社会ではこっちのマルタお嬢ちゃんの考え方のほうが、正しいのかもしれんのう」

　へ？　どういう、はなし？

「近代戦においては、攻撃力のほうが、防御力にずいぶんと勝まさっておるのじゃ。古代の支し那なには〝矛む盾じゆん〟という故こ事じがあるが、現代最強の〝矛ほこ〟を有効に防御できる〝盾たて〟なんぞ、どこにもないんじゃ。〝矛〟を防ぐには、こちらも〝矛〟を持つしかない。攻撃は最大の防御……つまり〝核〟に対しては、〝核〟のみが有効な抑止力として機能するということじゃ」

　……ハァ？　このお坊さんは、いきなりなにを言い出すのでしょうか？　いま、そんな話してましたっけ？　わけがわかりません。

「そうよ、攻こう撃げきあるのみよ……ふふふ。住職、気が合いそうじゃない」

　マルタまでが、ぬらりひょんの話に同調します。

「……しかし問題は、その抑止力を扱う人間にある」

　優やさしかったぬらりひょんの目が、次第に険しく、そして鋭するどくなってゆきました。

「その昔、ある軍事学者はこう言った。戦争とは、様々な政治的行為の延長である、と。すなわち戦争とは政治の一手段に過ぎないわけじゃが、実際の人間社会においてはしばしば手段は目的と化し、目的は手段と化す。……戦争のための政治が、行われているわけじゃな。そうでなくても、現実の国際政治とは、常に闘とう争そうなのだ。武力を伴うそれを戦争と呼び、武力を伴わないそれを外交と呼ぶ」

　え～と、え～と……ハァ？　私たち、ただの女子高生よ？　このヒトはなにをつらつらと語っているわけ？　……でも、マルタは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせて、ぬらりひょんの話を聞いています。クレタは心ここにあらずのご様子。マキマキは、まだチビリチビリとフルーツカルピスを飲んでいます。

「……儂わしは、そんな闘争を、この世からなくしたいと思うておる……が、これが、なかなかうまくはいかん」

　ぬらりひょんが、自分のしわしわの頭を撫なでました。

「どうしてよ？　お坊さんなんだったら、そういう活動すればいいじゃん。あきらめないでさ」

　すごく優しい顔で、ぬらりひょんがマルタを見ました。

「どんなに正しい意思も、実力を伴わない意思は、その力を持たない。……そしてその事実が、この世から戦争がなくならない理由でもある。難なん儀ぎなこっちゃ。かかか」

　ぬらりひょんが、声をあげて笑いました。マルタがウンウンと肯うなずいています。わけのわからない、戦争の話。将しよう棋ぎをしていただけなのに……。

　青春マンガではよく、不良同士がケンカして、そのあと川の土手とかで寝っころがって仲良くなっちゃうパターンがありますが、いまのマルタとぬらりひょんは、あんな感じで仲良くなっちゃっているのでしょうか？

　カコン。鹿しし威おどしが響ひびきました。

　私は座ざ敷しきから、ぼんやりと庭を眺ながめました。そういえば、マキマキのお兄さんはホストなんて水商売をやっているのに、どうしてベトナムなんかに行ってたんだろうなとか、そんなことを私は思って、いたのでした。










06月19日(木)　和泉いずみ葉よう介すけ




「待ちなさい、天てん王のう寺じ真しん一いち！」

　放課後。天てん文もん台だいへ向かう階段で、天王寺と俺の背中に声がかかった。振り返ると、加か納のうマルタが満面の笑みで、折りたたみ式のポケット将棋を持っていた。

「勝負よ。将棋で、白黒つけようじゃない」

　加納マルタの目線的に、どうやらその言葉は天王寺に向けられているようだった。いつもの無機質な表情の、天王寺。

「……断る。一人でやってくれ」

　再び天王寺は階段を上がっていった。

「ちょっ、待ちなさいよね！」

　天王寺を追う加納マルタ。結局加納は、天文台までついてきてしまった。

「加納、ここは部室だからさ、部外者は入らないでくれよな」

「なによ和泉。生なま意い気きに。……私はねぇ、天王寺が勝負を逃げている限り、どこまでも食らいつくわよ」

　……やれやれ。今日は天王寺がＳＴＰでの御み霊たま化を披ひ露ろうするって話だったのに。加納がいたら、それが見れないじゃないか。案外楽しみにしていたのにさ。

　天王寺のほうを見ると、彼は加納にかまわず机でkaguraを立ち上げていた。

「おいおい、天王寺。加納の前でやる気かよ」

「べつにかまわんだろう。どうせ、理解できるとは思えない」

「なにをコソコソやってんのよ。私にも、見せなさいよねっ！」

　天王寺の指が、高速でキーボードを叩たたく。加納マルタと俺は並んで、天王寺の後頭部の向こうにあるＰＣ画面を眺ながめた。

　画面右側のウィンドウには、〝笑う紙袋〟の画像。紙袋をかぶった若い女の不気味さに、京けい成せい地下道での恐怖がよみがえってきた。左側のウィンドウでは、黒地に白い数列がビッシリと綴つづられている。

「いくぞ」

　天王寺がエンターキーを叩くと、〝笑う紙袋〟の画像が吸い込まれるように縮小してゆき、代わりにかわいらしい巫み女こさんのイラストが現れた。そして篠しの笛ぶえや太たい鼓この音に合わせて、巫女さんはシャンシャンと鈴を鳴らして舞まいだしたのだった。背景では、白い文字列が高速でスクロールしている。

　俺は口をあんぐりと開けながら、その画面を眺めていた。……なんだこりゃ？

　画面がいきなり、まばゆい光を放った。

「おわっ！」

　やがて光は収まり、画面が真っ黒になる。……いや、左上になにか文字が書いてあるぞ。

「complete」と。

　くくくと上じよう機き嫌げんそうに天てん王のう寺じが笑った。

「成功したのか？」

「ああ。デジタルデータと融ゆう合ごうして働く御み霊たま……〝普ふ賢げん〟がいま、誕生した」

　なにそれスゴそう。俺はワクワクしながら、天王寺にたずねた。

「ど、どんな御霊なんだよ？」

　天王寺がニヤリとして、中指で眼鏡めがねを直してから興こう奮ふん気味に語りはじめた。

「なるべく汎はん用よう的に働ける御霊を目指した。霊れい子し文字など作っても、つまらないからな。……僕は御霊がいくらでもコピー可能な点に目をつけた。この〝普賢〟はデジタルデータ上で自己増ぞう殖しよくを繰り返し、世界中のあらゆる機械に侵入することができる御霊だ。……まったく痕こん跡せきを残さずにな」

　どうだ、と言わんばかりの、自信に満ちた天王寺の表情。

　俺は、隣となりの加か納のうマルタと顔を見あった。う～む。

「……え～とさ、地味じゃね？　俺、もっとこう、バーンと飛び出てくる、ランプの魔ま人じんみたいなの想像してたんですけど……」

　加納がため息をついて、天王寺に言った。

「巫女さんのアニメはなかなか良くできてたけどさ、……要はあんた、コンピュータウィルスを作ってたってことでしょ？　中二みたいに喜んじゃってさ。まったく、ガキね」

　みるみる天王寺の顔が、不機嫌になる。

「……君たちはこの〝普賢〟の価値が、まったくわかっていない」

　天王寺は、本当に怒おこっている様子だった。……俺が謝あやまっても、加納が勝負と叫さけんでも、丸シカト。俺たちを完全にシャットアウトして、カタカタとキーボードを叩たたきはじめてしまった。

「……しかたないわね。でも私も手ぶらで帰るわけにもいかないし、和泉いずみでいいわ。座りなさい。二十手で、ぶっ詰めてあげるから」

　その加納マルタのものの言い方に、俺はカチンときた。……以前から加納はなぜか、俺をナメている。俺はここで加納をギャフンと言わせて、威い厳げんを示す必要があるだろう。正直、銀がどっちへ動くのかも、曖あい昧まいなのだが。

　俺は加納を睨にらみながら席につき、ポケット将しよう棋ぎのマグネットの駒こまを並べた。

『お、将棋かよ。おれにもやらせろよ』

　黙だまってろ、ジョニーウォーカー。男には、勝負をしなければならないときがある。……胸ポケットから顔を出したその幽ゆう霊れいを、俺は無視した。

「私が先せん手てね」

　先手後ご手てがどうやって決まるのか、俺は知らないが、加納マルタが当然のように先に駒を動かした。

『ほう、中なか飛び車しやか……』

　なにっ!?　……ゆっくりと、俺はジョニーウォーカーに顔を向けた。そしてすばやく、彼に囁ささやいた。

（お前……将しよう棋ぎ知ってんのかよ？）

『そういえば、なぜか覚えているな。……自分の名前も知らねーくせにな』

　そう言って、ジョニーウォーカーが軽けい薄はくに笑った。

　……俺は昔、こんなマンガを読んだことがあるぞ。平へい安あん時代の囲い碁ごの達人が幽ゆう霊れいとなって小学生に憑ひよう依いし、次々に現代の強きよう豪ごうを打ち負かしてゆく少年マンガを！

　まさか……まさかまさかまさか！

　俺は右手でフレミングみたいな形を作り、それを顔にあてた。

「クックック……加か納のう……飛車が、泣いてるぜ」




　五分後。




　パチン。勝負を決める、最後の一手が盤ばん面めんを突いた。

「詰みよ。……なによあんた。てんで弱いじゃない」

　拍ひよう子し抜ぬけした感じで、加納マルタが俺に言った。俺は加納マルタに聞こえないように、ジョニーウォーカーに囁いた。

（お、お前、弱いじゃんかよ！　どうしてくれるんだよ！）

『しかたねーだろうよ。この女、すげぇ強いぞ。おれみてーな素しろ人うとじゃ、勝てねーよ』

（だったらお前はなんの玄くろ人うとなんだよ！　囲い碁ごか？　麻マー雀ジヤンか？　ポーカーか？）

『だから、知らねーって！』

　ジョニーウォーカーはそんな無責任なことを言って、俺の胸ポケットに逃げ込んだ。

「なにをブツブツ言ってんのよ。和泉いずみ、あんたは負けたのよ。……これで知能・人格から行動力においてまで、あんたはすべての能力が私に劣っていることが証明されたってわけ。生きる価値がないと言っても過言ではないわ」

「なっ！　そこまでは負けてねーぞ！」

「じゃあ聞くわ。あんたはなにか一つでも、私に優まさっているものがあるっての？」

　その質問に俺は、まるで正せい露ろ丸がんのおにぎりでも喰くらったかのような顔をするほかなかった。

「お……お前より……背が高い」

「ははっ、なによそれ。あんたが私より背が高いってんなら、私はあんたより胸が大きいわ」

「な、なんだよ。お前の胸なんて、たまもと変わんねーじゃんかよっ！」

「あら、私は着き瘦やせしてんのよ。……なんなら触さわって、確かめてみる？」

　加か納のうマルタが、やけに色っぽい手つきで俺の顔を撫なでた。

「ばっ、ばか！」

　慌あわてて俺は加納の手を振り払った。ポケット将しよう棋ぎの、駒こまが乱れた。……思いもかけず、俺の頭に血が上ってしまった。天てん王のう寺じも驚おどろいてこちらに目を向けている。加納マルタは満足そうに、横目でチラリと天王寺の顔を見た。

「……とにかく和泉いずみ。これであんたは、私の下げ僕ぼくだからね」

「おい。いつしたんだよ、そんな約束」

「下僕に反論は許されないわよ。明後日あさつては、私の指示どおりに動くこと、いい？」

「なんだよ明後日って。……土曜日じゃんかよ」

「ったく。前まえ田だからなんも聞いてないわけ？　ピクニックよ！　みんなで、ピクニックに行くのよ！」

　え～。まったくの、初耳なんだが。

「……たまもはもう、買い出しに行っちゃってるわよ。ピクニックの」

　たまもが今日、やけに張りきって部活をすっぽかした理由を、俺はいま初めて知ったのだった。










06月21日(土)　和泉葉よう介すけ




「なぁ葉介。今日はアシスト、よろしく頼むぜ」

　ベランダの手すりに寄りかかりながら、前田が俺に言った。

「は？　なんの、アシストだよ」

　五月さつき晴ばれという言葉は、五月の晴れという意味ではなく、梅雨つゆの合あい間まの晴れを指す言葉らしい。

　今日は加納マルタが企画した、ピクニック当日。俺は前田の隣となりで手すりに寄りかかりながら、鮮やかな芝しば生ふの庭を眺ながめていた。空は抜けるような晴天。まさに、五月晴れであった。

「クレタちゃんに、決まってんだろうがよっ！　お前それとなくさ、クレタちゃんの前でオレを誉ほめろよな。オレの魅み力りよくが、きちんとクレタちゃんに伝わるようにさ」

　前田は今日のピクニックを、合コンかなんかみたいに思っているらしい。

　ベランダから前田が情熱的に見つめる視線の先は、加納クレタ。彼女は庭でレジャーシートを広げている。庭には他ほかにもたまもと西にし井いさん、それにマキマキがいる。全体をマルタがテキパキと統とう括かつしながら、ランチの支し度たくをしている最中だった。

　俺たちは今日、旧岩いわ崎さき邸てい庭園に来ている。

　不忍しのばずの池いけから、東京大学のある本ほん郷ごう方向へと上がる丘、そこに東京都が管理する庭園がある。それが、旧岩いわ崎さき邸てい庭園。「岩崎」ってのは、三みつ菱びしの創業者一族の名字だ。幕末のヒーロー・坂さか本もと龍りよう馬まを描くドラマには、必ずといっていいほど三菱財ざい閥ばつの創業者・岩崎弥や太た郎ろうが出てくるので、有名だろう。

　この庭園にある英国様式の洋館は、その岩崎弥太郎の長男であり、三菱財閥三代目の岩崎久ひさ弥やが明治二十九年（一八九六）に建てたものである。設計は、日本の近代建築の父ジョサイア・コンドル。その洋館には書院造りを基調とした純和風の邸宅が結合されていて、世界の邸宅史においても稀け有うな建築物らしい。

　先ほど皆でワイワイと建物を見物してまわったが、気品と機能美を併あわせ持った、圧倒される存在感を放はなつ建物だった。柱や床、備え付けの家具、あるいは天てん井じよう、あるいは壁紙……すべてに精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされ、一切妥だ協きようせずに建てましたという建築関係者たちの精神がうかがえる。所々修復されていることを考えると、建てられた当時はさらに圧倒されるような、絢けん爛らんな建物だったのだろう。

「おい葉よう介すけ、聞いてんのかよ。オレの男としての魅み力りよくをだな、クレタちゃんにだな……」

　そんな歴史ある建物の二階のベランダで俺は、バカな前まえ田だの、バカな話を聞いている。天てん王のう寺じは、庭のベンチでＰＣをカチャカチャやっていた。俺はため息をひとつ吐つき、庭に視線を向けたまま前田に言ってやった。

「残念だが前田、俺はクレタにお前の魅力を伝えることはできない」

「なんでだよ！」

「なぜなら俺自身、お前の魅力が、まったくわからんからだ」

「ばっ！　お前、友達だろうが！　ばかじゃねーの？」

　ばかと言われて、俺は前田に顔を向けた。

「じゃあお前さ、自分では、自分の魅力をなんだと思ってるんだよ」

　俺の質問に、前田の言葉がつまった。

「……そ、そんなのは葉介が考えろよな。それが友達ってやつだろうが！」

　その場で俺は、よーく考えてみた。……俺が前田を面おも白しろいと思うのは、バカだからだ。しかし仮に俺がクレタに「前田はバカだ」と伝えて、クレタは「まぁ素す敵てき」と感じるのだろうか？

「こらっ！　ボサッとしてないで、あんたたちも降りて来なさいよね！」

　そのとき、庭からベランダの俺たちへ加か納のうマルタの怒ど号ごうが飛んだ。前田の魅力探しは、中断を余よ儀ぎなくされたのだった。




　レジャーシートには、豪勢なランチが広がっていた。

　今日たまもが作ってきたものは、サラダのトルティーヤ巻まき。チキンやローストビーフや生ハムなんかを、千せん切ぎりにした新鮮な生野菜で包み、トウモロコシでできたトルティーヤの皮で巻く。それを数種類用意された自家製のタレをつけていただくのだ。

　食べた全員が、まるで評論家にでもなったかのように激賞した。たまもは照れくさそうにしながらも、すごくうれしそうだった。

　各自が持ち寄った食材は続く。

　西にし井いさんは、ロシア風のミートパイ。お母さんと一緒に作ってきたのだそうだ。おいしいから食べろと、守しゆ護ご霊れいの西井弘ひろ樹き氏がしきりに俺に勧めた。そしてその言葉に、偽いつわりはなかった。なんといっても、西井さんの手作り。その言葉の響ひびきに、俺は肉のうまみ以上の甘さを感じてしまうのであった。

　加か納のう姉妹は、懐かい石せきの詰まった松しよう花か堂どう弁当。ダシの利きいた上品な日本料理なのだが、あまりの完成度の高さに、「本当にこの姉妹が作ったものなのか？」という一いち抹まつの疑念はわいた。

　まぁこの辺へんまでは、ご馳ち走そうといえる。ここから多少あやしくなってくる。

　俺が作ってきたのは、おにぎり。ちゃんと鮭さけやら岩のりやらが入っているぞ。なによりも心がこもっている。ジョニーウォーカーだって、うまそうだと誉ほめていた。

　天てん王のう寺じも、おにぎり。しかし角が正確に九〇度に整えられた、えらく角ばったおにぎりだった。その無機質な形状が、少なからず食欲を減退させる。天王寺らしいといえば、天王寺らしい。

　マキマキは、フルーツカルピスを持ってきた。わざわざ原液を買って、家で作ってきたらしい。料理と言えるものではなかったが、華きや奢しやな体で水筒三つをヨレヨレしながら持ってきた姿は、どこか愛らしかった。まぁギリギリ良しとしよう。

　問題は、前まえ田だだ。彼が持ってきたものは、バナナ。バナナを使った料理などではなく、ひと房ふさのバナナそのものだった。その前田のバナナ面づらに、加納マルタの罵ば倒とうが容よう赦しやなく浴びせられた。

「あのね、私は〝料理を持って来い〟って言ったのよ。このバナナの、いったいどこが料理だってのよ、このサル！」

「んなこと言ったってよぅ。オレ料理なんかしたことねーし」

　前田が口をとがらせて反論をした。それがさらに、マルタに油を注ぐ。

「言い訳になんないわよ、サル！　あのボンクラの和泉いずみだってねぇ、稚ち拙せつながらもおにぎり作ってきてんじゃない。あんたには、その努力の姿勢すらないのよ！　たまもは今日、わざわざパルマ産の生ハムを仕入れて来てんのよ？　私だってこのお弁当を……。とにかくね、あんたみんなに謝あやまりなさいよねっ！　焼き土ど下げ座ざ！」

　前田と俺の、目が合った。前田が俺を小こ突づいて、小声で「フォロー！」と助けを求めてきた。こいつのせいで、なぜか俺までボンクラと罵ののしられたわけだが、しかたない。俺は前田のバナナの房を持ち上げて、必死にこのバナナの魅み力りよくを探した。そして──

「……マルタ。このバナナはな、フィリピン産だぞ」

「は？　和泉いずみ……いまどきバナナなんて、フィリピン産じゃないやつを探すほうが難しいわよ！　バナナがフィリピンで、フィリピンがバナナといっても過言ではないわっ！」

　わけのわからない理屈で、俺に矛ほこ先さきを向けるマルタ。しかしマルタの言葉に、たまもが過敏に反応したようだった。

「マルタ、フィリピンがバナナの国だなんて、見当違ちがいもいいところよ──」たまもは紙パックの牛乳を片手に、ひどく真剣な表情でマルタに抗議する。「……フィリピンといえば、パッキャオの国じゃない！」

「は？　なによ、パッキャオって……」と、ハテナ顔のマルタ。

　──マニー・パッキャオ。たまもが熱く語るには、フィリピンが誇ほこるボクシングの英雄であり、数々の強豪を撃げき破はしてきた生ける伝説とのこと、だった。

「いまは、バナナの話をしてんのよ！　あんたのボクシング談義は、後にして！」

　いよいよ話が混こん沌とんとしてきた、そのときだった。

「……フィリピンといえば、〝バターン死の行進〟……」

　全員が、すべての活動を停止して、彼女の顔を見た。……言葉を発したのは、マキマキだった。

　ほわっ？　バターン？　なんじゃそりゃ？

「〝バターン死の行進〟とは、大だい東とう亜あ戦争中、日本軍がフィリピンで行ったアメリカ軍捕ほ虜りよの虐ぎやく待たい事件だ。その日本軍の残虐行為を、戦中にアメリカはプロパガンダとして大いに喧けん伝でんしたため、アメリカでは非常に有名な事件だ」

　……天てん王のう寺じがすました顔で、マキマキが発した言葉の説明をした。え～と、いま俺たちは、バナナの話をしていたんだよな？

　マキマキ＆天王寺による「空気読まない」コンボは、強烈だった。……完全に、スベってる。

　凍った空気の中で、何事もなかったようにマキマキが、俺が作ったおにぎりを、両手で行ぎよう儀ぎよく食べていた。




　うれしいことに、俺のおにぎりはよく売れた。たまもはもちろん、西にし井いさんもおいしそうに食べてくれたのだ。

　一方で天王寺が作ったおにぎりは、不人気だった。ワイワイとバカ話をしながら食事は進んだが、レジャーシートには、徐々に角ばったおにぎりが目立つようになった。

「なによ。天王寺のおにぎりが残ってるじゃない」

　いじわるっぽい声こわ色いろで、加か納のうマルタが天王寺に話しかけた。

「……もしかして、食べてほしい？　あんたが私に〝食べて下さい〟って懇こん願がんするんなら、いいわよ。食べてあげてもさ」

　そんな言い方はないだろう。いつも横暴な加納マルタだが、今日の彼女はいつにも増して横暴な気がした。俺はバナナの皮を剝むきながら、マルタに言ってやった。

「おいマルタ。黙だまって食べればいいだろうが。どうしてそんなに天てん王のう寺じに咬かみつくんだよ」

「……なによ和泉いずみ。あんたは黙ってなさいよねっ！　いま私は、天王寺と話をしてんの！」

　横暴なマルタから、俺が天王寺を守らねばなるまい。俺は手に持ったバナナを前まえ田だに投げ渡し、天王寺のおにぎりを全部頰ほお張ばってやった。

「あっ！　ばかっ！」

　マルタが慌あわてて俺の背中を叩たたいた。おにぎりを吐き出しそうになった俺は、靴くつ下したのまま芝しば生ふへ逃げる。マルタもまた、裸足はだしのまま俺を追いかけてきた。

　十メートルくらい逃げたところで、俺はマルタの飛とび蹴げりの餌え食じきとなった。うつ伏せに倒れた俺に、そのままマルタはキャメルクラッチをしかけてきた。

　ミシミシと反そり返る、首と背骨。すべてを吐きそうな俺の苦しみのさなか、芝生の庭は笑い声に包まれていた。たまもの笑い声、西にし井いさんの笑い声、前田の笑い声……。涙が溢あふれてくる。マルタの手にタップすると、俺はやっと苦しさから解放された。

　芝生に寝転がりながら、ゴクリとご飯つぶを飲み込んだ。ぜえぜえと口で息を整えながら仰あお向むけになると、俺の傍かたわらに、マルタがへたり込むようにして座っていた。加か納のうマルタの瞳ひとみは、少し潤うるんでいるように見えた。

「……なんだマルタ、泣いているのか？」

「ばか、泣くわけないじゃない。目に……なんか入ったのよ。あんた下げ僕ぼくなんだから、生なま意い気きな口きくんじゃないわよ」

　いてっ。マルタは俺の頭を引っぱたき、そのままミュールを履はいて、洗面所へ行ってしまった。




　洗面所から帰ってきたマルタは、火の玉みたいに元気だった。バドミントンをやろうとか言い出したのだ。にんまりとした彼女の顔と、持参したラケットが扇おうぎのように広がった。

　あれこれ意見の衝しよう突とつがあった末、加納姉妹VS前田＆天王寺組の、ダブルスが始まった。たまもが審判をやっている。もちろんここにはネットなんてものは存在しないが、たまもの主観による「空気ネット」がルールとして認められた。その見えないネットはおおむね、加納姉妹が有利なように働いている様子だった。

　マジで多少の腹痛を抱かかえていた俺は、レジャーシートの上でそのダブルスを観戦していた。

「いくわよ！　ツインスマッシュ！」

　前田の芝生ダイブもむなしく、加納姉妹の息のあった時間差スマッシュが決まっていた。意外と、クレタも的確に動いている。なぜか審判のたまもまでもが、加納姉妹のハイタッチに加わっていた。

　ふと気づくと、俺の鼻先に、水筒のフタのコップ。中には白はく濁だくした、甘い匂においの液体がたゆたっている。コップを持つ手の先を追っていくと、マキマキの不思議な瞳ひとみが……じっと俺の顔を見つめていた。休みの日だってのに、マキマキは今日も白いアオザイを着ていた。

「……おいしい、飲み物……」

「あ、ああ。ありがとな、マキマキ」

　コップを受け取ると、彼女は水筒本体を持ったまま、俺の横にちょこんと行ぎよう儀ぎよく座った。じっとこちらを見つめてくるので、俺はコップのフルーツカルピスを飲んだ。

「……おいしい？」

　少し傾かしげられた、マキマキの顔。

「ああ。白はく桃とう味か。おいしいよな」

　マキマキは返答せず、黙だまって俺の手からコップを奪うばった。そしてもう一杯カルピスを注いで、再びコップを俺に手て渡わたした。

　少し傾げられた、マキマキの顔。

　このままでは延えん々えんとカルピスを飲まされそうなので、俺はマキマキに話しかけてみた。とりあえず、話題なんてなんでもよかった。

「そういえば、たまもから聞いたんだけどさ、お前、兄あに貴きがいるんだってな。……どんな、兄貴なんだ？」

　とたんに、マキマキの眉み間けんに気持ち険けわしさがはしり、芝しば生ふのダブルスのほうへ顔を向けてしまった。

「……本当は、お爺じい様さま……」

「は？　……おじい？」

「……あのヒトは嫌きらい……お母さんを、イジメたから……」

　マキマキの兄貴は、家庭内で暴力でも振るっているのだろうか。俺がたずねても、マキマキは首を横に振るだけだった。

　ちょっとした公害くらいにギャーギャーうるさいバドミントンの様子を、マキマキはじっと、悲しげな瞳で見つめていた。

「あの……和泉いずみくん。ここ、座ってもいいかな？」
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　そのとき、マキマキの反対側、俺の隣となりに西にし井いさんが座った。西井さんの私服姿は、この上ない至し福ふくをもたらしたまう。

　ワンピース姿の西井さんは、それはもう、とんでもなく、かわいらしい。胸の大きな彼女は、よくたまもが着ているようなストンとしたストレートシルエットのワンピースでは太っているように見えてしまうらしく、ウエストを絞しぼるタイプのワンピースを着ていた……わけだが……それがかえって彼女の惑わく乳にゆうを強調してしまい、俺の心をひどくホワホワとさせるのであった。……目のやり場に、困ってしまう。

　彼女の守しゆ護ご霊れいたる西井弘ひろ樹き氏は、今日は曲線だの先端だのと、妙な解説はしてこない。いっぱしに保ほ護ご者しやを気取っているつもりなのだろうか……しかし、助かった。こんな彼女の近くで艶なまめかしい気持ちになったら、俺は鼻血くらいは出してしまうかもしれない。マジで。

「……和泉いずみくんのおにぎり、おいしかったよ」

　ドキッとするようなキラキラした微笑ほほえみで、彼女は俺にそんなことを言った。

「に、西井さんにおいしいって言ってもらえるなんて……うれしいよ。あ、ありがとう」

　肩かたが触れ合うかというほど近くに座る西井さんから、いい匂においがしてくる。その甘あま酸ずっぱい香りが、俺の心臓をたまらなくドキドキさせるのであった。

「ううん。和泉くんにお礼を言いたいのは、私……」

　そう言って西井さんは、その大きな瞳ひとみで俺の顔を覗のぞき込んだ。

「……和泉くん。私ね、最近バレエの調子が、とってもいいんだ。なんか、わかってきちゃったっていうか……」

「……そうなんだ。……よかったよ、本当に。俺さ、心配してたんだよ。ほら、色々あったしさ。……本当に、よかった」

「私ね、和泉くん。以前はテクニックばかりに気持ちが向かってたの。腕うでの角度は何度とか、何回まわれるか、とか。……でもね、私の踊りには、肝かん心じんの中身がカラッポだったのよ。人形が踊っているのと、変わらなかったわ。それがね、いまでは私の踊りを観みてくれる人に、自分の気持ちを伝えようって、そういう踊りが、できるようになってきたんだ……」

　彼女の話を聞いて、俺はいたたまれなくなった。……彼女のバレエは、成長したのかもしれない。しかしその原因が父親の死だなんて……悲しすぎるじゃないか。

「違ちがうのよ、和泉いずみくん。私のバレエが変わったのは、お父さんのことがあったからじゃなくて……あのね……たぶん、恋をしているからなの……」

「え？」西にし井いさんの頰ほおが、真まっ赤かに染まった。傍かたわらに立つ西井弘ひろ樹き氏の顔を見た。彼は複雑な表情をして、すぐに俺から目を外はずした。西井氏のあんな表情は、見たことがない。

　……恋か。バレエではよく、一緒に踊るパートナーと恋に落ちることがあるらしい。西井さんが元気になったのは、とてもうれしいのだけど……俺はその顔の見えない、タイツを穿はいたモッコリ男に、体が割れようかというほどの激しい嫉しつ妬とを抱いだいたのだった。

「ああ、恥ずかしい。なんだか私、運動したくなってきちゃった。……和泉くん、真ま紀きちゃんも、バドミントンにさ、混ぜてもらおうよ！」

西井さんが、無む造ぞう作さに俺の手を引っ張った。俺の手に、西井さんの肌が触れる。そのやわらかで素す敵てきな感触に、俺の心臓は甘いような、痛いような、そういうわけがわからない感覚で、いっぱいになるのであった。
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06月24日(火)　天てん王のう寺じ真しん一いち




「なぁ天王寺。聞きたいことがあんだけどさぁ」

　二時間目の授業前の休み時間。前まえ田だが僕の席までやってきた。

「なんだ？」

　僕は新しい御み霊たま化プログラムに手を加えながら返答した。

「あのさぁ、最近クレタちゃんがオレのことをノーキン、ノーキンって呼ぶんだけど……お前はさ、ノーキンってなんのことだか知ってるか？」

　ノウキンとは、脳筋──脳みそ筋肉の略語であり、つまりバカを表現するネットスラングである。たとえば三さん国ごく志しの呂りよ布ふとか張ちよう飛ひとか、その手の武力ばかりで知力の乏とぼしい武将を指して使われることがある。

　僕はキーボードを打つ手を止めて、少し考えた。その事実を伝えることが、はたして前田の幸せになるのだろうかと。

　真実が、人を幸福にするとは限らない。

　多少思考した末、僕は口を開いた。

「ノーキンとは、北ほく欧おうあたりの人名なのではないか？」

　前田の顔を見た。キョトンとした表情だった。

「……北欧ってさ、もしかして外国じゃね？　カッコよくね？」

　うれしそうな顔をして、前田は席に戻っていった。とりあえず彼の幸福感は、持続したようだった。たとえ見せかけでも、自分が幸福だと感じていれば、ヒトは幸福なのかもしれない。

　僕の幸福とは、いったいなんなのだろうか。わからない。とりあえずいまはＳＴＰをいじることが、なかなか楽しくはある。

　ＰＣ画面では、メーラーのアイコンが点てん滅めつをしていた。メールが着信したようだ。……それはマリィからの、新しい悪あく霊りよう駆く除じよの依頼だった。







　悪霊駆除に、葉よう介すけは乗り気だった。借金を返さなければならないのだから、当たり前なのかもしれない。葉介のやる気に影えい響きようされて、チーも張り切っているように見える。しかし一点、チーは葉介に注文をつけたのだった。

「葉介はん。ウチは葉介はんのために、悪霊はんをいわすのはかまへんのやけど……ひとつ、葉介はんに守ってほしいことがおます」

「？　……なんだ？」

「……ユリアさんと、仲良うしいひんこと。それを、約束してほしいんどす」

　葉よう介すけは、ひどく動どう揺ようした様子だった。チーの要求では、友達として仲良くすることも、いけないらしい。葉介はあれこれ抵抗したのだが、最終的に僕に意見を求めてきた。ひどく、ホワホワした表情だった。

「いいのではないか？　僕はその約束をすることに、なんの問題があるのかわからない。いままでだって君は、べつに西にし井いと仲良くしていなかったはずだ」

　葉介はおとなしくなって、チーの要求に応じた。うれしそうな、チーの顔。チーは尻尾しつぽをくるくると回して、葉介の腕うでに抱きついたのだった。

　そのまま時間まで、僕の家の地下室で過ごした。どうやら夜中の二時前後であれば、僕でも幽ゆう霊れいが見えることがあるらしい。〝笑う紙袋〟くらい強力な霊であれば、なおさらその可能性は高くなる。なるべく二時前後に駆く除じよに出かけたほうが、キャプチャできる機会が増えるのだ。……チーと葉介にまかせていては、普ふ通つうに、退治されてしまうかもしれない。

「前回の反省も踏ふまえ、今回はsenreiの機能を強化してみた。最大出力にすれば、スペック上は十五メートル以内の幽霊をキャプチャできる。……まだ、実験はしていないがな」

「でもさ、そんな射しや程ていを長くして、きちんと狙ねらいどおりの幽霊を捕つかまえられんのか？　意い図としない幽霊まで捕まえちゃうような気がするけど……」

「そのことに、なんの問題があるのか僕にはわからない。片っ端から捕まえれば、よいのではないか？」

　葉介がニヤリと笑い、天てん井じようのほうを見上げた。

「おい、聞いたか？　ジョニーウォーカー。お前はしっかりと俺のポケットに入っていたほうが、身のためだぜ」

　……葉介の話では、ジョニーウォーカーという幽霊はかなり力が強いらしい。捕まえれば、良い御み霊たまにできそうなのだが……。




　さて、午前二時だ。悪あく霊りようは、上うえ野ののマルイに出るらしい。ＪＲ上野駅広ひろ小こう路じ口の正面にある、デパートだ。

「今回は、お前らが初めて手をつける。よってなにも情報はない。ただ、〝出る〟ってことだけが確かなことだ」

　かすれた声で、田た丸まるが言った。そしてマルイの通用口から、僕たちを建物内へ送り込んだ。

　僕と葉介が、それぞれ懐かい中ちゆう電灯を持った。営業時間外のデパートは、真っ暗だった。チーを先頭に、二つの光が、サーチライトのように周囲を巡回する。〝出る〟のは、二階らしい。コツコツと、誰だれもいないデパートの階段に僕らの靴くつ音おとが響ひびいた。

　二階は、婦人服のフロアだった。懐中電灯が照らしたマネキンやトルソーに、葉介がいちいち驚おどろいていた。

「あれ？　チーさんも、来てたんだぁ」

　子供の声。すばやく声の方向に光をあてると……そこには、白い狐きつねがいた。

「ま、ポーはんやないの！」

　どうやら、チーの知り合いの狐のようだった。葉よう介すけも、顔見知りの様子。葉介が片手で、僕のsenreiの構えを制した。

「うれしいわぁ。ポーはんも、葉介はんのお手伝いに来てくれはったん？」

「ううん、違ちがうよぅ。今日はね、シゴトで来たんだ。最近ちょっと街の霊れい子しの流れがおかしくなっちゃってるらしくてさ、ぼくが調査しに来たってわけ。……なんかさ、偉くなったと思わない？　ぼく」

「そやなぁ。ポーはんなんかに、そない頭使いそなシゴトが回ってくるなんて、霊れい狐こも、いよいよ数が少のうなってしもたんやなぁ」

「ちょっと、ちょっと！　……いやだなぁ。ぼくはねぇ、もう気き狐こなんだから、このくらいのシゴトは任まかされるのっ！」

　ポーという狐は少しムキになって怒おこっていたが、チーが頭を撫なでてやると、すぐに機き嫌げんがよくなった。体をくねらせて喜んでいる。

「じゃあさ、ポーも一緒に探してくれよ。この辺に、悪あく霊りようがいるはずなんだ」

「うん、わかった」

　思いがけずに、狐がもう一匹仲間になったわけだが……

「でもさ葉介さん、その悪霊って、もしかしてアレのことじゃない？」

　ポーが鼻を向けた先へ光を向けると……巨大な、人間の塊かたまりがあった。

　フロアの真ん中……もしかしたら百人くらいはいるのだろうか、裸の人間が幾いく重えにも重なり、乱雑に球体状に固まっていた。上は天井にまで届いている。男もいれば、女もいるようだった。無む秩ちつ序じよに球体から飛び出した人間の手や足や、頭や尻しりは、それぞれが独立してウネウネと動いており、その不統一の動きがひどく気持ち悪い。どっしりとその場に居座って、ちょこまかと動く気配はない。

「なんだよ……これ」と葉介が声を漏もらす。

「う～ん、人間ダンゴだねぇ」とポー。

「なんだ？　その人間ダンゴって」

「……知らないよぅ。ぼくもこんなの初めて見たし。でもさ、これが人間ダンゴじゃなかったら、なんて呼べばいいの？」

　ポーが素早く人間ダンゴを一周し、こちらに戻もどってきた。

「だけど、よくこれだけ幽ゆう霊れいが集まったねぇ。一人ひとりの力は強くないみたいだけど、合ごう祀しされてたらやっかいなことになっていたかもね」

　ゴウシ？　ゴウシって、なんだ？　と、葉介が首をひねる。

　少し自慢げに、ポーが語った。

「……ふふふ。合ごう祀しっていうのはね、霊れい魂こんや御み霊たまをひとつに合体させちゃうことだよ。個々は弱い霊魂でも、合祀しちゃうとすんごく強い霊体になることがあるんだ。幸い、ここにはその依より代しろになるようなモノがなかったから、こんな変なカタチのままみたい」

「じゃあさ、いまのうちに、とっととコイツは片付けちゃったほうがいいんじゃないか？」

「……そう、どすなぁ」

　チーが抜ばつ刀とうし、清きよ麿まろの刃やいばが青白く輝かがやいた。

「ちょ、ちょっと待ってチーさん。刀でチーさんが一人ずつ斬きっていくよりさ、ぼくが一気に燃やしちゃったほうが早いと思わない？　べつに強い幽ゆう霊れいはいないわけだし」

　それに関しては、僕も話に介入せねばならなかった。

「いや、すべてを僕がキャプチャする。これだけの数をキャプチャできる機会なんて、もうないかもしれない」

「おいおい。あの人間ダンゴには、百人はいるぞ。全部お前の〝んべんべ〟で捕つかまえてたら、夜が明けちまうんじゃないか？」

「あのさ～、ぼくの本気の炎、見たことないでしょ？　これでもぼくはねぇ──」

「ああ、めんど。やっぱりウチが全部斬り倒したほうが早いんと──」

　そのとき、ズズズと人間ダンゴが動き出した。そのままゴロゴロと転がって加速しながら、人間ダンゴはデパートのシャッターを突き破って、屋外へ飛び出していった。

「あっ、逃げちゃったよ！　まてーっ！」

　いち早く、ポーが人間ダンゴの後を追う。僕らもそれに続いた。

　デパートは二階部分が歩道橋と繫つながっていた。巨大な人間ダンゴは、手すりをバリバリと歪ゆがめながら、その歩道橋を転がっていった。そして昭しよう和わ通りにかかる巨大な歩道橋にたどり着くと、今度はドリフトのように左方向へ急きゆう旋せん回かい、ＪＲ上うえ野の駅へと進んでいったのだった。

　僕らはボロボロになった歩道橋を渡わたって、人間ダンゴを追いかけてゆく。前方でポーが人間ダンゴに跳とびかかったが、その攻こう撃げきでも、一人か二人が塊かたまりから剝はがれ落ちただけだった。

　やがて人間ダンゴは上野駅屋おく外がいの階段を転げ上り、東西連絡橋のほうへ逃げていった。

　まてーっ！　ポーが追ってゆく。

　遅れて僕らが東西連絡橋へ到着すると、ポーが慌あわてた様子で、チーの陰に隠かくれてきた。チーが足元のポーを見て、声をかける。

「なんや、ポーはん。どないしたん？」

「チーさん……あれ、あれ見て……」

　上野駅、東西連絡橋──上野公園からＪＲの線路とホームをまたぐ、百メートル以上ある大きな歩道橋であり、パンダ橋という別名もある。なぜパンダ橋と呼ばれるかというと、上野公園側にパンダ石という岩があることと、もうひとつ、手前の入いり谷や改札の横に、巨大なジャイアント・パンダの人形があるためである。

　……その改札近くにある巨大なジャイアント・パンダの瞳ひとみが、暗くら闇やみの中で赤く光っていた。口からは、妖あやしげな煙けむりが噴ふき出している。

　ポーがゴクリと唾つばを飲み込んでから、口を開いた。

「……人間ダンゴのやつ、あのパンダを、依より代しろにしちゃったみたい」

「おいおい……冗談だろ……」葉よう介すけも、後ずさりする。

　パリンとはじけるようにパンダを覆おおうショーケースが割れて……ノシノシと、四メートルはあろうかという巨大なパンダが曇どん天てんの夜空の下に姿を現した。器用に二に足そく歩行をしている。そしてそのアンバランスに長い前足を左右に広げて……

『ばおぉぉぉぉぉん！』

　地面が揺ゆれるほどの、咆ほう哮こうを放ったのだった。……頭が、割れそうだ。

「葉介はんっ！　さがっといておくれやす！」

　チーが叫さけんだと同時に、巨大なパンダがこちらへ四し足そくで突進をしてきた。邪じや悪あくに赤く光る瞳が、自動車のテールランプのように尾をひいた。ドッドッドッ！　あっというまに間合いが詰まったと思うと、空高く、パンダの前足が振りあがっていた。

　ジュドン！

　前足にえぐられるようにして、地面がブチ割れた。飛散する破片。チーとポーはそれぞれ左右に跳とびあがって、その前足の一いち撃げきを避けていた。

「逃げるぞっ、天てん王のう寺じ！」

　真まっ青さおな葉介。

「……ああ、それがよさそうだな」

　非ひ戦せん闘とう員いんの僕と葉介は、二十メートルほどの間合いをとった。この間合いで十分安全なのか……たぶん、まだ安全ではないだろう。しかし、あまり離はなれるわけにもいかない。

　パンダ橋の上では、巨大なジャイアント・パンダがメチャクチャに暴れまわっていた。子供のケンカのように両前足をブンブンと振り回し、そのたび壁や地面がえぐられ、タイルやコンクリートが飛び散っていった。それをチーとポーは、紙かみ一ひと重えで避けている。以前のように、刀で攻撃を受けてはいない。……あの攻撃をまともに受けたら、たとえ刀や骨が大だい丈じよう夫ぶだったとしても、足がクギのように地面に埋まってしまうに違ちがいない。

『ばあぁぁぁぁっ！』

　凶暴な、咆哮。衝しよう撃げき波はを帯びているのか、ポーがきゃんと鳴き声をあげて体ごと吹き飛ばされた。チーは地面で踏ふん張ばるが、ズルズルと体が後方に流されていった。

　次の瞬しゆん間かん、チーの頭上にパンダの前足が振りあがった。チーは、まだ衝撃波に耐える姿勢のままだ。だめだ、避けられない……そう思ったとき……




　チーの清きよ麿まろの、青白い残像が、暗闇をかけ昇ったのだった。




　チーに振り下ろされたパンダの前足が、まるでストリングチーズみたいに、二つに裂けていた。裂け目の中心には、チーの刀。それを両手で構える、彼女の姿。

『ぼわぁっ！　ぼうぅぅん！』

　前足が裂けて、動どう揺ようする様子のパンダ。間かん髪はついれずに、チーは容よう赦しやなくもう片方の前足を、断ち切った。

　……ここだ。僕は猛もう然ぜんと、走った。

　左足が千ち切ぎれる、片耳が千切れる、右足が千切れる……そしてチーがパンダの首を断とうと日本刀を舞まい上げたそのとき……

　なんとか僕は、間に合ったのだった。

　パンダを依より代しろにした霊れい体たいが、僕のＰＣにキャプチャされてゆく。……ジャイアント・パンダの邪じや悪あくな赤い目が、急速に光を失っていった。

　不ふ機き嫌げんそうに、チーが僕を睨にらんだ。

「またその〝んべんべ〟どすか……けったくそわるい」

　ポー、そして葉よう介すけが歓かん喜きの声をあげながら、こちらへ走り寄ってきていた。

「……ヒトに害をなす悪あく霊りようとはいえ、ダルマにして首を断つよりは、ずいぶんマシな供く養ようだと、僕は思うね」

「ま、ウチは葉介はんが喜んでくれはれば、どうでもええんやけど」

　チーが清きよ麿まろを乱暴にパンダの抜ぬけ殻がらに突き刺して、葉介に走り寄り、そして抱きついた。ポーがうれしそうに、二人のまわりをくるくると回っていた。

　……このパンダの残ざん骸がいは、田た丸まるが片付けるのだろうか？　どうであれ、僕の知ったことではなかった。










06月27日(金)　和泉いずみ葉介




　俺はいまなぜか、天てん文もん台だいで加か納のうマルタと二人っきりになっている。

　つまらなそうに会議机にアゴをのせながら、マルタが口を開いた。

「あ～あ。なんであんたなんかと、二人っきりになんなきゃいけないのよ」

「それはこっちのセリフだっ！　ここはなぁ、部室なんだよ。部外者は出て行ってくれよな」

「なにあんた、私に生なま意い気きな口きいてんのよ。下げ僕ぼくのくせに」

　いつ俺が、お前の下僕になったんだ？　……たしかに、将しよう棋ぎには負けたけどさ。

「そんなに俺と二人が嫌いやなんだったらさ、お前も西にし井いさん家ちに行けば、よかったじゃんかよ」

　今日、たまもとクレタは西にし井いさんの家に行って、バレエの衣装合わせを手伝っている。明日あしたは西井さんの、バレエのコンクールだ。大事なコンクールらしい。当然明日は、俺も観みに行く。

　俺もなにか手伝いたい、とたまもに言ったら、ものすごい剣けん幕まくで拒絶されてしまった。西井さんの裸を見るつもりなのか、と。そういえば今日きようは、明日着る衣装を調整するって話だった。

　……しかし、もし俺がジョニーウォーカーや西井さんのお父さんみたいな幽ゆう霊れいだったら、自由に、しかもじっくりと、西井さんの裸を見ることができるのかな……。

「……あんたなにニヤニヤしてんのよ。気持ち悪い」

　マルタが机の上から、俺を睨にらみながら言った。

「ばっ！　ニヤニヤなんて、してねえだろが！」

「してたわよ」

「そ、そういうお前はだなぁ、西井さんの衣装合わせができるチャンスまで逃して、どうして天てん王のう寺じなんかと勝負することにこだわるんだよ！」

　俺の怒いかりの反はん撃げきに対し、マルタはつまらなそうに、ため息をひとつ吐ついた。

「……私はねぇ、天王寺のやつをボコボコに負かしてやんなきゃ、先に進めないのよ」

「な、なんだよ、それ」

「和泉いずみ……あんたはさぁ、自分の過去を変えたいって思ったことは、ない？」

　突然の、意外な質問。俺は少し、考えた。……自分の過去？　いつだって俺は、それを変えたいと思って生きてきた。もの心ついたときから俺は、幽ゆう霊れいをこの目で見ていた。そのために通常の人間社会でノケモノにされ、嘲ちよう笑しようされ、つまはじきにされたことは、一度や二度じゃない。

　過去の失敗を帳消しにできたらと、心から思う。しかし俺はただの、ちっぽけな人間だ。神でもなければ、アインシュタインでもない。実際には自分の過去なんて、変えられやしないのだ。……たとえ神にだって、過去なんてもんは、変えられないのかもしれない。

「……マルタ。お前にどんな苦い思い出があるか知らないけどさ……どうせ過去なんて変えられないんだから、より良い未来で、苦い記憶を上書きするしか、ないんじゃないのか？」

　彼女はつまらなそうに俺の顔を眺ながめ、吐き捨てるように言った。

「……なんだか……マトモそうなこと、言うじゃない。……和泉にしては」

「なんだよ、その言いぐさは。俺だってなぁ──」

　天てん文もん台だいの、ドアが開いた。掃そう除じ当番をしていた天王寺が、やってきた。俺と向かい合って座っているマルタを見て、天王寺が口を開いた。

「なぜ、加納がここにいる」

「ふふふ……それはね、あんたをボコボコに、負かすためよ！」

「……遊んでいるヒマはない。今日は、人間ダンゴを御み霊たま化する」

「はぁ？　なによその、みたらし団だん子ごって」

　天てん王のう寺じは机に着くやいなや、すばやい手つきでＰＣを操作しはじめた。画面を覗のぞくと、すでにkaguraが起動中。

「前回の〝普ふ賢げん〟は、少々理解しづらかったようだが、今回の御み霊たまは、君たちにもわかりやすいと思う」

「えっ？　そうなのか？　どういう御霊なんだよ」

「まぁ……見ていてくれ」

　kaguraが立ち上がると、画面にジャイアント・パンダの画像が現れた。ぶーたれながらも俺の隣となりで、マルタも画面を眺ながめていた。

　御霊化プログラムを、天王寺が実行する。巫み女こさんが踊る。篠しの笛ぶえや、太たい鼓この音。前回と同様の一連のプロセスの後、画面がまぶしく輝かがやき……御霊化が、完了したのだった。

「……ど、どんな御霊なんだ？」

　ドキドキしながら、俺は天王寺に声をかけた。

「いま、起動する」

　天王寺がＰＣを操作すると……キーボードの上に突然、ブワンと仏像が現れた。リカちゃん人形くらいの大きさだろうか。座った姿勢でふわふわと浮き、ほんのり光っている。立体映像って、やつか？

『はじめまして。シンイチ、ヨウスケ、それにマルタ』

　しゃべった！　仏像が。音声合成みたいな声。

「す、すげーじゃんか！　しゃべったぞ！」

「ＡＩをしゃべらせることなど、大して難しいことではない……この〝文もん殊じゆ〟の革新的な点は──」

　天王寺が椅い子すをずらして、マルタと俺に向かい興こう奮ふん気味に語りはじめた。

　──前回作成した御霊、〝普賢〟と連れん携けいをすることだ。そもそも君たちは〝普賢〟の重要性を理解していないだろうが、あれはただのコンピュータ・ウイルスではない。相互の情報のやりとりに、インターネットを経由せず、霊れい子しを利用している。世界中のあらゆる機械に、異次元から繫つながっているのだ。

　つまり僕らは、既き存そんのインターネットの裏側に、そっくり別のインフラを敷しいたってことになる。……いわば僕らだけが利用できる、裏のインターネットだ。

「その〝普賢〟のネットワークからもたらされる膨ぼう大だいな量の情報を、収集・解かい析せきするのが、この〝文殊〟。僕たちはこの〝文殊〟を経由して、いずれ、ありとあらゆる情報に、アクセス可能となるわけだ。それは〝普賢〟がこのまま順調に増ぞう殖しよくし続ければ、そう遠い将来ではない」

「……え～とさ、イマイチわかんないんだが、とにかくこのモンジュって仏様に質問すれば、なんでも答えてくれるってことで、いいんかな？」

「そういう認識で、問題ない」

「すげーじゃんか！」

　俺も少し、興こう奮ふんしてきた。これから俺は、なんか困ったことがあったら、このモンジュに聞けばいいわけだよな？

　加か納のうマルタと顔を見合わせた。以前と違ちがい、マルタもこのモンジュには食いついている様子だった。マルタが、天てん王のう寺じに話しかけた。

「じゃあ、私が質問してもいい？」

「……いいだろう」

　神しん妙みような顔つきで、マルタがモンジュに問いかけた。

「明日あしたはユリアの、大事なコンクールなの。その吉きつ兆ちようを、占って！」

　ぶるぶるとモンジュは奇怪に震ふるえだし、突然壊こわれたように白しろ目めを剝むいた。

『……それに該当する情報は、ありません』

「は？　どういうことよ？」

　どういうことだ？　……天王寺を見ると、呆あきれたような顔でマルタを見ていた。

「……君は正気か？　そんな情報が、ネットワーク上に存在するわけがないだろう。この〝文殊〟が答えられる情報は、たとえばこうだ──」

　キーボードの上に浮かぶ小さな仏像に向かって、天王寺が言葉をかけた。

「──明日のコンクール会場周辺の天気は、どうなっている？」

　ピキーンと仏像はさわやかな表情に変わり、はつらつと答えた。

『気象庁発表、本日午後三時の天気情報によると、明日の東京地方の天気は、曇くもり時々雨、ところによって一時雷らい雨うとなっています』

　……う～ん、なんだこりゃ。俺は加納マルタと、顔を見合わせた。

「なによこれ、これだったら、素直に天気予報チェックしたほうが、ぜんぜん早いわよ！」

「いや、それは質問する内容が──」

「ばっかみたい！　〝裏のインターネット〟だの、さんざん偉そうなこと言っときながら、やってることは結局、メール読み上げ人形みたいなオモチャを作ってたってことじゃない！」

　天王寺が目を丸くして、俺の顔を見た。

「お、俺も……もっと神様的な、すごいもんかと……」

　とたんに天王寺が、険けわしい表情になった。

「……君たちは、この御み霊たまの価値が、まったくわかっていない」

　天王寺は、えらく不ふ機き嫌げんになってしまった。

　マルタが話しかけても、俺がご機嫌をとろうとしても、まるで無視。

　……しかたなく打ったマルタとの将しよう棋ぎで、俺とジョニーウォーカーの連合軍は、再びボロボロに負けてしまうのであった。










06月28日(土)　和泉いずみ葉よう介すけ




　飾かざり気けのない舞ぶ台たいの床を、無数の照明が、ほんのりと照らしている。

　俺はいま、上うえ野の奏そう楽がく堂どうの客席で、バレエのコンクールを観賞している。上野奏楽堂は、正しくは旧東京音楽学校奏楽堂という名前の歴史的建造物で、明治二十三年（一八九〇）に建てられた日本最古の木造洋式音楽ホールとのこと。表には、瀧たき廉れん太た郎ろうの銅像もあった。

　歴史を刻んだ、しっとりとした柱や天井。その威い厳げんなのだろうか、同年代の少女たちによる踊りが、ある種の儀ぎ式しきめいた荘そう厳ごんな気品に包まれているような、そんな気がしてしまうのであった。むろん俺はバレエなんて、初めて生なまで観みるのだが。

　コンクールでの拍手は、禁止らしい。なぜ拍手をしてはいけないのか、加か納のうマルタは主催者側に文句を言っていたがしかたがない。ルールはルールだ。遵じゆん守しゆせねばなるまい。いまはマルタも大人おとなしくクレタの横でバレエを観賞している。

　チャイコフスキーやらストラヴィンスキーやら、その手の音楽が流れ、少女たちが踊り、淡々と演目が消化されていった。

「そ、そろそろ、ユリアちゃんの番じゃないかしら……」

　ひどくソワソワとしながら、左側の座席でたまもがつぶやいた。これから自分が踊るかのように、緊きん張ちようしている様子だった。……まったく、お前が緊張してどうすんだよ。

　しかし、たまもの比じゃないほどソワソワしている者が、もう一人いた。西にし井い弘ひろ樹き氏だった。さっきから彼は右側の通路部分で、うろちょろうろちょろ、行ったり来たりしている。

　俺は小声で、その目め障ざわりな幽ゆう霊れいに向かって囁ささやいた。

「ちょっとは落ち着けよ！　こっちまで緊張してくるだろうが！」

『これが落ち着いていられるか、和泉くん。もうすぐ、百ユ合リ亜アの番なんだぞっ！』

　がなるように、俺にあたる西井氏。しかしその表情は、いまにも泣き出しそうだった。……やばいぞ。俺まで、ドキドキしてきた。

「──西井百合亜さん。『眠れる森の美女』より、オーロラ姫のヴァリエーション──」

　きた！　……会場にアナウンスが流れ、……舞台に西井さんが現れ、……俺の心臓は、止まった。

　上品なバレエ衣装。化粧をした西井さんは、初めて見る。……とんでもなく、綺き麗れいだった。会場の誰だれもが、息を飲んでいた。

　優ゆう雅がな一礼の後、音楽がかかった。かわいらしい、バイオリンの音。それ以上にかわいらしい、西井さんのバレエ。……なんだろう。幸せで幸せでしかたがないような、そんな踊り。その幸せが、彼女の小さな体から溢あふれ出し、審査員や観客や、世界中に振りまかれているような、そんな時間。

　やがて音楽のテンポは速まってゆき、みんなに幸せをふり撒まきながら、西にし井いさんがクルクルと回っていった。そして彼女が両手を広げたタイミングで、ピッタリと音楽も終わったのだった。

　勢いよくたまもが立ち上がり、激しく手を叩たたいた。……ば、ばか、拍手は禁止って……。

　だが拍手をしていたのは、たまもだけじゃなかった。会場中の、拍手。……なんだよ、俺だって、拍手したいぞ！

　俺も立ち上がり、力いっぱい手を叩いた。明日あした手が腫はれ上がったって、かまうもんか。俺は、拍手をしたいんだ。思いっきり。

　鳴なり止やまない拍手に、西井さんは優ゆう雅がなお辞じ儀ぎで応こたえた。方ほう々ぼうから、ブラボーという声も上がっている。会場アナウンスが、慌あわてて拍手を制している。

　やったね、西井さん。素しろ人うとの俺だって、こんなに感動してるんだ。誰だれだって感動するさ、……観客だって、ここの審査員だって、スイス人だって！　西井さんのバレエは、本物だ。そうだろ？

　俺は隣の、西井弘ひろ樹き氏に目を向けた。彼は拍手もせずに、ただうつむいていた。……なんだなんだ？　あんたそれでも、父親なのかよ！

「おい、あんたの娘がいま、会場をこんなに沸かせてるんだ。拍手くらい、してやったらどうなんだよ」

　多少腹を立てながら西井氏の肩かたに触れると、彼の肩は、小刻みに震ふるえていた。

『和泉いずみくん……お風ふ呂ろに入って裸が見れるだの……私は君に、さんざん勝手なことを言っていたなぁ。……本当に、本当にすまなかった……』

「な、なんだよいきなり。そんなの後でいいからさ、いまは拍手を──」

　西井氏が俺に顔を向けた。その瞳ひとみは、ひどく潤うるんでいた。

『……和泉くん。人間ってのはやっぱり……生きているほうがいいなぁ。……私はあんなに頑張った百ユ合リ亜アに、もう、なにも……なんにも、してやれんのだな……』

　そう言って西井氏は、嗚お咽えつを漏もらして、泣いた。

　慟どう哭こく……。大人の男が泣くところを、俺は初めて目まのあたりにした。恥も外聞もなく、ぽろぽろと涙をこぼしている。むせび泣いている。

　俺はただ、それを見ているほかなかった。西井氏にかけるべき言葉を、俺はどうしても、見つけることができなかったのだった。




　会場を出て、一人で公園のベンチに座った。空はまだ明るい。

『いいのかよ？　……審査結果、発表されちまうぜ？』

　ジョニーウォーカーが、ポケットの中から俺に話しかける。……審査発表、それどころではない。動どう悸きが、収まらないのだ。

　俺は西にし井いさんに、圧倒された。この気持ちはなんだ？　……バレエに感動した、なんて単純なもんじゃないし、西井親子に対する同情なんて、安っぽい感傷でもない。たまらなく気持ちが、温かいのだ。

　愛だの恋だの、そんな気持ちでもない。……それ以上の、感情である気がする。

　西井さんに俺は、神っぽいなにかを、感じてしまった。それがなんだかはわからない。しかし少なくとも天てん王のう寺じが作ったモンジュなんて御み霊たまよりは、俺は西井さんのほうが、ずっと神っぽい存在な気がする。……崇すう拝はいすべき、女神。もしかしたら西井さんは、そんな存在なんじゃないだろうか……。

　そのとき突然、俺の目の前に水筒のコップが差し出された。視線を上げていくと、白いアオザイ。首から小さな水筒をぶら下げた少女、マキマキだった。

「……和泉いずみ葉よう介すけが、動どう揺ようしている……」

「ど、どうしたんだよ。動揺なんかしてないぞ、マキマキ。このとおり、お茶だって飲める」

　マキマキから受け取ったコップ。すごく甘い……中身は、フルーツカルピスだった。

　俺の隣となりに、マキマキがちょこんと座ってきた。

「……西井ユリアが、優勝をした……」

「そうか……。ま、当然の結果だろう。素しろ人うとが見たって、他ほかとの差は歴然としていたからな」

「……西井ユリアの舞まいを見てから、和泉葉介が、とても動揺している……」

　俺は、マキマキの顔を見た。彼女はまっすぐに、こちらを見つめ返してきた。

「……和泉葉介は、西井ユリアの陽ようの気きに、惹ひかれている……」

「な、なんだよ。その陽の気って……」

　マキマキは答えずに、俺から視線を外はずして前方へ顔を向けた。……しばらくの、沈ちん黙もく。

「……西井ユリアの父親も、動揺している……」

　なんだって!?　お前って……まさか！

「……わたしには、わかる。……西井ユリアの父親は、いつも西井ユリアのことを、守っている……」

「マキマキ、お前って、まさか……見える、のか？」

「……わたしには、わかる……」

　なんてこった……初めから変なやつだとは思っていたが、まさかマキマキが、俺と同類だったなんて！　……これは、喜べばいいのか？　そうだよ、ちょうどすぐそこに、ソリッドがいる噴ふん水すい広場があるぞ。いますぐ紹しよう介かいしに行くか？　仲間が増えたぞって！

　しかしそんなことは、いつでもできる。……いまのいま、俺にはマキマキに協力してもらいたいことが、できたのだった。

「マキマキ……。俺からお前にひとつ、頼みたいことがあるんだが……」










同日同刻　西にし井い百ユ合リ亜ア




「ユリア、優勝おめでとう！」

　扉を開け放ち、花束を持ったマルタちゃん。彼女の元気な声が、楽屋に響ひびきました。他の出場者たちが、一いつ斉せいにこちらに顔を向ける。

「ちょっと、マルタ。他の子も着替えてるんだから、あんまり大きな声で……」

　マルタちゃんの後ろから、たまちゃんとクレタちゃんも楽屋に入ってきました。

「なに言ってんのよ、たまも。いーじゃない。今日の主役は、ユリアなの。世界中のありとあらゆる生命体が、ユリアのことを祝福してんのよ！」

　マルタちゃんの勢いに、一同苦笑い。私が他の出場者たちに会え釈しやくをすると、みんなが優やさしい顔で、私を祝福してくれました。

「おめでとう、西井さん。本当に素す敵てきだったわ」

　上級生や他のバレエ学校のヒトたちも、私の優勝を喜んでくれていました。なんだか照れくさいです。

「あ、ありがとう。みんなが応援してくれたからだよ、本当に。たまちゃんとクレタちゃんなんて、衣装まで手伝ってもらっちゃって……」

「いいって、そんなの。友達じゃない」

　笑顔のたまちゃん。

「わ、私は百ゆ合り様のが、生なまで見れただけで……本当に幸せでした」

　頰ほおを赤らめて、妖あやしく微笑ほほえむクレタちゃん。
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「しかし……まったく葉よう介すけのやつはどこ行っちゃったのよ。せっかくユリアちゃんが優勝したのに、おめでとうの一言もないなんて」

　たまちゃんが、口をとがらせて怒おこっていました。

「ちょっ、たまちゃん。和泉いずみくんが楽屋なんかに来たら……恥ずかしいよ。着替えなきゃいけないんだし」

「それもそうね。葉介ったら、すごくエッチだから、気をつけなくちゃ」

「なによ、たまも。和泉があんたにその〝すごくエッチ〟なこととか、してくるってわけ？　このこの」

　マルタちゃんが、ひじでたまちゃんをつつく。急に真ま面じ目めな顔つきになって、たまちゃんがつぶやきました。

「……そうなのかも。私の記憶が、飛んじゃうくらいに……」

「はぁ？　わけわかんないわよ。……たまもの記憶が飛ぶほど、エッチなこと？」

　……そうなんだ。和泉くんとたまちゃんって、すごく仲がいいんだね。……なんだか私の中に、切ないような、つらい気持ちが広がっていきました。……いけない、いけない。

「たまも、話しなさいよ！　詳細に、スミからスミまでねっ！」

　マルタちゃんによる尋じん問もんが続く、そんななか……あれ？

　ふと私は、床に置いたトゥシューズが、ズルズルと動いていることに気づきました。私の、予備のシューズです。不思議なことに、ひとりでに動いている様子。

　予備とはいえ、苦労して私の足に合わせた大事なシューズ。つかまえようと私が手を伸ばすと、シューズはひょいっと私の手を避よけます。えっ？　ちょっと待って。

〝すごくエッチ〟な話に夢中の友人たちをよそに、私はシューズを追いかけてゆきます。やっとシューズをつかまえたときには、私は楽屋の外へ出てしまっていました。

「……でかした、ジョニーウォーカー」

　和泉くんの声。顔を上げると、和泉くんの顔。

「えっ？　いず──」

　いきなり和泉くんは、私の手を摑つかむと……

「西にし井いさん、ちょっと来てほしいんだ」

　そう言って和泉くんは、ぐいぐいと私の手を引っ張るのでした。されるがままに、私は彼についてゆきます。

「ちょ、和泉いずみくん!?」

　……和泉くんの手。すごく温かい。やだ、心臓が、すごくドキドキしちゃってる……。舞ぶ台たいでも、こんなにならなかったのに。

　手を繫つないで、小走りに廊下を抜ぬける私たち。バレエ衣装のまま、やがて私は奏そう楽がく堂どうを飛び出して、上うえ野の公園の木こ立だちの中まで来てしまいました。

「ど、どうしたの？　和泉くん」

　彼は私の手を放し、その手でスッと、前方を指しました。……そこには白いアオザイを着た真ま木き真ま紀きちゃん、そしてその横に、白いスーツの老人の姿が。

　得意げな表情で、和泉くんが私に言い放ちました。

「本日見事バレエコンクールで優勝を果たしました西井ユリアさんに、なんとカーネルサンダースからの、お祝いの言葉があります！」

　よく見ると真紀ちゃんの隣となりに立っていた白いスーツの老人は、ケンタッキーの、カーネルおじさんでした。まぎれもない人形、なのに生き物みたいに動いて、優やさしい瞳ひとみで私を見ています。……不思議な、人形。

　そしてその人形はひとつ咳せき払ばらいをした後……

「西にし井い……百ユ合リ亜アさん。今日は優勝、おめでとう──」

　奇妙なことに、私へのお祝いの言葉を語り出したのでした。……初めて聞いたのに、どこか聞き覚えがあるような、とても不思議な声で。

「──本当に、本当に、素晴らしいバレエだった。……あの踊りができるようになるまで、君は想像を絶するような、努力を重ねてきたのだろう。私には、それがわかる。悩んだこともあっただろう、辛つらいこともあっただろう、……バレエなんて、やめたいと思ったことも。

　今日、君はそのすべてを乗り越え、素晴らしいバレエを踊り、そしてそれが、認められた。……私は心から祝福する。これまでの君の努力と、今日のこの優勝を。

　しかしあえて私は、君を戒いましめたい。……今日君はゴールをしたのではなく、スタートラインに立ったのだと。バレエのことだけじゃないぞ。君は今日、自らの足で、自らの人生を、歩みはじめたのだ。

　私は断言する。これから君は、素晴らしい人生を歩むことになるだろう。その人生の中で、バレエと一緒の時間は長いかもしれないし、短いかもしれない。しかしその中で、君がこれまで重ねた努力は、なにものにも代えられない、貴重な財産となるはずだ。私はそのことを、君に伝えたい。

　おめでとう、百合亜。今日ここから君の、素晴らしい人生が、始まったのだ」

　すごく優しい表情で私を見つめる、カーネルおじさん。

　私の頰ほおを、涙が伝わってゆきました。お化け粧しようをしているのに。泣いちゃ、いけないのに。……どうしてだろう。カーネルおじさんの言葉が、私の心に……とっても沁しみこんでくる。

「……西にし井いさん……。お祝いだからさ、カーネルサンダースと、ハグしてやって」

　和泉いずみくんにうながされ、カーネルおじさんの胸に、抱きつきました。プラスティックの、つめたい感触……でも……このぬくもりは、なぜか懐なつかしい……。




　和泉くんや真ま紀きちゃんの前だったのだけど……私はカーネルおじさんの胸に顔を埋うずめて、いつまでも、いつまでも、わんわんと泣いていたので、ありました。










07月02日(水)　和泉葉よう介すけ



　クラス全員が、必死になって机にかじりついている。

　期末試験が、始まっていた。いまは数学の試験である。俺は複雑な数式たちと向き合いながら、ひどくイライラしているのであった。……しかし、因数分解のせいなんかじゃない。

『なぁ和泉くん……私はこのあいだ気づいてしまったのだが、百ユ合リ亜アのオッパイの素晴らしさは、形や大きさよりも、その弾力性なんじゃないかな。あれは、マシュマロ……いや、マシュマロという形容ではあまりにも陳ちん腐ぷ。あれはマシュマロなんかよりも、もっと素晴らしいものだ。……そうそう、君も触さわったことがあるはずだ。ぜひ和泉くんの意見も──』

「ああ、うるせぇ！　あんたは俺に赤点とらす気かよっ！」

　必死に数式を解いている俺に、容よう赦しやなく西井弘ひろ樹き氏のオッパイ談義が浴びせかけられるのであった。非常識にも程ほどがある！　……だいたい、なんであんたは成じよう仏ぶつしないんだよ！　マンガとかなら絶対、あのまま西井さんに抱かれてショワーンって成仏する流れだったじゃんか！

『和泉くん。私は君を、本当に気に入ったのだよ。……君がユリアを嫁にもらってくれるまで、私はあきらめないぞ』

「とにかくいまは、黙だまっててくれないか！」

　そのとき試験官の教師の文庫本の束つかが、俺の頭頂部に炸さく裂れつした。

「黙るのはお前だ、和泉！　不正行為にされたいか？」

　教師による理不尽な暴力。そして元国会議員による理不尽な試験妨ぼう害がい。世の中の不条理と闘たたかいながら、俺は死ぬ気で、答案用紙を埋めてゆくのだった。




　キーンコーンカーンコーン。




　ふう、なんとか間に合った。そりゃ、自慢できるような点数じゃないかもしれないが、再試験を食らうほどの点数でもないはずだ。……妨ぼう害がい行為があったことを考えれば、上出来といえるかもしれない。

「……マキマキ？　せ、先生、マキマキが！」

　後方が、騒さわがしかった。どうやらマキマキが、気を失っているようだった。




　たまもと西にし井いさんが、保健室へマキマキを運んでいった。俺は以前、抱き上げたことがあるが、マキマキはひどく軽い。俺が保健室へ連れて行こうかと提案すると、たまもが即座に拒絶した。「葉よう介すけはエッチだからダメ」とのこと。なんだそりゃ？

　マキマキは、俺と同類だった。西井氏やジョニーウォーカーを、はっきりと認識している。彼女に言わせると、見えるというよりは、感じるのだそうだ。俺は見える範囲の幽ゆう霊れいしか認識していないが、彼女はもっと遠くの幽霊まで、しっかりと把は握あくしている。俺やソリッドとは、ちょっと違ちがうタイプってことだろう。

　俺はマキマキをぜひ『超常現象研究部』に入れたかったのだが、たまもが事情も知らずに、強きよう硬こうに反対した。俺とマキマキが二人でヒソヒソと幽霊について語るのを、なにか勘かん違ちがいしたようだった。……まぁ結局のところ、マキマキ本人に断られてしまったのだが。なんでも家の手伝いが忙しいらしい。

　そんな気になる存在・マキマキが、試験中に倒れた。しばらくして教室に帰ってきたたまもに、俺はマキマキの容よう態だいをたずねた。養よう護ごの教諭の話では、疲労、とのこと。試験中には、よくあることらしい。

「……なによ葉介。すごく心配そうじゃない」

「なんだよ。心配しちゃ、いけないのかよ！」

「葉介は他ほかの女の子のことなんて考えてないで、勉強しなきゃでしょ？　明日あしたの英語、ぜんぜん勉強してないって言ってたじゃない」

　う……痛いところをついてきた。高校に入ってから俺は、色々なことがありすぎて、あまり勉強をしていない。オマケに最近じゃ、幽霊による妨害まである。

「とにかく、マキマキのことは私にまかせてよね！　ほら、帰って勉強！」

　たまもが俺の帰宅をうながすべく、背中を押そうとしてきた。うわっ！　その両手から発せられる呪のろいから逃げるように、俺は教室から飛び出した。

　……しかたない。帰っておとなしく勉強するか。




　学校の玄関を出るところで、ポケットの中からジョニーウォーカーが俺に話しかけてきた。

『おい葉介。今日もスマブラやろうぜ。おれ将しよう棋ぎより、あっちのほうが好きだ』

「……やらんぞ。今日こそ、しっかりと勉強するからな」

『なんでだよー。さては葉介、おれに負けんのが、イヤなんだろう？　いいぜ、わざと負けてやっても。たまにはな』

「……お前はさ、せっかく図書館で本を借りてやったんだから、将しよう棋ぎの棋き譜ふの研究でもしてろよな。そんなんじゃ、いつまでたってもマルタに勝てんぞ」

『いいじゃんかよぅ……。わかったぜ、今日はおれ一人でスマブラの練習するってことにしよう。なぁ、それでいいだろ？』

「だめだぞ」

『なんでだよ？』

「そんなことしたら、俺がまたスマブラをやりたく……って、うわっ！」

　突然俺は空中に持ち上げられ、リムジンの中に放り込まれた。前のめりで、シートにつんのめる俺。

　……見覚えのある車内。サングラスをした神かん無な月づきマリィが、細長いシガレットホルダーでタバコを吸っていた。ドアの閉まる音がして、俺の体を持ち上げた田た丸まるがリムジンの前列に座った。

「やぁ坊ぼうや。今日は色々とわかったことがあって、それを伝えようと思ってねぇ……」

　だったら普ふ通つうに話しかければいいじゃんか。なんだって俺をハムスターみたいに扱うんだよ！　……でもこのヒトたちは怖いので、俺はおとなしく膝ひざのホコリをはらって、シートに着くのだった。

「な、なんのことですか？」

「最近この界かい隈わいで、悪あく霊りようが異常発生してる件だよ。……アタシも、妙だとは思ってたんだ。いくらなんでも、霊れいが強力すぎる」

「原因が、わかったんですか？」

「ああ……」

　マリィのサングラスが、俺に向けられた。

「……霊れい子し対たい流りゆう網もうを通って、大量の霊子がこの上うえ野のに集められている。異常にね」

「霊子対流網？　……はぁ？」

　不ふ機き嫌げんそうな顔をして、マリィはタバコをふかした。

「ったく、面倒くさいねぇ。これだから子供と話すのはイヤなんだよ。……しかたない。順を追って説明してやるよ──」

「マリィの説明によると、自然に霊子が噴ふき出している場所、龍りゆう穴けつとかパワースポットとか呼ばれる地点では、幽ゆう霊れいも人間も活気づくらしい。しばしば龍穴で長く過ごした人間や幽霊が、強力な力を持つことがあるという。」

　──そして古来より人類はその龍穴が集まる龍りゆう脈みやく上に、都市を築いてきたんだよ。繁栄する都市ってのはたいてい、龍脈の上にあるもんなのさ。

「この東とう京きようも例外じゃない。東京の前身・江え戸どの街の基本設計をした天てん海かいは、自然の龍脈はもちろん、四し神じん相そう応おうや鬼き門もん封ふうじ……ありとあらゆる条件を緻ち密みつに計算して、この街を作り上げていった。擬ぎ似じ龍りゆう脈みやくも、そのひとつなのさ」

　ホワット？　擬似龍脈？　……また謎なぞの言葉が。

「擬似龍脈──要するに、人工的に龍脈を敷しいちまおうって技術さ」

「そんなことが……可能なんですか？」

「龍脈ってのは、龍が住むとされる場所だ。簡単に言えば、龍が住みそうな場所を人工的に作っちまえばいい。江え戸どの街は龍の棲すみ処か──つまり河か川せんを、縦じゆう横おうに張りめぐらした都市だった。いまでも江こう東とう地区なんかではその片へん鱗りんがかいま見えるが、江戸の街ってのは、碁ご盤ばんの目めのように運河が通った、巨大な水運都市だったのさ。その運河を通って、人・モノ・金だけでなく、霊れい子しも運ばれていたってワケ」

「で、でも、いまじゃそんな運河なんて、通ってないじゃないですか」

　シガレットホルダーで鮮やかにタバコを輝かがやかせ、マリィはゆっくりと煙けむりを吐き出した。

「そのとおり。明治以降、無能な政治屋たちが龍脈のことなんて考えもせずに、擬似龍脈のほとんどを埋め立てちまった。近代化の名のもとにね──」

　マリィがシガレットホルダーで、俺の顔を指した。

「──しかし昭和になってその擬似龍脈を復活させた、天才がいたのさ。平ひら泉いずみ澄きよしという、戦前の東とう京きよう帝てい国こく大だい学がくの教授だった男だ。彼が設計した新たな擬似龍脈は旧帝国陸軍によって施工され、いまも機能している、東京の巨大な霊子対たい流りゆう網もうとなっているってわけさ」

「へ？　いまの東京に運河とか、そういう擬似龍脈っぽいものは、あんまし見ない気がしますけど……」

　俺の顔を見ながら、マリィが大きくうなずいた。

「……確かに平泉が敷いたものは、龍脈とは言えないかもしれないねぇ。彼の霊子対流網は、龍の棲み処ではなく、蛇へびの棲み処だ。蛇ってのは神話上、しばしば龍と同一視される存在なのさ。平泉が設計したのは龍が棲む河か川せんではなく、巨大な大だい蛇じやが棲む、真っ暗な、洞どう窟くつだったんだ」

　……マリィの言っていることが、まるでわからなかった。俺がハテナ顔でいると、彼女はイライラしながら言い放った。

「まったく、察しの悪い子だねぇ！　要するに……地下鉄のことだよ」










同日同刻　新にい美みたまも




　保健室の扉を開くと、ユリアちゃんが振り返って、天使っぽく微笑ほほえみました。

「あ、たまちゃん。真ま紀きちゃんがね、気づいたんだよ」

　ベッドへ目を向けると、マキマキが静かに、私を見つめ返していました。でもまだ、顔色は悪いみたいです。

「……新にい美みたまもと、西にし井いユリア……」

「そうよ、マキマキ。これからマルタとクレタも来るわよ」

「……わかる。もう少しで、ここにやって来る……」

　あいかわらずマキマキは、不思議なことを言います。そしてさらに不思議なことに、そのマキマキの言うことは、よく当たるのです。女のカンってやつかしら。

　だけどそのカンも、期末試験には役に立たないみたい。無理に徹てつ夜やでもしたのでしょうか、テスト中に倒れるなんて。

「マキマキ、勉強もたいがいにしなさいよ。倒れちゃったら、なんにもなんないじゃない」

　ベッドに寝そべるマキマキは、不思議な瞳ひとみで私を見つめました。

「……勉強じゃないことで、疲れた……」

「はぁ？　勉強じゃないことって、なによ」

「……わたしは、お母さんの代わり。わたしは代わりの、部品……」

　ますます、意味がわかりません。心配そうに、ユリアちゃんがマキマキに話しかけました。

「真紀ちゃんのご両親は、まだベトナムにいるの？　真紀ちゃんを、心配しているんじゃないかしら」

　マキマキはしばらく沈ちん黙もくした後、ゆっくりと、答えました。

「……お母さんは、死んだ。……お父さんは、はじめからいない……」

「ご、ごめんなさい、真紀ちゃん。私ったら……」

　ユリアちゃんは慌あわてて謝あやまって、言葉を続けました。

「でも、私も最近お父さんを亡なくして……でもね真紀ちゃん──」

「知っている……西井ユリアの父親は、死んでいる……でもいつも、西井ユリアのそばにいる……」

　この子は、なにを言っているのでしょうか……。ユリアちゃんと私は、キョトンと顔を見合わせました。ちょうどそのとき、ガラピシャと扉が乱暴に開き……

「よっす！」

　マルタとクレタが保健室に入ってきたのでした。

「マキマキのお兄さんと、連絡とれたわよ。すぐに迎えに来てくれるってさ！」

　さすがマルタです。仕事が早い。……だけどマキマキの顔を見たら、うれしいはずのそのマルタの報告に、なぜか、とても険けわしい表情で、反応していたのでありました。










同日同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




　マリィの話は、にわかには信じられなかった。かつて運河を擬ぎ似じ龍りゆう脈みやくにして江え戸どの街を霊れい子しが対流し、現在の東とう京きようじゃ、地下鉄が、その霊子の対たい流りゆう網もうになっているだって？

　シートでぷかぷかとタバコを吸うマリィに、俺は疑問をぶつけた。

「でも、さっき戦前に陸軍が工事したとか言ってましたけど、東京の地下鉄って、そんな昔からあったんですか？　ほとんどが、戦後に掘られたはずじゃあ……」

「ハッ。お前はそんな表面上の建たて前まえを信じてるのかい？　……そういえば聞いていなかったねぇ、坊ぼうやはいったい、いくつなんだい？」

「えっ？　……いま十五歳で、今年十六になりますけど……」

「だったら知らないかもしれないけどねぇ、いまも坊やが利用している東京地下鉄って組織──東京メトロって呼ばれているのかねぇ──あれは平成十六年（二〇〇四）まで、営団地下鉄って名だったんだよ」

「はぁ……それがなにか、問題でも？」

　営団地下鉄……正式には帝都高速度交通営団って大げさな名の組織は、終戦前に戦時下の国家による統制目的で設立された特殊法人、営団のひとつだったのさ。他にも食糧営団や住宅営団、なんて営団もあったんだけど……戦後になってＧＨＱが解散させちまった。戦争目的の特殊法人だっていってね。

「でも不思議なことにねぇ、なぜか営団地下鉄だけは、残されたのさ。地下鉄なんてのは、戦時下で一番信頼できる軍用路になる。営団の中で、一番戦争目的が濃いのが、営団地下鉄だってのにねぇ」

「……霊子対流網と、なにか関係があったと？」

「営団地下鉄が残された裏でなにがあったのかは、アタシも調べちゃいない。いままでそんな依頼はなかったし、これからもないだろうねぇ。ただ、霊子対流網と切り離はなして考えてみても……たとえば長なが野の県の松まつ代しろにはいまも、戦前に掘られた巨大な地ち下か壕ごうがあるんだ。松代大だい本ほん営えいと呼ばれた、遷せん都とする計画まであった巨大な地下施設がね。……あんなもんを建設した軍が、肝心の東京に、帝都防衛に重要な地下道網を掘ってなかったとでもお前は思うのかい？」

　完全に、頭がこんがらがってきたぞ。東京の地下鉄が、実は巨大な霊子の対流網で、それはすでに戦前に建設されていた？　わけがわからん。……世間の常識と、違ちがいすぎる。

　落ち着け……確かなことは、なんだ？　俺にとって、東京の地下鉄が本当はいつ建設されていようが、どうでもいいことなんじゃないのか？　いまを生きる俺がすべきことは、この神かん無な月づきマリィに、早いとこ借金を返しちまうことなんじゃないのか？

「……と、とにかく、いまこの上うえ野のでは悪あく霊りようが異常発生していて、その原因が地下鉄を通ってやってくる霊れい子しの影えい響きようだってことですよね？」

「そうだ。なぜこんなにも上うえ野のに霊子が集まってるのかは……まだ調査中だけどねぇ」

「まぁまた悪あく霊りようが出ても、俺たちに退治をまかせてくださいよ。……借金も、早いとこ返したいし」

　少し驚おどろいた表情で、マリィがこちらを見た。

「なに、借金!?　……それは、どういうことだい？」

「いやだなぁ。この前俺に渡したじゃないですか、請求書を。……もしかして、忘れちゃってたんですか？」

　とたんにマリィは鬼の形ぎよう相そうとなり、いきなり両手でシガレットホルダーをブチ折った。顔に青筋を立てて、震ふるえている。

「あの……小こ僧ぞうぉっ！」

　マリィの豹ひよう変へんに俺はひどく驚き、たじろいだ。……なんで怒おこったんだ？　こえーよっ！

「あ、いや……坊ぼうやは関係ないんだよ。坊やはいい子だねぇ……本当に、いい子だよう」

　今度は甘い声になり、不自然なまでに柔にゆう和わな表情でマリィが俺を見ていた。……な、なんだってんだよ？　わけがわからん。




　そのとき突然、前の座席にいた田た丸まるが、声をあげた。彼らしからぬ、焦あせりの混じった声こわ色いろだった。

「おい、噓うそだろう……マダム、外を見てくれっ！」

　うん？　外？　……スモークがかかったリムジンの窓から外を眺ながめると、たまもや西にし井いさん、加か納のう姉妹の姿が。そして、マキマキが背の高い男にオンブをされて、みんなでワイワイと下校している光景が見えた。マキマキをおぶった男は長ちよう髪はつで、にこやかな顔つき。もう七月だってのに、黒いロングコートを着ていた。……たまもから話は聞いている。あれが、ホストをしているというマキマキの兄あに貴きだな？

「おわっ、なにを！」

　いきなり俺はマリィに頭を押さえつけられ、無理やり屈かがまされた。シートに寝そべる形となった俺は、俺を押さえつけたマリィに、抗議の視線を送った。……意外なことに、マリィは車のドアに隠かくれるように伏せながら、ガタガタと、ひどく怯おびえていた。大きなサングラスも、不ぶ恰かつ好こうに顔からずれている。

「い、いったいなんなんですか？」

「大きな声を、出すんじゃないよ！」

　マリィが小声で、俺に警けい告こくした。俺の頭を押さえつけた、マリィの手が震ふるえている。

「……どうして、あの男がこんなところにいるんだい？」

「へ？　あの男？」

「黒いコートの男だよ！」

　ああ。マキマキの兄あに貴きのことか。しかしなんだってマリィは、ホストから慌あわてて身を隠かくさなければならないんだ？　……ツケでも、踏ふみ倒しているのだろうか。

　怯おびえた口ぶりで、マリィがゆっくりと、口を開いた。

「……あいつは真ま木き真しん十じゆう郎ろう……凄すご腕うでの、殺し屋だよ」










同日同刻　新にい美みたまも




「よかった……真ま紀きが倒れたって聞いて、本当に心配したんだ」

　保健室で、マキマキのお兄さんが安心したように言いました。あいかわらず、黒いロングコートを着ています。おまけに長ちよう髪はつ。いくらなんでも、暑くないのかしら？　……でも、いっさい汗はかいていない様子です。ベトナムに長くいたから、暑さは慣れっこってことなの？

　ベッドのマキマキが、私の手を摑つかみました。小刻みに、震ふるえています。

「……わたしはまだ、ここにいたい……」

「だめだ、真紀。帰ろう、わがまま言うんじゃない」

　無機質な棒読みで、お兄さんがマキマキに手を伸ばす。それをマキマキは、私を盾たてに避よけるのでした。

「ちょっ、マキマキ？」

　私はマキマキとお兄さんとの間で、板ばさみの状態。私はひどくドギマギしてしまいました。だってホストになんて触さわられたら、浮気になっちゃうもん！

　私はもう必死になって、スウェイやヘッドスリップで、ホストの手を避けてゆきました。

「ストップ！　ストップ、ストップ！」

　突然、マルタがレフェリーっぽい仕し草ぐさで、皆をとめました。

「マキマキは、まだみんなと一緒にいたいんでしょ？　……だったらさ、みんなでマキマキん家ちに、行っちゃえばいいじゃない！」

　さ、さすがマルタ。良い提案です。……私の手を摑むマキマキの震えも、とまっていました。




　おとなしく、マキマキはお兄さんにオンブをされました。黒いお兄さんの背中に、白いアオザイのマキマキが、ちょこんと乗っています。

　校門を過ぎるとき、マキマキがじっとなにかを見つめていました。その視線を追っていくと、黒塗りの大きなリムジンが。窓も真っ黒で、中は見えません。……もしかして、ＮＡＳＡの人とかが学校に来ているのかな？　ああ。さっさとあの天てん王のう寺じ真しん一いちを、宇宙に連れてってくれないかしら。

　てくてくと歩きながら、お兄さんが背中のマキマキに話しかけました。

「真ま紀き……無理して学校に来ることも、ないんだぞ。お前は寺で、じっと体を休めていればいい」

　マキマキがリムジンから、お兄さんの後頭部へ顔を向けました。

「……いやだ。学校へは、いく。……でないと……アレは、やらない……」

「まったく……強情なやつだ。性格まで、母親に似せたくはなかったのだがな」

　なにやら兄きよう妹だいにしかわからない会話が繰りひろげられるなか、私たちはぬらりひょんに似た住職のいるお寺へ向かって、ワイワイと歩いてゆくのでありました。










同日同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




「こ、殺し屋ぁ？　いったいどういう──」

　マリィは慌あわてて、俺の口を手で塞ふさいだ。

「騒さわぐんじゃないよ。……詳しい能力はわからない。だけど、噂うわさじゃ〝水属性〟の能力って話だよ」

「……みず、ぞくせい？」

　イライラした表情で、マリィが自分の頭をかいた。

「ああ、面倒くさいねぇ。霊れい能力ってのには属性ってもんが──」

　そのときいきなり、俺の胸ポケットが騒がしくなった。

『なぁ葉介……おれ、なんだかいま、すげー頭が痛いてぇんだ……。早く、帰ろうぜ』

　ジョニーウォーカーのやつが、元気のない声で俺にうったえかけてきた。いつも軽い調子のこいつが、こんな声を出すのは初めてだ。

「ちょっと黙だまってろよ、いま大事な──」

『いやだ、俺は帰るぞっ！』

「な、なんだい？　その幽ゆう霊れいは!?」

　ゴツン。

　無理やり胸ポケットから飛び出したジョニーウォーカーと、俺は激しく頭をぶつけ合った。それだけでなく、錯さく乱らんしたジョニーウォーカーの霊れい体たいが、俺の頭に入り込んでくる。




　俺の脳を、ジョニーウォーカーの赤と黒の霊れい子しが、通り抜けてゆく。




「おい坊ぼうや、大だい丈じよう夫ぶかい？　坊や！」

　その強烈な映像イメージの中で、俺の意識は完全に飛んでしまい──




　──そして俺は、妙な、夢を見たのだった。










１９４８年　初夏　ジョニーウォーカー




　人間にとって一番大事なのは、要領の良さだと、おれは思うぜ。

　どんな時代だって、要領の悪いやつは、苦労をする。忠ちゆう臣しん蔵ぐらの四し十じゆう七しち士しとか、見事主しゆ君くんの仇あだ討うちは果たしたのかもしんねぇけど、結局切腹だろ？　そんな仇討ちなんて考えねぇでさ、とっとと再仕官したやつらのほうが、ずっと利口だったんじゃないか？　おれはそう思うぜ。

　まぁ要領がいいやつも、要領がいいなりに、苦労はするけどさ。でもその苦労は、報われる苦労なのさ。

　日本が戦争に負けて、すでに三年がたった。戦争中は『鬼き畜ちく米べい英えい！』なんて貼はり紙がみがされていた街角では、いまでは『マ元げん帥すいを大統領に』なんて貼り紙がされている。ガキどもはチョコレートをもらうために、必死になって米兵のジープを追いかけまわしている。なかなかの、要領だ。

　いまおれは、広々とした社長室の、ゆったりとした椅い子すに腰をかけている。

　戦争中、ある種の特務機関で働いていたおれは、いまじゃこの東京・日本橋のビルで、こうして貿易会社を営いとなんでいる。ま、やってることは戦前とあんま変わっていないんだけど……とにかくおれは、要領よくやってるわけだ。

　おかげで今日きようもおれは、銀シャリを食らい、ジョニ黒を飲む。街じゃ食うに困っている連中も大勢いるみたいだが、おれに言わせりゃそいつらは、要領が悪いのさ。切腹なんて、おれはごめんだね。

　この荒れたご時世でだって、おれは買いたいもんを、買えるんだ。見てみろよ、この高性能カメラを。闇やみ市いちなんかじゃないぜ。純正の、ライカだ。おれは社長室の机で、うっとりするほど美しい自慢のカメラのボディを磨きながら、つぶやく。

「……カメラはやっぱり、ライカだな」

　以前はカメラなんかに興味はなかったが、このビルの一階にライカの販売店があって、何度も見ているうちに、欲しくなっちまった。一階が販売店になってるもんだから、このビルはライカビルなんて呼ばれている。そのビルでおれはこうして貿易会社を経営していて、……おれの実のオヤジは、上の階でいつも三み浦うらのオッサンとなにやらヒソヒソと話をしている。えらく高度で、えらく汚れた話ってやつさ。おれは聞かないぜ、そんな話。聞かないほうが、利口だからな。

「こ、こら！　勝手に！」

　事務所のほうが、騒さわがしかった。なんだ？　おれがそちらへ目を向けたとき、バタンと乱暴に、社長室のドアが開いた。ドアを開けたのは……黒いロングコートの、笑顔の男だった。その男の肩かたには、ウチの幹部の柴しば田たが必死にしがみついている。

　黒い男は手しゆ刀とうで簡単に柴田を気絶させ、ズカズカと社長室に入ってきた。

　やれやれ……実はこういうトラブルにも、おれは慣れっこだ。おれは男から見えないように、引き出しの南なん部ぶ十四年式に、手をかけた。

「しかし……あの男の笑顔……軍の資料で、見覚えがあるぞ。たしか、真ま木き真しん十じゆう郎ろう……陸軍の中なか野の学校で怪あやしげな武術をミッチリ仕込まれた、エリート中のエリートだ。ただし、歴史に名前なんて残らない、闇やみのエリート。大陸ではずいぶんとたくさん、連合国側の要人を暗殺したと聞く。あのウソ臭くさい笑顔も、油断を誘うために訓練された笑顔にちがいない。だがあの長ちよう髪はつは、なんだ？　時代遅れの総そう髪はつ……由ゆ井い正しよう雪せつかっつーの！」

　やれやれ……まいったな。あんな殺し屋に、こんな南部十四年式なんかが、役に立つのかね？

　おれは落ち着いた振ふる舞まいで社長机の椅い子すに座っていたが、机の下で拳けん銃じゆうを握にぎっている手には、汗が滲にじんでいた。すばやく社長室の左右を確かく認にんした真木真十郎は、ドアの方向へ振り向いて、声をかけた。

「大佐、安全を確認しました。お入りください」

　完全におれに背中を向ける真木真十郎。

　……へへ、その油断が、命取りだぜ。おれは真木真十郎の背中に南部十四年式の銃口を向けた……と思ったら……なんとおれの手には、拳銃の銃グリ把ツプしか、握られていなかったのだった。

「引き出しを見た。銃じゆう身しんほか拳銃の部品が、バラバラになって散乱していた。ひん曲がっている部品もある。……おいおい。ウソだろう？」

「……上シヤン海ハイ以来、かな？」

　その声の方向を見て、おれは息をのんだ。社長室に入ってきたのはなんと、辻つじ信のぶ政まさ……旧帝国陸軍の、大佐だった。かつて〝作戦の神様〟との異名で呼ばれた、大物の作戦参さん謀ぼうだ。戦争中は強きよう靱じんな行動力で各地を飛び回って戦功を重ねた男であり……良くない噂うわさも、ずいぶん聞いた。

「あ、あんた……生きてたのかよ？」

「ふふふ……タイ国で終戦を迎えたときは、一度は自決を考えた。しかし、思いとどまったのだ。そして三千里にわたる決死の潜行を経て先月、ついにこの祖国に帰ってきた。……厳げんとして立ち、燦さんとして輝かがやく皇こう国こく日本を取り戻もどすためにな」

　変装のつもりなのだろうか。坊ぼう主ず頭の辻は、坊さんの袈け裟さをまとっていた。彼のその姿は、おれに妖よう怪かいのぬらりひょんを思わせた。

「しっかし、これまた……面倒くせぇやつが帰ってきやがった！」

「っかぁ。あんたなぁ……いまの状況が、わかってんのかよ？　あんたは超ちよう弩ど級きゆうバリバリの、戦犯なんだぜ？　年末には東とう條じようさんも処刑されるって、もっぱらの噂うわさだ。……ったく、こんなときに帰ってくるなんてよぅ、殺されに帰ってきたようなもんじゃねぇか」

　おれの言葉に、辻つじはニヤリと笑った。笑いっぱなしで気持ちの悪い真ま木き真しん十じゆう郎ろうは、おとなしく脇わきにひかえている。

「……その戦犯指定なんだがな……貴き様さまに解除してもらいたいのだ。今日は、そのために来た」

「ばっ、ばか言うなって。おれに、そんな力はねぇよ」

「……とぼけるな。貴様にウィロビーとのパイプがあることは、知っている」

　おっと……さすが元・作戦参さん謀ぼうってところか。その辺へんは、お見通しってか。

　ウィロビーってのは、ＧＨＱ参謀第二部のボスであり、実質ＧＨＱを仕切っているといってもいい実力者だ。こないだまでホイットニーやケージスって民政局の連中が幅を利きかせていたんだが、ケージスのやつを失脚させてから、やつらもおとなしくなった。

　……実はおれも、そのケージスを失脚させる工作に一枚かんでいて……まぁおれは、ウィロビーの下した請うけ仕事みたいなことをやってるってわけだ。

　しかし、そのウィロビーとパイプがあるからって、辻みたいな、極限までに香こうばしい戦争犯罪人の戦犯指定をホイホイ解除できるかってぇと……んなわきゃあ、ない。

「おいおい……米軍の情報力を、ナメんなよ。あんたがフィリピンのバターン島で米兵にやった仕打ちの話は、すでに出回ってんだよ。あのマッカーサー元げん帥すいが、あんたを許すわけがないだろうが」

　おれは社長机にほお杖づえをついて、辻を見上げた。そして声を低くして、言葉を続けたのだった。

「それにだ。……噂だぜ？　あくまで噂なんだが……児こ玉だまのやつは、三十万ドル分の鉱物資源をウィロビーに渡わたして、戦犯を逃れた。……あんたにはそういった取引ができる材料が、なんにもないだろう？」

　クククと、辻が声をあげて笑った。

「案ずるな。……これを、貴様に見せてやろう」

　辻は懐ふところからなにかの紙を取り出して、おれの社長机に広げてみせた。……そのデカい紙には、なにやら蜘く蛛もの巣のような、ウネウネとした線が描かれている。不思議なことに、ところどころに東京の地名が記入されているようだった。

「なんだよ、こりゃ？」

「ククク……貴様は初めて見るかもしれんが、帝都の軍用地下道の図面だ。来きたるべき決戦に備え、平ひら泉いずみ澄きよし先生が設計をし、陸軍が極秘に掘くつ削さくしたものだ。関連書類はすべて処分されたので、米軍もこれは知るまい」

　おどろいた。戦前に、こんなものが掘られていたなんてな。だが……

「いやぁ、そりゃすげーけどよぅ。この軍用路が、いったいなんだってんだよ？」

「わからんか？　だから貴き様さまは、小こ者ものなのだ──」

　辻つじはひとつため息を吐つき、声をひそめ、おれに説明をしはじめた。

「──いいか？　この地下道の存在は、一般には秘密にされる。しかし今後日本が復興されていくなかで、帝都に地下鉄道を敷ふ設せつする計画が立てられるのだ。この図面どおりにな。」

「次々に工事が進められ、地下鉄が開通していくわけだが……実際にはこのとおり、すでに地下道は存在する。補強工事くらいしか、する必要がないのだ。……満額計上された建設費用の差額分はいったい、どこへ消えると思う？」

　……こいつは、すげぇ。おれは興こう奮ふんして、ソワソワしてきちまった。誰だれからも忘れられたこの一枚の図面が、莫ばく大だいな金を生み出す、打うち出での小こ槌づちに変わりやがった。

　だが一方でおれは、おかしくなってきちまって、ケタケタと笑い声をあげた。諸しよ行ぎよう無む常じようとはこのことか。あまりに窮きゆうした人間の、あまりの変わりようったら、もう笑うほかない。

「……なにがおかしい」と、辻がおれを睨にらむ。

「だってよぅ。あんたは戦争中、さんざん兵士たちに〝お国のために死ね〟って煽あおってきた人間じゃねぇかよ。それがいまとなっちゃ、自分の戦犯逃れのために、こんな売国行為を提案してくるなんてな。いや、勘かん違ちがいすんなよ。おれは好きだぜ、そういう要領の良さは」

「勘違いしているのは……貴様だ」

　辻はニヤけながら、社長机の脇わきからおれに近づいてきた。辻が目の前に立って、おれを見下ろす。

「誰が、ウィロビーにすべてをくれてやると言った。……ウィロビーに渡す資金は、全体のごく一部だ。図面はこちらにある。チョロまかすのは、簡単なことだろう？」

　そう言って辻は、机にあった羽根ペンを、おれのスーツの右胸のポケットに入れた。

「こちらの資金を、ウィロビーの頭文字をとって仮にＷ資金と呼ぼう。これを、ウィロビーに渡わたす。そして──」

　引き出しに散乱していた南なん部ぶ十四年式の銃じゆう身しんを、辻がおれの左胸のポケットに入れた。

「──ウィロビーに渡さない資金。これをＷ資金の逆という意味で、Ｍ資金と呼ぶ」

「……な、なんに使うんだよ。そのＭ資金ってのをさ」

　ポケットの銃身を、キーンと、辻が指ではじいた。

「決まっているだろう。……日本の再軍備のために、運用するのだ。秘密裏に、な」




　自信に満ちた瞳ひとみで、辻は笑っていた。……やれやれ。本当に面倒くせぇやつに、関かかわっちまったぜ。




　しかしそのときのおれはまだ、若かった。ＧＨＱと日本国民とを手玉にとったその壮大な陰いん謀ぼうに、好奇心と魅み力りよくを感じずには、いられなかったのだった。










現代　07月02日(水)　放課後　和泉いずみ葉よう介すけ




　薄うす暗ぐらい。リムジンのシートに、俺は寝かされていた。

「気づいたかい、坊ぼうや。……ったく、アタシの車に、勝手に幽ゆう霊れいなんか入れるんじゃないよ」

　マリィの声。

　起き上がると、俺に重なるようにして、ジョニーウォーカーのやつが寝かされていた。ジョニーウォーカーの目は開いていて、当とう惑わくした表情で俺を見ていた。

「……ジョニーウォーカー。お前っていったい、何者なんだ？」

『知らねぇ。知らねぇよぅ』

「お前は記憶が、戻もどってきてるんじゃないのか？　なぁ、さっきのアレは、なんだったんだよ？」

『知らねぇ、おれは知らねぇぞっ！』

　焦あせった様子でジョニーウォーカーが叫さけんで、そのままリムジンから逃げ出した。ドアをすり抜ぬけて。スモークガラスの窓の外で、ジョニーウォーカーが空へ飛んでいくのが見えた。

　あいつ、なんだってんだよ……。しかし、さっきの記憶は、ジョニーウォーカーの記憶だよな？　ＧＨＱ？　ウィロビー？　Ｍ資金？　わけがわからん。……だがそんな記憶のなかで一人、見覚えのある人物がいた。

　真ま木き真しん十じゆう郎ろう──マキマキの兄あに貴きと、同じ風ふう貌ぼう……同じ、名前。どういうことだ？　あれは終戦から三年目の、記憶だったんじゃないのか？　……ジョニーウォーカーの記憶では、殺し屋だって、言っていた。さっきマリィも、殺し屋って……。

　ハッと気づいた俺は、俺はマリィに向かって、思いきり叫さけんだ。

「おい！　みんなはどこへ行ったんだ!?」

「は？　なんだい、みんなって」

「たまもと、その友達だよ！　あんただって、知ってんだろ！」

　前の座席で、田た丸まるがぶっきらぼうに口を開いた。

「お前の彼女なら、真木真十郎についていったぜ。ワイワイと楽しそうにしながらな。……まぁせいぜい皆殺しにならんよう、祈るこったな」




「……なん、だってぇ!?」










同日同刻　新にい美みたまも




　カコン。縁えん側がわに面した和室に、鹿しし威おどしの音が響ひびきました。

　お寺に到着して、マキマキは元気が出てきた様子です。私の隣となりに座って、行ぎよう儀ぎよく湯のみ茶ぢや碗わんでフルーツカルピスを飲んでいます。もう一方の隣には、ユリアちゃんが座っています。マキマキと私とユリアちゃん。三人並んでなにをしているのかというと、マルタとぬらりひょんの、将しよう棋ぎの対局を観戦しているのでありました。

「王手、じゃな」

　ぬらりひょんの角が、マルタの王を捉とらえました。……よくわかんないけど、マルタが劣勢のようです。表情を見れば、わかります。

「一分経過……」

　時計係りのクレタが、時間を告げる。マルタは将棋盤ばんを睨にらみつけながら、扇せん子すでトントンと畳たたみを叩たたいています。




　ピリリリリリリ。




　そんなとき、私の携帯がなりました。葉よう介すけからです。

『たまも！　いまどこにいる！』

　いきなり葉介の、がなる声。

「どこって、マキマキん家ちだけど……」

『なんだとぉ？　加か納のう姉妹や……西にし井いさんも、一緒なのか？』

「そうよ。それがどうしたのよ？」

　葉介の声が、一いつ瞬しゆんつまりました。

『……いいか、たまも。落ち着いて聞いてくれ。いますぐみんなを連れて、マキマキの家を出るんだ。いますぐだぞ』

「はぁ？　落ち着くのは、葉介のほうよ。いまマルタと住職の対局を見てるんだから、そんなすぐには帰れないわよ」

『そんなことはどうだっていい！　……マキマキの兄あに貴きは、いまどこにいる？』

　ホストのお兄さんは縁側に腰掛けて、庭のほうを眺ながめていました。私はニヤけながら、葉介に言ってやりました。

「……それってもしかして、ジェラシー？」

『ばっ！　いまそんな話、していないだろう！』

「……あのね、葉よう介すけの気持ちは私、すごくよくわかるんだよ。葉介がそう思ってくれるのは、私もうれしい。でもね、今後の二人の関係を考える上ではやっぱりこういう──」

『プツッ。ツー、ツー、ツー』

　あれ？　切れちゃったようです。私のほうの電波状態は良好だから、きっと葉介のほうね。




　パチン。

「……これで、詰みじゃな」

　対局のほうは、ぬらりひょんが勝利したようです。マルタがくやしそうに、私のほうを睨にらみました。

「対局中は、電源切っときなさいよねっ！　ああっ！　和泉いずみのせいで、負けちゃったじゃないっ！」

「ちょ、葉介は悪くないわよ！　それに、電話の前から不利だったんじゃないの？」

「あのね、たまも。勝負ってのは、一いつ手てでガラリと変わるものなのよ！」

　ぬらりひょんが笑いながら、マルタに話しかけました。

「かっかっか。元気でいいのう。……しかし、お嬢じようちゃん。今日の打ち筋すじには、迷いがあったのう」

　驚おどろいたマルタが、ぬらりひょんのほうに振り返りました。

「わ、わかんの？　そんなのが」

「これでも儂わしは昔、〝作戦の神様〟なんて呼ばれていたことがあってのう。駒こまの動かし方を見れば、たいていのことはわかる」

「すごいじゃない、住職。なんか達人っぽい！」

　マルタが瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせながら、ぬらりひょんを見つめました。

　しかしなんでしょうか。〝作戦の神様〟って……。お坊ぼうさんなんだから、〝作戦の仏様〟でしょ！　……やっぱり変か。仏様じゃ、ぜんぜん強くなさそうです。

「お嬢ちゃん……なにかを悩んでいるのでは、ないか？」

　ウっと、マルタが動どう揺ようした様子を見せました。しかし観念したようにため息を吐つくと、マルタはひどく抽象的に、話をはじめたのでした。

「……私はね、過去の敗戦のショックを払ふつ拭しよくしたいと思っているのに……いつまでたってもそれができないことに、悩んでいるの、かもしれない……」

「かっかっか」

　ぬらりひょんが、甲かん高だかい笑い声をあげました。そして怪あやしい笑みを浮かべて、マルタを見つめます。

「簡単なことだと思うがのう。……過去の敗北を陵りよう駕がする、圧倒的な勝利を遂とげればよい。お嬢じようちゃんにはその力があると、儂わしは感じるぞ」

「わ、わかってんじゃない、住職」

　マルタも怪あやしく微笑ほほえみ返します。……将しよう棋ぎ盤ばんを挟んだ二人は、まるで悪あく代だい官かんと悪徳商人のような、怪しい同調を見せるので、ありました。

「……お爺じい様さま……」

　突然、マキマキがそう呼びかけました。……その呼びかけに反応したのはぬらりひょんではなく、縁えん側がわに座る、ホストのほうでした。

「どうした、真ま紀き」

「……和泉いずみ葉よう介すけが、ここに来る……」

　へ？　いきなり、なにを言い出すのでしょうか。さっきの電話では、葉介はここに来るなんて言ってなかったけど？　……まさか葉介ったら秘密裏にマキマキとメアド交換しているとか？　でも、マキマキは携帯を持っていなかったはず……。

　ホストのお兄さんが縁側から、マキマキのほうへ顔を向けます。

「何者だ？　そいつは」

「……わからない。……でも、すごい力……」

　ニコニコしていたホストの表情が、急に険けわしくなりました。すごく、怖い顔。

「マレビト、か……」

　わけのわからない会話。兄きよう妹だいの言葉を聞いて、ぬらりひょんが立ち上がりました。すごく、優やさしそうな笑顔で。

「さぁお嬢ちゃん方。奥の部屋へ行こう。……もっと面おも白しろいものが、あるんじゃ」







同日同刻　和泉葉介







　俺は走った。

　たまもに聞いた話だと、マキマキん家ちは、学校からほど近いお寺なのだという。しかし周辺は寺てら町まち。上うえ野の桜さくら木ぎから谷や中なかにかけて、そこら中、お寺だらけなのだ。曹そう洞とう宗しゆう、日にち蓮れん宗しゆう、浄じよう土ど宗しゆう……いろんなお寺の表札に囲まれて、俺は途と方ほうにくれた。……くそっ。寺の名前くらい、聞いておけばよかった。

　ポケットからケータイを取り出したとき、後ろから声をかけられた。

「あ、葉介さん！　どうしたの？　こんなところで」

　振り向いた。白い狐きつね、ポーがオスワリをして、首を傾かしげてこちらを見ていた。

「ポーじゃないか！　どうしたんだ？　こんなところで」

「えへへ。前にも言ったでしょ。調査してるんだ。このあたりの霊れい子しの流れが異常ってことでね。こういう探偵みたいなことを任まかされるのって、ぼくはやっぱり優秀な──」

「ちょうどよかった！　ポー。一緒にチーを探してくれないか？」

「……どうしたの？」

　俺はポーに、事情を説明した。

「……うん、わかったよ。チーさんのことを、探せばいいんだね？」

　ポーは鼻をクンカクンカさせて、小さく一周した。

「近いよ！　葉よう介すけさんっ！」

　勢いよく、ポーが走り出した。

　必死になってポーの後をついていくと、ほどなくして平へい泉せん寺じというお寺の門の前にたどり着いたのだった。

「こっちだよっ！」

　躊ちゆう躇ちよなしにポーは門をくぐり、庭のほうへ走っていった。それを追いかけてゆく。庭には錦にしき鯉ごいでもいそうな大きな池があり、鹿しし威おどしにチョロチョロと水が流されていた。

　慌あわてた様子で引き返してきたポーが、俺の足元に隠かくれた。

「どうしたんだよ？　ポー」

「……葉介さん、あのヒト」

　縁えん側がわに目を向けると……漆しつ黒こくの長ちよう髪はつに、漆黒のロングコート……真ま木き真しん十じゆう郎ろうが立っていた。笑顔ではない。その真逆……まさに殺し屋のような、殺さつ気きに満ちた険けわしい表情だった。

「……貴き様さまか、和泉いずみ葉介というのは」

　真木真十郎がしゃべった。俺の名前を、知っている。

「たまもや、皆を返してもらいたい。あんたたちとは、関係はないはずだ」

「……貴様は、どこのマレビトだ？　浅あさ草くさの手の者か？」

「は？　マレビト？　いったいなんの話だ」

「フン、とぼけるなよ」

　真木真十郎が片手を上げると、水しぶきとともに、庭の池から大きな水みず柱ばしらが立った。それは噴ふん水すいのようにすぐに消えるわけではなく、水柱のまま形を保ち、ウネウネと微び妙みように動いている。まるで、大だい蛇じやか龍りゆうのように見えた。……霊子で、操あやつっているということだろうか。こんなのは、見たことがない。

「……葉介さん。あのヒト、強いよ。……すごく」

　怯おびえたように、ポーがつぶやく。……しかし強いとか弱いとか以前に、俺は普ふ通つうの人間だ。もともと戦うとか、そんなことは考えたこともない。俺は真木真十郎に向かって、声を張り上げた。

「俺はあんたたちが何者かは知らない。知りたくもない。ただ、皆を無事に返してほしい、それだけだ！　お願いだ、皆を返してくれ！」

　真ま木き真しん十じゆう郎ろうは、口元だけを少しニヤつかせた。

「これでも、とぼけていられるかな？」

　指二本で、真木真十郎は空中に一いち文もん字じを描いた。それに操作されるように、池の水みず柱ばしらが俺に襲おそいかかる。

「うわぁっ！」

　にゅろにょろと生き物のように、水の大だい蛇じやが俺に飛びついてきて、あっという間に俺の体に巻きついた。不思議なことに制服は濡ぬれないのだが……そんなことより、その水の大蛇がぎゅうぎゅうと俺を締しめつけてくるのが問題だった。

「葉よう介すけさんを、放せ！」

　ポーが大蛇に嚙かみ付いたが、まるで意に介していない。そもそもこの大蛇に、痛覚などかよっていないのだろう。

「ぐがっ！」

　一方で俺の体は、痛覚だらけだ。むしろ俺の体はすべて痛覚でできているのかもしれない、というほどの痛みが、全身に奔はしった。ミシミシと、肋ろつ骨こつが軋きしむ。しかし痛いという以前に、息が、できない……。

「どうした？　能力を見せてみろ、マレビト。……早くしないと、死んでしまうぞ」

　また真木真十郎が、わけのわからないことを言う。……だから、俺は普ふ通つうの人間なんだってばよっ！　俺が鬼き太た郎ろうだったら、とっくに髪かみの毛飛ばしてお前を攻こう撃げきしてるよ！　……だが、このままじゃ、本当に死んじまう、かも。内臓を、吐きそうだ。ポーが懸けん命めいに大蛇に嚙み付いて頑張っているが、効果はなさそうだった。

　ヤバい……。体が熱い……意識が、飛んじまう……。

　そう思ったとき、突然、バシャッと大蛇が水に戻もどった。

　俺はビショ濡れになって、庭に倒れ伏した。

「ゴホッ！　ゴホッ！」

「大だい丈じよう夫ぶっ!?　葉介さん！」

　……助かったのか？　俺は四よつん這ばいのまま、縁えん側がわに立つ真木真十郎を見上げた。……真木真十郎は、驚おどろきの様子で、俺を見ていた。

「貴き様さま……なんだ？　その力は」

　は？　お前が解除したんじゃ、ないのかよ？　……じゃあ、ポーがやったのか？

　みるみるとまた、真木真十郎の表情が険けわしくなっていった。

「貴様は……危険だ」

「ゴホッ、ちょ、待っ……」

　俺の制止も聞かず、真ま木き真しん十じゆう郎ろうがおもむろにロングコートからガラスの小こ瓶びんを数個、庭の石に落とした。パリンと瓶が割れ、黄色っぽい液体が飛び出してきた。

　ヒクヒクと、ポーが鼻を動かす。

「葉よう介すけさん。あれは、油だよ」

　油？　どうして……。そんな俺の思考をおいてけぼりにして、真木真十郎は二本の指を空中で動かし、人形のように油を操あやつった。……冷たい殺意は、俺に向かっている。

　地面を猛もうスピードで這はいながら、蛇へびのように、油が俺に一直線で迫ってくる。

「危ないっ！　葉介さん！」

　ポーが俺に体当たり。飛びかかってきた油を、ギリギリで避よけた。

　尻しりもちをついたまま見上げると、不思議なことに、油は蛇の形のまま空中で静止していた。

　縁えん側がわの真木真十郎は、気のない正せい拳けん突づきのように腕うでを上げ、拳こぶしを握にぎっていた。そして……その拳を、パッと開く。

　すると俺の頭ず上じようの油が、一気に霧きり状じように変化した。……これは、ガス？

　真木真十郎。手には、火のついたジッポライターを持っている。

（……おいおい、ウソだろう？）

　殺意に満ちた目で、真木真十郎がこちらへライターを投げつけた。こちらへ飛んでくる、火のついたライター。……俺にできたのは、頭を抱かかえてその場に伏せることだけだった。




　轟ごう音おん。爆ばく発はつ。




　死を覚悟した。

　が……右手は動く。

　左手も動いた。

　火傷やけどをしている様子もない。俺の傍かたわらで、ピンと尻尾しつぽを立てて真木真十郎を睨にらむポー。

　焦こげ臭くさい。庭の草木はまだ燃えている。しかしポーを中心にして、円状に、炎の被害をまったく受けていないでいる。俺も、その無被害の円の中にいた。そして無被害の円はみるみるその範囲を広げ、庭を焼く炎がみるみる消火されていった。

「チッ……火か狐こか」と真木。

「葉介さんを、殺そうとした。あのヒトは……悪いヒトだね」

　頼もしく、凛り々りしく、四し足そくを踏ふん張ばるポーの姿。どうやら俺は、ポーに助けられたらしい。はは、やるじゃないかっ！　……正直、マスコットくらいにしか思っていなかった。見直したぞっ！　ポーっ！

「さわがしいな、真十郎……」

　唐とう突とつに、奥から老人が現れた。和服姿の老人。その顔を見て、俺は息を飲む。……まるでぬらりひょん。その顔は、ジョニーウォーカーの記憶の中の、登場人物の顔でもあった。ジョニーウォーカーの記憶からは、だいぶ年をとっている様子だったが。

「あ、あんたは……辻つじ大佐、なのか？」

　真ま木きとぬらりひょんが、ギロリとこちらに目を向けた。

「ほう、儂わしの名を知っているとはな。ますます興味深い」

「大佐。あの男は危険です。得え体たいが、知れない」

　真木が、俺のことを「得体が知れない」などと言いやがった。冗談じゃないぞ？　それは、お前だろうがっ！

「お前がそんなことを言うのはめずらしいな、真しん十じゆう郎ろう。それだけの、力ということか」

「……いま、殺しておくべきかと」

　獲え物ものを狙ねらう爬は虫ちゆう類るいのような目で俺を睨にらむ、真木真十郎。縁えん側がわでかわされる怖おそろしい会話を、俺はずぶ濡ぬれのまま聞いていた。ぬらりひょんは笑みを浮かべて、俺を眺ながめていた。

「いや、ここは政治的に行こう。軍人は敵を殺すものじゃが、政治家は味方を増やすものじゃ。……将しよう棋ぎと、一緒よ。かっかっか」

　笑い出す、ぬらりひょん。さらに俺に向かって言葉をかける。

「少年よ、儂らは……そうじゃな……世直しをしようとしておる。まぁ、その濡れた服を着替えて、こちらの部屋で少し話をせんか？　おぬしのその力、この国のために、役立てようではないか」

　温和な表情のぬらりひょん。ポーは警けい戒かいの姿勢を崩くずしていない。

「あんたらがなにを勘かん違ちがいしているかわからんが、俺は普ふ通つうの高校生だ。そこの殺し屋みたいに超能力なんてないし、その世直しとやらにも興味はない。ただ、無事に皆を返してほしいだけだ！」

「……本当に、そうなのかな？」

　吸い込むような瞳ひとみで、ぬらりひょんがじっと俺を見ていた。

「まぁ、勘違いしているのはむしろ、おぬしのほうだろう。べつに儂らはお嬢じようちゃん方をとって食おうなどというつもりはない。無事に真ま紀きを送ってくれた礼をしていただけじゃ。……真紀、皆を連れてきなさい」

　ぬらりひょんは、姿の見えないマキマキに声をかけた。俺に殺意の眼光を向ける真木真十郎。……ほどなくして、奥から女子連中がやってきた。ワイワイと、ずいぶんと楽しそうな様子だった。

　よ、葉よう介すけ？　どうしたのよ、ずぶ濡れじゃない！　和室からたまもが、庭にいる俺を発見して言った。

「大だい丈じよう夫ぶ？　和泉いずみくん」西にし井いさんが心配そうに俺を見る。

　まさか、池に落ちたとか？　ウケるっ！　マルタが笑う。クレタもいる。

　マキマキは騒さわがしい女子たちの横で、少し冷めたような目をして、ただじっと俺を見つめていた。

「葉よう介すけも奥の部屋においでよ。変な備び前ぜん焼やきがね、いっぱいあるんだよっ！　面おも白しろいんだから。……でも、服を乾かわかすのが先か……やだっ！　葉介ったら、なに考えてるのよ！」

　たまもは、勝手に顔を赤くして叫さけんでいた。

「俺のことはいいから、皆で帰るぞっ！　早く！」

「なんであんたが私たちに命令すんのよ、和泉いずみ」不満そうに、マルタがぼやく。

　ぬらりひょんが、かっかと笑った。

「……残念じゃが、お嬢じようちゃん方、儂わしらも実はもう仕事があってのう、今日きようはここまでのようじゃ。また、いつでもおいで」

　マルタは口をとがらせながらも、ぬらりひょんの言葉におとなしく従った。

「ま、仕事じゃしかたないわね。邪じや魔まするわけにもいかないし」

　マルタを先頭にして、皆も縁えん側がわから庭に下りてくる。マキマキだけが、まるで取り残された子供のような寂しげな瞳ひとみをして、俺たちの姿を眺ながめていた。そのすぐ脇わきで真ま木き真しん十じゆう郎ろうは、血が出るような眼光でこちらを睨にらんでいた。

　こんな場所からは、一秒でも早く立ち去りたい。俺は皆を急せかした。背中にあたる真木真十郎の視線が、ひどく恐ろしかった。

　去り際ぎわ、ぬらりひょんが俺に声をかけてきた。

「少年よ。おぬしもまた、いつでも来るがよい。……儂は、待っているからな」

　二度と来るかよ。そう思いながらも、そのぬらりひょんの横にいたマキマキの寂しげな瞳が、妙に俺の心に残ってしまうのであった。







　乾かん燥そう機きの中で、くるくると俺の制服が回転している。




　俺は加か納のう姉妹の家で、濡ぬれた制服を乾かわかしていた。その間裸でいるわけにもいかないので、加納マルタに旅館の浴衣ゆかたを持ってきてもらった。ランドリースペースで、パンツ一いつ丁ちようの姿を見られるのは少し恥ずかしかったが、加納マルタは俺の裸になど微み塵じんも興味がない様子だった。




　なんとか、皆は無事だった。一番無事じゃなかったのは、びしょ濡れになった俺だった。




　妹の加納クレタは、俺たちを放ってさっさと自分の部屋に帰っていった。アニメの時間とのこと。

　西にし井いさんもバレエの練習に行ってしまった。どうやら試験期間中も柔軟やらバーレッスンは欠かせないのだそうだ。

　ポーにはお礼の油あぶら揚あげを渡わたした。加か納のうマルタに厨ちゆう房ぼうから調達してもらったものだ。「いいの？　本当にいいの？」ポーはとてもうれしそうに、油揚げを受け取った。ポーにとって、油揚げはこの世で二番目に好きな食べ物なのだそうだ。それはよかった。ポーは何度も何度もおじぎをして、そして小走りに去っていった。

「なにあんた。浴衣ゆかたも着たことないわけ？」

　乾かん燥そう機きが回る、ランドリースペース。俺が衿えりをどっち前にしようか格かく闘とうしていると、加納マルタがテキパキと俺に浴衣を着せていってくれた。よく外国人観光客なんかに、浴衣の着方を教えているのだそうだ。帯を巻かれるとき、マルタが俺の体を抱くような格好になって少しドキッとしたが、マルタのほうはまったく気にしている様子はなかった。どうやらマルタは俺のことを、マネキンかなんかと同じように思っているようだ。

「一いつ丁ちようあがりぃ！」

　マルタがキュっと帯を締しめて、俺の肩かたを叩たたいた。鏡を見る。浴衣姿の俺。……うむ。我ながら、なかなかサマになっているのではなかろうか。鏡越しに、マルタと目が合った。

「しっかし、和泉いずみ……。あんたって、浴衣すら似合わないのね。絶望的だわ。このスタイリスト殺し」

「なっ！　お前はなぁ、命の恩人に向かって、その言いい草ぐさはないだろう！」

「はぁ？　私が、いつ、どこで、あんたに命を救われたってのよ？　大ボケも、たいがいにしないさいよね」

「お前が気づいていないだけでなぁ、俺はなぁ、ついさっき、お前の命を救ったんだよっ！」

　急に、マルタは真剣な顔つきになった。

「……本気で、言ってんの？」

「あ、いや、その……」

　その〝かわいそうな人〟を見るようなマルタの目つきに、俺は言葉をつまらせるほかなかった。

　神かん無な月づきマリィによると、真ま木き真しん十じゆう郎ろうは凄すご腕うでの殺し屋なのだという。そしてその片へん鱗りんを、真木真十郎は俺に見せつけた。池の水を操あやつり、俺の体を縛しばったのだ。不思議な力だった。俺は殺されかけた……が、死ななかった。真木真十郎が本気なら、俺はあっさりと殺されていたに違ちがいない。

　たまもたちも、あっさりと解放された。もともと真木真十郎たちは、彼女たちをどうこうするつもりはなかったようだ。……とすると、俺が、空から回まわりしていただけってことなのか？

「まったく……救いようのないボンクラね、和泉は。ボンクラのボンクラによるボンクラのためのボンクラだわ。あんたのボンクラさ加か減げんを、新しん宿じゆく駅前で声こわ高だかに演説してやりたいくらいよ」

「なんだよ。そんな言い方ないだろうが。俺だってなぁ、必死にやってんだよっ！」

「ま、あんたの必死さは私も評価するわ……」

　急に加か納のうマルタが満面の笑みを浮かべ、彼女の瞳ひとみは勾まが玉たまのような形に変わった。

「だってさ……ホストに嫉しつ妬として、池に落ちちゃうくらいだもんね」そう言って、マルタはクスクスと笑いだした。

「ばっ、そんなんじゃないぞっ！」

　いきなり、マルタが俺に肩かたを組んできた。有無を言わせぬ力で、ぐいぐいと。俺は少しつんのめって、前かがみでマルタにヘッドロックをされるような格好となった。

「ばかね。見直したって言ってんのよ。あんたも、かわいいトコあんじゃない。そのあんたのために、今日きようは私が特別プレゼントを用意しといたわ。……しっかりと、モノにしなさいよね」

　はぁ？　特別……プレゼント？







　加納マルタが扉を開くと、そこには……見たこともないような、美少女がいた。

「あの……葉よう介すけ。これ、変じゃ、ないかな？」

　旅館の一室にいたのはなんと、浴衣ゆかたを着た、たまもだった。キョロキョロと、自分の裾すそのあたりを見回している。しっとりとした黒くろ髪かみに、落ち着いた色の旅館の浴衣。帯はマルタが特別に用意したものなのだろうか？　かわいらしい朱色の帯を巻いていた。おどおどと少し恥ずかしそうに俺を見るたまも。その傾かしげた首元から少し覗のぞける白いうなじが、なんとも悩ましかった。
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　浴衣ゆかた姿のたまもは、いつもの数倍、かわいく見えた。

　しかし、俺と違ちがってたまもは制服を濡ぬらしてなんていないはず。……いったい、どういうことだ？

「ど、どういうことだよ？　マルタ」

　マルタは部屋の扉の前で妖あやしい笑みを浮かべ、動どう揺ようする俺に耳打ちをしてきた。

「いい？　たまもは極度に純情なんだから、あんたがしっかりとリードしてやんのよ？　わかった？」

「なにぃ？」

「……よく聞きなさい。これはたまもには内緒にしてるんだけどねぇ……奥の襖ふすまを開けると、すでに布ふ団とんが敷しいてあるわ」

「なっ、なんだってぇ……!!　ふ、布団!?」

「……あとはあんた次第。池に落ちたときのことを思い出すのよ。その覚悟があれば……キメられるはずよ」

「あの……。キ、キメるって!?」

　自信に満ちた表情でマルタがニヤリと笑い、俺の胸のあたりをグーで軽く小こ突づいてきた。

「さて……あとは若い二人に、まかせましょうかねぇ」

　そんなわけのわからないことを言って、マルタは旅館の廊下を来た方向に帰っていった。……あの～、マルタ？　マルタ、姉さん？

　呆ぼう然ぜんとマルタが去っていく姿を眺ながめる俺。その俺の浴衣の袖そでが、弱々しく引っ張られた。袖を引っ張るのは、たまもだった。

「あのさ……葉よう介すけ、のど渇かわいてない？　いま、お茶淹いれてあげるからね」

　六ろく畳じよう間まほどの和室。長方形のちゃぶ台で、かいがいしく浴衣姿の美少女がお茶を淹れてくれている。二人きりだ。

　客室は二部屋で構成されているらしい。いま俺たちがいる和室の奥には、襖ふすまで仕切られたもう一つの部屋があった。……その襖で隠かくされた奥の部屋から、俺はどうしようもなく艶なまめかしい雰ふん囲い気きを感じてしまうのであった。

「ど、どう？　葉介……おいしい？」

　たまもが淹れてくれたお茶。味なんかしない。不味まずいわけじゃない。……緊きん張ちようで、味がまったくわからないのだ。

　たまももまた、二人きりで緊張している様子。ほんのり頰ほおを赤らめている。その浴衣姿で上気したたまもの顔が、たまらなく色っぽく見えた。

　心臓の鼓こ動どう。沈ちん黙もくが、部屋を包んでいる。しゃべるべき言葉が、なにも見つからない。たまものシャンプーのいい匂においが、いやに俺の鼻び腔こうを刺激してきた。

　ゴクリ。生なま唾つばを飲み込む音が、たまもに聞こえやしないかと心配した。

　マルタは言った。たまもは純情だから、俺がリードしろと。……しかし、俺だってこんなシチュエーションは初めてだ。なぁ、マルタ。いったいどうすりゃいいんだよ？

「あ、あのね、葉よう介すけ……」

　俺がなさけなくおろおろしている中、沈黙を破ったのは、たまもだった。

「……マルタが言ってたんだけどね。私たちって、もうキスくらいしても、バチは当たんないんだって」

　上うわ目め遣づかいで、俺を見るたまも。

「……本当かな？　本当にバチ、当たんないかな？」

　そのかわいらしいたまもの表情に、俺の中の色んなものが吹っ飛んだ。バチなんて、当たるもんか。俺は今日、ずぶ濡ぬれになりながら皆を殺し屋から救い出したんだ。バチどころか、これは神様からのご褒ほう美び……で、いいんだよな？　チー？

　そりゃあ、たまもは呪のろわれているけどさ。キスをしてしまえば、その瞬しゆん間かんに呪いは散ってしまう。呪いが散ったあと、たまもはチーになっちまうわけだが……いいよな、たまも。なぁ、いいだろ？　たまも。

　吸い込まれるように、俺はたまもに顔を近づけていった。たまもの衿えり元もと。少しはだけて、肌が露ろ出しゆつしている。無防備にもほどがある。心臓が、痛いくらいに鳴っている。……マルタよ。俺に、どうしろと？

『……よく聞きなさい。これはたまもには内緒にしてるんだけどねぇ……奥の襖ふすまを開けると、すでに布ふ団とんが敷しいてあるわ！　布団が敷いてあるわ！　布団が敷いてあるわ！　あるわ！　あるわ！　あるわ……』

　俺はチラリと、その艶なまめかしい襖のほうに目をやった。




　……なんと襖からは、一人の幽ゆう霊れいが、般はん若にやめいた怒いかりの顔を出していた。




　西にし井い弘ひろ樹き氏だった。西井氏はまるで真実の口のように襖から顔だけを出し、地獄の形ぎよう相そうで俺を睨にらんでいる。

「なっ、なんだよ！　出てってくれよっ！」

「よ、葉介？　どうしたのよ、いきなり」

　西井氏は俺を睨みながら、ただゆっくりと首を横に振った。その威圧的な眼光は、ここでたまもに口づけをした後の阿あ鼻び叫きよう喚かんを想像させるに、十分すぎるほどの迫力だった。西井氏は、強力な幽ゆう霊れいだ。俺がなんとかできるレベルの力じゃない。

『和泉いずみくん。君の貧ひん乳にゆう好みは、私が責任をもって治ち療りようしてやろう。だから、な？　いますぐその貧乳から、距きよ離りをとるんだ』

　そのまま西にし井い氏は襖ふすまから抜ぬけ出し、自分で座ざ布ぶ団とんを敷しいてちゃぶ台の席に着いた。ひじをついて、俺を睨にらみながら右手首をくるくると回している。ツァーリ・ボンバの恐怖が、俺の背骨を奔はしる。

「……す、すまんたまも。キ、キスはできそうにない、かもしれない……」

「えっ。どうして？　……もしかして私のこと、嫌きらいになっちゃった？」

　とたんにたまもは泣きそうな顔になり、消え入るような声で俺に質問をしてきた。

「そうじゃない。そうじゃないんだが……いま、お前にキスなんかしたら、確実にバチが当たっちまう。いや、むしろキスをする前に、強烈なバチが当たっちまうんだ」

　俺は涙目になりながら、たまもにそう言った。

「へ？　バチ？」

　ハテナ顔のたまも。闘とう気きを帯びた西井氏。もしここにジョニーウォーカーがいれば、あの恐ろしい形ぎよう相そうの西井氏を追っ払えたのだろうか？

　しかしそれはそれで、ジョニーウォーカーに俺とたまものキスをじろじろと見られるということでもある。やつならきっと、そうするに違ちがいない。

　……強くなりたい。少なくとも幽霊を追おっ払ぱらえるくらい。たまもの目の前で涙を流しながら、俺は激しく強烈にどうしようもなく、そう思ったのだった。
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07月05日(土)　和泉いずみ葉よう介すけ



　期末試験は、無事に終わった。

　そりゃ、点数的に無事だったかどうかはわからない。しかしとにかく、五体満足に高校生活を送れている。

　ここんとこ、色んなことがありすぎたのだ。莫ばく大だいな借金を背負い、悪あく霊りようを退治し、強力な幽ゆう霊れいにとり憑つかれ、殺し屋に殺されかけた。真ま面じ目めな話、何回か死んでいたっておかしくない生活だったのだ。おまけにキスのチャンスまで失った。この際テストの点数なんて些さ末まつな問題……だと思うのだが……そのことは、なかなか世間では理解されにくいのだった。

「決定力不足」

　学校で加か納のうマルタは、俺にそう言い捨てた。蔑さげすみの表情だった。彼女が言う決定力不足とはテストの点数のことではなく、たまもとの関係のことであった。慌あわてて俺は、マルタに弁明した。俺のせいじゃない、と。それがますます、彼女の癇かんに障さわったようだった。

「いい？　和泉。未熟な人間ってのは、いついかなる場合でも、責任を他人に押し付けるものなの。常に自分が被害者じゃないと、気がすまないのよ。いつでも被害者面づらをして他者攻こう撃げきしかしない。だから成長しない。だからいつまでたっても未熟。それがつまり和泉葉介……あんたなのよっ！」

　そんなこと言ったってさぁ、お前には、幽霊が見えていないんだろうがよっ！　……と俺は強く強く思っていたが、口には出さなかった。幽霊なんていない。それが、世間の常識だからだ。

　こんなとき、ジョニーウォーカーのやつがいれば、俺を少しは慰なぐさめてくれただろうか？『へへへ。幽霊はいるよなぁ、葉介』とか言って。

　俺は家のベッドに寝転がって、天てん井じようを眺ながめた。

　あれからジョニーウォーカーのやつは、俺のポケットに帰ってきていない。いたらいたで非常にうざったいのだが、いないのはそれで少し寂しい気がする。俺は家の真っ黒なテレビ画面を見て思う。期末試験は終わった。いまならスマブラだって、一緒にやったっていいのに……まったく。

　ジョニーウォーカーの記憶は、戻もどったのだろうか？　あいつはいったい、何者だったのか。俺があいつと重なって見た、断片的な記憶。ただの調子のいい幽霊だと思っていたあいつは、どうやら過去に辻大佐や真ま木き真しん十じゆう郎ろうと接点を持っていたようだった。

　もっと謎なぞなのは、辻大佐や真木真十郎だ。たまもの話によると、辻大佐は、世界平和のために活動している、神様みたいなお坊ぼうさんなのだという。軍人と殺し屋が、世界平和だって？　俺は真木真十郎に、殺されかけたんだぞ？

　マキマキは何事もなかったように、倒れた翌日からも普ふ通つうに学校へ来ていた。いつもどおり、ひどく無口ではあったが、心なしか、俺を避けているように思えた。……マキマキにもまた、真ま木き真しん十じゆう郎ろうのような恐ろしい力が、あるのだろうか？

　あれこれモヤモヤと考えながら、俺は自分の部屋の天てん井じようを眺ながめていた。

　いきなりその天井から、一人の幽ゆう霊れいがぬっと顔を出した。

「うわっ！」

　顔を出したのは、ジョニーウォーカーだった。

「……お前かよ、脅おどかすなって」

　スルリと天井をすり抜ぬけて、ジョニーウォーカーが部屋に下りてきた。奇妙な姿勢のまま、フワフワと部屋に浮かんでいる。

『……久しぶりだな、葉よう介すけ。わりぃんだが、お前にちょっと来てほしい。気になる場所が、あるんだよ』

　いつもは軽けい薄はくなジョニーウォーカーの表情が、ものすごく真剣だった。




　ジョニーウォーカーが俺を連れてったのは、旧岩いわ崎さき邸てい庭園だった。邸宅へ続く砂じや利りの登り坂を上がる。

「お前ってさ、もしかして……旧財ざい閥ばつの一族とかだったりすんのか？」

『……そんなんじゃ、ねぇと思う』

　洋館に入ったところで、ジョニーウォーカーは俺と向かい合った。いつもの軽薄さはない。真剣な表情だった。

『ここには、なにかある。……だが、おれ一人じゃ、どうにもダメだ。思い出せねぇんだ。葉介に、手伝ってほしい』

「……また、頭をゴッツンコすんのか？」

『たぶん、そうだ』

　数日前、偶然ジョニーウォーカーと俺が頭をぶつけたとき、彼の失われた記憶が、よみがえった。同じことをすれば、もしかしたらまた記憶が回復するかもしれない。回復しないかもしれない。が、やってみる価値はある。

　こんな男の幽霊と、キスをするような格好になるのは俺も躊ちゆう躇ちよしたが、今回は好奇心が勝まさった。……ジョニーウォーカーが、何者なのか。

　俺はゆっくりと、彼の額ひたいに、自分の額を重ねたのだった。










１９４９年　７月５日　夜　ジョニーウォーカー




　暗くら闇やみを裂くように、黒塗りのアメ車しやが日に本ほん橋ばしから上うえ野のへと疾しつ走そうしていた。

　四一年型のビュイック。高級車のはずだが、乗り心地ごこちは悪かった。無理もない。肝かん心じんの運転手が、軍人だからだ。

　運転するのは、ビクター松まつ井い准じゆ尉んい。日系アメリカ人とのこと。

　がさつだねぇ……。後部座席にお客を乗せている、なんて微み塵じんも考えていない、荒っぽい運転だった。そしてさらに、おれの乗り心地を悪くさせたのは、横に座る辻つじ信のぶ政まさの存在だ。相変わらず和服を着て、坊ぼう主ずのつもりでいやがる。胡う散さんくせぇったら、ありゃしない。

　黒塗りのビュイックは、砂利の登り坂を上がってゆく。その頂いただきには以前、三みつ菱びし財ざい閥ばつの岩いわ崎さき家の邸宅があったのだが、いまはＧＨＱが使っていて、「本ほん郷ごうハウス」なんて名で呼ばれていた。

　おれの耳には、いろんな情報が入ってくる。今日ここに連れてこられた原因も、だいたい察しはついていた。……たぶん辻がまた、めんどくせぇことを、しやがった。

　急ブレーキで、旧岩崎邸の前にビュイックが停とまった。車から降りて、洋館の玄関を開ける。驚おどろいた。なんと一同が、玄関ホールに突っ立っていたのだった。どうやら、おれの出迎えではないらしい。

　おれと辻を先導したビクター松井准尉が右側に侍はべり、左側ではエプソン大おお西にし中尉がひかえ、そして中央で仁に王おうのように立つ、キャノン中佐が顔を上げておれに微笑ほほえみかけてきた。

〝おうっ！　来たかヤイタ。待ってたぞ！〟

　キャノンはガダルカナルで名をはせた軍人だ。豪ごう放ほう磊らい落らくな性格の白人で、おれとよく気が合った。いいやつだ。以前、日本橋にあるおれの会社が愚ぐ連れん隊たいに襲おそわれたとき、この本郷ハウスから日本橋まで、五分で助けに来てくれた。まるで、カウボーイみたいだったぜ。

〝よう、キャノン。突然迎えが来たんで、ビックリしたぜ〟おれは片手を上げてキャノンに軽く挨あい拶さつをした。〝察するに用件は……そこの、死体かな？〟

　三人のアメリカ軍人の真ん中に、一体の死体がうつ伏せになっていた。このご時世、死人なんて珍しくはないのだが……問題は、この死人が誰だれであるか、だ。

　おれはうつ伏せの死体を、どっこいしょと仰あお向むけにしてやった。……予想どおり、死人の顔は下しも山やま定さだ則のり──日本国有鉄道総裁、その人であった。うわっ。死体に触れたおれの手には、なぜか油がべっとりと付着していた。奇妙なことに下山総裁の死体は、油まみれだったのだ。

　キャノンが頭を抱かかえて、おれにぼやく。

〝俺はウィロビーから、シモヤマを脅おどせと言われただけだ。殺せ、なんて命令は受けちゃいないんだぜ？　どうすんだよ、ヤイタ。〟

　どうすんだよ、ってなんでおれに聞くんだよ。お前の仕事だろうが〟

　慌あわてておれはツッコんだ。

〝ヤイタ。お前が俺に紹しよう介かいしたあのマキがな、勝手にシモヤマを殺しやがったんだぞ？　お前の責任だ〟

　真ま木き真しん十じゆう郎ろうが、奥の暗くら闇やみで、壁を背に腕うでを組んでいた。いつものうそ臭くさい笑顔を、おれに向けている。七月だってのに、黒いロングコートを着て。

　キャノンの話によると、こういうことだった──辻つじが進めていた地下鉄敷ふ設せつ工事に付随する闇資金のカラクリに、下しも山やま総裁が感づいたのだとのこと。

　下山総裁は国鉄職員のリストラを迫られていた。どうやら彼は、営団地下鉄を国鉄に吸収することで、リストラを最小限に抑える道を模索していたようだ。……そして不運にも、触れてはいけない秘密に、たどり着いちまったってわけだ。……まぁ国鉄も営団地下鉄も、同じ政府系の鉄道会社。もともと地上だ地下だって、別々に扱ってるのが不自然だったんだ。合併を模索する経営努力のほうが、ずいぶんと自然といえる。だがその経営者としての優秀さが、皮肉にも自分の命を縮めちまった。おお、くわばら、くわばら。

　しっかし……確かに真木真十郎をキャノンに紹しよう介かいしたのはおれだが、だからって真木のしたことをおれの責任にされちゃあ、たまらない。お前が雇ったんだから、お前の責任だろうがよ、キャノン。……だがそんなことよりも、おれには一つの疑念が湧わいた。──真木真十郎は故意に、下山総裁を殺したのではないかと。

　突然、辻のやつが笑いはじめた。

「……好都合ではないか、どのみち殺すしかなかったろうに」

　辻の笑顔を見て、とたんにキャノンのこめかみに青筋が奔はしった。

〝てめぇ！　俺をナメてるだろうっ！〟

　すばやくキャノンのホルダーから抜かれたＭ１９１１Ａ１が、辻に向けられた。通称コルト・ガバメントと呼ばれる自動式拳けん銃じゆうで、キャノンのものは、コルト社の純正品だった。

〝よせっ！　キャノン！〟

　おれは止めた。が、直情型のキャノンは躊ちゆう躇ちよなく当たり前のように引ひき鉄がねをひいた……と思ったら、弾丸は出なかった。

〝クソッ！　ジャムか！〟

　キャノンは拳銃を床に投げつけた。その背後の壁かべ際ぎわでは、真木真十郎が不気味に二本の指をこちらへ向けていた。やつが、止めたってのか？　……いやだねぇ、非常識な連中は。

「そう怒るな、キャノン中佐。下山が死んだことは、我々にとって非常に良い結果をもたらすのだ」

　湯ゆ気げの立つ勢いで顔を赤くするキャノンに対し、平然と辻は言葉を続けた。

　残念ながら我が国にも、共産主義に染まるバカ者どもが、あとを絶たない。昨今は、特に増えておる。あれが侵略の先兵たる思想に過ぎんとも気づかずにな。

「大陸の蔣しよう介かい石せきは、毛もう沢たく東とうに敗れた。いま手をうたねば、この日本も赤く染まるぞ。それは貴国も、望んではいないことだろう」

　不気味な微笑ほほえみを、辻つじはキャノンに向けた。

「……この下しも山やまはたぶん、共産主義者に殺されたのではないかな？　儂わしは、そう思うぞ」

　キャノンは苦々しい顔をしながら、ビクター松まつ井いの通訳を聞いていた。

〝この下山の死体を、ニューディーラーどものしわざにしろっていうのか？〟

〝共産主義者コミュニストだよ、キャノン〟とおれのツッコミ。

〝ふん。いっしょだぜ、ヤイタ〟

　しばらくキャノンは、らしくない神しん妙みような顔つきで思案をしていた。やがて〝来い〟と乱暴に言って、辻とおれを奥の応接間へ連れていった。入っていいのは、辻とおれだけ、とのことだった。

　豪華な調度の応接間。おれはここに何度も来たことがあるが、意外なことに、先客が一人いた。

　度の強そうな円まるい眼鏡めがねをかけた、白人。初めて見るやつだった。ガリガリに瘦やせた上半身に趣味の悪いサスペンダーがかけられて、ズボンを吊つっている。彼はテーブルで、カチャカチャと夢中になってタイプライターを打っていた。

〝おい、カーン！〟

　キャノンが呼びかけたが、まるで気づかずに男はカチャカチャとタイプライターを打っている。

〝カーンッ！〟

　怒ど鳴なるような二度目の呼びかけで、やっとタイプがとまった。

〝なんだ、キャノンか……どうかしたのか？〟

「やたら態度がでかいこの男。差し出された名刺によると、名前はハリー・カーン。ウィークリーニューズという雑誌の、外信部長とのこと。……いったいなんだって、一介の雑誌記者が、こんな──高度に政治的な──場所にいやがんだよ？」

　キャノンは椅い子すに座ったままのカーンに、耳打ちをした。どうやら先ほどまでの経緯を説明しているらしい。しかしキャノンみたいにマッチョな軍人が、ヒョロヒョロの雑誌記者に耳打ちするその光景が、おれにはひどく滑こつ稽けいに見えた。

　カーンはうんうんと肯うなずき、両手で胸のあたりのサスペンダーを、ベチンとやった。恍こう惚こつとした表情。……気持ちの悪いクセだぜ。

　なるほど。面おも白しろいじゃないか、キャノン。犯人はコミュニスト。そのセンで行こう〟

〝でもよう、カーン──〟

〝私のクライアントたちも、それを喜ぶだろう〟

　ハリー・カーンと名乗る男の言葉に、キャノンは黙だまって肯うなずいた。……おいおい。ウソだろう、キャノン。どうして軍人のお前が、雑誌記者なんかの言うことを素直に聞いているんだよ？　……ったく、アメリカって国は、一見単純なようでいて、ひどく複雑みたいだぜ。

〝しかしミスターツジ──〟カーンの眼鏡めがねが、辻つじの坊ぼう主ず頭あたまに向いた。〝──まったく君は、第三次世界大戦でもプロデュースしかねない男だな〟

　その言葉をおれは、辻に訳しはしなかった。カーンが辻を誉ほめているのか貶けなしているのか、よくわからなかったからな。……まぁもろもろ、いらぬことをしないのが、油まみれになって死なないコツさ。




　本ほん郷ごうハウスから帰るとき、おれたちを送りに出てきたキャノンがビュイックのトランクを開けた。中にはなんと、下しも山やま総裁の死体が入っていた。気味悪く白目を剝むいている。

　じゃあ、あとは頼むぞ、ヤイタ〟

〝おい、頼むぞってなんだよ。これ、おれがやんのか？〟

　ツジもマキも、お前が連れてきたんだぜ？〝お前が処理すんのが、当然だろう〟

　キャノンのやつは、邪じや気きのない満面の笑みで、俺を見ていた。




　やれやれ……まったくもって、やれやれだぜ。

　しかし、この案件に片足を突っ込んじまった以上、やらないわけにはいくまい。片足どころか、首までどっぷり浸つかっちまってるのかもしれない。

　ったく、デキる男ってのはつらいぜ。色んなところから、面倒なことを頼まれちまう。

　……ま、うまいことやってやるさ。なんたって、おれの名は、矢や板いた玄くろ人と。日本の黒い霧きりの中に、生きる男だからな。










07月07日(月)　和泉いずみ葉よう介すけ




　一学期の期末試験も終わり、夏休み前の、フワフワした授業が始まった。

　俺の頭も、フワフワしていた。ここんとこ、本当に、いろんなことがありすぎた。教師の視線に痛みを感じながら、フワフワした点数の答案を受け取った。

　前田まえだの答案は、俺よりもずっとフワフワしていた。いまにも空に浮き出しそうな点数だ。ヘリウムよりも、軽いかもしれない。底抜けに明るく俺に話しかける、前田の笑顔が遠かった。

　休み時間。一人になりたかった。一階のロビースペースの椅い子すに座り、フワフワした気持ちを静めようとした。辻大佐、真ま木き真しん十じゆう郎ろう、キャノン中佐、それに下山総裁……いろんな映像が脳裏に浮かんだ。よけいに、心がフワフワした。

　ふと、俺の目の前を横切る、フワフワした足どりの女子が見えた。マキマキだった。フワフワしたマキマキはフラフラになり、やがて、パタリと倒れた。一いつ瞬しゆんにして、俺のフワフワは着陸をした。

「お、おい、マキマキっ！　どうしたんだよ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「……和泉いずみ、葉よう介すけ……？」




　養よう護ごの教きよう諭ゆは、詳しく検査することを勧めた。

「……必要ない。疲れている、だけ……」

　なぜ疲れているのかという質問に、マキマキは首を振るだけだった。

　保健室のベッド。マキマキの華きや奢しやな体が横たわる。助手のつもりなのか、モンペ姿のお婆ばあさんの幽ゆう霊れいは、養護の教諭を手伝っているようだった。あのお婆さんは、戦争中に亡なくなったのだろうか？

　マキマキはベッドで顔を横にして、丸まる椅い子すに座る俺をじっと見つめていた。少し勇気を出して、俺はマキマキにたずねてみた。

「……なぁマキマキ。お前は俺になにか、話したいことが、あるんじゃないのか？」

　珍しく、マキマキは少し恥ずかしそうな表情を見せた。そしてゆっくりと、口を開いた。

「……和泉葉介がくれた、おいしい飲み物を飲みたい……」

　なんのことか一いつ瞬しゆん、俺にはわからなかった。……ああ、フルーツカルピスのことか。

　俺は少し拍ひよう子し抜ぬけして、笑ってマキマキに言ってやった。

「お前はかわいいやつだな。待ってろ、すぐに買ってきてやる」

　ベッドにちょこんと座り、両手でフルーツカルピスのペットボトルを持つマキマキ。哺ほ乳にゆう瓶びんみたいにして、一いつ生しよう懸けん命めい飲んでいる。あいかわらず飲むスピードは、ひどく遅かった。

　三分の一まで飲んだところで、ひと息ついた。無表情なマキマキであったが、うれしそうなのがなんとなくわかった。

「なぁマキマキ……」

　俺は、聞かずにはいられなかった。

「辻つじ大佐や真ま木き真しん十じゆう郎ろうや……お前らはもしかして、なにかとんでもないことをやろうとしているんじゃないのか？　……お前がたまにぶっ倒れるのは、それが原因なんじゃ、ないのか？」

　みるみる彼女の表情から、色が消えていった。色あせた黒い瞳ひとみが、まっすぐ俺に向いている。

「……わたしは、和泉葉介とは、違ちがう……」

「どういうことだ？　超能力みたいなやつのことか？」

　マキマキはしばらく沈ちん黙もくし……やがてゆっくりと、しゃべりはじめた。

「……わたしはお母さんと、同じ顔。同じ能力……同じ、遺伝子……」痛みを吐き出すように、マキマキが言葉を続けた。「……わたしは、お母さんの代わり。その目的で、造られた……」

　俺にはマキマキの言葉が、理解できなかった。理解したくなかった、だけなのかもしれない。

「真木真十郎は、お前の……？」

　マキマキの眉み間けんが、こわばった。

「……あのヒトは嫌きらい。お母さんを、殺したから……」

「こ、殺した？」

「……わたしがお母さんの代わりになってから、私は怖い夢を見るようになった……私を殺しに来る、電でん気き羊ひつじの、夢……怨うらみに狂った、凶暴な羊……」

　フルーツカルピスを握にぎり締しめ、怯おびえるマキマキ。マキマキの話には不ふ明めい瞭りような点も多かったが、それを彼女にあれこれ確かめることは、俺にはできなかった。痛々しい表情の、マキマキ。

　これ以上、マキマキを苦しめてはいけない気がしたのだ。

　そのまましばらく、俺たちは黙だまっていた。マキマキの背後のカーテンが、そよそよと揺ゆれていた。

「……お前らがなにをしようとしているのかはわからない。だけどマキマキ、お前はさ……お前自身はもしかして、もっと普ふ通つうに暮らしたいんじゃないのか？　本当はさ、もっと普通に、平凡に、生きたいんじゃないのか？」

　黙ってマキマキは、行ぎよう儀ぎの良い姿勢でまっすぐに俺のことを見つめていた。夏を感じさせる強い風が、カーテンを大きく揺ゆらした。マキマキの黒くろ髪かみが風にそよぐ。白いアオザイが外の光を浴びて、キラキラと光った。気のせいかもしれないが、マキマキがほんの少しだけ、微笑ほほえんだ気がした。

「……たまもが羨うらやましい。あなたに、愛されていて……」

　俺にはマキマキが、ひどく悲しげな表情をしているように見えてならなかった。




　突然ガラピシャと保健室の扉が乱暴に開く音がして、外があわただしくなった。シャーッと寝台を囲うカーテンが開かれると……顔を真まっ赤かにした、たまもの姿が現れた。

「葉よう介すけっ！　こんなトコで、いったいなにしてんのよ！」たまもが怒ど鳴なり散らす。「……まさかマキマキに、エッチなこととか、してたんじゃないでしょうねっ！」

　ふっ。おめでたいやつだ。俺は余裕の笑みを浮かべ、言ってやった。

「なぁマキマキ。さっきの言葉、たまもに言ってやれ」

　俺とたまもが、ベッドに座るマキマキに顔を向けた。マキマキは少し首を傾かしげたあと、ゆっくりと口を開いた。

「……和泉いずみ葉介が、わたしのことをかわいいと言った……」

「「なっ！」」

　俺とたまもは、同時に驚おどろき息をつまらせた。
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「なんですってぇ!?　どういうことよ、葉介っ！」

「ちょっ、待て……マキマキ!?」

　俺の弁明より先に、たまもの肝臓レバー打ちが俺に突き刺さった。悶もん絶ぜつする俺。シャーシャーと音を立てて怒おこるたまもの連打をあびている一いつ瞬しゆん、マキマキの顔が見えた。楽しそうに、笑っていた。

　マキマキって、あんな顔で笑うんだ。たまもの鉄てつ拳けんに耐えながら俺は、そんなことを思っていた。




　保健室のベッドで寝ていると、加か納のうマルタが蔑さげすみの目で、俺を見下ろしてきた。

「和泉……。私はあんたを誤解していたみたいね。オクテだと思っていたあんたが、まさかそこまで浮うわ気き性しようだったなんてねぇ……」

「おまっ、それは誤解だぞっ！」

　加納マルタの顔。侮ぶ蔑べつを通り越し、哀あわれんだような表情だった。

「ちょっ、誤解だからなっ！」

　隣となりのベッドのマキマキを連れて、そそくさと加納マルタは保健室を出ていった。一秒でも早く、汚いものから離はなれたいかのように。……ったく。なんだってんだよ。

　すでに、放課後だった。打撲の痛みは残っていたが、歩けないほどじゃない。俺は保健室のベッドから這はい出て、両手で階段の手すりをつたいながら、天てん文もん台だいへと向かった。

　涙目になりながらも、やっと屋上に到着。天文台の扉を開けた。口をとがらし憮ぶ然ぜんとした表情のたまもが、会議机にアゴをのせていた。入るなり、俺はたまもに言った。

「いいか、たまも。マキマキの件は、お前の勘かん違ちがいだ。俺はなんにもしていないぞ」

「……信じらんない」

「本当なんだって」

　たまもが姿勢を正して、俺のことを見つめてきた。

「じゃあ、証明して」

「……証明って、なんだよ」

　少し恥ずかしそうにしてから、早口でたまもが言った。

「……私に……キ、キスしてくれたら、信じてあげる」

　なっ！

　俺の返事も聞かずに、たまもが目を閉じた。

　気持ち上を向くたまも。頰ほおを赤く染めながら、ちょっと口をとがらせている。……そ、そりゃあ俺たちは付き合ってるんだし、キスしたって問題ないわけだし、それでたまもの誤解を解けるわけだし……。

　ここに、西にし井い氏がいる気配はなかった。

　……邪じや魔ま者ものはいないわけだし、そりゃ少し殺せつ生しよう石せきは食らうかもしれないけど、それで肝臓レバー打ちを防げるならいいわけだし、たまもの唇くちびるはすごくやわらかそうだし、なんたって俺自身がキスしてみたいし……。

　やばい、ドキドキしてきた。俺は少し口をとがらせた。すごく、たまもの顔が近い。俺が目を閉じようとした、そのとき……




　バシャ。




　たまもの顔に、赤黒い液体が浴びせられた。驚おどろいて振り向くと、天てん王のう寺じ。刺すような目で、コルト・ガバメントの形の水みず鉄でつ砲ぽうを持っている。……そういえば今日の午前中、俺の血液を調べたいと採血させられていた。

　恥ずかしくなって、俺の顔が限界まで紅こう潮ちようした。

「天王寺、お前いま、見てたのかよ？」

「……部室は、君たちが乳ちち繰くり合う場所ではない」

　俺の当とう惑わくをよそに、たまもの体はまぶしく光りだしたのだった。




「絶対に、許しまへんえっ！」

　俺はタックルのような姿勢で、チーが天王寺に飛びかかるのを制していた。マジで、天王寺のことを殺しかねない剣けん幕まくだった。

「チーっ！　とりあえず、とりあえず許してくれっ！」

「なんや葉よう介すけはんっ！　葉介はんは、天てん王のう寺じさんの味方なんどすか？」

「敵とか味方とかじゃなくて、とにかく落ち着いてくれっ！」

　俺が必死にチーを制止するなか、天王寺のやつはまるで他人ひと事ごとみたいに、冷静に自分の眼鏡めがねの位置を直していた。

「葉介はんも、葉介はんやっ！　ウチという妻をもちながら、なんで他の女にいい顔しはりますの？　浮うわ気き性しようにも、ほどがあります！」

　おっと、矛ほこ先さきが俺に向いてきた。

「チー、だからさ、マキマキの件は誤解なんだって」

「マキマキのことや、ありまへん！」

　チーが動きを止めて、じっと俺を見つめてきた。

「……ユリアさんに、なんか優やさしぃこと、しはりましたな？　……葉介はんは、もうユリアさんとは仲良うせんと、ウチと約束したはずどすえっ！」

　うっ……カ、カーネルサンダースの件か？　……これまたずいぶんと以前のことを。

「あ、あれは……仲良くとかそういうんじゃなくってだな……」

「ユリアさんのほうは、そう思うてまへんえ！　あの性しよう悪わる女おんなはますます葉介はんのことを…………まぁええどす。とにかく葉介はんは、あの牛うし女おんなには、絶対に近づかんことっ！　ええどすなっ！」

「いや……でも……」

「いや？　でも？　まっ！　葉介はんは、あの性悪女にだまされと──」




『緊きん急きゆう情報。緊急情報。シンイチ、シンイチ』




　突然、モンジュが騒さわぎだした。天王寺のＰＣの上で、小さな仏像がくるくると回っている。俺とチーは、その様子をポカンと見ていた。

「どうした？　文もん殊じゆ」天王寺が冷静に、モンジュにたずねる。

『警けい視し庁ちようの特殊部隊に、非公式の出動命令。目標は、超国家主義者の国際テロリスト・辻つじ信のぶ政まさおよび真ま木き真しん十じゆう郎ろう。拘こう束そくは考こう慮りよせず、直ただちに射殺せよとのこと』

「なんだって？　警察が、ぬらりひょんを殺そうとしてるってことかよ」

　俺は驚おどろいて、天王寺の顔を見た。

「……そういうことらしい」

「えらいこっちゃ……」チーが急に、あたふたしだした。「マルタはんが、マキマキのことを送ってはります……っ！」










同日同刻　加か納のうマルタ




「王手よっ！　住職！」

「ほほう、きついのう」

　今日こそ勝ってやる。私の龍りゆう王おうが、住職の玉ぎよくを捕ほ捉そくした。慌あわてて玉が逃げる。

「フフフ……。これは序曲よ、さぁ逃げ惑まどうがいいわっ！」

　私が桂けい馬まを高く振り上げたそのとき、時計係りをしていたマキマキが、突然立ち上がった。

「……囲まれている……」

　は？　囲まれている？　……いったいなんのこと？

「何人だ？」ニコニコした顔で、お兄さんがマキマキにたずねました。

「……二十二人。指揮はまだわからない。……正面二六〇メートル先のマンション屋上に二人。狙そ撃げき手しゆと観測手。裏のビルにも二人いる……」

「あの、レンガ色の建物か」

　お兄さんが、和室から庭の先に小さく見える建物を指した。

「……そう……」マキマキは目をつぶって、またブツブツ言いはじめる。「……狙撃手構えた。ボルトアクション式。引ひき鉄がねを、ひく……」

　ニコニコ顔のお兄さんが、すばやく懐ふところから油らしき液体を縁えん側がわのほうにばら撒まく。すると不思議なことに、空中に一いち畳じようほどの半透明の膜まくができた。

　次の瞬しゆん間かん、空気を切り裂く音とともに、弾丸が油の膜にぶち当たり……一直線に膜がゴムのように住職の方向に伸びて……やがて力を失った弾丸が、ボテリと畳たたみに落ちた。

　お兄さんのコートから油色の蛇へびが二匹飛び出して、ニョロニョロとすごいスピードで、レンガ色の建物へ向かっていった。

「……突入してくる。裏口から十二。表から六……」なにがなんだかわからないまま、マキマキがつぶやきを続ける。

「装備は？」

「……Ｈ[image: ]Ｋ　ＭＰ５サブマシンガン。亜音速弾を使用、サプレッサー付き。あと特殊閃せん光こう弾だんと……９㎜のハンドガン……」

「かっかっか」いきなり、住職が笑いはじめた。「……ナメられたもんじゃのう、真しん十じゆう郎ろう」

　ニコニコ顔のお兄さんが、こちらへ顔を向ける。

「まぁ、過小評価をしてくれたほうが、こちらは助かります。……いいんですよね？　殺しても」

「……しかたなかろう、正当防衛じゃ」

　私が桂けい馬まを持ったままポカンとしていると、住職が優やさしい顔で、私に微笑ほほえみかけてきた。

「お嬢じようちゃん。……悪いが、いっしょに来てもらうことにするかのう」

　住職に話しかけられると、私は突然、気が遠くなってしまったのだった。










同日同刻　天てん王のう寺じ真しん一いち




「こらっ！　入ってくるんじゃない！　遊びじゃないんだ！」

　マキマキの寺に駆けつけると、警けい官かんがものすごい剣けん幕まくで僕たちを追い出した。チラリと庭に見えた覆ふく面めんの特殊部隊の遺体は、首と胴体が繫つながっていなかった。平へい泉せん寺じと書かれた門に、手て際ぎわよく立入禁止のテープが張られていった。

　文もん殊じゆは僕に、死者は十四名だと伝えてきた。すべて特殊部隊員。女性はいないとのこと。

「どないしよう。マルタはん、無事やろか……」

　チーがそわそわと、心配そうにしている。それが僕には不思議だった。

「……君が他人のことを案ずるなんて、意外だな」

「マルタはんは、恩人どす。ウチとたまもの恋の、心強い味方どす。天王寺さんとは、ぜんぜんちゃいます」

　寺から少し離はなれたところに、黒いリムジンが停とまっていた。葉よう介すけによると、神かん無な月づきマリィの車だという。

　田た丸まるが慇いん懃ぎんに外からドアを開け、僕らをいざなった。……車内に入るとき、文殊は僕に、死者が十八名になったことを告げた。




　シートに三人並んで、僕らはマリィと向かい合った。それでも窮きゆう屈くつさは感じなかった。

「……アタシはね、止めたんだよ。突入は無む謀ぼうだってねぇ」

　マリィがタバコの煙けむりを吐き出しながら言った。

「俺たちがここへ来たときには、すでに寺は、あの有あり様さまだった。なぁマリィさん、辻つじたちがどこへ行ったか、わからないか？　友達が、いっしょなんだよ」

　すがりつくように、葉介がマリィに懇こん願がんした。

　マリィは霊れい子しを操あやつって、水すい晶しよう玉だまに顧こ客きやくの望むものを映し出せるという。一いつ瞬しゆん僕の顔を見たマリィは不ふ機き嫌げんそうにして、リモコンで車載テレビのスイッチを入れた。

　どのチャンネルも、同じニュース。生中継で、東京メトロ本社前の映像が流れている。……チラっと一局だけ、アニメを放送しているのが見えた。

「まさか……」葉介がつぶやく。

　上うえ野の駅前の映像。イヤホンを手で押さえたリポーターが、叫さけぶようにして伝えている。

『──繰り返します。現在、東とう京きよう上うえ野のにある東京メトロ本社ビルを、テロリストが占拠しております！　職員たちが、多数人質となっている模様！　犯人側からの要求は、まだありませんっ！』

　別のチャンネル。歩道橋から、東京メトロ本社一階の入口を映している。透明な盾たてを持った機動隊員たちが、数人の地下鉄職員らしき人々を取り囲んでいた。様子がおかしい。どの職員もうつろな顔で、手には茶入れのような焼き物を持っていた。

　じわりと機動隊員が近づくと、突然一人の職員が「死のう！」と叫さけんで焼き物からなにかを引き抜き、機動隊員たちに飛び込んで……爆ばく散さんした。手しゆ榴りゆう弾だん？

　数名の機動隊員が倒れ伏し、ヤジ馬たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。……焼き物を持った職員たちは、まだ何人もいる様子だった。すぐにテレビの映像は、啞あ然ぜんとするスタジオのキャスターの顔に切り替わった。

　キャスター以上に啞然とした顔で、葉介がマリィを見た。

「……辻つじたちとマルタは、あそこにいるってのか？」

　マリィが肯うなずく。

「早はよう、あそこへ車を出しておくれやす！」

「冗談じゃないよっ！」

　とたんにマリィが焦あせりの顔に変わった。

「警けい察さつもお前らも、真ま木き真しん十じゆう郎ろうをナメてんのさ。やつは陸軍中なか野の学校きってのエリートなんだよ。常識以上の存在なんだ。実際中野学校出の軍人の中には、フィリピンのジャングルの中で三十年も補給なしで戦い続けた少尉だっている。お前らのかなう相手じゃあ、ないんだよ」

「関係おまへんっ！　マルタはんは恩人やさかい！」

　しかめっ面つらで、マリィが僕を見た。僕が肯うなずくと、マリィは舌打ちをして不ふ機き嫌げんそうに言った。

「ったく、しかたないねぇ。送るだけだよ！」




　夕焼けの下、谷や中なかから上野へ急ぐリムジン。マリィはシガレットホルダーを咥くわえながら、僕に話しかけてきた。

「……昨日、東シナ海で中国の原げん潜せんが沈ちん没ぼつしたって情報は、摑つかんでいるかい？」

「ああ」

「さすがだねぇ。しかしその裏で起きていることは、お前も知るまい」

「なんだ？」

「……辻のやつが、政府を脅きよう迫はくしてやがんのさ。日本政府を含めた、世界中の政府をね」

「まさに、テロリストだな。最近頻ひん発ぱつしている、公おおやけにされない原潜の沈没事故の裏に、辻がいると？」

「そうさ。おおかた、あの備び前ぜん焼やきの手しゆ榴りゆう弾だんを持った〝死のう団〟にでも自じ爆ばくさせているんだろう。……だが辻つじは、テロリストなんて、そんな生やさしい人間ではない」

　僕は眼鏡めがねの位置を直して、マリィを見た。

「……辻の目的は、なんだ？」

「ハッ、いまから会いに行くんだろう？　本人に聞いてみたらどうだい？」




　東とう京きようメトロ本社。ＪＲ上うえ野の駅から昭しよう和わ通りを渡わたったところにある、メタリックカラーのビルである。地下で銀ぎん座ざ線や日ひ比び谷や線の駅ともつながっている。リムジンは〝死のう団〟が守る表玄関は避けて、ビル裏側の駐車場入口のほうで停車した。

　スモークガラスの窓を開いて、マリィが僕らに言った。

「ま、死ななかったら、また会おう」

　裏口も警けい官かんだらけだったが、田た丸まるの口くち利ききで、すんなりと僕らは駐車場へ入ることができた。駐車場に〝死のう団〟の女が一人いたが、彼女が手榴弾のピンを抜ぬく前に、田た丸まるがすばやく当て身を食らわした。

　駐車場から鉄製の防火扉を開け、僕らはビルに入った。建物の中は電気がついておらず、薄うす暗ぐらい。外から漏もれてくる、わずかな光が頼りだった。

「ほいじゃ、俺はここまでだ」突然、田丸がいつもの低い声で言った。「意外と俺は、お前らのことが好きだったぜ。……成じよう仏ぶつしろよ、じゃあな」

　わけのわからない挨あい拶さつをして、田丸は似合わない笑顔を見せた。そして気絶した〝死のう団〟を軽そうに担かついで、コツコツと駐車場を引き返していった。

　エレベーターは、止まっている。葉よう介すけが三角のボタンを何度押しても、反応はなかった。

　文もん殊じゆによると、電力はこのビルの十一階に集まっているらしい。……そこに、なにかがあるということだろう。

「葉介はん！　こっちに階段がありますえ！」

　清きよ麿まろを握にぎるチーを先頭に、僕らは階段を上っていった。チーはずいぶんと、加か納のうマルタを心配している様子。六階くらいでへばった葉介と僕に、チーが跳とびはねて早くと急せかした。なんとか僕らは、十一階に到着した。

　ガランとした長い廊下。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうには、通電しているようだ。……この階に、辻たちがいるのだろうか？

　無機質な蛍光灯の光に照らされる廊下は、ひどく無機質に見えた。Ｔ字になった突きあたり。左側は休憩室、右側は大会議室と壁に案内があった。近づくと突然、文もん殊じゆが警告を発した。

『シンイチ、危険っ！　右側の廊下に、ＡＰＳが存在します！』

　僕は皆を止めて、文殊に確かく認にんした。

「ＡＰＳ？　なんだそれは？」

　閉じたモバイルＰＣの上でクルクルと回りながら、文殊はどこかのデータベースから文もん言ごんを読み上げた。

『アクティブ防ぼう護ごシステム──対戦車ロケットなどの飛来物を自動迎げい撃げきする防御兵器。レーダー他ほかのセンサーで敵からの攻撃を検知し、それをガドリングガンなどで物理的に粉砕する一連の装置のこと』

「……どうして、そんな恐ろしいものがここにあるんだよ」青い顔で、葉よう介すけがぼやく。

　しかしそのＡＰＳとやらの存在を文もん殊じゆが認識しているということは、普ふ賢げんがそのシステムに入り込んでいるのだろう。僕は文殊に、その防御兵器を無力化できないかたずねた。

『……無理です。この先にあるＡＰＳはメーカー製の統一的なシステムではなく、寄せ集めの改造品です。可か視し光こうの映像認識エンジンに普賢が入り込んでいますが、その一部を止めても、レーダーや赤外線センサーが生きています。むやみに進んだら、蜂はちの巣すになるでしょう』

　廊下に消火器があった。「せ～のっ！」僕と葉介で、それを突き当たりに向けて投げてみた。




　ブォォォォッ！




　耳が痛いほどの爆ばく音おん。消火器は空中で無数の弾丸に打ち抜かれ、弾丸はそのまま休憩室のガラスの仕切りと、その先のビルの外壁を撃うち破った。夕ゆう陽ひが、廊下へ射し込んでくる。消火器はビルの外へ吹き飛んでいったらしい。

　ケホケホと、葉介が咳せき込む。鼻の奥を鈍器で殴られたような、強烈な火薬の臭しゆう気きが、廊下にただよっていた。

『ＧＡＵ─８──毎分三九〇〇発を発射するゼネラル・エレクトリック社製の30㎜ガドリング砲ほう。本来専用の航空機に搭とう載さいされるもので、現在は製造されていない製品です』

　ケホッ……そんなことはどうでもいい！　どうすんだよ、進めないぞ？　葉介が文殊にやつあたりをする。

　そのときおもむろに、チーが清きよ麿まろの鞘さやを投げ捨てた。すでに刀とう身しんが、青白く光っている。

「おい、チーっ！　よせっ！」

　葉介が止めるより先に、チーはガドリング砲の正面に跳とびこんでいったのだった。




　ブォォォォォォッ！




　チーの体に容よう赦しやなく浴びせられる、ガドリング砲のすさまじい連射。信じられないことに、チーは日本刀でガドリング砲を防いでいる……ようだった。ＧＡＵ─８を睨にらむチー。しかし、その刀さばきを目で追うことは不可能だった。無理もない。毎分三九〇〇発ということは、秒間六十五発の弾丸を防いでいる。到底人にん間げん業わざでは、ないのだから。

　甲かん高だかい金属音が続き、チーの背後の外壁はみるみる崩くずれていった。刀にはじかれた口径30㎜の巨大な弾丸は、赤くなった夕ゆう陽ひへ向かって消えてゆく。しかし戦車の装そう甲こうをも砕く、強力なガドリング砲ほうの連続射しや撃げき。その圧力に、チーの踏ふん張ばった足は徐々に後方へと流されていった。

　チーの体が、後退を続ける。必死に弾丸をいなすチーの背に、崩くずれた外壁が、夕陽の空が、迫ってくる。

　危ないっ！　踏ん張るチーの、片方のかかとがビルの端から空に落ちたとき……突然ガドリング砲の轟ごう音おんが止まった。

　カラカラと、銃じゆう身しんが空から回まわりする乾いた音が響ひびいた。

『……熱ねつ膨ぼう張ちようで止まったのでしょう。本来ＧＡＵ─８は、このような連射は想定されていません。このＡＰＳは、もっと断続的なバースト射撃をするように、プログラムされるべきでした』

　得意げに解説する文もん殊じゆ。しかし僕はこう思った。──あんな連射に何秒も耐えられるモノが、あのチー以外にあるのだろうかと。

　その非常識な狐きつねは、すばやく廊下を走り、ガドリング砲を袈け裟さ斬ぎりした。二つになった砲身が、ドスンと廊下に落ちる。不思議なことに、清きよ麿まろに刃は毀こぼれは一切ないようだ。

「さ、早うマルタはんを探しまひょ」

　何事もなかったように、チーは振り返って微笑ほほえんだ。




　ガドリング砲の奥、大会議室の木製の扉を開くと、……そこは、神殿だった。

「なんだ、これは……!?」葉よう介すけが目を丸くする。

　まず目についたのは、正面の巨大な観かん音のん像の顔。顔だけしかないが、吹ふき抜ぬけ状に上の階までぶち抜かれた会議室の高い天てん井じように、頭頂部が達するほどの大きさだ。大仏なみの観音像だった。会議室の内装は木製の柱や壁で統一されており、まさに大だい仏ぶつ殿でんのようである。無数のろうそくが、壁の燭しよく台だいに灯ともっている。ゆらゆらとした光が、巨大な観かん音のん菩ぼ薩さつの顔を妖あやしく照らす。

　その観音菩薩の脇わきには、まるで一九七〇年代のＳＦ映画のような、古いのか新しいのかよくわからない機械があった。テープレコーダーのような円状の機械が、くるくると回っている。それを操作していたぬらりひょんが、振り返って僕らに顔を向けた。

「ほう、少年。来たか」

「……なんなんだよ、この部屋は？」

　笑いながら、ぬらりひょんは手を広げて葉介に答えた。

「見てのとおり、神殿じゃ。……この十じゆう一いち面めん観音をまつるためのな」

　巨大な観音像の頭部には、人間大の観音像たちが冠かんむりの飾かざりように配置されていた。その一体、真ん中の観音像は、なんと……マキマキだった。全裸姿のマキマキ。無数の電極が彼女に繫つなげられ、身動きがとれない様子。……あれはイレズミだろうか？　真っ白な肌。ひかえめな乳ち房ぶさや、か細いウエストの上に、白い蛇へびの絵が、這っている。マキマキは悲しげな瞳ひとみで、葉介のことを見つめていた。

　十じゆう一いち面めん観かん音のんとは、本体の一面と頭部の十面、合計十一面の顔であまねく世界を見み渡わたすという観音菩ぼ薩さつのことである。千本の手で、あまねく衆しゆ生じようを救うという千せん手じゆ観音菩薩が流行する以前は、もっともポピュラーな観音像であった。

　笑顔のぬらりひょんが、僕らに言い放った。

「まったく、めでたい。おぬしらも祝え。今日からこの部屋が、世界の中心になるんじゃ！」

　言っている意味が、まったくわからない。イライラした表情のチー。

「なんやわけのわからんこと言っとらんと、さっさとマルタはんを返しおしっ！」

　獣けもののようなスピードで、ぬらりひょんに斬きりかかるチー。居合いのように振り出された斬ざん撃げきを、突とつ如じよあらわれた油の柱が、止めた。チーとぬらりひょんの間に、黒い男が、ゆっくりと割って入る。……真ま木き真しん十じゆう郎ろうだった。

「なるほど……。妖よう狐こがヒトに憑ひよう依いしているのか」恐ろしい目つきで、真木真十郎がチーを睨にらむ。「しかし……とんでもない霊れい力りよくだな」

「邪じや魔まやっ！」

　振り下ろされたチーの刀は、真木真十郎には届かなかった。先ほどとは別の油の柱が、またもチーの清きよ麿まろを止めたのだった。二本の油は、まるで二メートルほどの小さな龍りゆうのように、真木真十郎の周りをくねくねと飛んでいる。

　さらに三本目の龍が、上方からチーを襲おそった。紙かみ一ひと重えで、チーがそれを避ける。彼女の制服のスカーフが、切断されていた。

　チーの表情が変わる。いつもの余裕はない。

「真十郎の能力は──」ぬらりひょんが口を開く。「──あらゆる液体を、自由自在に操あやつる能力じゃ。それはときに霧きり状じようにもなり、ときに、鋭えい利りな刃物にもなる」

　チーと真木真十郎による、斬ざん撃げきの応おう酬しゆうが始まった。ガドリング砲ほうと対たい峙じしたときよりも強く、そして多くの金属音が響ひびいた。真木真十郎はまるでオーケストラの指揮者のように、三匹の龍を縦じゆう横おう無む尽じんに操っている。三方向から繰り出される、高速で絶え間ない斬撃を、チーは一本の日本刀でしのいでいた。

「ほう、それを捌さばくか……」

　ぬらりひょんが、ニコニコしながら言った。

「しかし真十郎の九く頭ず龍りゆうは、同時に合計九匹の龍を使し役えきできる。さて……いつまで、捌ききれるのかな？」










同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




　チーが真ま木き真しん十じゆう郎ろうを食い止めてくれている。その間に、俺は辻つじ信のぶ政まさに詰め寄った。

「マルタを返してくれ！　あんたらとは、関係ない女の子だろう！」

　辻は意外そうな顔を、俺に向けた。

「なんだ、少年。……我々の同志に加わるために、来てくれたのではないのかね？」

「は？　どうしてそういう発想になるんだよ！　マルタはどこだ？　連れて帰るからなっ！」

「まぁそう言わずに見てゆけ、少年よ。……この十じゆう一いち面めん観かん音のんの力をな。おぬしも同志に加わりたくなるじゃろうて」

　……この男は、新興宗教でも始めるつもりなのだろうか？　俺は十一面観音を仰あおぎ見た。裸のマキマキと目が合ってしまい、慌あわてて顔をそむけた。

「怪かい力りき線せんというものを、知っているかね？」辻は興こう奮ふん気味に、勝手にしゃべりはじめた。「旧陸軍が研究していた秘密兵器で、戦後さまざまな偽にせ情報が流れたが、その実体は……霊れい子し兵器なんじゃ。ある一点に、膨ぼう大だいな霊子を一気に放出することで、空間をめくり返らせられる現象を利用したものじゃ──」

　それって……。天てん王のう寺じの顔を見た。「……圧縮霊子バースト」天王寺が俺につぶやいた。

「──終戦間ま際ぎわのことじゃった。東とう京きよう帝てい国こく大だい学がくの教授・平ひら泉いずみ澄きよし先生が、軍にアメリカ本土への爆ばく撃げきを提案してきた。毎日のように、Ｂ29が本土を爆撃している敗色濃厚なときじゃ。誰だれもが狂人の戯たわ言ごとと思った。……しかし、それは可能だったのだ。それは……陸軍が掘った帝都東京の地下霊子対たい流りゆう網もうで集めた霊子による、巨大な怪力線をアメリカ本土へ仕掛けるという……まさに〝世界を震しん撼かんせしむる雄大壮烈な作戦〟だったのじゃ！」

　辻は震ふるえ、涙を流しながらしゃべり続けた。

「……しかし、当時の地下霊子対流網では、威力が足りなかった。敵国の首都を壊かい滅めつさせるだけのな。さらにその威力増強策として提案された作戦が、陛へい下かを激げつ昂こうさせた。それは、玉ぎよく砕さいに次ぐ玉砕で靖やす国くにに集められた巨大な御み霊たまを、攻こう撃げきに使おうというものじゃった。……結局、その作戦は実行されなかった」

　唾つばを飲み込んで、俺は辻にたずねた。

「まさか……あんたはこの仏像で、その作戦を再現しようってのか？」

　いきなり辻が、かっかと笑った。

「この十一面観音は、より完かん璧ぺきな兵器じゃ。当時のシステムは、都市などの動かない目標しか攻撃できない不完全なものじゃった。弾道ミサイルや戦略潜せん水すい艦かんの前では、無価値に等しい。……しかし真ま紀きの存在が、この兵器を完璧なものにしたのじゃ──」

　俺は仏像のオデコにくっついた、マキマキの顔を見た。マキマキは、慌てて俺から目を外はずした。

「──真十郎の能力は、液体に自分の霊子を送り込んで自在に操作するものじゃが、真紀は、電波に自分の霊子を送り込むことができる。真十郎と違ちがい戦せん闘とう向きではないが、素晴らしい能力だ。周囲の状況を、レーダーのように瞬しゆん時じに認識してしまうのだからな。そして──」

　辻つじが、妖あやしい笑みを浮かべた。

「──このビル全体は、巨大な十じゆう一いち面めん観かん音のん像ぞうとなっておる。それが霊れい子しの増幅器となり、真ま紀きの認識能力は、この全地球を覆おおうことになるのだ」

　……そんなことが、可能なのか？

「シューマン共振……」天てん王のう寺じがつぶやいた。「地球全体を常時に覆っている、極超長波だ。オーロラと同じく、太陽風が原因だといわれている」

「そのとおり──」辻がニヤけながら、天王寺を指差した。「──真紀はシューマン共振と同調して、地球上のあらゆる状況を認識してしまう。そして地下鉄網もうを介して東京中から集められた霊子を用いて、世界中のあらゆるものに、怪かい力りき線せんを放つことができるのだ。陸上も、海中も、上空も……逃げ場などない。……この〝世界システム〟こそが、人類を新たな次元に押し上げる、まさに絶対兵器なのじゃっ！」

　上じよう機き嫌げんに、かっかと笑う辻。激しい剣けん戟げきの音は、まだ続いている。

　俺はあまりにも現実離ばなれした辻の話と、殺し屋とチーが斬きり合いをしているあまりにも現実離れしたこの状況に、頭がどうにかなりそうだった。










同刻　天王寺真しん一いち




　一瞬の隙すきを突いて、チーが強烈な打ち込みを真ま木き真しん十じゆう郎ろうにあびせた。防御する油の龍りゆうは真ん中から折れ曲がったが、それでも真木には届かなかった。

　チーと真木真十郎、いったん両者が間合いをとった。真木真十郎の龍は、六匹に増えていた。涼しい顔の真木。チーのほうは、肩かたで息をしている。

「……ニンゲンにしちゃあ、やりはりますな」

　真木真十郎が、ニヤリと笑う。

「私が一対一で、九匹全部出すのは、初めてのことだ」

　黒いロングコートから無数の小こ瓶びんが床に落ち、次々に割れた。その油から、みるみると新たに三匹の龍が形成されていった。真木真十郎の周りには、合計九匹の龍がゆらゆらと飛行している。

　真木が両手を、勢いよくチーに向けた。同時に九匹の龍が、一斉にチーに襲おそい掛かった。

　あるいは刀で受け、あるいは避よけ、チーは九匹の龍による攻撃を防いでいた。真木真十郎は、指の一本一本を別々に動かして、操あやつり人形のように龍を操作しているようだった。両者ともに、目にも止まらない動きだったが、徐々にチーの制服がボロボロになっていくのがわかった。

　突然、真ま木きが右手の小指をピンとはじいた。龍りゆうが一匹、霧きり状じようになる。

　すぐに爆ばく発はつ。霧が壁かべ際ぎわの蠟ろう燭そくに引火したようだった。

　次の瞬しゆん間かん、信じられない光景が、僕の目に飛び込んできた。

　なんとチーが、爆発を爆発ごと、真まっ二ぷたつに斬きっていたのだった。くるりと舞まいのように、日本刀を構えるチー。爆発の被害はないようだ。

　真木が、目を丸くして言う。

「デタラメだな。通常の斬ざん撃げきでは、ないということか」

「……これで、八匹に減りましたな」チーがニヤリと笑った。「ウチ、ええこと思いつきました。ハナからあんさんの命たまを取ろうとするより、一匹ずつ片付けてったほうが、早いんとちゃうやろか？　……急がば回れっちゅうこっちゃ」

　妖あやしく笑うチーの顔に、真木の表情が険けわしくなった。










同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




「真ま紀きよ、次はロシアじゃ。ロシアの原げん潜せんを沈めるぞっ！　この〝世界システム〟の前では、なにもかも無駄だということを、無能な政治家どもに思い知らせてやるのじゃ！」

　狂ったように、辻つじが叫さけんだ。

「……は、はい大佐……」

　マキマキの返答と同時に、十じゆう一いち面めん観かん音のん像ぞうがほのかに光りはじめた。

「……うう……」

　苦しそうなマキマキ。小さな口で、歯を食いしばっている。こめかみのあたりに、痛々しく血管が浮き出していた。

　先ほどの辻の話によると、これでマキマキは地球全体のあらゆるものを認識するらしい。……そんな膨ぼう大だいな情報量を、一人の少女が処理できるものなのだろうか？

「……大佐、オホーツク沖にＳＳＢＮが潜せん航こうしています。……それで、いいですか？」

「や、やめろ！　マキマキ！」俺は叫んだ。

「なぜ止めるのだ、少年よ」

「当たり前だろうが！　マキマキが苦しそうだし、なによりこれから目の前で大勢が殺されるってのを、黙だまって見てられるかよっ！」

「……犠ぎ牲せいを恐れるな、少年よ。少数の犠牲によって、より多くの人間が救われるのだ。簡単な勘かん定じようじゃ。儂わしはわずか千人ほどの犠牲によって、全人類を救ってやろうというのだよ」

「意味がわからない！　人間は数字じゃないぞ！　殺人は、殺人だ！」

　その俺の怒いかりに、辻つじは莞かん爾じとして笑った。

「政治を知らん人間の、考え方じゃのう。それにこれは殺人ではない。れっきとした、戦争なんじゃ」

「なんだって!?」

「……儂わしは日本政府を含む、全世界に対して、宣戦を布告をした。これは、絶対兵器による〝世界最終戦争〟じゃ。この空前絶後の最終戦争の後のち、世界には、絶対平和がもたらされるのじゃ！」

「狂ってる……！　あんたは世界征服でも、しようってのかよ？」

「──全世界同時クーデター。この世界システムをもって、儂は世界を掌しよう握あくする。そして儂の統治の下もとに、この世界に絶対平和が実現するのだ！」

　辻は異様な目つきのまま、かっかと高笑いをあげている。だめだ、話にならない。俺は巨大な観かん音のん像ぞうを見上げた。

「なぁマキマキ！　よせっ！　お前はこんな狂人と一緒にいることはない！」

「……和泉いずみ葉よう介すけには、関係ない……わたしはつめたい兵器……いま……ロシア原げん潜せんを撃げき沈ちんした」

　オデコにまで血管が浮き出たマキマキが、鼻血を流しながら言った。その言葉に、辻が跳とびはねるようにして喜んだ。

「おおっ！　よくやった、真ま紀き！　……次は、どこの国にしようかのう。イギリスか、フランスか、それとも、軟弱なる日本国にしてやるかな？」

「やめろっ、マキマキ！　やめてくれ！　お前は兵器なんかじゃないっ！」

　俺の脳裏に、保健室で微笑ほほえむマキマキの顔がよぎった。旧岩いわ崎さき邸ていで、俺の作ったおにぎりを頰ほお張ばるマキマキ。少し首を傾かしげながら、わざわざ水筒に入れてきたフルーツカルピスを俺に勧めるマキマキの姿……。

「マキマキ……お前は……フルーツカルピスを、あんなにおいしそうに飲んでいたじゃないか！　……そうだよ……お前はな、フルーツカルピスが好きな、ただの女子高生じゃないかっ！」

　観音像を覆おおう光が、消えかけの蛍けい光こう灯とうみたいに、不安定に揺ゆれた。その様子に、辻が慌あわてだす。

「どうした、真紀？　集中しろ！　……貴き様さまぁ、やめろっ！　真紀を惑まどわすんじゃない！」

「だめだっ！　マキマキは、こんなところにいるべきじゃない！　あんたなんかの、好きにはさせてたまるかっ！」

　俺は観音像に駆かけ寄った。

「なぁマキマキ……お前はもっと、お前のやりたいことがあるはずだ。お前は兵器として生きたいわけじゃ、ないんだろう？　なぁ。お前は本当は、なにがしたいんだ？　お前はいま、なにがしたいんだよ？」

「……わたしは……わたしは、ずっと……」

　あいかわらず苦しそうな、痛々しい表情のマキマキ。その片方の目じりから、涙がこぼれ落ちた。

「……学校に、行ってみたかった……友達が、ほしかった……」

　そのとき俺の胸元に、拳けん銃じゆうが突きつけられた。辻つじが、南なん部ぶ十四年式を持って俺の前に立っている。たまものモデルガンとは明らかに違ちがう、鉄の存在感を感じた。

「そこまでだ、少年よ。残念じゃがおぬしは真ま紀きにとって良くない友人のようじゃ。……死んでもらうことにする！」

　恐ろしい形ぎよう相そうの辻。

「まって、大佐っ！」

　マキマキが、らしくない叫さけび声をあげた。しかし辻はつめたい目つきで、躊ちゆう躇ちよなく当然のように、引ひき鉄がねを引いた。




　死ぬ、そう覚悟した。

　しかし、弾丸は発射されない。……気がつくと、辻の拳銃を、赤いジャケットの腕うでが押さえつけていた。その腕は、俺の胸ポケットから伸びている。ニョロニョロと、そのまま胸ポケットから、ジョニーウォーカーが飛び出してきたのだった。

『よう、辻。久しぶりだな。悪いが葉よう介すけは殺させないぜ。……スマブラが、できなくなっちまうからな』

「貴き様さまは……矢や板いた、なのか？」

　でかしたぞ、ジョニーウォーカー。俺はマキマキを見上げた。マキマキは鼻血を流しながら、俺のことを見つめ返している。

「マキマキ、そんな機械からは下りろっ！　そしたら学校なんて、イヤになるくらい行ける！辻や真ま木き真しん十じゆう郎ろうの言うことなんて、聞くことない！　また、みんなでピクニックへ行こう！　なんならカルピス工場見学にだって行ってやる！」

「……和泉いずみ、葉介……」

「やめないかっ！　貴様ぁ！」

　ジョニーウォーカーに押さえつけられた辻が叫んだ。

「あんたは黙だまってろ！」

　辻は怒いかりで歯を食いしばったが、徐々に、冷れい酷こくな表情に変わっていった。

「……しかたない。お嬢じようちゃん！　あの少年を、殺せっ！　殺すのだ！」

　なに？　お嬢ちゃん？　……辻が怒ど鳴なり、古ふる臭くさいＳＦっぽい機械の陰から、なんと……加か納のうマルタが姿をあらわした。しかしどこか、いつものマルタではない。

　辻はジョニーウォーカーに体を押さえつけられながらも、余裕の笑みを見せた。

「そういえば、儂わしの能力を話しておらんかったのう。儂は真木一族のように、物質に霊れい子しを送り込むのではなく、人間に霊れい子しを送り込むことができる。一時的にじゃが……人間を、操あやつることができるのじゃ」

　マルタが走り出した。俺のほうへ、猛もう然ぜんと。片手に備び前ぜん焼やきの手しゆ榴りゆう弾だんを持ちながら。彼女は死のう団と同じ、うつろな目をしていた。










同刻　天てん王のう寺じ真しん一いち




　真ま木き真しん十じゆう郎ろうの凶暴な龍りゆうは、四匹になっていた。

　チーは、あらゆるものを斬きることができるらしい。真木の龍を斬ると決めたチーの刀は、真木の霊子ごと斬っているようだった。チーに斬られた龍は力を失い、元の油に戻もどっていった。

　真木真十郎の龍は、三匹になった。

「ぬうっ！」

　真木が動どう揺ようしたのかはわからない。だがチーは三匹の龍を置いてけぼりにし、一いつ瞬しゆんで、真木との間ま合あいをつめた。

　一いつ閃せん。真木真十郎は、胴から真まっ二ぷたつになっていた。

　一文字に刀を振りぬいたチー。しかし意外そうな顔をして、真木の上半身に言葉をかけた。

「なんやあんさん。丹に（水銀）ですでに、不老不死になってはるんかいな。……ニンゲンや、あらへんやないの」

「ふん。もともと人間でない貴き様さまに、言われたくはない」

　斬られた真木の下半身は溶けて銀色の液体金属となり、表面張ちよう力りよくで床にまとまった。黒いコートの裾すそだけが、その銀色の液体に浮いている。

　ドスンと重たそうな音を立てて着地した真木真十郎の上半身。その首元に、チーが清きよ麿まろの刃やいばをたてる。

「……不老不死かて、首を断てば死にはるんとちゃうやろか？」

　ギリリと真木が歯を食いしばり、チーを見上げたそのとき……

「よせっ！　よすんだマルタ！」

　葉よう介すけの叫さけび声が響ひびいた。声の方向に目を移すと……なんと、加か納のうマルタが、葉介に馬乗りになっていた。そして……

「死のうっ！」

　そう叫びながら、手に持った備前焼の手榴弾のピンを、勢いよく引ひき抜ぬいたのだった。










同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




　一直線に、俺に向かって走ってきたマルタ。その手首を、なんとか押さえた。その手首の先には、手しゆ榴りゆう弾だんが握にぎられている。

『おい辻つじ！　よせよ。女に特攻させるなんて、けったくそ悪いぜ』

　ジョニーウォーカーが辻を羽は交がい締じめにしながら、嫌けん悪おの表情を見せた。俺の目の前のマルタの表情は、あいかわらずうつろだった。

「マルタ！　やめろ！　正気になってくれ！」

「ふはははっ！　無む駄だだ、少年。そう簡単には、儂わしの能力は解けん！」

　ぐいぐいとマルタは、俺の体に圧力をかけてきた。……マルタは弓道で鍛きたえているらしいが……これは、あきらかにマルタの力ではなかった。ブルドーザーのような強引な力で、俺の上体は徐々に、押しつぶされていく。

「おい、ぬらりひょんっ！」俺は必死にマルタの力に抗あらがいながら、叫さけんだ。「……あんたが言う平和ってのは、こんな人ひと柱ばしらの上に成り立つ平和なのかよ？　潜せん水すい艦かんを沈め、マキマキを虐しいたげて、無関係の少女まで殺して！」

「そうじゃ！　たったそれだけの犠ぎ牲せいで、戦争のない世界を実現しようというのじゃ！　最小限のコストで、最大限の効果を得る……最高の、作戦じゃ！」

　俺はヒザをついた。もう、マルタの圧力には耐えられそうにない。しかし、口は動く。

「……いまわかった。お前が言っていることは、全部ウソっぱちだ！　人間をモノと同じように、数でしか考えていない。お前が虫けらのように殺してきた人間には、お前が想像もできないような、幸せがあったんだ！　人生があったんだ！　未来があったんだっ！」

「バカめっ！　それをいとも簡単に奪うばうのが、戦争というものじゃ！」

「そんな理屈はどうでもいい！　……屍しかばねの上でしか成り立たない、そんな平和なら、俺はいらないっ！」

「貴き様さまがどう思っていようが、世界はそうやって動いておる。そして貴様がいまなにを言おうが、貴様はそこで死ぬのだっ！」

　マルタが俺を押し倒し、馬乗りになった。うつろな表情のマルタ。彼女が手榴弾のピンに手をかけた。

「よせっ！　よすんだマルタ！」

　死のうっ！　勢いよく、マルタがピンを引ひき抜ぬいた。




　死ぬときってのは、アドレナリンやなんかが出て、世の中がスローモーションに見えるらしい。

「マルタはん！　葉よう介すけはん！」

　チーが叫さけんでいた。獣けもののようなすばやさでこちらへ駆かけ寄ってきているが、到底間に合うとは思えない。ゆっくりと、マルタの手の手しゆ榴りゆう弾だんが、光りはじめていた。

『よ、葉介ぇぇっ！』

　……悪いな、ジョニーウォーカー。約束のスマブラはもう、できそうにないぜ……。

　手榴弾を、まばゆい光が包んでいった。




　しかし、爆ばく発はつはしていない。……この光り方には、見覚えがある。圧あつ縮しゆく霊れい子しバーストの、光だった。

　強烈な光が、やがて収まると……マルタの手榴弾の、上半分がなくなっていた。そのまま気絶したように、俺の胸に倒れこむマルタ。

「おいっ、マルタ！　マルタ！」

　ゆっくりと、マルタが目を開く。

「……ん……和泉いずみ？」マルタの瞳ひとみが突然、カッと見開いた。「ばっ！　あんた、なに私の胸さわってんのよ！」

　強烈なマルタの平手打ちが、俺の頰ほおに炸さく裂れつした。

「マルタはんっ！」チーがマルタに抱きついた。

「な……たまも？　なによその耳？」

　チーの姿を見て、キョトンとするマルタ。かまわずマルタの手をとって無事を喜ぶチー。俺の頰が、ジンジンと熱くなってきた。

　……なぁチー。俺いま、そのマルタはんに、思いっきり殴られたんですけど？




『どうやらこれで、お前の〝雄大壮烈な作戦〟も、終わりのようだな、辻つじ』

　ジョニーウォーカーが、つぶやいた。彼に羽は交がい締じめされた辻は、ぷるぷると震ふるえていた。

「……真ま紀き、貴き様さまぁ！　裏切るかっ！」

「……友達は、殺させない……」

　どうやらマキマキが、マルタの手榴弾に圧縮霊子バーストを発動させたようだった。巨大な観かん音のん像ぞうの一面。両方の鼻から、痛々しく鼻血を流しながら、マキマキがこちらに微笑ほほえんだ。……そのマキマキの脇わきに、黒い影かげが忍び寄る。下半身がドロドロに溶けた、真ま木き真しん十じゆう郎ろうだった。

「真紀、やつらを怪かい力りき線せんで始末しろ」

「いやだ……」

「殺すんだっ！」

「いやだ……！」

　真木真十郎の表情は、氷のように冷たかった。

「……所しよ詮せんは、真ま悠ゆ子こと同じか」

　そのとき真ま木き真しん十じゆう郎ろうの龍りゆうが、ジョニーウォーカーを突き飛ばした。くるくると軽けい薄はくに飛んで、天てん井じようにぶち当たるジョニーウォーカー。解放される辻つじ。

「真十郎っ！　破棄じゃ！　仕切りなおすぞ！」

「はい……」

　辻が背後の機械のボタンを押した。ビリビリと音をたてて、観かん音のん像ぞうが光りはじめた。

「……うう……がっ……」

　苦しみ出すマキマキ。目は血走り、メロンみたいな血管が、額ひたいに浮き上がった。

「おいっ！　マキマキ！」

　いつの間にか辻が、下半身の溶けた真木真十郎に抱かかえられていた。

「……少年よ。儂わしの邪じや魔まをした代償は、大きいと思え」

　俺を睨にらむ、辻と真木真十郎。二人は溶け合って、銀色の液体に変わっていった。

「待たんかいっ！」

　チーが銀色の液体に刀を立てたが、そのまま液体は排水溝らしき穴へ流れていった。コポコポという音を残して流れてゆく、辻と真木真十郎。

「……うう……」

　マキマキが、苦しみ続けている。俺は辻が操作していた機械に駆かけ寄った。まるで、見たことがない操作パネルだった。

　俺の隣となりに、誰だれかが立った。天てん王のう寺じだった。

「……お手上げだな。まるで操作方法がわからない。完全にスタンドアローンなので、普ふ賢げんも入り込んでいないようだ」

　簡単に諦あきらめの言葉を吐く天王寺に、腹が立った。

　ちょっと説明しなさいよね、いったいここはどこで、どうなってんのよ？　マルタが俺と天王寺の間に割って入ってきた。

「説明は後だ！　いまは、マキマキを助けるのが先だ！」

　俺はやみくもに機械のボタンを押しまくった。まるで反応がない。……マキマキの苦しみは、止まらなかった。止めることが、できなかった。

「……ぅぅ……ぁ……」

　マキマキの体から、少しずつ、霊れい体たいが飛び出していた。だめだっ、マキマキが、逝いっちまう！　苦く悶もんの表情の実体とは裏腹に、霊体になったマキマキの顔は安らかだった。その安らかな顔が、俺にこう告げていた。……『ありがとう』

　マキマキの霊体が、どんどん体から離はなれていく。……だめだっ！　逝くんじゃない、マキマキ！　逝くなっ！




　俺は天てん王のう寺じに、モバイルＰＣの準備を急がせた。そしてマキマキの霊れい体たいに指をさして、思いっきり、叫さけんでやった。




「ザケルッ！」

　んべんべと鳴く無数の灰色の手が、天王寺のＰＣから飛び出した。





★★★★★




　やあ。ぼくはポー。気き狐こだよ。

　いやぁ、大変だったみたいだねぇ。ぼくも驚おどろいたよ。だって上うえ野の一帯が、停電しているんだもん。なんかね、東京メトロ本社っていうらしいんだけど、このビルにいた悪いヒトたちのせいなんだって。

　本当に、悪いヒトたちだよね。だってさ、そのヒトたちがいなければ、ぼくはいまここで狐きつね火びの係りなんてやってなかったはずだもん。

「ポーはんっ！　ぶつぶつ言っとらんと、きちんと照らしおし」

　あーあ。ぼくは気狐なのになぁ……。

　ぼくはいま、東京メトロ本社の屋上で、狐火の係りをしているんだ。チーさんと葉よう介すけさんの明かりのためにね。二人はいま、屋上の給水タンクに横並びに座って、仲良く抱き合ってる。ぼくはオスワリをしながら、二人の背中を眺ながめているんだ。

「なぁチー。ちょっと俺、恥ずかしいよ」

　チーさんが葉介さんの胸から頰ほおを離はなして、そのまま葉介さんの顔を見上げた。

「なんで？　ポーはんのことなら気にすることおまへん。虫みたいな存在やし。それに、明かりがあるほうが……こうしてじっくりと、葉介はんのお顔を見れますさかい」

　チーさんに見つめられた葉介さんの顔が、真まっ赤かになった。チーさんの服はボロボロになっていて、ところどころ下着が見えていた。

「……ポーはんのことは……そや、蛍ほたるかなんかと思うておくれやす」

　ひどいや、チーさん。僕は気狐なのに。でも文句を言ったらイジメられそうだから、ぼくは黙だまっていた。

「そんなこと、言ったってなぁ……」

　葉介さんが振り返って、ぼくの顔を見た。えへへ。葉介さんは、いいヒトだなぁ。

　その葉介さんの顔を、チーさんが無理やり自分のほうに戻した。

「葉介はん。約束どすえ。今日は葉介はんを、存分に充電さしてくれはるって」

　そう言ってチーさんは、また葉介さんの胸に顔を埋うずめた。チーさんの尻尾しつぽが、うれしそうに揺ゆれていた。本当に、うれしそうなチーさん。

　チーさんが疲れているっていうのは、本当みたい。なんか悪いヒトをやっつけただけじゃなくて、反はん魂こんまでやったんだって。すごいよね。ぼくには反魂なんて難しいこと、できないよ。やっぱりチーさんって、すごいんだなぁ。

　でも本当にすごいのは、実は葉介さんのほうなのかな？　チーさんが葉介さんに抱きついていると、みるみるチーさんが回復していくんだ。すごいよね。葉介さんは、自分の力に気づいているのかな？　たぶん、気づいていないんだろうなぁ。

　幸せそうなチーさん。本当によかったね、チーさん。葉よう介すけさんと出会えてさ。

「あっ！　ポーはんっ！　狐きつ火ねび消しおしっ！　早はよう！」

　突然、チーさんがぼくに命令をした。

「ええっ？　狐火消すの？　どうして？　チーさん」

「ええから早う、消しておくれやすっ！」

　ちぇ。なんだよ、ぼくを呼びつけて無理やり狐火の係りをやらせてさ、虫呼ばわりまでしたあげく、その狐火を消せって……。ぼくはいったいなんのためにここにいると思ってるの？

「ポーはん、早う！」

「もう。わかったよ、チーさん」

　ぼくは尻尾しつぽを振って、狐火を消した。あたりが再び、真まっ暗くら闇やみになった。当然だよね、停電してるんだもん。

「葉介はん、見て見てっ！　ほらっ、天あまの川がわ！」

　チーさんが指差した先には、満天の星空が広がっていた。

「おおっ、すごいな」

　葉介さんも、感動しているみたい。そうだねぇ。数百年前までは、こんな星空は珍しくなんてなかったんだけど、いまでは珍しいのかもしれないね。

「あきまへん！」いきなりチーさんが立ち上がった。「忘れとりました。今日はもしかして、七たな夕ばたやありまへんか？」

　ポカンとした表情の葉よう介すけさんが、星明かりに照らされたチーさんの顔を見上げた。

「そ、そういやそうだったけど……それが、どうかしたのか？」

「えらいこっちゃ。早う、願い事せな！」

　屋上の給水タンクの上で立ち上がったチーさん。目をつぶって、夜空に手を合わせていた。熱心に、熱心に。

　やがてチーさんは満足げに微笑ほほえんで、またタンクに座る葉介さんに抱きついた。
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「……なぁチー。そんなに熱心に、なにを願ったんだよ？」

　チーさんは少しはにかんでから、葉介さんに言った。

「……葉介はんには、内緒どす」




　え～とさ。狐きつね火びはもう、いらないのかな？　二人はぼくの存在を忘れて、そのまま抱き合っていた。どうしよう、帰っていいのかなぁ。でも、いま二人に声をかけるのは、少し悪い気がするしなぁ。

　二人の後ろ姿。チーさんの尻尾しつぽがひょこひょこと揺ゆれている。うれしそうなチーさん。

　同じ霊れい孤こだからなのかな？　実はさっきのチーさんの願い事は、ぼくには聞こえちゃってたんだよね。言ってもいいよね、チーさん。だってぼくって、虫みたいな存在なんでしょ？　言っちゃうよ？

　さっきのチーさんの願い事はこうだった。

『葉介はんがウチのことを、ウチだけのことを、ずっとずっと、愛してくれはりますように』




　ぼくからもお願いするよ、葉介さん。ずっとずっと、チーさんを幸せにしてね。

　……それじゃあ、ぼくは帰ろうかな。またねっ！





07月10日(木)　放課後　加か納のうマルタ




　私の幸せは、勝つこと。

　人間にとって一番重要なのは、勝つことだと思う。勝敗ラインをどこに設定するかはさておき、とにかく勝たなければ、人生なんて楽しくないわ。勝つことが正義、勝つことこそが最重要。少なくとも私は、そう思う。

　でも最近、負けることも、重要なんじゃないかと思うようになった。そりゃ、勝つのが一番重要なのは変わりない。だけど人生で全勝なんて、ありえないのよ。上じよ手うずに負けなくっちゃ、いつまでたっても次の勝ちがやってこないってこと。




　和泉いずみ葉よう介すけ。ゲスにも劣るひどい浮うわ気き性しようのアンポンタンだけど、あいつは、上手に負けられるやつなのかもしれない。あの日東京メトロの本社で、あいつは何度もたまもに土ど下げ座ざをしていた。耳付きのたまもは、チーって言うみたい。和泉は床にオデコをこすり付けながら、マキマキを生き返らせてくれ、と懇こん願がんしていた。必死に。何度も、何度も。

　チーはすごく怒おこっていたんだけど、やがて和泉の真しん摯しな願いに、とうとう折れた。「ウチは、そんな情け深い葉介はんのことが、好きなのかもしれまへんな」だって。




　マキマキはいま、私ん家ちの一室で寝ている…………はず。もしかしたらいまごろは起き上がって、ひょこひょこと歩いているかもしれない。今朝はクレタに、フルーツカルピスをねだったらしい。医者は絶対安静だって言ってたけど、以前よりもずっと、表情はやわらかい気がする。なにやら怖い夢を、見なくなったのだそうだ。




　私は一度、敵てきの軍門に降くだることにした。

　ぬらりひょんはとんでもない男だったけど、彼が言った言葉で、一つだけ気に入っているものがある。「実力を伴わない意思は、その力を持たない」……私もあれこれ自分の中だけで考えてないで、実力を行使すべきなんだと思う。




　天てん文もん台だいのドアが開いた。天てん王のう寺じのやつが、怪け訝げんそうな顔で私を見た。

「なぜ、君がここにいる？」

「なによ？　私が、このチンケな部活に入部してあげようってのよ？　もっと喜びなさいよね」

「……部員の募集は、していない」

　天王寺は不ふ機き嫌げんそうに、モバイルＰＣを机に広げてカチャカチャしはじめた。

「ねぇ、天王寺」私は頰ほお杖づえをついて、聞いてみた。

「なんだ？」

「たまもは友達だし、和泉いずみはあんなやつだしさ……まぁ二人が私を助けに来てくれたのは、わかる気がするんだけど……どうしてあんたまで、私を助けに来たの？　死ぬかもしれなかったんでしょ？」

　天てん王のう寺じはモバイルＰＣの画面を見たままだったけど、タイプは止まっていた。

「……気の、迷いだ」

「そ」




　外では蟬せみが、けたたましく鳴いていた。もう梅つ雨ゆは明けたらしい。

　一いつ瞬しゆん窓の光を反射して、天王寺の眼鏡めがねがこちらを向いた。

「……そういえば君は、僕と将しよう棋ぎをしたがっていたな。しかし残念ながら、僕は将棋のルールを知らないぞ」

　私はニッコリと笑って、天王寺のやつに言ってやった。

「それじゃあさ、教えてあげよっか？　私ってば将棋の教え方なら、誰だれにも負けないんだから」




　私はやつに、勝てるだろうか？　敵てきは恐ろしく強い。まして女である私は、圧倒的不利な状況にある。それでも私は、やつに勝負をしてみようと思う。勝負をしないことには、絶対に勝つことはできないのよ。

　私はやつに、勝負を挑いどむ。

　だって私の幸せは、勝つことだから。











　了







あとがき




　こんにちは　出口きぬごしです。

　読どく了りよう、お疲れ様でした！　いかがでしたでしょうか？

　今回は、本文中でも触れているある歴史的事件を、僕なりに娯楽作品化してみました。意外と重厚なバックボーンがあるんですよ。

　正直、読者の方にも色々な感想があるでしょうね。人によっては「作者コロス！」などと物ぶつ騒そうな感想をお持ちの方もいらっしゃることでしょう。でもね、僕としては、血けつ尿にようを流しながら一いつ生しよう懸けん命めい書いたのですよ。少なくとも僕は「げへへへぇ。おもしれぇ」とか思ってます。ヨダレを垂たらすほどに。

　まぁ、血尿を出しながら執筆したってのはウソですけどね。とにかく、一人でも多くの「面おも白しろい！」と思ってくださる読者の方がいらっしゃれば、僕はとってもうれしいです。本当ですよ。うれしくて、血けつ涙るいくらいは出るかもしれません。ビームみたいに強烈な血涙が。

　さてさて、今巻もひねくれ読者の僕は、変な構成で書いてしまいました。たぶんですけど、これは再読したほうが面白い作品になっているのではないかと思っています。

　一巻に引き続き、再読にあたってイメージが膨ふくらむオススメ音楽をご紹しよう介かいいたします。

　これです。■笑う紙袋↓『Time to Believe』（Digital Orgasm）。■暴れパンダ↓『本ほん多だ忠ただ勝かつのテーマ』（ゲーム『戦せん国ごく無む双そう』より）。■マキマキと世界システム↓『Plan　9』（808State）。■最後のマルタのとこ↓『Girl／Boy Song』（Aphex Twin）。■全体を通して↓『ミス・パラレルワールド』（相対性理論）。

　あとね、これも合うと思います。■真ま木き真しん十じゆう郎ろう↓『Emotions』（Influx）。■マキマキ↓『人工衛星』（相対性理論）。

　書きすぎたかな。まぁ、いいか。

「をん」さんは今回も、クリティカルなイラストをたくさん描かいてくださいました。ありがとうございます！　僕は、ジョニーウォーカーがお気に入り。いいですねぇ。素す敵てき！　活躍させたいなぁ、ジョニーウォーカー。三巻出せたらいいなぁ。

『どうか、なにとぞ、三巻を出せますように』

　編集部の方はもちろんのこと、多くの方々のお世話になりました。恐縮ながら、この場でお礼をさせていただきます。ありがとうございました。特に一巻を厚く積んでいただいた、上野界かい隈わいの書店の方々へ、重ねてお礼を言わせていただきます。本当にありがとうございました！

　どうか、なにとぞ、一人でも多くの読者に、二巻を楽しんでいただけますように！





　出口きぬごし
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出で口ぐちきぬごし

東東京生まれ。下町育ちだけど、もやしっ子だから神輿は絶対に担がない。脱臼くらいじゃ済まないと思う。たぶんミコ死する。でも巫女死なら、死んで本望だと僕は強く思うけど、どうでもいいぜそんな事柄。
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をん

福岡在住。趣味は料理と釣り。前巻に続き挿絵を担当させていただきました。よろしくお願いしますッ!!
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